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OS 話 宇治 拾遺 

物語に ね ，つ 


時 も 退出 を ゆるされ 給 はす、 旣に閉 眼の 後も猶 抱き 給 ひて 起ち 去り 給 はす。 時に 俊 明 卿 

參 入して 申して 云 ふ， 帝 者 ！！ 宛 曹の例 未曾有の 事に 候 ふ、 早く 行幸 有るべき よしを 奏す。 

勅答に 云 ふ， 例は此 よりこ そ 始まらめ と 仰せけ り。 

道 命 阿 闍利は 道 綱 卿の 息 也。 其音聲 微妙に て 讀經の 時、 閗く人 皆 道心 を發 せる と 云へ り。 

但 好色 無 雙の人 也。 或 時 和 泉 式部の 所に 行きて 會 合の 後、 曉 方に 目 を さまして、 讀經兩 

三卷 せり。 さて まどろみ たる 夢に、 一 の 老翁 あり、 誰 人ぞと 相尋ぬ る 所に、 翁の 云 ふ、 

我 は 五條 西 洞 院邊に 侍る 者 也、 御 經の時 梵天 帝釋を 始め 奉りて、 天神 地 紙 こと く聽 

聞し 給 ふ 間、 此翁 など は 近邊へ 近づき 參る事 あた はす、 然るに 唯今の 御經は 行水 も 候 は 

でよ み 給 へれば、 諸 神 紙 も御聽 聞な し、 よき 隙と 存じて 此 翁は參 りて、 能々 聽聞 申して 

悅び 存じた ると 云 ふと 見 給 へ り。 

小 野 宮右府 實資公 をば 賢人のお と r と 申しけ り。 他事の 賢き に は 似す、 女の 事に 忍び 給 

は ざり けり。 北の 對. の 前に 井 あり、 下女 等淸涼 水と 名付けて 集り 汲みけ り。 其 中に 少^ 
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本 allsn の 宛 字 I 


好色 類 

ニ條 后い まだ 内へ まるり 給 はざる 時、 業 平 中將 忍びく に 通 ひ 侍り。 或 時 后 をゐて かく 

し 奉らん とせる を、 せう と 達 奪 ひかへ して 則ち 中 將の本 鳥 を 切りけ り。 屮將髮 生えん 程 

とて、 歌枕 みん ために 闢 東に 下向す。 奧州の八十島に宿せる^^ 野中に 和歌の 上句 を 詠す 

る聲 あり、 其の 詞 秋風の 吹く 度 ごとに あなめ くと 聞 ゆ。 音に つきて 求む るに、 人な し。 

た r 一  つのされ かう ベ あり。 明くる 朝な ほ是を 見る に、 かの か ラベの 目の 穴より 薄 生 ひ 

たりけ り。 風の 吹く 毎に 薄の なびく 昔、 歌の 上句に 聞え けり。 奇異の 思 ひ をな す 間、 或 

人 云 ふ、 小 野 小町 此國に 下向して、 此所 にて 死せ り、 其 かう ベな りと 云 ふ。 こ.^ に中將 

たまつ くり 

哀に思 ひて、 下の句 を 付けて 云 ふ、 小 野と はい はじ 薄お ひけり。 件の 所 をば 玉 作の 小 野 

と 云へ ると なん。  - 

賢 子 中宮 は 白 河 院の御 寵愛 他に 異なる 故に、 禁中に して 崩 じ 給へ り。 いまだ 御惱 危急の 
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五 二 六 


大廟ー 論語 

八倚篇 「子 入大 

廟毎事 問」 . 


法 性 寺の 繭 白 I 

忠逋 


うへ のきぬ 15^ 


進 返の 間、 事に おいて 不審 をな して、 傍人に 問 ふ 事 をす。 時に 成 通 卿參議 にて 座に 列り け 

るが， 師賴 卿に 語りけ る は、 年來御 籠居に よて、 公事 御 忘却う ひくし く 思 食した る 事 

コ W 

尤も 道理 也。 師賴卿 返事 をば 言 はすして、 ひとり 言して 云 ふ、 大廟に 入りて は 事毎に. 問 

ふ。 成 通 卿是を 間き て 閉口す。 後日に 人に 逢 ひてい ひける は， 思 ひ 分く る 方な うして、 

不慮の 言 を 出し 侍り、 後悔 千 萬 也。 

後白河 院の御 在位の 時、 絶えて 久しき 事 ども 再興 せられし 中に、 記錄 所と て 天下の 政 を 

行 はれし 事、 後 三 條院の 御 時 ありし 後 は， この 御代に 寄 人な ど 云 ふ もの 餘多 置かれて、 

ゆにく しき 事北ハ ありけ り。 大內を も 作り いだされ て、 渡らせ 給 ふ 殿々 門々 の 額 は、 法 性 

寺の 關白 書かせ 給 ふ。 宮 作りた る國司 七十 二人 勸賞行 はれて， 位な ど 賜 はれり。 内宴と 

て も 十と せ 餘り絕 えたる 事 を も 行 はれて、 春 生， 一聖 化 中， と 云 ふ 文字に て 詩 を 作らし む。 

靑色 赤色のう へのき ぬ を 著せり。 綾綺 殿に て 十 人の 舞 姬 袖 ふる 氣色 あるべき を、 俄にて 

誠の 女 は 叶 はねば、 仁 和 寺 法 親王 舞 童 を 奉らし め 給へ り。 詩 をば 仁壽 殿に て 講ぜら る、 


原 知 
忠足 

夤院 

入 

道 

參 

議 

入 

度 

中 

ん め 

御 

ヒ 

信 

車 

る 

拜 

原 

0 お 

卽 

公 

よ 

師 

ふ 

し 

師 

か 

位 

さ 

は 

わ 

賴 

さ 

奉 

遠 

る 

の 

せ 

ふ 

下 

睛 1 

は 

り 

攝 

。 

時 

給 

像 

な) 

多 

笏 

け 

津 

後 

代 

鱧 

ひ 

明 

さ 

年 

を 

守 

お 

け 

神 

せ 

沈 

取 

。 

に 

ま 

れ 

現 

#  口 

ら 

入 

任 

院 

上 

は: 

に 

へ 

し 

す 

道 

じ 

の 

の 

物 

殿 

て 

御 

著 

い 

な 

籠 

い 

中 

、頭 

し 

ど 

雨 

居 

へ 

門 

知 

に 

糸 0 

不 

中 

な 

す 

る 

の 

足 

め 

ふ 

便 

し 

ど 

〇 

者 

連乂 

[ 院 

で 

玉 

な 

給 

の 

中 

也 

子し 

' 入 

寸: 

冠 

る 

ひ 

降 

納 

よ 

道 

< 

は、 

御 

け 

る 

殿 

な 

事 

り 

曰 

に 

御 

へ 

は 

應 

の 

任 

覽 

參 

せ 

神 

て 

我 

軒 

じ 

有 

天 

よ 

に、 . 

て 

て 

ひ 

皇 

神 

後、 

て 

慶 

け 

の 

の 

御 

大 

仰 

賀 

御 

御 

位 

路 

初 

せ 

を 

冠 

位 

高 

め 

ら 

申 

此 

也 

は 

石 

て 

れ 

し 

事 

ま 

て 

疊 

釋 

け 

け 

禮 

し 

る 

を 

奠 

る 

る 

ね 

月 g 

中 

せ 

の 

は、 

に 

に 

に 

さ 

せ 

ら 

上 

ォ H 

丄ト 
せ 

卿 

猶 

笏 

自 

具 

あ 

ひ 

た 

を 

師 

を 

し 

ひ 

け 

勤 

遠 

持 

有 

て 

け 

る 

け 

仕 

た 

内 

な 

わ 

す 

す 

け 

ん 

禪 

し 

る 

寮 

苦 

作 

室 

て 

に 

し 

の 

法 

に 

/ん 

納 

さ 

貞 

東 齋隨筆 


五 二 四 


ありと ほし I 有 

りと 星、 蟻 通 


放生會 I 男 山 八 

幡の也 

延<<1 後 11 一條 天 

直の 御世 

靴 I 儀式 は 用 ふ 

る 革 1- の 紐 ある 

を b ふ 

a; 信な —忠平 


紀貫之 集に 云 ふ、 紀伊國 に 罷り 下め て 罷り 上る に、 馬の 煩 ひて 死ぬべき あっか ひ を、 路 

ゆく 人々 とまりて 見て 云 ふ樣、 例 こで にいます る 神の し 給 ふとて * かく 社 も 無くしる し 

も 見えね ど、 心い とうたて おはす る 神 也、 さきぐ も 祈 を. & してなん やむ と 云 ふに、 み 

てぐ らも 無ければ 何 わざ をすべき にも あらす 。いか、.，. はせんと て 手ば かり 洗 ひ 跪きて、 さ 

あり ミ ほし 

て も 何の 神と 申さん する ぞ とい へば、 蟻 通の 明 神と なん 申す といへば、 かくよ みて 奉る。 

かき 曇り あやめ も 知らぬ 大空に ありと ほし をば 思 ふべ しゃ は 

經信卿 圓融院 の 御 八 講に參 する 時、 北 野の 社の 前にて 下聿 せす、 不審 をな して 問 ふ 人 有 

りければ、 答へ て 云 ふ、 彈 正式に 四 位 は 二位 を拜 せす と 見えたり、 神 は非禮 をう けす、 も 

しおりて はか へ りて 禮を 知らざる に 似たり と 云へ り。 

放 生會、 行幸に 淮ぜら る.^ 事、 延久 ニ年是 始め 也。 上 卿 は 大納言 隆國 なり。 初年ば かり 

は壺胡 錄、. 沓を用 ふ、 第二 年より は 平 胡籙、 靴に 改められ けり。 

じな かたみ や、 f じん 

貞信 公の 御所 小 一條と 巾す 所 は、 宗像明 神のお はし ませば、 洞院 のうしろ のつ じょり、 
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の 訛 


間、 王宮 大に騷 動す。 件の 壽命 十八の よし， 札の 文に 已に 明白な りと いへ ども、 炎上 難 

治に よりて、 八の字 を 上へ 釣られた ると 見えたり。 果して 八十の 御 歳 九 0:  二十 七日 入 威 

し 給 ふと 云 へ り。 

同 御室 は 世間に 疾病お こる 時 は、 ひそかに 御在所 を 出で-^ ひて、 唯一 人 御棚の 菓子な ど 

を懷 中に 入れ 給 ひて、 大 垣の 遷の病 者に、 次第に これ を 給 ひて、 眞言 をよ みかけて、 過 さ 

せしめ 給 ひければ、 病^ 立ち どころ に减を 得たり。 御所に かへ り 入らせ 給 ふとき は、 玉 

の 舆に乘 り 給 ひて、 天童 等 多く 御供に て 入らせ 給 ふと 目〕 奉る 人 あり。 

小 野 皇太后 宮は 後冷泉 院の 后、 大 ニ條關 白の 三女 也。 生年 十四の 年、 舍 兄靜圓 僧正に し 

たが ひて、 ひそかに 法 華經を 受け 袷 ひて、 毎日 一部 讀 誦し 給 ふ、 人 首て 知る ことなし。 

春秋 十六に て入內 あり、 治歴 1： 年 四月 十九 日立 后、 此夕帝 崩御し 給 ふ、 しかしよ りこの か 

た 偏 に 道心 を發 して、 念 佛轉經 の に 他事 まし まさす、 一 一條 東 洞 院の亭 に て みづ から 

最勝王 經を書 寫し給 ふ。 或 時 雪 雨 俄に 降りて 霹麄 殿に 人る、 皇后 經と筆 を 手に 握り 給 ひ 
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仰の 信 をい：； i す。 然れ ども 窮屈の 餘り、 聊か 睡眠す る 間、 さきの 童子、 装束 は 天童の ご 

とくにして、 御 帳の 中より 出で 来て、 在 銜に云 ふ 事 は、 官は 右大臣に いたり、 歳 は 八十 

1 一なる ベ し、. 其 後 《^ 進雅 意に 任せたり。 左大臣 八十 三の 時 彼の 寺に 詣 でて 申して 云 ふ、 往 

日 右大臣 八十 二の よし 示し 給 ふ 所に、 今旣に 如.. 此、 毗 沙門 又 夢の 中に 示し 給 ひて 云 ふ、 官 

は 右大臣 迄にて ありし かど も， 奉公の 勞 によりて 左に いたれり、 命 をば あしく 見たり、 

八十 七 歳な り。 Ei- して 件の 歳 薦 逝せ り。 其 後 彼の 寺の 正面の 柬閒 をば、 人 以て 進 士の間 

と號 す。 

播磨國 寄寫 山の 性 空 聖人、 生身の 普賢 菩薩 を 見た てまつ らん 事 を 祈請す。 夢の 告 ありて 

云 ふ、 生身の 普贅を 見ん と 思 は r、 神 崎の 遊女の 長者 を 見べ しと。 よて 喜びながら 神 崎 

に 行きて、 長者の 家 を 相尋ぬ る 所に、 只今 京より 下りの 輩 あ つ まり 來 りて、 遊宴亂 舞の 間 

也。 長者 も橫 座に 居て 鼓 を 打ちて、 亂 拍子の 上句 をうた ふ。 其 詞に云 ふ、 周 防む ろづみ 

の屮 なるみ さら ゐに風 は 吹かね ども さ i ら浪 立つ。 其 時 聖人 奇異の 思 ひ をな して 睡眠す 


後朱雀 院の 御宇 長久 年中、 最勝講 源泉 憎 都說法 殊勝な り。 此時 四天王 道場に 現じ 給 ふ、 

天皇の 外餘人 はこれ を 見す。 是 によて 源泉 當 座に 法 印に 敍 せらる。 其 後より 四 天の 座 を 

設けら ると 云へ り。 

六條坊 門の 北西 洞院の 西に 堂 あり， みの わ 堂と 號す。 件の 堂 は 伊豫 人道 賴義、 奥州の 俘 

ra 打ちた ひらけて 後 建立せ り。 佛は 等身 阿彌陀 なり。 賴義此 佛を造 立し、 恭敬 禮拜 して 

極樂 へ 必す 引導し 給 へ と 巾し ければ、 うちうな づ かせ 給 ひけり。 十一 一年の 間戰揚 にして、 

皮 子に 合に 入れ 打 たれた る ものの 片耳 を 切り あつめて、 干して 皮 子に 合に 入れて 持ちの ほりたり ける を、 

て一皮 子 幾 合に  ひが ごミ 

け" ばての 意な 件の 堂の 土 壇の 下に 埋める によて、 耳納 堂と いへ り。 みの わ 堂と 云 ふ は 僻事な り。 

るぺし 

粟田 左大臣 在衡 文章 生の 時、 鞍馬 寺に 參詣 せり。 正面の 東の 問に て禮拜 をす るに、 十三 

セ &|.^ 返 か 四 歳ば かりの 賤 しき 童き たりついて、 同じく 禮を なす。 七 反ば かりと 思 ひけれ ども、 こ 

の 小童の 禮拜 より 前にし はてた らん は、 人 わろ かりなん と 思 ひて、 心なら す禮 をな す あ ひ 

だ、 旣に 三千 三百 三十 三度に 満ちた る 待。 此 童 忽ちに 失せぬ。 在衡 奇異の 思 ひ をな し、 渴 
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ふ、 我 は是永 手^ • 法 花 寺の 塔 嬰 を 巾し 减ぜ るに よて、 冥途に て 銅の 柱 をいだ きて 年 序 を 

ふるところに、 炎 魔 王宮に 香烟 薰り満 てり、 瑛王 あやしみ 驚きて 冥官に 尋ねら る。 冥官 

.5. して 云 ふ、 日本 國の 罪人 永 手が 息 藤 原家侬 病に よて、 一 僧 を 以て 加持せ しむ、 件の 佾 

堅固の 信心 を こらして、 己が 命に か はらんと 祈請して 効驗 あり。 志の 甚 深なる によて、 香 

烟の 來り薰 する 也、 これによ て 忽ちに 苦 患 をまぬ がれて、 同朋 二十 餘人 引率して 天ヒに 

生ぜり、 此. e を告 けんがた めに 来れる 也と いへ り。 

宇治 殿 平等 院を 建立し 給 ふとき、 地形の 事な ど 承 合せられん ために， 土 御門 右府を 相伴 

はせ 給 ふ。 宇治 殿 仰せられて 云 ふ、 大門の 便宜 北 向に あら すん ば 便な かるべし、 北 向に 

大門 ある 寺 侍り や。 右府. e されて 云 ふ、 覺惜 せしめす。 時に IM 房 卿い まだ 無官に て、 江 

冠者と て 有りけ る を、 後車に のせて 具せられ たる を 召し出されて、 彼 こそ かやう の 事う 

るせ く覺 えて 候へ とて 問 はる i 所に、 K 房 申して 云 ふ、 北 向に 大門 ある 寺 は、 天竺に は 

奈良陀 寺、 唐土に は 西 明 寺、 本朝に は 六 波 羅密寺 也と 申す。 宇治 殿大に 感ぜし め 給 ふ。 
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ま 

足& めし I たん 
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も號 せる 也。 長 岡 大臣 內磨 大願 を發 して、 不 {4i 莆索觀 音像 拉 に 四天王 像 を 造 立す。 閑院 

贈 太 政 大臣 冬嗣 公弘 仁 四 年に 南 圓堂を 立てて、 觀 音像 を 安置し 給， へり。 法 花會は 長岡大 

臣の 御佛事 也。 十月 十六 日の 忌日 を 結願に あてて、 七 ケ日行 はる i 也。 備前國 鹿 田 皮 を 

其 料 所と せり。 

大安 寺 は 天平 元年 道 慈 律師" 先皇の 遺 詔に よて 造 立す。 大 街の 西 明 寺の 結構 を 移して、 道 

慈歸 朝して 作れり。 西 明 寺 は 祇^ 精舍を 摸して 作る。 祇園 精 舍は兜 率の 內院を 移せり と 云 

へり。 大安 寺 本の名 は 大官大 寺と いへ り。 大和 國添ヒ 郡 平 城 右京 五六 條三坊 にあり。 

孝 謙 天 王法 花 寺 を 建立し 給 ふ 時、 塔婆に おきて は 八^ 七重に つくらん と 思 ひ 袷 ふよし、 左 

大臣 永 手に 仰せ 合せら るぶ 時、 永 手 云 ふ、 四角 五重 は 足ぬ めし、 八 角 七重に 造られば、 さ 

だめて 國 土の 費た らん かと 申す。 是 によて 四角 Urf 重に 造らる。 大臣 は國の 公平 を 思 ひ 

て 申す といへ ども、 後生の 貴と なりて、 銅の 火の 柱 を 抱く といへ り。 其 後 永 手の 息男從 

四 位 上 藤 原 家 依 病患の 時、 名 德の憎 を 請 じて 數日 加持せ しむ。 或 n 傍人 俄に 詫宣 して 云 _ 


朿齋隨 筆 


五 一 五 


束 齋隨筆  五 一 四 


1 5^ 雜 くィ  一 K お^ 

家 
の 
堂 
を 
移 
し 
て 
奈 
良 
の 
京 
に 
立 

れ 
に 
よ 
て 
興 

福 

キ 

を 
ば 
山: 

階, ^ 

も 
名- 
け、 

亦 
藤 

大 

臣 
の 
病 
す 
な 
は 
ち 
愈 

た 

(0 

是 
よ 
わ 
每 
年 
此 
經 
を 
講 
ぜ 
し 
む 

淡 
海 
公 
の 
世 
に 
至 
り 
て、 

陶 
原 

の 

い 
ふ 

し 

れ 
に 
よ 
て 
大 
臣 
の 
家 
の 
中 
に 
堂 
を 
立 
て 
て 
維 
摩 
經 
を 
講 
ぜ 
し 
む 

問 
疾 
品 
を 
講 
ぜ 

る 
き、 

云 
ふ 
人 
あ 
り、 

病 
を 
い 

や 

す 
ベ 

さ 
法 
を 
問 
ひ 
給 
ふ 

時、 

維 
摩 
經 
を 
供 
養 
し 
給 
は 

病 
平 
愈 

ベ 

し 

大 

織 

冠 

の 

家 

は 

山 

城 

國 

宇 

治 

郡 

山 

科 

村 

陶 t 

原 'ら1 

に 

あ 

大 
臣 
久 

し 

< 

身 
病 
あ 
る 
時 
に， 

百 
濟 
の 

/匕 
法 
明 

佛 

法 
類 

事 
あ 

け 
る 

解 
け 
た 
る 
け 
し 

に 
つ 
き 
て 
な 
に、 

人 
は 
物 
い 

ひ 

よ 

さ 
れ 
ば 
大 
小 
事 
さ 
か 
ん 
た 
め 
な 
わ 

て 
仰 

せ 

延 
喜 
の 
御 
門 
常 
に 
ゑ 
み 
て 
お 
は 
し 
ま 
し 
け 
る 

此 
故 
は 
ま 
め 
だ 
ち 
た 
る 
人 
に 
は 
物 
い 
ひ 
に 

打 

ち 

ふ 
る 
也 

件 
の 
器 
石 

等 

今 
穀 
倉 
院 
に 
あ 

い 
へ 

り 

ま 
た 
の 
木 
に 

け 
T 

穀 
倉 
院 
に 
し 
て 
國 
々 
の 
米 
を 
ば 
納 
め 
ら 
れ 
け 

仍 
て 
何 
石 

は 
石 
子 
を 
用 

先 後屮書 王. I 醍 

醐天 就€ 皇子 兼 

明 親王 を 前 中 II 曰 

王、 村 上 天皇の 

皇子 具 平 親王 を 

後 中 書 王と 稱 


卿の 唐 名 也 


延„<| 後一 11 條天 

皇の 御世 


貫首 —藏 人頭 


そのし るし 有りけ り と ぞ。 

齊名、 以言等 を 試みられ ける 時， 秋 未. 出 一一 詩境， と 云 ふ 事 を 作らせられけ るに、 以言の 詩. 

文 峯按， 轡駒 過景、 詞 海艤， 船 葉 落聲と 作りたり ける。 ひそかに 先 後 中 書 王に 見せ 奉る 所に、 

白 字 大切 也と 仰せら る に 付て、 白 駒景、 紅葉 聲と 直して 秀句に 定 りに けり。 其 後 以言病 

おも かりけ る 時、 みこと 訪ひ給 ひければ、 恩 問 之 旨 恐 千 廻 白 字 事 不，， 忘却， とぞ 申しけ る。 

政道 類 

延久の 善政に は先づ 器物 を 作られけ り。 資 仲卿驟 人頭に てこれ を 奉行せ り。 升 を 召しよ 

せて とりぐ 御覽 じて、 簾 を 折りて 寸法な ど さ i せ 給 ひけり。 米 をば 穀倉 院 がり 召しよ 

せて、 殿上の 小 庭に て 貫首 以下 藏人 出納な ど撿 知して、 小 舍人玉 だすき して 量りけ り。 

本 米 をば 紙屋 紙に 暴み て 持て 參 りたり ければ、 歡覽 有りて 勅 封 を 加 へられて ぞ、 御 持 憎 

の 許な どへ つか はされ ける。 斛器は 方なる 憒を 差す、 石 をく-り 下け て、 おもしに して、. 
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五 一 〇 


住 大臣の 大 K*- 

大臣 任ぜら； „ 

たる 時の |« ！應 


脇： 


當 座の 秀歌な りけ り。 帥 卿 後に 俊賴 朝臣 をよ びて 言 はれけ る は、 古今 集に 入る 躬恒が 歌 

_  二 

すみよし の 松 を 秋風 吹く からに 聲 打ち 添 ふるお きつ 白波 

此歌は 任 大臣の 大 饗せん 日、 所 詠のお きつ 風の 歌、 巾 門の 中に 入りて、 お 生の 饗 にっき 

なん やと、 俊 賴も此 仰せ 如何、 彼の 御 歌 またく 劣る ベから す、 然れ ども 古今の 歌た るに 

よりて 限り 有りて、 まづ任 大臣 候 はんに、 御作 は 一の 大納言に て、 尊者と して 南 階より 

ねり 上りて、 對 座に ゐ なんと こそ 存じ 候へ と 云 ふ。 帥 卿 さらば さも 有りなん や、 如何 あ 

るべき とて 感氣 ありけ り。 又自 歎して 云 ふ、 躬恒 家集に 歌 ある 中に も、 彼の 松 を 秋風の 

たけ 品 は、 年閱 けたる 胡 人の 錦の 帽子した るが、 尺八 琵琶 を 鳴らし、 紫檀の 脇 足お さ へ て、 

詩 を 講じ うそぶき 眺望した る 姿 也。 此 人に むかひて 爭 ひつべき は、 我 沖つ 風の 歌 こそ あ 

れと いはれ けり。  . 

都 良 香 竹 生 島に 詣 でたり ける に、 眺望の 心 澄みて、 


さ 々かなら め一 

K 分明 


とりはなち ョ «. 

I 取り はづ しの 

出來る やうに な 

りたり 

打ち付けられ— 

釕付 にす る こと 


り。 

伏 見の 修理の かみ 俊 綱と 聞え し は、 宇治 關白 殿の 御子と 申し 侍れ ども、 さやか ならぬ 事 

なれば、 讚岐守 橘の 俊 遠が 子に 定まりて、 橘の 姓 を名乘 りしが、 其 後な ほ 殿の 御子に て， 

藤 原の 姓に かへ り 侍りて、 直 衣な ど 許され 侍りけ るに や。 

近 江 守有淸 とい ひし 人 は、 後 三條院 のま こと は 御子と 聞え しか ども、 讚 岐守顯 綱の 子に 

て やみに き。 .5^;© の ふるま ひ 故に、 あなた 此方と まぎれた る 事 昔より ありし なり。 

御座の 覆掛 くる 竿 はもと 取り はなちに 侍りけ る を、 鳥 羽 院の御 位の 時に や、 殿上人の い 

さか ひ 侍りて、 其 竿を拔 きて 打たん としたり しょり、 打ち付けられたり となん いへ る。 

詩歌 類 

後三條 院住吉 社に 御幸 冇り ける 時、 經信卿 序 代 を 奉られけ り、 其 歌に 云 ふ、 

おきつ 風 吹きに けらし な 住吉の 松の 下 枝 を あら ふ 白浪 
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五 〇 八 


忠義 公， I 兼 通 

！— 華美 

水精 I 水晶 


しづみ にし 今 さら 和歌の 浦浪 によせば やよ らん 海 士の捨 舟 

と 申して、 . つ ひに こもり 居て やみに けり。 

天 磨の 御宇 橘 直 誇が 民 部 大輔を 望み ゆしけ る 中 文 をば、 みづ から 害き て 小 野道 風に 淸書 

せ させけ り。 主上 御 覽ぜら れけ るに、 依， 人而 事異、 雖， 似，， 偏頗 一 代， 天 而授， 官， 誠 懸，， 運命， 

など 、述懐の 詞害 きすぐせ るに よて. 御氣色 あしかり けり。 人是を 恐れ 思 ふところに、 其 

後 內裏燒 亡 有りて、 俄に. 中院へ 行幸せ させ 給 ひたる に、， 代々 傳 はりた る 御 倚子、 時簡、 玄 

象、 鈴 鹿、 以下 もて まゐ りたる を御覽 有りて， 直籍が 中 文 は 取り出したり やと、 御 尋ね 

有りけ る 時， 人い み じき 事に、 ぞ 申しけ る。  . 

忠義 公の 御子 閑 院大將 朝 光と 申す は、 いみ じかり し. 御^の 覺ぇ にて， まじら ひの 程 事の 


外に きら を 好み 給 ひて、 ：$^|| の 水精の 笞、 冠の 透 額 も、 此 殿の 思 ひより 給へ るな り。 

なにがしの 行幸に つかう まつり 給へ りしに、 此胡 if 負 ひ 給へ りし かば、 朝 曰の 光に かご 

やき 合 ひて、 さる めでたき 事 や は 有りし。 今 は 目 馴れたれば 珍しから す、 人 も 思 ひて 侍 


〇l 話 ナ| に 嵯峨 帝の 御 時、 無惡 善と かける 落 書 有りけ り。 野 相 公に 見せら る. M に、 さがなくて よけん 

野 相な I 小 si と讀 めり。 惡 はさが とよむ ゆ ゑ 也。 御門 御氣色 あしくて、 执は臣 が所爲 かと 仰せられけ 

れば、 かやう の 御 疑 ひ 侍らん に は、 智臣 朝に 進みが たく やと 申しければ、 一 伏 三 仰不來 

人 待 書 嗜雨降 戀筒寢 とか よ せ 給 ひて、 是を讀 めと て 給 はせ けり。 

月夜に は 來ぬ人 またる かきくもり 雨 も 降らなん 戀 ひつよ も ねん 

と讀 めり ければ、 御氣色 直りに けりと なん。 落しぶ みは 讀む 所に 咎 ありと 云 ふ 事 は、 こ 

さ blis 子 れ より 始まる とか や。 わらべの うつむき さいと 云 ふ 物， 一 つ ふして 三つ あ ふゆる を 月夜 

とい ふ 也。 此歌は 古今 集に 讀人 不， 知の 歌 也。 

近頃 鴨 社の 氏人に て、 菊 大夫長 明と いふ 者 ありけ り。 和 狄管絃 の 道に て、 人に 知られたり 

けり。 社 司 を のぞみけ るが 叶 は ざり ければ、 世 を 怨みて 出家して 大原 山に 住みけ り。 其 

後日 野の 外 山と 云 ふ 所に ありて、 方丈 記と て 假名に て 書きた る 物 あり。 出家の 後 本の 如 

く和狄 所の 寄 人に て 候 ふべ きょし を、 後鳥羽院より 仰せられければ、 

束 齋隨筆  .  .  五 0 七 
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命の 日に 及びて、 百 川 はかりごとに 懢 りて 宣命 をつ くりて、 百官の 前に 讀ま しむ。 其 文 

に 白壁 王 は 諸 王の 中年 齒長ぜ り、 亦 先帝に 功 あり、 故に 太子に 定 むる 由 彼 露す。 吉備公 

大に 驚きて 舌を卷 き、 いかんと する 事な し。 光仁 天皇の 位に つき 給 ふ は、 參議百 川が 功 

とい ひ傳 へたり。 

顯基中 納言は 後 一 條院の 寵臣 也。 天皇 長 元 九 年 四月 十七 日 崩、 御 年 1 一十 九。 顯基、 忠臣 は 

二君に 仕へ すと 云 ひて、 七々 の聖 忌の 後、 天台 山 榜嚴院 にの ほりて、 つ ひに 出家す。 發心 

の 根元 は 天皇 晏駕の 後、 故 宮に灯 を 供す る 人な し、 子細 を 問へば、 所 司 は 皆 新 主の 事 勤 

仕す と 云 ふ。 此事を 間き てた ちまち に發 心す。 尋常のと き、 白樂 天の 詩、 古 墓 何 世人 

不， 知姓與 名、 化 爲，， 道 傍 土； 年々 春 草 生と、 此詩を 詠 じ 侍り。 又 あはれ 罪 無くして 配所の 

月 を 見ば やとの 給へ り。 大原 山に 住して 往生せ り。 法名 圓 昭。 宇治 殿大 原に の ほり 給 ひ 

て、 庵室 をと ぶら はせ 給 ひて. 終夜 御物 語 有りし に， 今生の 事 をば 一 言 中し 出され ざり 

けり。 宇治 殿 後世 をば 必す 引導し 給へ と 示し 給 ひて、 曉 更に 歸り袷 ひける となん。 


-神頭 

又は 錢頭 と 書 

く、 鏃の 一種 

脇 を か h とりて 

I 腕 を か > ^げて 

誇り顔なる をお 

ふ 

hi へ I-S き 


高 野 1K 皇 I 孝 謙 


- 奉行 


て 持て 来れり、 大方 あさまし とも 云 ふば かりなし。 こ はいかに かくはし つる ぞと問 へ ば、 

きの ふ 仰せに 鶯 やるな と 候 ひし かば. いふか ひなく 逃がし 候 ひなん は、 弓矢と る 身に 心う 

く 覺ぇ候 ひて、 じんどう を は ゆて 射お として 侍りと 申しければ、 輔 親もゐ あつまれる 人 

も、 淺 ましと 思 ひて、 此 男が 顏を 見れば、 脇 を かいとりて、 いきまへ て 跪きたり。 祭主 

とく 立ちね とい ひけり。 人々 を かし さ 言 ふば かりな けれども， 男の 氣 色に 恐れて え 笑 は 

す、 ひとり 立ち、 ふたりして、 皆 かへ りに けり。 興さむ なんど は 事 もお ろかな り。 

人事 類 

高 野 天皇 崩 遺 詔に 云 ふ、 大納言 白壁 王 を 以て 皇太子と すべし、 然る を 右大臣 吉備 朝臣 翼 

備 は天武 天皇の 御 孫 長 親王の 子從 1 一位 文 室 淨三魔 人 を 立てて 太子と せんとす、 左大臣 藤 

原 永 手、 左 中 辨藤原 百 川 等 は、 なほ 白壁 王 を 立てん とす、 異論 まちく 也。 伹淨三 真人 

は 固 辭し給 ふ、 よて 吉備公 は 其 弟 參議太 市 眞人を 立てん とす。 この 人 はう けうし 給 ふ 策 


^齋隨 筆 
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中島 を はるかに さし 出て、 小 松 をな がく 植ゑ などしたり けり。 春の 初めに 軒 近き 梅の 枝 

に鶯の 止り て、 巳の 時ば かりに 來て 鳴きけ る を、 ありがたく 思 ひて、 これ を 愛する より 

ほかの 事な かりけ り。 時の 歌よ みどもに、 かよる 事 こそ 侍れと 告 ゆめぐ らして、 明日の 

辰の 時に わたりて 聞かせ 給へ とふれ ま はして、 伊勢 武者の 宿直す るが ありけ るに、 か i 

る 事 ある ぞ、 人々 わたりて 聞かん する に、 あな かしこ、 鶯 こちな くして やるな と 言 リ け 

れば、 この 男な じか はっか はし 候 はんと 云 ふ 。輔 親と く 夜の 明けよ かしと 待ち 明して、 い 

營み 居たり Is- つし かとく 起きて、 寢 殿の 南面と りし つら ひて 營み 居たり。 辰の 終ば かり， 時の 歌よ み 

旖し 居たり 

共 あつまり 來 りて、 今や 鶯鳴 くとうめ き 合 ひたる に、 さきぐ は 巳の 時ば かりに 必す來 

鳴く が、 午の 時 さがりて 見えねば、 いかな らんと 思 ひて、 此男 をよ びて、 いかに 驚の いま 

こざり つか I だ 見えぬ は、 今朝 はこ ざり つかと 問へば、 鶯の やつ はさきぐ よりも 疾く參 りて 侍りつ 

「乙， さり つるか」 

の衍 なる， <  し るが、 かへ り ゆに 候 ひつる あ ひだ， 召しと- r めて 候 ふとい ふ。 召しと V- むと はいかに と 

問へ .ir 取りて 參 らんと て 立ちぬ。 心得ぬ 事 かなと 思 ふ ほどに、 木の 枝に 鶯を 結び付け 


く 慮りの 力し こく まします によりて、 か i る 難 をのが 飞 させ 合へ り。 

大納言 行成 卿い まだ 殿上人に てお はしける 時、 實 方中將 いかなるい きど ほり か 有り けん、 

殿上に 參りぁ ひて、 言 ふこと なくて、 行成の 冠 を 打ちお として、 小 庭に 投ゅ すてて けり。 

行成 騷. かすして、 主 殿 司 を 召して、 其 冠 を 取り あゆ させて 著して、 何程の 過怠に よりて. 

これほどの 亂 罰に ぁづ かるに や、 其 故 をう けた ま はらんと 云 ひければ、 實方 一言 をのべ 

すして 立ちに けり。 折し も 主上 小節より 御覽 じて、 實方は^^ぎの者なりとて、 中 將を召 

して、 歌枕 見て 參れ とて、 陸奧守 になして 流し 遣 はされ ければ、 終に かしこに て 失せに 

けり。 實方藏 人頭に ならす して 止みに ける を 恨みて、 其 執心 雀と 成りて. 殿上の 小臺盤 

o^fep^. にゐ て、 臺盤 をつ.^ きけ ると なん 申し 偉へ たり。 

延 i 主-翳 延喜聖^御衣の上に蠅の 一 っ居たりけるを御覽じて、 仰せられて 云 ふ、 世 こそ 無下に 陵 

陵 IT 衰替 遲 しに けれ、 我 運 も 亦 末に 成りに けり、 かくはな かりし もの をと なん。 

六 條の南 室町の 東 一町 は、 祭主 三位 輔 親が 家な りけ り。 丹 後の 天 撟立を まねび て、 池の 

^齋隨 筆  五 〇 三 
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せらる- -時、 晴 明し ばらく 眠りて 思惟した る氣 色に て 申す 樣、 君 を咒詛 したて まつる 者、 

厭 物 を 道に 埋めて 越えさせ 奉らん とか まへ て 侍る 也、 今 御 運 やん ごとなくて、 御 犬 ほえ 

あら はす 所 也、 もとより 犬 は 小 神 通の ものな りと て、 其 所 を さして 掘らす るに、 土器 を 

打合せて 黃 なる 紙 ひねり を もて、 十文字にから ゆた る を 掘り出せり 。晴明 申して 云 ふ、 こ 

の 術 はき はめた る 腿 事 也、 晴 明が 外 知りた る 者な し、 但道満 法師が 所 爲歟、 其 人 を 知る 

べしと て、 ふところ 紙 を 取 出で て、 鳥の 形 を 折りて、 咒を唱 へて 打ち 上ぐ ると ころに、 白 

鷺 となりて、 南 を さして 飛び 行く。 この 鳥の 落ちと まらん 所 を、 厭 術の 者の 住所と 知る 

べしと 申しければ、 則ち 下部 を もて 彼の 鳥の 飛び 行く 方 を まもりて 行かせし むる 間、 六 

條坊門 萬 m 小路 河原 院の ほとり、 ふるき もろ 折 戸の 中に 落ちと まりぬ。 すな はち 探り 尋 

ぬるに， 老僧 一 人 あり。 是 をから め 取りて かへ り參 る。 子細 を 問 はるよ に、 道 満堀河 左 

府 のかたら ひ を 得て、 術 を 施す よし 白狀 す。 然れ ども 罪 をば おこな はれす、 本國播 磨へ 

追 ひ 下さる。 但永 くかくの ごときの 術 を 致すべからざる 由、 誓狀を 召さる。 これ 運の 强 
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思 ひの ほかに 5 

甲 拾遺 一 、 平 

兼 盛 「我 宿 の 梅 

の ^51 ち 枝 か 見え 

つ らん 思 ひの 5; 

R 君 がき ませ 


天曆 1 村 上 天皇 

の 御世 

？京—京ゅ 


どめて、 思 ひの 外に 參 りて 侍りと いひ 入れたり ける を、 いひつ ぎの 侍、 源 三位 殿 申す と 侍 

り、 思 はざる ほかに こそ 參 りて 侍れと M えければ、 心得ぬ やうに 思 はれながら、 對 面して 

かへ されに けり。 後に 事の 次に この 事 語りいで て、 かたみに を かしき 事に いはれ けり。 

此侍思 ひの ほかに 君が きませ ると いふ 古歌 を 知ら ざり ける にや。 心得ぬ もの は 物 まねに 

咎の 出で くるな り。 

一條 院の御 時、 臨時 祭の 試 樂實方 中 將遲參 して、 插 頭の 花 を 賜 はす。 追って 舞に 加 はる 

時、 竹臺の もとに 進みより て 竹の 枝 を 折りて、 これ を插 す、 優美の 由、 人み な 感歎す。. 

これによ て試樂 のか ざしに は、 ながく 吳 竹の 枝 を 用 ふと 云 へ り。 

天 曆の御 時に 淸涼 殿の 御前の 梅の 木 枯れたり しかば、 求めさせ 給 ひしに、 なにがしの 主 

の藏 人に ています がりし 時、 承りて ひと 京 まかり ありき しか ども 侍ら ざり しに、 西の 京の 

そこくなる 家に 色 こく 晩き たる 木の、 容體 うつくしく 侍りし を 掘り 取りし かば、 家の 

あるじの、 木に 是ゅひ 付けても てま ゐれと 言 はせ 袷 ひし かば、 ある やう こそ はとて、 もて」 
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かつみ |»|^ の 

直 


れ 失せた るに よて、 櫻の 太 を 改めう ゑら る。 其 後天 德四年 九月 二十 三日 內裏燒 亡に て 

造內 裏の 時、 式部 卿 重 明 親王の 家の 櫻 を 移し 植 ゑら る。 件の 木 はもと 吉野 山の 櫻な りと 

云へ り。 橘の 樹は 本より、 遷都 以前 は此 地橘大 夫が 家の 跡に て 有りと なん。 

實方 中將奧 州に 下向の のち、 歌枕 を 見ん ために， 每日國 の 中を經 廻せ しに、 或 日 あこ や 

の 松み に 出ん と 思 ひ 給 ふ 所に、 國人 申しけ る は、 あこ やの 松と 申す 所は國 中に 候 はすと 

ゆしければ、 中將、 など や 無 かるべき との 給 ひける 時. 老翁 一人 進み出て. & して 云 ふ、 

君 はもし 陸 奥の あこ やの 松に 木. かくれて 出づ べき 月の出で やらぬ かとよ める 古歌.^, 思 

召して 仰せられ 候 ふか、 その 歌 は 陸 奧の國 をい まだ 出 羽の 阈に 割き 出されぬ 時に よめる 

歌 也、 兩國に 分 たれて 後 は、 彼 松 は 出 羽の 國の 中に まかり 成りて 候 ふと 申しけ り。 亦奧 

州に 菖蒲な きに よて、 水草 は 同じ 事と て、 五月 五. m にかつ みを葺 かれけ り。 そのの ち國 

の 習 ひとなりて、 かつみ を葺， 、といへ り。 

ニ條 三位 平經 盛の 家に 梅花 めでたく 咲きけ る 時、 源 三位 賴政 その 前 を 通る とて、 車 をと 


目 馴れ I 目剧れ 

て珍レ かち &こ 

と 

給 はせ 侍る. I 原 

本 1. 給 はせ 侍」 と 

あり 、「給 はせ 給 

ふ」 の設か 


吶蘇 利の いと 賢く、 一  人 かく こそ 有りけ めと 見えて 舞 はせ 給 ふに、 御 祿を是 はいと した t- 

かに 御 肩に 引 掛けて、 今一 かへ りえ もい はす 舞 はせ 給 へ りし 興 は、 又 か るべ かりけ る わ 

ざ 哉と こそ 覺ぇ 侍りし か。 御 師の陵 王 は必す 御祿は 捨てさせ 給 ひてん ぞ、 同じさ まに せ 

させ 給 はん、 目 馴れなる ベ ければ、 さま 替 へ させ 奉りた るな りけ り。 心ば せ 勝れば とこ そ 

いまれ 侍りし か。 女院 かう ぶり 給 はせ 侍る、 大夫殿 をば いみ じく かなしがり 申させ 給へ 

ば こそ、 龍王の 御師 はた ま はらで、 最 からかり けり。 それに， 一 そ 北の 政所 少しむ つ. がちせ 

洽 ひけれ。 さて 後に こそ 給 はすめ りし か。 かたの やうに 舞 はせ 給 ふと も、 あしかるべき 

卸 歳の 程に もお はし まさす、 わろ しと 人の 申す ベ きに も 侍ら ざり しに、 實に こそ 一 一所な. が 

ら、 此 世の 人と はお ほえさせ 給 はで、 天童な どのお り來 ると こそ 見えさせ 袷 ひし か。 

草木 類 

南 殿の 聲は 本是 梅の 木 也、 桓武 天皇 遷都のと き梳 ゑら るよ 所 也。 仁 明 天皇 承 和 年中に 枯 
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齋隨筆 I   四 九 六 

由. 緒 ありと かや。 宇治 殿 葉 ふたつと 云 ふ 笛 を 偉へ 持 たれた. りと 聞 召して、 內 より 或藏人 

をして 彼の 笛 を 召しけ るに、 御 使 はふた つ 召し あるとば かり を. S 'して、 笛と いふ 事 を 申 

さ ざり ければ、 老後に は 二つめ さん こと， 術な きょし 御 返事に 奏せられ ける。 一の 不思 

議 也と 云へ り。 

承 香 殿 女御 龍 IIKTff 卿 と 申し.^ は、 齋宮 女御よ。 御門 久しく わたらせ 給 は ざり ける 秋の 

夕 募に、 琴 を めでたく 引き 給 ひければ、 急ぎ 渡らせ 給 ひて、 御 側に おはし まし けれど， 

人 や あると も 思したら で、 せめて 引き 給 ふ をき こし 召せば、 秋の 日の あやしき 程の 夕暮 

に、 荻 吹く 風の 音に 聞 ゆると、 引きたり し 程 こそせ ちな りし かと， 御 集に 侍る こそい み 

じう i へ。 

東 三條院 の御賀 に、 此闢白 殿 賴通陵 王、 春 宫大夫 殿 賴宗納 蘇 利 ま はせ 給へ りしめ でた さ 

はいかに ぞ。 陵 王 はいと 氣 高く あてに 舞 はせ 給 ひて、 御祿給 はらせ 絵 ひて、 舞 ひ 捨てて 知 

らぬ さまに て 人ら せ 袷 ひぬ る、 うつくし さめで たさに、 拉ぶ人 あら じと 見 まゐら する に、 


御 f 道 li 

字 治 isl 賴通 

富家 入道 I 忠資 


を 返し 取らん とも 言 は ざり ければ、 やがて 永く かへ て やみに けり。 三位う せて 後、 御門 

此笛を 召して、 時々 笛吹 どもに 吹かせら るれ ども、 其聲を 吹き あら はす 人な かりけ り。 

其 後 淨藏と 云 ふめで たき 笛吹 ありけ り、 召して 吹かせら る- -に、 三位に 劣ら ざり ければ、 

御門 感じ 給 ひて、 此 笛の 主 朱 雀 門の ほどに て 得たり ける とこ そ 聞け、 淨藏彼 所に 行きて 

吹け と 仰せられければ、 月の 夜 仰せの 如く、 かしこに 行きて 此笛を 吹きけ るに、 彼の 門 

の樓の 上に 高く 大きなる 聲 にて、 猶 逸物 かなと 褒めて ける を、 かくと 奏しければ、 始め 

て 鬼の 笛と 知 食して けり。 葉 二つと 名付けて 天下 第一 の 笛 也。 其後傳 へて 御堂 入道 殿御 

物に なりに ける を、 宇治 殿 平等 院を つくらせ 給 ひける 時、 御 經藏に 納められ けり。 此笛 

に は 葉 二つ あり、 一つ は 赤く、 一 っは靑 し、 朝 ごとに 露お くと 云ひ傳 へたれば、 京 極 殿 

御覽 じけ る 時 は、 あか 葉 落ちて 露お かざりけ りと、 富家 入道 殿 かたらせ 一 給 ひける とぞ。 

笛に は 皇帝、 圍亂、 旋師 子、 荒 序是を 四つの 祕 曲と 云 ふ。 それに 劣らす 祕 する は， 萬秋樂 

の 五六 帖也。 笛の 寶 物に は靑葉 二、 大水 龍、 小水 龍、 頭燒、 雲 太丸是 なり。 名に よて 各 
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箏の 生の I. 設脫 

S はや 


道に 達し 袷へ り。 蟬 丸が 琵琶 は是を 聞き取りて 彈き ける 也。 それより して 盲目の 琵琶 引 

くこと は始れ り。 

博雅 三位の 箏 譜の奧 書に 云 ふ、 古 樂萬歳 樂自， 序 始て六 帖に畢 る 迄 無つ 不，， 落淚； 予誓 世々 

生々 在々 所々 箏の 生の 彈二 咼秋樂 を， 也， 身 凡 調の 中には 盤 渉 調 殊勝、 樂の 中には 萬秋樂 

神妙 也、 博雅 は此 調子 拉に 此樂を 好む によて、 都 率 外院に 生す るよ し 經信卿 記に 見えた 

り。 

博雅 三位 月の あか.^ りけ る 夜、 直 衣に て 朱 雀 門の 前に 遊びて、 終夜 涫を 吹きけ るに、 同 

じさ まに 直 衣 著た る 男の、 笛 を 吹く ありければ、 誰な らんと 思 ふ ほどに、 其 笛の 音此世 

にたぐ ひなく めでたく 聞え ければ、 あやしくて 近く 寄りて 見ければ、 いまだ 見ぬ 人 也。 

我 も 物 をい はす、 彼 もと ふ 事な し。 かくの ごとく 月の 夜ごとに 行き 合 ひて、 吹く こと 夜 

頃に 成りに けり。 彼の 人の 笛の 音 殊にめ でた かりければ、 試みに かれ を 取り かへ て 吹き 

ける に、 世に なき 程の 笛 也。 お 後猶々 月の 頃に なれば、 行き 合 ひて 吹き けれど、 本の 笛 


お 3, 

とほ i 


敦資 親王！ 字 多 

天皇の 皇子 

住めり 1 一本 

「ゐ たリ」 

01 一  本 「曲」 


ひけ. る 夜、 山 階 寺の 三面 佾坊 にあり ける が 、今夜 は戶 なさし そ， 尋人 あらんと ぞ云 ひける。 

待ちけ る 所に 案の ごとく 人り 來る人 あり。 これ を 問へば 是季 也。 放鷹 樂習 ひに かと 云 ひ 

ければ、 然 也と 云 ふ 。 別 房の内へ 人れ て 件の 樂を 授け け り 。 

堀 河 院の御 時、 南都の 僧徒 を 召して 大 般若の 御 讀經を 行 はれけ るに、 明遍此 中に 有りて， 

時 主上 御 笛 を 遊ばしけ るが、 樣々 調子 を替 へて 吹かしめ 給 ひける に、 明. 遍 調子 ごとに 聲 

をた がへ す 經を揚 ゆければ、 虫 上 あやしませ 給 ひて、 此憎を 召しければ、 明 暹庭ヒ に 跪き 

候す。 勅に よて 簀 子に 候す。 箱 や 吹く と 問 ひ 給 ひければ、 おろく 吹き 候 ふと. E. すに、 

されば こそと て， 御 笛 を 給 ひて 吹かせら る. -に、 萬歳樂 をえ もい はす 吹きたり ければ、 

歡感存 りて やがてお 御 笛 を 賜 ひけ. s^。 般若 丸と 名 を 付けて 持ちたり けり。 傳々 して 今 八 

幡の. 別當 幸淸- かもと に 有りと なん。 

逢坂の 蟬丸は 式部 卿敦實 親王の 雜色 也。 盲 0! と 成りて 琵琶 を 引きけ るが、 逢坂の 邊に庵 を 

結びて 住めり。 博雅の 三位 i&f 麵 是に 流泉喊 木の 調 をった へたり。 敦實 親王. 管鉉 S: 
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東 齋隨筆 


音樂類 

村上聖 お、 明月の 夜淸涼 殿の 晝の 御座に して、 立 上 を 水-牛の 角の 撥に て彈 きすまして： 


た r  j 所 御座 有りけ るに， 影の ごとくなる もの 空より 飛びて 參 りたり。 孫 庇に 居ければ. 

彼 は 何物 ぞと問 はしめ 給 ふ 所に 申して 云 ふ、 大 唐の 琵琶の 博士！" 承 武に候 ふ、 唯今 虛を 

罷り通る 事 候 ひつる に、 御 琵琶の 撥音の いみ じさに 參人 する 所 也、 恐らくば 昔 W 敏に授 

け殘 したる 曲の 候 ふ を 授け 奉らん と 申す。 聖主歡 感の氣 色 有りて、 御 琵琶 を さし やらし 

め 給 ひたりければ、 撥 鳴らして、 これ は 簾 承武が 琵琶に 候 ふ、 貞敏に 二つ li び 候 ふ內に 

て 候 ふと 申しけ り。 終夜 御物 語 有りて， ト： 玄、 石 上の 曲 をば 授け 奉れり。 

承 和 遣 12 使 様 部頭貞 敏 をば、 妙音院 入道 相國 はつねに 吾 祖師 守官 令と 仰せられ けり。 玄 
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人 jr を かし く I 

1 本-. 人 々を か 


きて、 あやしく 思 ひて 目 を あけて 見れば、 風呂 にても なき 所に ゐて、 人々 笑 ひける 時！ 

淺 ましく 覺 えて 走り 逃 ゆにけ り。 人々 を かしく 思 ひ あへ りり り。 
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上 にても しばし こらへ て， 說經を もす ベ かりけ る もの をと、 悔しく 忍 ひて ける 程に， 其 

次の 日 又 人に 呼ばれて 說經 しける 程に， 又は このした かりけ る を、 すかし てんと 思 ひて. 

少し 居な ほる やうに しければ、 まことの 物お ほく 出に けり。 此 僧すべき 方なくて、 咋日 

はは こに すかされて 屁 をつ かまつ る、 今日は 屁に すかされて はこ をつ かまつ る と 言 ひ 

て、 走りお りて 逃 ゆ 出に ければ、 うへの 袴より 垂り 落ちて、 堂の 中き たなく 成りに けり。 

聽 聞の 人 鼻 をお さへ て 興さめ てけ り。 いと を かしかり けり。 

念佛 者の 中に つち ゆい ふけつと 云ふ佾 有りけ り。 或 所に 板 風呂と 云 ふ 物 をして、 人々 入 

りけ るに、 此僧 目をやむ. S いひければ， 目 を ひさぎ て 入る は 苦し かる まじき 由 を 人々 い 

あ. 9 さ ま 

ひければ、 さら， はとて， 目 を ゆ ひて 板 風呂の 有樣も 知らぬ ものの. E は 見え ざり ければ， 

風呂の 前に わき 戶 のうちの ありけ るに， 風呂と 心得て、 裸に て かよへ たる 所もう ちとけ 

てゐ にけ り。 人々 女房な ど 見お こせた るに、 裸なる 法師の かくし 所 も 打 出して、 あなぬ 

るの 風呂 や、 たけ-^ と 言 ひて ゐ たりけ る、 いと を かしかり けり。 人々 笑 ひける 聲を聞 


はこ 1 大便 

M そがし く I 1 

本 「w そが はし 

樋 殿- 1 便所 


と 申したり ければ、 やがてな されに けり。 

弘誓 房と いふ 說經 師、 人の 物 を かりて 多く 成りての ち、 遠し やる とて 其 文のう ちに 書き 

付けけ る。 

夜 やさむ き 衣 やうす きかる ぜ にの 日 比 を 經ては あとつ かひつよ 

然るべき 所に 佛 供養し ける に、 堂の かざりより 初めて、 え もい はぬ 聽閒の 局の 几帳の 中 

に 空 性の 香み ちていみ じかり ける に、 聽 聞の 人の 多く あつまりて、 耳を澄まし たるに、. 2： 

よりおび た r しく 大きなる 屁の 音 出で きに けり。 皆 人 興さめ て 侍る に、 導師 とりも あへ 

す、 放逸 邪見の 里に はついく， 0 を も をし む、 聽聞隨 喜の： よりお ほへ を こそうち 出され 

たれと 言 ひたりけ る、 淺 ましく も を かしく も 有りけ り。 

或 說經師 の 請 用して 殊に めでたく た ふとく 說法 せんとし ける に、 はこの した かりければ、 

事い そがし くな りて、 よろ づ 急ぎて 布施 も 取らす 歸 りて、 物ぬ ぎち らして 急ぎ 樋 殿へ 行 

きたりけ るに、 ばかり ひりて、 又 物 もなかり けり。 か i るべ しと 知りたら ば、 高座の 
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文學， I 文覺 同 


嬉しき 1 「嬉し 

さ J め衍か 


嬉し さも 5々| 

此欲 解し 難 し、 

第二 句 は 「都に 

出で し」 て 「も 

ひせ」 は か 


法の 瞎 I 法 橋 は 

法眼より 下位な 


文攀 上人 佐 渡國に 流された りけ るが、 召し 歸 されたり ける に、 ある やん ごとな き 歌よ み 

の もとより、 

わかれし を 悲しと 聞きし 老の 身の 今まで ありし 嬉しき はいかに 

と 有りければ、 かへ し、 

嬉し さも {Mil こに 出し そはい かに 今 はか へ りて か ？- るお ひせ を 

此 上人の 歌に、 

世の中に 地頭ぬ す 人な か りせば 人の 心 はの どけから まし 

とよみて、 我 身 は 業 平に はま さりたり. 春の 心 はの どけから ましとい へる、 何條 春に 心 

の あるべき ぞ とい ひけり。 

小 侍從が 子に 法橋實 賢と 云 ふ もの 有りけ り。 いかな りけ る 事に か、 世の 人是を ひきが へ 

ると いふ 名 をつ けたり ける。 法眼 を 望み 申して、 

法の 隱の したに 年 ふる ひきが へ る 今 ひと あがり 飛び あがらば や 
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給 ひける. ぞと言 ひければ、 いで/ \» さて は 色直して 參 らんと て、 ありつる 局の しも 口に 行 

たけ まさ 

きて、 物 承らん、 武正 鳩.^ く 秋ぞ， よう と 言 ひ 立てり ける， いと を かしかり けり。 

さかり  し はぎ やう 

鳥 羽 院の御 時、 花の 盛に 法 勝 寺へ 御幸な らんと しける に、 執行な りけ る 人 見て とて 參り 

ける に、 庭のう へに 所 もな く 花 散り 布き たりけ る を、 淺 ましき 事な り、 n (今 御幸の なら 

んす るに、 今まで 庭 を 掃かせ ざり ける と、 叱り 腹 立て、 公文の 從儀師 を 召して、 今まで 

いかに 掃除 をば せ ざり ける ぞ、 不思議な りと いひければ、 ついひ ざま づきて、 

ミの もり 

散る もうし 散りし く 庭 も はかまう し 花に 物お も ふ 春の 殿 守 

と 申して、 ， J や 御 房 か はき 侍らぬ にな ど 言 ひければ、 は.. かつひと いひて 猶 叱りけ り。 

承 久の頃 住吉へ 然るべき 人の 參らせ 給 ひける に、 折 ふ. し 神主 經國 京へ 出たり ける が、 人 

を 走らせて、 住の 江 殿な ど 掃除せ させよ と 言 ひやり たりけ るに、 餘り のきら めきに、 年 

ごろ  はしら なげし  つま ，ど 

比 然るべき 人々 の 書きお かれた る 歌 ども， 柱、 長 押、 妻戸に ありけ る を 皆 削り 捨てて け 

り。 神主 下りて 是を 見て、 こ はいかに せんと、 足す り をして 悲め ども 甲斐な かりけ り 0 
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四 八 二 


、オら ぶ 人— 通饺 


花 こそ 宿の I 拾 

遣雜 春、 公住 卿、 

「春き て ぞ人も 

と ける 山里 は 

花 乙 そ 宿の ある 

；^なりゅれ」 


曛 fe つ SSI 新 古 

今秋 上、 西 行 法 

師、 「、むな き 身に 

も あはれ はしら 

れ けり」 


金 菜雜春 去年み しに 色 も か はらす 唤 きに けり 花 こそ 物 は 思 は ざり けれ 

と 云 ふ 歌 をよ みて、 えらぶ 人の もとに 行きて、 此耿人 れんと 望みけ るに， 花 こそと いへ 

るが、 犬の 名に 似た ると 難 じけ る を 聞きて、 立ち ざまに 此殿は 勅撰な どうけた ま はるべ き 

人に て はお はせ ざり ける もの を、 花 こそ 宿の あるじな り けれと いふ 歌 も ある はと 言 ひか 

けて jjv る、 、，， とよした なかり けり 0 

西 行 法師が 陸奧 のかた に 修行し ける に、 千載 集えら ばる と 聞きて、 ゆかし さに わざと 上 

りけ るに、 知れる 人 行き あ ひに けり。 此 集の 事 ども 尋ね 聞きて、 我よ みたる、 

鳩た っ澤の 秋の ゅふ暮 

とい ふ 歌 や 人り たると 尋ねけ るに、 さもな しと 言 ひければ、 さて は 上りて 何に か はせん 

とて， やがて 歸 りに けり。 

或 人 歌よ み 集めて、 三位 大 進と 聞え し 人の もとに 行きて 見せ 合せけ るに， 侍る とい ふ 事 

をょ^；^たりけるを、 歌の 言葉に あらす と 言 ひければ. ふるき 歌に まさしく 有りと いひけ 


攝政 殿； 後 京 極 

良經 

候 ふ II 本な し 


時攝政 殿、 宮內卿 を 召して、 當 時た r しき 歌よ み 多く 聞 ゆる 中に、 何れ かす ぐれ 侍る、 心 

に 思 はんやう 有りの ま- - にと 御 尋ね 有りければ、 いづれ とも わきがた く 候 ふとば かり 申 

して， 思 ふやう 有りけ なる を， いかに./^ と あながちに 問 はせ 給 ひければ、 ふところよ 

り疊 紙 をお として、 やがて 出で にけ り。 御覧せられ ければ、 

新 勅撰 秋 上 明けば 又 秋の 半 も 過ぎぬ ベ し 傾く 月の をし きのみ か は 

と 書きたり。 此歌は 民 部 卿の 歌 也。 かよる 御 is!: ね あるべし と は、 いかで 知るべき。 只 も 

とより 面白く おほえて， 書き付けて 持 たれけ るな めり。 其 後 また 民 部 卿 を 召して、 さき 

の やうに 尋ねら るよ に、 是も 申し やりた るかたなくて， 

新 刺 撰 冬 かさ i ぎの 渡す や いづこ 夕 霜の 雪 井に 白き 峯 のかけ はし 

と， たかや かに 咏 めて 出で ぬ。 是 は宮內 卿の 耿 なりけ り。 まめ やかの 上手の 心 は、 され 

ば 一 つなり ける にや。 

後 拾遺 をえ らばれ ける 時、 秦兼 方と いひけ る隨 身、  ， 
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このうち 1 籠の 

中、 此內 


蓬が 瘙は灸 

をれ ふ 


我 身 h か sis 々 

I 伊勢 物語、 i 

河なる うつ の 山 

邊 のうつ 》^  si も 

赛 にも 人に 逸 は 

&なり け り」 の 

欺 は本づ く 

うつ- -に I 生 時 

何人， 1 1 本 「何 

の 人」 


の 歌いみ じく 詠まれけ ると かや。 寄. 鳥 述懐の 歌に、 

玉菜 このうち も猶 うらやまし 山 がらの 身の ほどかく す 夕 貌の宿 

風の 氣 ありて 灸治し ける に、 人のと ぶら ひて 侍りけ る 返事に. 

年へ たる 風の かよ ひぢ たづね す は 蓬が 關を いか r すゑ まし 

さ ♦* 

此人 うせて 後、 宇治なる 佾の 夢に、 ありし よりことの 外に ほけ たる 樣 にて、 

我 身い かにす るが の 山のう つ. - にも 夢にも 今 はと ふ 人の なき  ， 

となが めて ける、 いと あはれ なり。 此歌 のさ まう つ. -に其 人の 好まれし 姿なる こそ、 ま 

ことに あはれ に 侍り けれ。 

或 人の 夢に 其正體 もな きもの、 影の やうなる が 見えけ る を、 あれ は 何人 ぞと 尋ねければ、 

紫 式部 也、 そらごと をのみ 多くし あつめて、 人の 心 を 惑 はす ゆ ゑに、 地獄に おちて 苦 を 

受 くる 事い と堪 へがた し、 源氏の 物語の 名 を 具して * な も あみだ 佛と いふ 歌 を、 卷每に 

人々 によ ませて、 わがくる しみ を訪ひ 給へ とい ひけ わば、 いか やうに 詠むべき にかと 尋ね. 
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四 七 八 


少輔 入道， ー 寂 連 


のかた をつ くぐと まもりて、 恐し ゆに 思 ひて、 わなく と 震 ひければ、 空 阿 彌陀佛 寄り 

て、 など 恐し ゆに は 思 ひたる ぞと問 へ ば、 其 i: 本尊の 御前に、 かの 女房が まう で 来て， 我 を 

世に 恨し ゆに 見て 候 ふが、 など やらん 餘 りに おそろし くと 申しければ、 其 時空 阿彌 陀佛、 

門々 不同 八 萬 四、 爲滅 無明 5^ 業因、 利劎 卽是彌 陀號、 一 聲稱念 罪 皆 除と、 高く 誦せられたり 

ければ、 此 女の 顔の 中より 二つに われて 散る やうに 見えて 失せに けり。 是 をば 人 は 見す， 

只 人道ば かり 見て いと r 恐し くて、 つんく とかみへ 躍りた るが、 其 後 はもとの 心に な 

りて 行 ひけり。 念怫の 力の た ふとき 事、 いと r 人々 た ふ どび 合 ひけり。 本 體の女 はつ や 

つや さる ことなくて、 元の やうに 縑食 にあり けりと ぞ閲 えし。 天魔の しわざ か、 又め の 

戀 しと 思 ひける が 故に か、 いと 不思議な り。 

少輔 人道と SE えし 耿 よみ、 ありまの 社に まう でて、 社の 前なる もの を 見て、 

此山 のし. - いかめしく 旯 ゆるかない かなる 神の 廣前ぞ こ は 

とよめ りけ る、 いとま (ありて こそ 聞え けれ。 ひんな きさまに てぞ聞 ゆる。 すべて かやう 
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四 七 六 


おちの ^？.」 れ JT 

「姊 のきれ J の衍 

か (柿. I 市一" 

ち) 

長 ia" に 法 slj 

本 「長 吏 U 法 印」 


安貞— 後 堀川 天 

皇の 御世 

七月- 一 本 つ 七 


比 敷の 山橫 河に 住みけ る佾の もとに、 小 法師の ありけ るが、 坊の 前に 秭の 木の ありけ る 

を 切りて 焚かん とて、 いちのきれ を 割りたり ける 中！ T  HI み. の ありけ るが、 文字に 似た 

りけ る を、 怪しと 思 ひて 坊主に 見せたり ければ、 南無 阿 彌陀佛 と 云 ふ 文字に て冇 りけ る。 

不思議な ども 云 ふば かりなくて、 橫 河の 長 吏に 法 印と いひけ る 人に 見せたり. ければ、」 上 

西 門院 をり ふし 御社に 御 こもり 有りけ るに、 持て 參 りて 御覽ぜ させければ、 ^らせ 給 ひ 

て. 後 白 川院に ま. ゐらせ させ 給 ひて けり。 莲 花王 院 の寶藏 に 納まりけ る を、 我 所に こそ 置 

くべ けれと て、 憤り 申しけ ると なん。 

安貞の ころ 河内 國に 百姓 ありけ るが ノ 子に 蓮 花王と いひけ る 童 ありけ り。 七つな りけ る 

年 死にけ るが、 念佛 申して 西に 向 ひて、 かたはらなる 人に、 我 死にたら ば 七月と いはん 

にあけ て 見よ と， 言 ひて 死にけ り。 其 後人の 夢に 必す あけよ とい ふと 見て あけて ければ、 

舍 利に 成りに けり。 是を 取りて 人に をが ません とて、 かりそめに 帳 をして 人れ たりけ る 

に、 此帳を 程なく 蟲の くひたり ける を 見ければ、 
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きたりけ る もの を， 直 衣き たりけ る 人の 給 はせ ける を 見れば、 

おも ひ いづ や 思ひぞ いづる 春雨に 淚 とり そへ 濡れし 姿 を 

と ありけ る を 見て、 夢 さめに けり。 あはれ と 思 ふ 程に、 手に 物の 握られたり ける を 見け 

れば、 ゆ ふしでの きれに 墨 三十 1 付きた るに て 有り。 ことに あはれ に めでたく、 淚 もと 

どまら すぞ ありけ る。 

嘉 祥寺佾 都海惠 とい ひける 人の、 いまだ ti? くて 病 大事に て 限りなり け. る 比、 寢 入りた る 

きび. 

人 俄に 起きて、 そこなる ふみな ど 取り入れぬ ぞと、 嚴 しく 言 はれ けれども、 さる 文な か 

りければ、 うつよ ならす 覺 えて、 前なる 者 ども 呆れ 怪 みげ るに、 みづ から 立ち 走りて 明 障 

子 を あけて、 立 文 をと りて ければ、 もの ども 誠に 不思議に おほえて 見る 程に、 是をひ 

ろ ゆて 見て、 しばし 打 案じて 返事 書きて さし 置きて、 又 頓て寢 入りに けり。 起臥 もた や. 

すから すなり たる 人の、 いかな りけ る 事に かと 怪 みける 程に、 しばし 寢 入りて 汗お びた， i 

ふしぎ.  ュ.  ，  fi&rfo, 

しく 流れて 起き 上りて、 不思議の 夢を見た りつる とて 語られけ る。 大きなる 猿の 藍摺の 
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とよみた りければ、 程なく 八幡の 別 當光淸 に 相 具して， たのしく 成りに けり。 子な どい 

できて 後、 もろともに 居たり ける 所 近き 所に、 • いもの 蔓の這 ひか- - りて、 零餘 子な どの 

なりたり ける を 見て、 光淸， 

!!s^ 欲 波 俳き 直 ふ ほどに いも. かぬ かごよ なりに けり 

とい ひたりければ、 程なく 小大 進， 

同 今 はもり もや 取る ベ かるらん 

と： けたり ける、 おもしろ かりけ り。 

ある 女房の 加 茂の 釓に 七日 こもりて、 まかり 出づ ると て、 物に 害き つけけ る。 

鳥の 子の た， r すの 中に こもり ゐてか へ らん 時 はとは ざらめ や は 

とよめ りければ、 あはれ とや 思 召し けん、 やがて めでたき 人に 思 はれて、 さい は ひ 人と 

いはれ けり。 

加 茂に 常につ かう まつりけ る 女房の、 久しく まゐら ざり ける 夢に、 ゆ ふしでの きれに 書 


れ 
ば 

一巧さ^? a 

さ 

條 
殿 
1 

m 

本 

m 
通 

な 
も 

藥? 

師し 

あ 

は 

れ 

み 

た 

ま 

へ 

世 
の 
中 
に 
あ 
わ 
わ 
づ 
ら 
ふ 
も 
同 
じ 
や 
ま 
ひ 
を 

小 
大 
進 

聞 
え 
し 
歌 
よ 
み 

い 

ま 
つ 一 
し 
< 

て 

a 
へ 

參 
り 

T 

御 
pjii 
の 
柱 
に 
書 
さ 
付 
け 
け 
る 
歌 

な 
か 
わ 
け 
わ 

物 
を 
思 
ふ 
折 
に 
は' 

木 
草 
な 
'れ 
ど 
ち 
か 
や 

な 
る 

し 

の 
侍 
る 
に 
や 

其 
夜 
御 
渡 
り 
あ 
る 

し 

に 
は 

思 
ひ 
て 
冕 
け 
れ 
ば、 

夢 
に 
御 
直 
衣 
の 
袖 
に 
さ 
し 

る 
針 
な 
わ 
け 
り、 

い 

不 
思 
議 
な 

V 

あ 
な 
が 

ち 

殘 
を 
思 
ひ 
出 
で 

T 

例 

の 
端' さ 
近 力ち、 

な 
が 
め 
居 
た 
る 
に、 

前 * 

な 

る 

櫻 

の 

木 

に 

絲 

の 

が 
わ 
た 
る 
を 
怪 
し 

0) 

付 

さ 

た 

る 

針 

を 

御^ 

直 ま 

衣し 

の 

袖 

に 

す 

見 
て 
夢 
さ 
め 
ぬ 

さ 
て 
歸 
ら 
せ 

ひ 
に 
け 
る 
あ 
し 
た 
に 
御 
名 

け 
れ 
は: 

待 
ち 
え 
て 
夜 
も 
す 
が 
ら 
語 
ら 
ひ 
中 
し 
け 
る 
曉 
が 
た 
に、 

い 
さ 

か 
ま 
ど 
ろ 
み 
た 
る 
夢 
に、 

絲 

が 
ち 
に 
戀 
ひ 
奉 
り 
て 

端 はし 
近 力ち、 

< 

な 
が 
め 
居 
た 
る 
に、 

御 
車 
の 
音 
な 
ど 

な 
< 

て、 

ふ 
と 
入 
ら 
せ 
給 
ひ 
た 
わ 

小 
式 
部 
内 

さ 

殿 
に 
お 
ほ' 
し 
め 
さ 
れ 
け 
る 

比、 i 

久 
し 
< 

仰 

せ 

サ、， 
し 

な 
力、 
わ 
け 
る 
夕 
暮 
に、 

あ 
な 

し 
つ 
る 
子 
な 
ど 
を 
も 
取 
り 

T 

村 
0) 
者 
の 
養 
ひ 
け 
る 

ぞ 

此 
事 
は 
近 
さ 

の 

事 
な 
り 

の 
里 t 

共 

火 

に 
入 
ら 
ん 

し 
け 
れ 
ど 
も、 

取 

め 
て 
此 
人 
の 
有 

極 

を 

は 
し 
< 

尋 

生 
み 
お 

今 物語  四 七 一 


は 
ふ 
P 
1 

葬 


子 

あ 

T 

か 

て 

ま、 a 

い 

ほ' 

0 

き 

あ 

行 

今 
1 

を 

る 

< 

此 

ひ 

ふ 

ひ 

み 

さ 

生 

ベ 

此 

參 

死 

た 

、 

行 

て 

け 

け 

け 

物 

み 

き 

世 

り 

人 

る 

殊 

さ 

捨 

わ 

る 

れ 

お 

な 

に 

た 

の 

な 

に 

け 

て 

故 

語 

ら 

て 

る 

も 

ど 

怪 

る 

腹 

に 

し 

ね 

は 

な 

い 

し 

に 

な 

T 

い 

け 

は: 

今 

り、 

に 

ふ 

< 

、 

て 

る 

か 

る 

は 

行 

に 

胸 

此 

子 

ゆ 

ば 

は、 

は 

い 

今 

さ 

つ 

家 

血 

の 

る 

力、 

ふ 

力、 

て 

た 

ぶ 

に 

生 

さ 

も 

罪 

度 

見 

れ 

は 

れ 

r 

の 

の 

け 

も 

れ 

此 

て 

し 

た 

ん 

別 

淺 

る 

叶 

見 

は: 

人 

を 

る 

け 

れ 

力、 

に 

ふ 

あ 

な 

< 

集 

物 

し 

れ 

に 

わ 

、 

ま 

は 

我 

は 

む 

な 

け 

は: 

力、 

け 

そ 

じ 

せ 

男 

け 

し 

る 

ど 

れ 

あ 

る 

の 

給 

な 

り、 

< 

音 

洗 

ば 

只 

わ 

火 

ぞ 

へ 

尋 

し 

は 

け 

や 

に 

と 

け 

き 

ね 

て 

ん 

人 

と 

此 

ば 

泣 

り 

葉 

け 

出 

ぞ 

女 

か 

き 

。 

も 

れ 

流 

て 

て 

其 

飛 

悲 

た 

ば 

生 

行 

後 

ひ 

び 

き 

ま 

し 

れ 

人 

み 

さ 

此 

あ 

入 

ひ 

れ 

さ 

す： 

京 

人 

の 

お 

け 

女 

へ 

て 

て 

し 

な 

の 

家 

る 

尋 

て 

ふ 

わ 

る 

死 

の 

し 

に、 

ね 

け 

mi 

此 

限 

な 

人 

に 

あ 

て 

ゆ 

る 

け 

て 

男 

(0 

を 

た 

わ 

漸 

か 

。 

死 

又 

い 

な 

か 

戀 

る 

け 

著き 

ん 

四 

に 

死 

さ 

< 

れ 

ひ 

を 

る 

た 

其 

七 

人 

に 
レ 

ffi 

し 

け 

非 

まき 
さ P 

JJ 

(9 

國 

し 

〇 

具 

け 

け 

で 

れ 

み 

ら 

た 

け 

ま 

け 

し 

り 

て 

枕 

ど、 

て 

ん 

へ 

る 

で 

れ 

た 

が 

物 

か 

ど 

り 

腹 

を 

み 
に 

か 

け 

す 

に 

も、 

け 

の 

て 

見 

ら 

る 

ひ 

る 

中 

の 

合 

ゐ 

< 

失 

な 

よ 

父 

女 

の 

み 

せ 

て 

し 

せ 

ど 

ろ 

つ 

つ 

母 

か 

ぐ 
P 

A 

9 


り 侍らす、 あるじ は 天 王 寺へ 參り給 ひぬ といへば、 やがて それより 天 王 寺へ まゐ り、 寺 

寺 を たづぬ るに、 龜 井の あたりに おとなしき 尼 ひとり、 女房 二三 人 ある 中に， いと 若き 

尼の 殊にた どくしゅな るが あり。 此 心しり を 見付けて 淺 ましと 思 ひゆに て、 只 やがて 

うつぶして 泣く より 外の 事な し。 かたへの 者 ども 聲を 立てぬ ぱ かりにて、 劣る 袖な くし 

ほりければ、 御 使 も 見捨てて 歸 るべき 心地 もせす。 おとなしき 尼は此 人の 母な りければ、 

事の やうに こまかに 尋ね けれども、 もとより 是は思 ひつる 事な り、 何し にか は 君の 御 ゆ 

ゑに て さ ふら ふべき、 かしこく と 首 ひも あへ す 泣きて、 其 後 は 答へ ざり ければ、 よしな 

き 御 使 をして か は ゆき 事 ふ 見 つるよと 悲しくて、 さり とても 爱 にて 世 をつ くすべき なら 

ねば、 立ち かへ りぬ。 此由を 奏する に、 はしたなの 心の 立て ざま や、 心お くれが 咎に 成り 

つるよと て、 甲斐な かりけ り。 あはれ にも やさしく も、 長き 世の 物語に ぞ なりぬ る。 み 

そ 野の 尼の 心と いづれ か 深 からん。 

或 人事 ありて 遠き 國へ 流されけ るに、 年頃 心 ざし 深 かりけ る 女の、 姙 みたる を 見捨てて 
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ひなくて、 月に ながめ、 嵐に かこちても * 心 をいた ましむ るた より は 多ぐ、 花 を 見、 郭公 を 

聞きても 慰むべき かたは 稀なる ことにて、 明し 暮 すに， 淸水詣 のつ いでに、 思 はぬ 外の さ 

かしら 出来て、 至らぬ 隈 なかり し 御 心に、 た *i 一  夜の 夢の 契 を 結び まゐら せて ける。 是 

も 前世 を 思へば かたじけな かり けれども、 さしあたりて 歎きに 恨 を そ へて、 心のう ち晴 

る i まもな し。 甲斐な く あり ふれ ど、 ヤー 度の 言の葉ば かりの 御な さけ だに 待ち かね 

、，きょ 

て、 よし 是ゅゑ 背くべき 薆世 なりけ りと 思 ひ 立ちて、 ありし 御 心 知りの もとへ つか はし 

ける。 


なか^. -に問 はぬ も 人の 嬉しき はう き 世 を 厭 ふたより なりけ り 

.  さな  ラす や、 C  " 

とば かり、 心に くよ 幼 びれ たる 手に て， はな だの 薄樣に 書きた る を、 折 をう か r ひて 奏 

しければ、 まことに さる 事 あり、 尋ね ざり ける 心お くれ こそと 御氣色 ありければ、 頓て 
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すら ひて、 # いたる 女 ひとり 尋ねえ て、 事の 隱 をく はしく 簡 ひければ、. 何とい ふ 事 は 知 


-I 冒々 


あはれ に I 一木 

「あばれて」 と あ 


に、 宮の鶯 百 さへ づ りすれ ども、 思 ひ あれば 閒 くこと を やめつ、 梁の つば くらめ ^51 びす 

めど も、 身老 ゆれば ねたます、 遲々 たる 春の 日 も ひとりす めば、 いと、 r 暮れ やらす、 せ 

うせうた る 秋の 夜 は 空しき 床に あかし 難くて 過ぐ しける に、 事の よすが や 有り けん、 む 

か へ に 御 車 をつ か はされ たりけ る、 夢現と も わき かねつらん、 嬉しと も 思 ひ 定めす。 され- 

ば とて 今更 待ち よろこび 顔な  らん  も，  いたう つれな く、 身ながら もなかく 疎まし かり 

ぬべ ければ、 是に こそ 日頃の つきせ ぬ 歎き も あら はさめと 思 ひつより て、 たけに 餘 りた 

りけ る髮を 押し切りて、. Pl き薄樣 につよ みて、 

今 さらに 再び 物 を 思へ とやい つも か はらぬ おなじう き 身に 

と 書付け て、 御 車に 入れて 參ら せたり ける、 此人は 後に はみ そのの 尼と て、 近くまで も- 

閒 えしと かや 0 

東 山の 片隅に あはれ に 人 も かけ 見ぬ あばら やに、 いと やさしく いまだ 人馴れぬ 女 あ. ^け.. 

り。 庭の 荻 原 招け ども、 風より 外 はと ふ 人 もな く？ 軒端の 蓬し ゆれ ども、 杉： ならねば か) 
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J.- しろ 

とい はせ て、 車 を 早く やらせけ るに、 雜 色の 走り かへ る 後に 小 法師 を はしらせて、 

問 あめの 下に もりて 閒 ゆる こと も あり 

とい はせ たりけ る、 その 程の 早 さけし から ざり けり。 

待 賢 門院の 女房 加賀 とい ふ 歌よ みあり。 

かねてより 思 ひし こと ぞ ふし 柴 のこる ばかりなる 歎き せんと は 

で J し 一 *J ろ 

とい ふ 歌 を、 年 比よ みても ちたり ける を、， 同じく はさり ぬべき 人に 言 ひむ つび て、 忘られ 

^«圊 の 左の. 5 と たらん に讀 みたら ば、 集な どに 入りた らん も 優なる べしと 思 ひて、 いか、 f あり けん、 花 

ど ー 有 仁 

園の 左のお と， r に 申し そめて けり。 其 後 思 ひの 如く や あり けん、 此歌を まゐら せたり け 

千載 €1 戀ョ に れば、 大臣 殿 もい み じく あはれ に 思しけ り。 かひ <\. しく 千載 集に 入りに けり。 世の 人 

ふし 柴の 加賀と ぞい ひける。 

松 甲 某 房 松 殿の 思 はせ 給 ひける 女房 かれぐ になり 給 ひて 後， はかなき 御な さけ だに も 稀な りけ 

れば、 我ながら あらぬ かとの み迎り わび、 人の 心の 花に まかせて、 月日 を 空しく 移り行く 


と 付けたり ける。 まことに 兼久、 兼 方な どが 子孫と 覺 えて、 いと やさし かりけ り。 

い #4 ま, o-y  やき， ゑ 

$i やん ごとな き 人の もとに、 今參の 恃出來 にけ り。 燒繪を めでたく する よし 閉 えければ、 

や I 

前によ びて 檀 紙に 燒繪 をせ させけ るに、 何 を か燒き 侍るべき とい ひければ、 水に 鴛を燒 

けと いはれ ける に、 打ちうな づきて、 

冤 玖 彼 I 水に は をし をい か， i 燒 くべき 

と 口す さみけ る を、 あるじ 間き 咎めて、 同じく は 一首に なせと 言 はれければ、 かいかし 

こまりて、 

同 波の 打つ 岩より 火 をば 出 だすと も 

： といへ りければ、 一人々 皆 ほめに けり。 

II 太 政 大臣 ー 京 極 太 政 大臣と 閒ぇ ける 人、 いまだ 位 あさかり ける 程に、 雪 居 寺の 程 を 過ぎられけ るに， 

S い SIMi^  ,瞻 西 上人の 家を鼙 きけ る を 見て、 雜色 をつ かひに て、 

る 時 

冤 8- 波 ひじり の屋 をば めかくしに ふけ 

今. 物語 ，  四 六 五. 
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人 長. I 舞 人陪從 

の 長 


は i し く— 該字 

あるに々 >f 明 


菟默 波き の ふ 日よ しと 思 ひし もの を  . 

とい ふ 連歌の 出来たり ける を、 お ほかた 付く る 人なくて 程へ ければ * 左馬權 頭な りけ る 

人の、 はるかに 先な りけ る を 召し かへ して、 是 付けよ と 仰せ ごと 有りければ、 ほどなく 

同 今日は 皆 雨 ふるさとへ かへ るかな 

と 付けたり ければ、 安 かりけ る こと を 口惜しく も 思 ひ よら ざり ける と、 人々 いひ あへ り 

けり。 此左馬 權頭加 茂の 臨時 祭の 舞 人な りけ るに、 嘵 つか ひなり ける 人 を 打 具して 歸り 

たちに まゐ りけ るが，. 雪いた く 降りて 袖に たまりけ る を 見て、 

同 あ をす りの 竹に も 雪 はつも^け り 

つか ひ  じんお やう  5 ちぐ 

とい ひたりけ るに、 使な りけ る 人 は 付け ざり ければ、 奏 兼任 人 長に て 打 具して ける が、 

馬 を 打ちよ せく ぎおば みければ、 兼任が 付けた ると 覺 ゆる ぞ とい はれて、 下 藤 はいか 

でかと は-しく 言 ひける を、 猶 せめ 問 はれて、 

E 色 はかざし の 花に まが ひて 
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とつけ たりけ る、 いと 面白 かりけ り。  ♦ 

或 者 所の 前 を 春の 頃、 修行者の 不思議な るが 通りけ るが、 檜 笠に 梅の 花 を 1 枝 さしたり 

ける を、 兒 ども 法師な ど あまた 有りけ るが、 世に を かしけ に 思 ひて、 ある 兒の 梅の 花 笠 

きたる 御 房よ とい ひて 笑 ひたりければ， 此 修行者 立ち かへ りて， 袖 を かき 合せて、 ゑみ 

ゑみと 笑 ひて、 

身のう さの 隱れ ざり ける もの ゆ ゑに 梅の 花 笠き たる 御 房よ 

と 仰せられ 候 ふやらん と 言 ひたりければ、 この 者 ども こ はいかに と、 思 はすに 思 ひて、 言 

ひやり たる か， たもなくて ぞ 有りけ る。 左右な く 人 を 笑 ふ 事 あるべ くも 無き f  J とに や。 

或 所に て此 世の 連歌の 上手と 間 ゆる 人々 より 合 ひて 連歌し ける に， 其 門の したに 法師の 

かしら  か Av-a 

まことに 怪し ゆなる が、 頭 は をつ かみに 生 ひて、 紙 衣の ほろ くと あるう ち 著た るが、 

つく  -此 連歌 を 聞きて 存 りければ、 何程の 事を閒 くらん と、 を かしと 思 ひて 侍る に、 此 

法 節 や i 久しく 有りて， うち へ 入りて 橡 のき はに ゐ たり 。人々 を かしと 思 ひて あるに、 遙 
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ければ、 み， つか 

らの名 を そ へ て 

よみ 侍り ゆ る、 

從 一一 一位 賴政、 水 

ひたり まきの ふ 

ち ふち 下 同」 

ひもけ さ 1 氷 

魚、 今韌 


油 綿 I 和 名 鈔、 

『容飾 具 ョ、 澤、 釋 

名 s、 人 髮ほ枯 

悴、 以^ 令 濡 澤 

也、 俗用 脂^ 二 

もし 火 云々 I 


字 


秋波 集と 反對 

なれ ジ 


とよみたり けり。 めでさせ 給 ひける となん。 

おんく つ 

秦 公春と いひけ る隨 身、 宇治の 左大臣 殿に つかう まつりけ るが、 御沓 を まゐら せけ るが、 

御沓の しきに 千鳥 を 書かれたり ける を 見て、 

ち タり 

l-s? 玖彼沓 のうら にも 飛ぶ 千鳥 かな 


ミ りつ  お ほ いぞの 

とい ひで たりけ る を、 取次ぐ 殿上人 も 物 もい は ざり ける に、 大殿 しばし 御沓 を はき 給 はで- 

同 難 波なる あしの 人 江 をお も ひ 出て 

と 仰せられたり ける、 いと やさし かりけ り。 

待 賢 門院の 堀川、 上 西 門院の 兵衞 おと r ひなり けり。 夜 深くなる まで さう し を 見け るに、 

ぶら わ U 

ともし 火の つきたり ける に、 油 綿 を さしたり ければ、 よに かう ばし く 句 ひける を、 堀 F、 

冤 玖 彼と もし 火 はたき ものに こそ 似たり けれ 

とい ひたりければ、 兵衞 とりも あへ す、 

II ちゃうし がしら の 香 やに ほふらん ， 


水 前大情 正. 

慈阓 


左の， § と シ1 賴 

長 

かくし 題 I 新 拾 

遣、 「二 條院御 時 

ひたり まきの ふ 

ち ふちき り 火 を 


よせて 歌 奉る ベ 

きょし 仰せ あり 


吉水 前大佾 正と 聞え し は、 今 は 慈 鎭和尙 と 申す にや、 天 王 寺の 別當に 成りて 拜堂 ありけ 

るに、 上 童お ほく 具せられ たりけ る 中に、 たれが しと かやい ひける 兒を、 天 王 寺に ありけ 

みしで  このち- M 

る 女、 堪 へがた う 思 ひかけ て、 紅梅の 擅 紙に、 心 も 及ばす 葦 手 を 書きて， 此兒の もとへ 

よそ 

おこせたり ける ぬし も餘 所ながら もつ や^ '見知りた る 人 もなくて， む ゆに 恥が まし 

く ありぬ ベ かりけ るに， 此兒 うち 案す るけ しきな りければ、 何とすべき にかと， 人々 ま 

ば ゆく 思 ひたりけ るに、 や. かて その 葦 手のう へに、 

こ ミ は 

お ほつ かなな に はにかけ る 言の葉 ぞ 都に すめば 知らぬ あしで を 

と 書きて やりたり ける、 取り あへ すいと あしから す や。 

ひだり  きりび 4* け 

宇治の 左のお と，. -の 御前に、 銀 を 桐 火 棚に つませられて、 賴政 卿の いまだ 若 かりけ る 時、 

召 ありて きり 火桶と わが 名 を， かくし 題. にて 歌つ かう まつりて、 是を たま はれと 仰 事 あ 

りければ、 とりも あへ す、 

宇治川の 瀨々 の 白浪お ちた ぎり ひ を： D さいかに より まさるらん  ， 
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あかぬ 別れの I 

新古戀 111、 小 侍 

從、 「待つ よ ひに 

更け 行く かねの 

聲 きけば あか & 

わかれの 鳥 はも 

のか は」 


しる 所 I 領地 


大納言な りけ る 人、 小 侍 從と閉 えし 歌よ みに 通 はれけ り。 ある 夜 物い ひて 曉か へられけ 

るに、 女の 家の 門 を やりいだ されけ るが、 きと 見 かへ りたり ければ、 此女名 殘を思 ふかと 

,、  くるまよせ すだれ 

おほしくて、 車 寄の 簾に すきて、 ひとり 殘 りたり ける が、 心に か-, り覺 えて けれ V6/ 供 

なりけ る藏 人に. いまだ 入り やらで 見送りた るが、 ふり 棄 てがたき に、 何と まれ 言 ひて こ 

との 給 ひければ、 ゆ- - しき 大事 かなと 思へ ども、 程經 べき 事なら ねば、 やがて 走り 入り 

えん  さ 5 

ぬ。 車 寄の 椽 のき はにかし こまりて、 申せと 候 ふと は、 左右な くい ひ 出で たれ ど、 何と 

いふべき 言の葉 も覺 えぬ に、 折 しもゆ ふつけ 鳥聲々 に 鳴き 出で たりけ るに、 あかぬ 別れ 

のとい ひける 事の、 きと 思 ひいでられければ、 

新 拾 遣 物 か はと 君が いひ けん 鳥の 音の けさし もな どか 悲し かるらん 

とば かり 言 ひかけ て、 やがて 走りつ きて、 車の 尻に のりぬ。 家に 歸 りて 中 門に おりて 後、 

さても 何とか 言 ひたりつ ると 問 ひ 給 ひければ、 かく こそと 申しければ、 いみ じくめ でた 

がられけ り。 されば こそ 使に ははから ひつれ とて、 感の あまりに しる 听 などた びたり け 
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心 *5  くれしに ゆ 

り 111*  V か， さク 


今 さらに 背く に は あらす 君なくて ありぬべき かと 習 ふば かり ぞ 

と 言 ひたりければ、 男め で 惑 ひて、 田舍 下りと まりに ける とか や。 いと やさしく こそ。 

大納言な りけ る 人、 日 比 心 をつ くされけ る 女房の もとにお はして、 物語な どせられ ける 

が、 世に 思 ふやう ならで、 明け ゆく 空 も猶心 もとな かりければ， あからさまの 樣 にて 立 

ち 出で て、 隨 身に 心 を 合せて、 今し ばし ありて、 まこと や 今宵 は 内裏の 番 にて 候 ふ もの 

を、 もし 思しめ し 忘れて やと、 おとな へと 敎 へて、 うち へ 人り ぬ。 その 儘に しばし ありて、 

無骨に 隨身 いさめ. m. しければ、 さる 事 あり、 今夜 はけに 心お くれしに けりと て、 とりあ へ 

す 急ぎ 出 でんと せられけ る 氣色を 見て、 この 女房 心得て、 やがてい と 恨し けなる に、 を 

り ふし 雨の はら./ \> と 降りたり ければ、 

ふれ や 雨 雪の かよ ひぢ 見えぬ まで こよろ 空なる 人 やと まると 

ナしき  こ で》 

いうなる 氣色 にて、 わざと ならす 打ちいで たりけ るに、 此 大納言な にかの 言はなくて 

其 夜と まりに けり。 ^まで も絕 えす 音づ れられ ける はいと やさしく こそ。 かく 申す は 後 
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四. 五. 五 


今 物 


四 五 四 


资き Ti 

の 詩 

タ殿 1K 々ー 白樂 

夭の 詩 


〇tt 話 十 剥沙に 

もと Ir みかど」 


- みの 事 —急用 


螢火 亂飛 秋已近 辰 星 早 沒夜初 長 

夕 殿 螢飛思 悄然 

後 撰 つ i めど も かくれぬ 物 は 夏蟲の 身より あまれる 思 ひなり けり 

近き 御代に 五節の 比、 ゆかりに ふれて 誰と かやの 御！ II へ、 或 女の やん ごとな き 忍びて 參 

りたり ける 事 ありけ る を、 ちと 聞 召して いかで 御覽 ぜんと、 おほしけ る ま よに、 俄に 推 

し 入らせ 給 ひけり。 取り あへ すと もし 火 を 人の 消ち たりければ、 御 ふところより 櫛 をい 

くら も 取りいで て、 火 榧の 火に うち 入れ 給 ひたりければ、 奧 まで 見えて、 よくく 御覽 

じけ り。 御 心の 風情 興 ありて、 いと やさし かりけ り。 

此 比の 1$?- とか や、 ある 田舍人 優なる 女 を かたら ひて、 都に 住み わたりけ るが、 とみの 事 

ありて 田舍へ 下りなん としけ る 其 夜と なりて、 此女 例なら すうち しめりて、 うしろむき 

て寢 たりけ る を、 男いた う 恨みて けり。 いつまで かかく も 厭 はれま ゐ らせん、 只今ば か 

り 向き 給 ひて あれ かしと 言 ひける に、 この 女， 
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を；： ふ 


今 物 語 


大納言な りけ る 人、 內 へま ゐ りて 女房 あまた 物語し ける 所に やすら ひければ、 此 人の 囊 

を 手 ごとに とりて 見け るに、 辨の 姿したり ける 人 を 書きたり ける を 見て、 比 女房 ども、 0 

ね 

く 音な そへ そ 野 邊の松 g§ と、 口々 に ひとりごち あへ る を、 此 人聞きて を かしと 思 ひたる に、 

奧 のかた より ロハ 今人の 來 たるな めり と覺 ゆるに、 是 はいかに 鳴く 音な そ へ そと 覺 ゆるま 

と、 したり 顔に いふ 音の する を、 この 今き たる 人し ばした めら ひて、 いと 人に く i 齢な 

したが さね 

るけ しきに て、 源氏の 下 襲の しり は 短 かよるべき か はとば かり、 忍びやかに 答 ふる を、 こ 

の をと こ あはれ に 心に く i 覺ぇ て、 ぬし ゆかしき もの かな、 誰な らんとうち つけに 浮き 

たちけ り。 堪 ふべ くも 覺ぇ ざり ければ、 後に えさらぬ 人に 尋ねければ、 近 衞院の 御 母 ひが 
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四 五 一 
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宇治 拾遺 物語 


四 五 〇 


孔子た ふれす I 

「弘法 も 筆の あ 

やまち」 と h ふ 

類の 謹な り 


すと いふ。 時に 孔子 又い ふべき 事覺 えす して， 座 を 立ちて 急ぎ 出で て 馬に 乘り給 ふに、 よ 

く 憶し ける にや、 轡を 二度 取り はづ し、 鏺を しきりに 蹈 みは づす。 これ を 世の 人 孔子た 

ふれす とい ふなり。 


己 


萬 治 二  £ 亥 年初 冬日 


洛陽今 出 川 書 堂 

林 和 泉 掾板行 


に惡 しき 事 をのみ 事と する は、 當時は 心に 叶 ふやう なれ ども、 終惡 しきもの なり、 されば 

猶人は 善き に 隨ふを 善しと す、 然れば 申す に隨 ひています かるべき なり、 その 事. e. さんと 

いかづち 

思 ひて 參 りつる とい ふ。 時に 盜跖 雷 の やうなる 聲 をして 笑 ひてい はく、 汝が言 ふ 事 ど 

も 一 つも 當ら す、 その ゆ ゑ は 昔堯舜 とまう す 二人の "故 世に た ふと まれ 給 ひき、 しかれ ど 

0^^^^ も その子 孫 世に 針 さすば かりの 所 を 知らす、 又 世に 賢き 人 は 伯 夷叔齊 なり、 首 陽 山に 伏 

. せりて 飢ゑ 死にき， 又 其 許の 弟子に 顔 回と いふ 者 ありき、 賢く 敎へ給 ひし かど も、 不幸に 

して 命み じかし、 又 同じき 弟子に て子路 とい ふ 者 あり. 15^、 衞の 門に して 殺されき、 しか あ 

れば 賢き 輩 は 遂に かしこき 事 もな し、 我 又 悪しき 事を好め ど 映 身に 来らす、 譽 めら るよ 

もの 四 五日に 過ぎす、 謗らる よもの 又 四 五日に 過ぎす、 惡 しき 事 も 善き 事 も、 長く 譽め 

0^^^^ られ 長く 謗られす、 しかれば 我 好みに 隨 ひふる まふべき なり、 汝 又木 を 折りて 冠に し、 

か  お 

にう つされ，' 皮 を 持ちて 衣と し、 世 をお そりお ほやけ に懼ぢ 奉る も、 二度 魯に うつされ 跡を衞 にけ づ 

< ^より 追^出さ  おろい 

？を" ふ らる など かしこ からぬ、 汝が いふ 所 誠に 愚な り、 速に 走り かへ りね、 一 も 用 ふべ から 
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a くる ぺ かす 

くる. ？ , 

動かす 


跖が 許へ おはしぬ。 馬より おり 門に 立ちて 見れば、 ありと ある もの 猪 鳥 を 殺し、 もろ も 

ろの 悪しき、 J と を 集 へ たり。 人 を 招きて、 ー魯の 孔子と いふ 者なん 參 りたる とい ひ 入る よ 

に、 卽 ち使歸 りてい はく、」 音に 間く 人な り、 何事に よりて 来れる ぞ、 人を敎 ふる 人と 閒 

きもな ます 

く、 我を敎 へに 来れる か、 我心に 叶 は *i 用 ひん、 叶 はすば 肝膾に 作らん とい ふ 。その 時 

に 孔子 進み出で て、 庭に 立ちて、 まづ盜 跖を拜 みての ばりて 座に 著く。 盜跖を 見れば、 

頭の 髮は上 ざまに して、 亂れ たる 事 蓬の ごとし。 目大 にして 見く るべ かす。 鼻 を 吹きい 

からし、 矛 を 鳴み 鬚 を そらして 居たり。 盜跖 がいはく、 汝來 たれる ゆ ゑ はいかに ぞ、 m 

に 申せと. 怒れる 聲の 高く 恐し ゆなる を もてい ふ 。孔子 思 ひ 給 ふ、 かねても 聞きし 事 

かたち めり さ ま 

なれ ど、 かくば かり 恐し き 者と は 思 は ざり き、 容貌 有樣 まで 人と はお ほえす、 肝心 も碎 

けて ふる はるれ ど、 思 ひ 念じて いはく、 人の 世に ある やう は 道理 を もて 身の かぎりと し、 

心の おきてと する ものな り、 天 を 戴き 地を蹈 みて 四方 を かためと し、 朝家 を 敬 ひ 奉り、 

なさけ 

下を憐 みて 人に 情 を 致す を 事と する ものな り， しかるに うけ 給 はれば、 心の ほしき まよ 
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5 るへ— 澗せ 

後の 千舍 ：| 古諺 

名^せ り 1 ぜひ 

-の意 


〇 今昔 十、 孔子 

爲敎 盗跖行 家 

怖返語參§^. 


日 道，^ 罷りし に、 i によば ふ聲 あり、 顧れば 人な し、 唯 車の 輪の 跡の く ほみ たる 所に 溜 

りたる 少 水に、 鮒 一 つ ふためく、 何 ぞの 鮒に か あらんと 思 ひて 寄りて 見れば、 少しば かり 

の 水に いみ じう 大 なる 鮒 あり、 何ぞの 鮒ぞと 問へば、 鮒の いはく、 我 は 河 伯 神の 使に 江 

湖へ 行くな り、 それが 飛び 損 ひて この 溝に 落ちい りたるな り、 喉 乾き 死なん とす、 我 を 

助けよ と 思 ひて 呼びつ るな りと いふ。 答へ ていはく、 我 今 二三 日 ありて、 江^と いふ 所 

に あそびし に 注かん とす、 そこに 持て 行きて 放さん とい ふに、 魚の いはく、 更に それ ま 

でえ ゆつ まじ、 唯今 日 一 提 ばかりの 水 を もて 喉 をうる へ よと 言 ひし かば、 さてなん 助け 

し、 一 鮒の いひし 事 我 身に しりぬ、 更に 今日の 命 物 喰 はすば 生く ベ からす、 後の 千金 更に 盆 

なしと ぞい ひける。 それより 後の 千金と いふ 事名譽 せり。 

盜跖 孔子と 問答の 事 

これ も 今 は 昔、 S おに ま下惠 とい ふ 人 ありき。 世の 賢き ものにして 人に 重く せらる。 そ 


S や； i? 货金. ISA 金 

とも M ふ、 ^^金 

5i して ％ 色 を帶 

ぶ る 上品 を $ ふ 


に は 渡りけ る 

I 後 漢の明 帝 永 

平 八 年始め て怫 

法 を傳ふ 

C 今昔 十、 ^^子 

□ 許 借 粟 語 参照. 


監河侯 I 刊本は 

假名 はて 「かん 

あとう」 と ある 

は 寫 なり 


し ** わ、 r- ごん 

釋迦佛 丈 六の 御 姿に て、 紫磨黃 金の 光 を 放ちて、 空より 飛び 來 たり 給 ひて、 この 囚 

獄の門 を 踏み破りて、 この 僧 を 取りて 去り 給 ひぬ。 その 序に 多くの 盜人 ども 皆 逃け 去り 

ぬ。 ra 獄の司 、茶に 物の 鳴りければ 出で て 見る に、 金の 色した る 佾の光 を 放ちた るが、 大 

さ 丈 六なる 空より 飛び 来たりて、 囚獄の 門 を 踏み破りて、 籠め られ たる 天竺の 佾を 取り 

て 行く 音な りければ、 この ホを 申す に、 帝い み じく 恐 ぢ懼り 給 ひけり となん。 その 時に 渡 

らんと しける 佛法、 世 下りて 後、 漢には 渡りけ るな り。 

後の 千金の 事 

もろこし さう じ  • 

今 は 昔、 唐土に 莊 子と いふ 人 ありけ り。 家い み じう 貧しくて、 今 R の 食物 絶えぬ C 隣に 

監河 とい ふ 人 ありけ り、 それが もとへ 今日 瞳 ふべき 料の 粟 を 乞 ふ。 河 がいはく、 今 

五 口 ありて おはせ よ、 千 兩の金 を 得ん とす， それ を 奉らん， いかで かやん ごとな き 人に、 

今曰參 るば かりの 粟 をば 奉らん、 返す くお のが 恥なる べしと いへば、 莊 子の いはく、 咋 
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てけ るに こそと、 郡 司 泣く く 葬送の 事 もとり さ. U してけ ると なん。 

.  秦始皇 天竺よ，^ 來 たる 僭 禁獄の 事 

渡? iln き 日，  もろこし しん しく ゎラ 

今 は 昔、 唐土の 秦の 始皇の 代に 天竺より 佾 渡れり。 帝 あやしみ 給 ひて、 これ は 如何なる 

者ぞ、 何事に よりて 來 たれる ぞ。 佾 申して いはく、 釋迦牟 尼 佛の御 弟子な り、 佛法を 俥 

西 天 Is 天竺 へんた めに、 遙に西 天より 来たり 渡れるな りと e. しければ、 "份 腹立ち 給 ひて、 その 姿 極 

めて あやし、 頭の 髮禿 なり、 衣の 體人 にたが へり、 佛の御 弟子と 名のる， 佛とは 何もの 

ひ ！= ャ 

ぞ、 これ は 怪しき ものな り、 た， どに 返す ぺ からす、 囚獄に 籠め よ、 今より 後 かくの 如く 怪 

さらし さむ 叫 しき 事 言 はんもの をば、 殺さし むべき ものな りと いひて、 囚 獄に据 ゑら れぬ 。深く 閉ぢ 

if 籠め て 重く 戒めて 匿け と、 宣旨を 下されぬ。 H 獄の 司の 者宣 旨の まよに、， 重く 罪 ある 者お 

あ また  i 

く 所に 籠め て 置きて、 戶に 數多ぢ やう さしつ。 此佾惡 王に 逢 ひて、 かく 悲しき 目 を 見る、 

我 本師釋 迦牟尼 如来、 減 後な りと も あらたに 見 給 ふらん、 我 を 助け 給へ と 念じ 入りた る 


にして か 逢 ひ 申すべき とい ひければ、 上人 心に 任せた る ことの やうに、 いと 易き 事に あ 

りなん と 答 ふれば、 郡 司 手を摺 りて 喜びけ り。 さて 年 比 過ぎて 或 冬 雪降りけ る 日、 暮方 

に 上人 郡 司が 家に 来ぬ。 郡 司 喜びて 例の 事 なれば、 食物 下人 どもに も營 ませす、 夫婦 手づ 

から 自らして めさせけ り。 湯な ども あみて 臥しぬ。 曉は又 郡 司 夫婦 疾く 起きて、 食物 種 

種に 營 むに、 上人の 臥し 給へ る 方 香し き 事 かぎりなし、 に ほひ 一家に 充ち満 てり。 これ 

は 名香な ど 燒き給 ふなめ りと 思 ふ。 曉は疾 く 出 でんとの 袷 ひつれ ども、 夜 明くるまで 起 

き 給 はす、： 郡 司 御 粥 出で きたり、 このよし 申せと 御 弟子に いへば， 服 あしく おはす る 上 

人な り、 惡 しく 申して 打 たれ 申さん、 今 起き 給 ひなんと いひて 居たり。 さる 程に 日 も 出 

で ぬれば、 冽 ま.^ やうに 久しく は寢給 はぬ に、 怪しと 思 ひて、 寄りて おとな ひけれ ど 音 

なし。 引き あけて 見れば、 西に 向 ひ、 端坐 合掌して はや 死に 給へ り、 あさましき 事 かぎ 

りなし。 郡 司 夫婦 御 弟子 どもな ど、 悲み 泣きみ、 かつ は 尊み 拜 みけり。 曉香 しかりつ る 

ま、 極 樂の迎 一 なりけ りと 思 ひ あはす。 終に 逢 ひ 申さん と. &し よ かば、 一 ^  i に來 たり 給 ひ 
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なし。 しかるに 俄に 道心 を 起して、 寺 を 出 でんと しける に、 その 時の 別 當興正 僧都、 いみ 

じう 惜 みて 制し 留めて 出し 給 はす。 しわび て * 西の 里なる 人の 女 を 妻に して 通 ひければ、 

人々 やうく 懾き 立ちけ り。 人に 普く 知らせん とて、 家の 門に この 女の 頭に 抱きつきて、 

、ひしろ  い たづら もの 

後に 立ち 添 ひたり。 行きと ほる 人 見て、 あさまし がり、 心 憂が る 事 かぎりなし。 徒 物に 

なりぬ と 人に 知らせん ためなり。 さりながら、 この 妻と あ ひ 具しながら 更に 近づく こと 

よもすがら 

なし。 堂に入りて、 終夜 眠らす して 淚を 落して 行 ひけり。 この 事 を别當 佾都閒 きて、 い 

かつら y のし もの こほり 

よいよ 尊み て 呼び寄せければ、 しわび て 逃 ゆて、 葛 下 郡の 郡 司が 聲 になり にけ り。 念珠 

こ I モ ふの しもの こほり 

など を も わざと 持た すして、 唯 心中の 道心 はいよ く 堅固に 行 ひけり。 此 所に 添 下 郡の 

郡 司、 この 上人に 目 を 留めて 深く 尊み 思 ひければ、 跡 も 定めす ありき ける 後に 立ちて， 衣 

盒 沐浴 等を營 みけり。 上人 思 ふやう、 いかに 思 ひて、 二の 郡 司 夫妻 は 懇切に 我を訪 ふら 

ん とて、 その 心 を 尋ねければ、 郡 司 答 ふるやう、 何事 か 侍らん、 唯 尊く 思 ひ 侍れば かや 

うに 仕るな り、 但し 一言 申さん と 思 ふ 事 ありと いふ。 何事 ぞと 問へば、 御 臨終の 時 如何 
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天皇の 皇后、 淸 

和 帝の 御 母 ， 


信？ J 布 I. 木 曾の 

麻布 


動 寺に おはします 等身の 像に てぞ ましく ける。 その 和尙、 かやう に 奇特の 效驗 おはし 

そめ ぞの  もの t け 

ければ、 染 殿の 后 靈氣に 惱み袷 ひける を、 或 人 申しけ る は、 慈覺 大師の 御 弟子に、 無 動 

寺の 相 應和尙 と 申す こそ、 いみ じき 行者に て 侍れと 申しければ、 召しに つか はす、 卽ち御 

たけ 

使に 連れて 參 りて 中 門に 立てり。 人々 見れば、 長 高き 佾の 鬼の 如くなる が、 信 濃 布 を 衣 

に 著、 掘の 平 足駄 を はきて、 大木 穂 子の 念珠 を 持てり。 その 體 御前に 召し 上ぐべき もの 

にあら す、 無 下の 下種 法師に こそと て、 唯簀 子の 邊に 立ちながら 加持 すべし と、 各 申し 

て、 御 階の 高欄の 下にて、 立ちながら 候 へ と 仰せ 下しければ、 御 階の 東の 脇の 高欄に 立ち 

ながら 押し か.^ りて 祈り 奉る、 宫は寢 殿の 母屋に 伏し 給 ふ。 いと 苦し ゆなる 御聲 時々 御 

簾の 外に 閒ゅ。 和 尙縑に その 御聲を 聞きて， 高聲に 加持し 奉る、 其 聲明王 も 現じ 給 ひぬ 

と、 御前に 候 ふ 人々 身の 毛 よだちて お ほ ゆ。 暫 しあれば、 宮 紅の 御衣 二つば かりに 押し 

まり  ころ 

包まれて、 鞠の 如く 簾の 中より 轉び 出させ 給うて、 和尙の 前の 簀 子に 投け 置き 奉る、 人 

人 さわぎて いと 見苦し。 內へ 入れ 奉りて、 和尙も 御前に 候へ といへ ども、 和尙、 か.^ る 乞， 
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相 應和尙 ー 元 一 ch 

islE 卷 十に 《 あ 

り、 近 江 國淺升 

郡の 人な り、 天 

長 八 年 誕生 延喜 

十八 年 十一月 二 

日 寂 年 八十 八 

都卒 の内院 I 都 

卒 天に 內 院外 院 

あり、 內 院は彌 

勒の 居所な り 

明 王 I ネ動 零 


相應和 尙都卒 夭 にの ぼる 事 付 染 殿の 后 祈.^ 舉る事 

今 は 昔、 叙 山 無 動 寺に 相 應和尙 とい ふ 人お はしけり。 比 良 山の 西に、 葛 川の 三 瀧と いふ 

所に も 通 ひて 行 ひ 給 ひけり。 その 瀧に て 不動 尊に. &し給 はく、 我 を 員 ひて 都卒の 内院彌 

勒 菩薩の 御 許に 率て 行き 給へ と、 あながちに. & しければ、 極めて 難き 事 なれ ど、 强 ひて 

申す 事 なれば I 牛て 行くべし、 その 尻 を 洗へ と 仰せければ、 瀧の 尻に て 水 あみ 尻 能く 洗 

ひて、 明 王の 頭に 乘 りて 都卒 天に 登り 給 ふ。 こ. -に 内院の 門の 額に、 妙法 蓬 華と 書かれ 

たり、 明 王の 給 はく、 これへ 參 人の 者 はこの 經を 誦して 入れ、 誦せ ざれば 入らす との 袷 

へば、 遙に見 上 ゆて 相 應の給 はく、 我 この 經 よみ は讀み 奉る、 誦する 事い まだ 叶 はすと。 

明 王 さて は 口惜しき 事な り、 その 義 ならば 參人叶 ふべ からす、 歸 りて 法 華經を 誦して 後 

參り 袷へ とて、 搔き？ ひ 給 ひて 葛 川へ 歸り給 ひければ、 泣き 悲み給 ふ 事 かぎりなし。 さ 

て 本尊の 御前に て經を 誦し 給 ひて 後、 本意 を 遂ゅ給 ひけり となん。 その 不動 尊 は 今に 無 
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〇 今昔 十七、 生 

江 世經仕 吉祥天 

直 i 照 


伊良緣 の世恒 ffi 沙門 御 下 文の 事 

今 は 昔、 越 前の 國に 伊良緣 の世恒 とい ふ 者 ありけ り。 取り わきて 仕う まつる 毘 沙門に， 

物 も 喰 はで 物の ほし かりければ、 助け 給へ と 申しけ る ほどに、 門に いと を かしゅなる 女 

いへ あるじ  か はらけ 

の、 家主に 物言 はんとの 給 ふとい ひければ、 誰に か あらん とて 出で 逢 ひたれば、 土器に 

物 を 一 盛、 これ 噙ひ 給へ、 物 ほしと ありつる にと て 取らせ たれば、 喜びて 取りて 入れて、 唯 

少し 噙 ひたれば、 やがて 飽き 充ち たる 心地して、 二三 日 は 物 も ほしから ねば、 これ を 置 

つきろ 

きて、 物の ほしき 折 ごとに、 少しづつ 喰 ひて ありけ る 程に、 月 比 過ぎて、 この 物 も 失せに 

けり。 いか r せんする とて、 又 念じ 奉りければ、 又 ありし やうに 人の 告 ゆければ， 初めに 

く；： しぶ A 

なら ひて 惑 ひ 出で て 見れば、 ありし 女房の 給 ふやう、 これ 下 文 奉らん、 これより 北の 谷 

峯百町 を 越えて 中に 高き 峯 あり、 それに 立ちて なりたと 呼ば. -物 出で 来なん、 それに こ 

の 文 を 見せて、 奉らん 物 を 受けよ と 言 ひて 往ぬ。 この 下 文 を 見れば、 米 二 斗 わたすべし 


鬼 ども 皆 逃け 散りぬ、 何ぞの 童の かくはす， る ぞと問 ひし かば、 極樂 寺の 某が かく 煩 はせ 

給 ふ 事、 いみ じう 歎き. & して、 年 比讀み 奉る 仁王 經を、 今朝より 中 門の 脇に 候 ひて、 他 

念な く讀み 奉りて 祈り 申し 侍る、 その 聖の 護法の かく やませ 奉る 惡鬼 ども を、 追 ひ拂ひ 

侍るな りと S. すと 見て、 夢覺 めて より、 心地の 搔ぃ拭 ふやう によければ、 そのよろ こび 

いはんと て 呼びつ るな りと て、 手 を 措り て拜 ませ 給 ひて、 掉 にかより たる 御衣 をめ して 

かづけ 給 ふ。 寺に かへ りて、 猶々 御 祈よ く 申せと 仰せら るれば、 喜びて 罷り出 づる 程に、 

覺ぇ なかり しに ^俗の 見 甲： -/ る氣色 やん ごとな し。 中 門の 脇に、 終日に 屈み 居たり つる、 覺 えな かりし 

—中 門 は 居た る 

に、 殊の外 美々 しくて ぞ罷 出に ける。 されば 人の 祈 は、 憎の 淨不淨 に は よらぬ 事な り、 唯 

母の 用して ョ  心に 入りた るが 驗 ある ものな り。 母の 1!^ して 祈 をば すべし と、 昔より 言ひ傳 へたる もこ 

のこよ ろな り。 
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栳 1 細 木の 核の 

棒 をい ふ 


德 にて こそ あれ、 殿う せ 給 ひなば 世に あるべき やうな し、 召さす とも 參 らんと て. 仁王 

經を 持ち 奉りて、 殿に 參 りて、 物 さわがし かりければ、 -中 門の 北の 廊の 隅に 屈まり 居て、 

つゆ 目 も 見 かくる 人 もな きに、 仁王 經を 他念な く讀み 奉る。 二 時ば かり ありて 殿 仰せら 

る i やう、 極樂 寺の 憎 某の 大德ゃ これに あると 尋ね 給 ふに、 或 人中 門の 脇の 廊に候 ふと 

申しければ、 それ 此方へ 呼べと 仰せら る- -に、 人々 あやしと 思 ひ、 若干の やん ごとな き 

佾 をば 召さす して、. かく 參 りたる を だに よしな しと 見 居た る をし も、 召し あれば、 心 も 

、f 'しろ ん 

えす 思へ ども， 行きて 召す よしを 言へば まゐ る。 高佾 どもの 著き 跑び たる 後の 椽に 屈ま 

り 居たり。 さて 參 りたる かと 問， はせ 給へば、 南の 簀 子に 候 ふよし 申せば、 -內べ 呼び入れ 

よと て、 ^し 給へ る 所へ 召し入れら る。 無下に 物 も 仰せられす 重く おはしつ るに、 この 

佾 召す ほどの 御氣 色、 こよな くよ ろしく 見えければ、 人々 怪しく 思 ひける に、 の 給 ふやう、 

寢 たりつる 夢に、 恐し ゆなる 鬼 どもの、 我 身 をと りぐ に 打ち 領 じつる に、 鬢づら 結 

ひたる $f の 横 持ちた るが、 屮 門の 方より 入り 來て、 横して この 鬼 ども を 打ち 拂 へば、 


關& 殿— 籐原基 

通 


〇 今昔 十四、 極 

樂 寺佾誦 仁王 經 

施靈验 語參照 

堀川 太 政 大臣— 

基經、 刊本 「兼 通 

公」 と ある は 


世 心地 I 流行病 

極樂 深 革お 


ほどに、 後より 車 二つ 三つば かりして 人の 来れば、 疑な きこの 左大臣の おはす ると 思 ひ 

て、 しりの 簾 を かき あけて、 あなうた てく、 疾く くお はせ と、 扇 を 開いて 招きけ り。 

早う 關白 殿の 物へ おはします なり。 招く を 見て、 御供の 隨身馬 を 走らせて、 驅け 寄せて 

すだれ  ** ろ 

車の 尻の 簾 を かり 落して けり。 その 時 ぞ通淸 あわてさ わぎて， 前より 轉び 落ちけ る 程に 

烏帽子 落ちに けり。 いと./^ 不便な りけ りと か。 好きぬ る もの は 少し を こに も ありけ る 

にや。  • 

極樂 寺の 僧 仁王 經の驗 を 施す 事 

これ も 今 は 昔、 堀川 太 政 大臣と 申す 人、 世 心地 大事に 煩 ひ 給 ふ。 御 祈 ども さまぐ にせら 

る。 世に ある 佾 どもの 參らぬ はなし。 參り集 ひて 御 祈 ども をす、 殿中 騷ぐ事 かぎりなし。 

こ i に 極 樂寺は 殿の 造り 給へ る 寺な り、 その 寺に 住みけ る 僧 ども、 御 祈せ よと いふ 仰せ も 

なかり ければ、 人 も 召さす、 この 時に 或 佾の思 ひけろ は， 御寺に 安く 住む こと は 殿の 溯 
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お^ 島 —備前 ける に， かばね 島と いふ 所 は 海賊の 集まる 所な り。 過ぎ行く 程に 具した る 者の いふ やう、 

あれ 御覽 候へ、 あの 船 ども は 海賊の 船 どもに こそ 候 ふめれ、 こ はいか， r せ させ 袷 ふべき 

といへば. この 門 部の 府 生い ふやう、 男な さわぎ そ， 千 萬 人の 海賊の ありと も 今 見よ， 0 

いひて、 皮 子より 賭 弓の 時 著たり ける 装束 取り出で て， 麗しく しやう. ぞ きて、 か な 

ど あるべき 定 にしければ、 從^ ども、 こ は 物に くる はせ 給 ふか、 叶 はぬ まで もた てっき 

f 熟； sr, 騒ぎ などし 給へ かしと いりめき あ ひたり。 麗しく 取りつ けて， 肩^ぎて||^^.組21^^ は し て、 

屋形 I 船樓 屋 形の 上に 立ちて、 今 は 四十 六步に 寄り 來 にたる かとい へば、 從者 ども 大方と かく 巾す 

に 及ばす とて、 黃水を つきあ ひたり o< いかに かく 寄り 來 にたる かとい へば、 3 七 六 歩に 

贫水 —反吐 

PHn^ 近づき 候 ひぬ らんと いふ 時に， 上屋 形へ 出で て， ぁるべきゃぅに1コ，^^して， 弓 を さし か 

所 は 1^ つ を ^ ふ ， 

ざして、 暫 しあり てうち あゆたれば、 海賊が むねとの 者、 黑ば みたる 物 著て， 赤き 扇 を 

ミ  * 

開きつ かひて、 疾 くく 潸ぎ 寄せて、 乗り移りて 移し 取れと いへ ども、 この 府生騷 か 

すして、 引き 堅めて とろく と 放ちて、 弓た ふして 見やれば、 この 矢 目に も 見えす して 
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ま， i き I.M 卷弓 

とて 弓の 名な リ 


下析 I 今. S ふね 

だ 


賭 弓 ー 正月 十八 

日 左右 衞府の nt> 

の勝负 ある をお 

ふ 


門 部府生 海賊 射 かへ す 事 

これ も 今 は 昔、 門 部の 府 生と いふ 舍人 ありけ り。 若く 身 は 貧しくて ぞ ありけ るに、 ま き 

よる  ふきいた 

を 好みて 射け り。 夜 も 射ければ、 僅なる 家の 贅板 を拔 きて 燈 して 射け り。 妻 も此事 をう 

けす、 近邊の 人- i^、 あはれ よしなき 事し 給 ふ もの かなと いへ ども、 我家 もなくて 的 射ん 

は、 誰も 何 か 苦し かるべき とて、 猶葺 板を燈 して 射る、 これ を 謗らぬ 者 一人 もな し。 か 

はて  たもき こ ひ  た  むねう つ はり  ， 

くす る 程に、 葺板皆 失せぬ。 終に は檨 槐を 釗り燒 きつ。 又 後に は 楝粱燒 きつ。 後に は 

ナ こ よしら  いたじきした ゆた , 

桁 柱 皆 釗り燒 きつ。 これ あさましき 物の さま かなと 言 ひ あ ひたる ほどに 板數下 桁まで 

も 皆 釗り燒 きて、 隣の 人の 家に 宿りたり ける を、 家主 この 人の 樣體を 見る に、 この 家 も 

毀ち 燒 きなん ぞと思 ひていと へど も、 さの みこ そ あれ、 待ち 給へ など 首 ひて 過ぐ る 程に、 

能く 射る よし 聞え ありて、 召し出されて 賭弓让 うまつ るに、 めでたく 射ければ ©感 あり 

て、 終に は 相撲の 使に 下りぬ。 能き 相 僕 ども 多く 催し 出で ぬ。 又數 知らす 物 儲けて 上り 


〇 古事 談 六麥朋 


法 性 寺 殿 原 

忠通 


巾 冠の 頂の 

上の 高き 所 を M 

ふ 

す， ちな き I.S は 

んすペ なく 面白 


賀茂 祭の か へ ，9 武正 兼行 御覧の 事 

これ も 今 は 昔， 賀茂 祭の 供に 下野 武正、 奏 兼行つ か はしたり けり。 その かへ さ、 法 性 寺 

殿 紫 野に て 御覧 じけ るに， 武正 兼行、 殿下 御覧す と 知りて、 殊に ひきつく ろ ひて 渡りけ り。 

武正 殊に 氣 色して わにる、 次に 兼行 又 わたる、 各と り に 言 ひ 知らす。 殿御 覽 じて、 

今一度 北へ 渡れと 仰せ ありければ、 又 北へ 渡りぬ。 さて あるべき ならねば 又 南へ 歸り渡 

るに、 この度 は 兼行 先に 南へ 渡りぬ。 次に 武正 渡らん すらん と 人々 待つ ほどに、 武正ゃ 

や 久しく 見えす。. こ はいかに と 思 ふ 程に、 向 ひに 引きた る幔 より 東 を 渡るな りけ り。 い 

かにい かにと 待ちけ るに、 幔の 上より 冠の 巾 子ば かり 見えて、 へ わたりたり ける を、 

人々 猶すぢ なきものの 心ぎ はなり となん 譽め けりと か。 


卷 


五 


四 二 九 


宇治 拾遺 物 mi 


四 二八 


馬 筏 IK5I を 幾 匹 

も き 合せて 筏 

の. g  くす る 也 


上りけ るに， 地の 響く やうに しければ、 如 何 なる 事の あるに かと 恐し くて、 卒原 にさし 

隱れ て、 響く や うにす る 方を靦 きて 見ければ、 胡 人と て繪に 書きた る 姿した る 者の、 赤き 

ものに て 頭 結 ひたる が， 馬に 乘 りつれ てうち 出で たり。 これ は 如何なる 者ぞと 見る 程に， 

うち 續き數 知らす 出で 來に けり。 河原の 端に 集り 立ちて、 聞き も 知らぬ 事 を さへ づりぁ 

ひて、 河に はらく とうち 入りて 渡りけ る 程に、 千騎 ばかりめ あらんと. ぞ 見え わたる。 こ 

れが 足音の 響に て 遙に閒 えけ るな りけ り。 かちの もの をば、 馬に 乘 りたる 者の 側に 引き 

かち わたり 

つけ 引きつけ して 渡りけ る をば、 唯 徒 渡す る 所な めり と 見け り。 十日ば かり 上りつ る 

に， 一所 も瀨 なかり し 川 なれば、 かれ こそ 渡る 瀨 なり けれと 見て、 人 過ぎて 後に さし 寄 

せて 見れば、 同じ やうに 底 ひも 知らぬ 淵に てなん ありけ る。 馬. 筏 を 作りて 泳がせけ る 

に， 徒 人 は それに 取りつ きて 渡りけ るなる べし。 猶 上る とも はかり もな く覺 えければ、 

恐し くて それより 歸 りに けり、 さて 幾許 もなくて ぞ賴時 は 亡せ にけ る。 されば 胡 國と日 

本の 柬の奧 の 地と は， さし 逢 ひて ぞ あなる と 巾し ける。 


宗任 法師と て筑 紫に ありし が、 語り 侍りけ るな り。 この 宗 任が 父 は 頼 時と て， 陸奧 画の 

えびす  お ほやけ  いにしへ 

蝦夷に て、 朝家に 順 ひ 奉らす とて、 攻めん とせられ ける 程に、 注 昔より 今に 至る まで 朝 

^^H^^ 家に 勝ち 奉る 者な し、 我 は 過た すと 思へ ども、 責 をのみ かう ぶれば、 はるくべき 方な き 

ふ  そこ  ありさお 

を， 奧 地より 北に 見 わたさる よ 地 あなり、 =H ハ 所に 渡りて 有樣を 見て、 さても ありぬべき 所 

ならば、 我に 順 ふ 人の かぎり を、 皆 率て 渡して 住まん とい ひて、 まづ船 一つ を 調へ て、 そ 

Ipf  A れに乘 りて 行きたり ける 人々 は、 賴時、 厨 川の 次郞、 鳥 海の 三郞、 さて は乂 むつまじき 

住  郞等 ども 二十 人ば かり、 愛 物 酒な ど 多く 入れて 船 を 出して ければ， 幾許 も 走らぬ ほどに. 

見渡しな りければ、 渡り 著き にけ り、 左右 は遙 なる 葦原 ぞ ありけ る。 大 なる 川の 湊を見 

つけて、 その 湊 にさし 入りに けり。 人 や 見 ゆると 見 けれども 人け もな し。 陸に の ほりぬ 

ベ き 所 や あると 見 けれども、 葦原に て 道 踏みた る 方 もなかり ければ、 若し 人 ゆする 所 や あ， 

ると、 川 をの ほり ざまに 七日まで 上りに けり。 それが 唯 同じ やうな りければ、 あさましき 

わざ かなと て、 猶 二十日ば かり 上り けれども、 人の け は ひもせ ざり けり。 三十日ば かり 

卷十 五  四 二 七  ； 
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その後 女に 仰せられ ける は、 この 邊に軍 催さん に 出で 來 なん やと、 問 ひ 給 ひければ、 女 走 

り 惑 ひて、 その 國の むねと ある 者 ども を 催し 語ら ふに 卽ち 二三 千 人ば かり 兵 出で 来に 

けり。 それ を 引き 具して 大友 皇子 を 追 ひつけ 給 ふに、 近 江の 阈大津 とい ふ 所に 追 ひっき 

ちりぐ 

て戰 ふに、 皇子の 軍 敗れて 散々 に 逃け ける 程に、 大友 皇子 遂に 山 崎に て 討 たれ 給 ひて 頭 

を 取られぬ。 それより 春宫， 大和 國に歸 りお はして なん 位に 卽き給 ひける。 田 原に 埋み 

給 ひし 燒粟 ゆで 栗 は， 形 も 變らす 生 ひ 出で けり。 今に 田 原の 御 栗と て 奉るな り。 志 摩の 

たかはし，  > 'ぢ 

國 にて 水め させた る 者 は 高 階 氏の 者な り， されば それが 子孫 國守 にて は あるな り。 その 

水め したりし 釣瓶 は、 今に 藥師 寺に あり。 洲 股の 女 は、 不 破の 明 神に てまし くけ りと 

なん。 


〇 今昔 二十 一、 

降奥國 安倍 賴時 

行 胡园歸 來語參 

照 


賴 時が 胡 人 見た る 事 

今 は 昔， 胡國 とい ふ は 唐よりも 遙に 北と 間く を、 奧 州の 地に 續 きたる にゃあらん とて、 


宇治 拾遺 物語 .  四 二 四  

すの また れ たり 

國へ おはしぬ。 此 國の洲 股の 渡に 舟 もなくて 立ち 給 ひたりけ るに， 女の 犬なる 舟に 布 入 

れて洗 ひける に、 この 渡 何ともして 渡し てん やとの 給 ひければ、 女 申しけ， る は、 fi^I^t 

大 友の 大臣の 御 使と いふ 者來 たりて、 渡の 舟 ども 皆 取り 隱 させて いにし かば、 これ を 渡 

し 奉りたり とも、 1 多くの 渡え 過ぎさせ 給 ふま じ、 かく 謀りぬ る 事 なれば， 今 軍 攻め 来ら 

ん すらん、 いか *i して 遁れ給 ふべき とい ふ。 さて はいか， い. - すべきとの 給 ひければ、 女 申 

しける は， 見 奉る やうた、 r に はい ませぬ 人に こそ、 さらば 隱し 奉らん とい ひて、 liP をう 

つぶしに なして、 その 下に 伏せ 奉りて * 上に 4^ を 多く 置きて、 水 酌み かけて 洗 ひ 居たり。 

暫時ば かり ありて. 兵 四 五 百 人ば かり 來 たり。 女に 問うて いはく、 これより 人 や 渡りつ 

ると いへば、 女の いふ やう、 や ごとな き 人の、 軍 千 人ば かり 具して おはしつ る、 今 は 信 

濃 國には 入り 給 ひぬ らん、 いみ じき 龍の やうなる 馬に 乘 りて、 飛ぶ が 如くして おはしき、 

この 少勢 にて は、 追 ひっき 給 ひたりと も 皆 殺され 給 ひなん、 これよりか へりて、 軍 を 多 

く 整へ てこ そ 追 ひ 給 はめと いひければ、 誠に 思 ひて、 大友 皇子の 兵 皆 引き返しに けり。 


春 宮の御 女| 丄 


田 原 I 綴 喜 郡 一 


{1 山の すそ 


計り 給 ふ。 この 大友 皇子の 妻に て は、 春 宫の御 女 ましく ければ、 父の 殺され 給 はん 

事 を 悲み給 ひて、 いかで この 事告ゅ 申さん と 思し けれど、 すべき やうな かりけ るに、 思 

ひ 侘び 給 ひて、 鮒の 包 褢燒の ありけ る 腹に、 ち ひさく 文 を 書きて、 押し入れて 奉り 給へ 

り 。春宫 これ を御覽 じて， さらで だに 恐れ 思しけ る 事 なれば、 されば こそと て、 急ぎ 下 

種の 狩 衣 袴 を 著 給 ひて、 藁沓を はきて、 宮の 人に も 知られす、 唯 一 人山 を 越えて、 北 ざ 

まに おはしけ る 程に、 山城 國田 原と いふ 所へ、 道 も 知り 給 はねば、 五六 日に ぞ たどる たど 

け だか  たかつき くり 

るお はしつ きに ける。 その 里人 怪しく け は ひの 氣 高く 覺 えければ、 高 1^ に 栗 を 燒き又 ゆ 

でな どして 參ら せたり。 その 二色の 栗 を、 思 ふ 事 叶 ふべ く は 生 ひ 出で て 木に なれと て、 

片 山の そへ に 埋み給 ひぬ。 里人 これ を 見て、 怪しが りて 印 を さして 置きつ。 其 所 を 出で 

給 ひて、 志摩國 ざまへ 山に 添 ひて 出で 給 ひぬ。 その 國の 人、 怪しが りて 問 ひ 奉れば、 道 

の、 ど  つるべ 

に 迷 ひたる 人な り、 喉 乾きたり 水飮 ませよ と 仰せられければ、 大 なる 釣瓶に 水 を 酌みて 

f  w&s. せ.. られぽ ；^、 、妆し か 族： e,§rtl;*^ んとヒ ： . S 
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大友 皇子 I 弘文 

天皇 


淸見 原の 天皇. 

天武 天皇 


同じ 


- 恐れに 
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淸見原 天皇 大友 皇子と 合戦の 事 

今 は 昔、 天智 天皇の 御子に、 大友 皇子と いふ 人 ありけ り、 太 政 大臣に なりて、 世の .^lli. 

を 行 ひて なんあり ける。 心の中に、 帝う せた まひな ば、 次の 帝に は 我な らんと 思 ひ 給 ひ 

けり。 淸見 原の 天皇、 その 時 は春宫 にて おはし ましけ るが、 この 氣色を 知らせ^ ひけれ 

ま 5 

ば、 大友 皇子 は. 時の 政事 をし、 世のお ほえ も 威勢 も猛 なり、 我 は春宮 にて あれば 勢 も 

お ぼ 

及ぶ ベから す、 あやま たれなん とお そり 思して、 帝 病つ き 給 ふ、 すな はち 士 n 野 山の 奧に 

人り て、 法師に なりぬ と 言 ひて 籠り 給 ひぬ。 その 時大友 皇子に 人. & しける は、 春宮を 

吉野 山に 籠め つる は、 虎に 羽 をつ けて 野に 放つ ものな り、 同じ 宮に据 ゑて こそ 心の ま- 

に せめと 申しければ、  寳 にもと 思して、 軍 を 整へ て迎へ 奉る やうに して、 殺し 奉らん と 
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四 二 〇 


かに？ - とお ふ 

Si 同 t 


らば" わら はかし 奉り てんかし と 言 ひければ、 物語 はせ じ、 唯 笑 はかさん と ある は. 猿 

樂 をし 給 ふか， それ は 物語より は 優る 事に てこ そ あらめ と、 まだし きに 笑 ひければ、 さ 

も 侍らす、 只 笑 はかし 奉らん と 思 ふなり と. 言 ひければ、 こ は 何事 ぞ、 疾く笑 はかし 給へ、 

いづら くと 責められて、 何に か あらん ペ. 物持ちて 火の 明き 所へ 出で 来りて、 何事 せん 

する ぞと 見れば、 算の袋 を ひき 解きて、 算を さら と 出しければ、 これ を 見て 女房 ど 

も、 これ を かしき 事に て あるかく、 いざく 笑 はんな ど 嘲る を、 いらへ もせで 算をさ 

ら さらと 置き 居たり けり。 置き はてて、 廣さ七 八 分ば かりの 算の ありけ る を、 一 つと り 

出で て、 手に 俸 ゆて、 御前 等 さはいた く 笑 ひ 給 ひて 侘び 給 ふなよ、 いざわら はかし 奉ら 

んと いひければ、 その 算捧ゅ 給へ る こそ を こが ましくて を かし けれ、 何事に て 街ぶ ばか 

り は 笑 はん ぞ， など 言 ひ 合 ひたりけ るに、 その 八 分ば かりの 算を おき 加 ふると 見れば、 

ある 人み なながら、 す ろに ゑつ ほに 入りに けり。 痛く 笑 ひて 止まらん とすれ ども かな 

はす、 腹の 揚 切る- - 心地して、 死ぬべく 覺 えければ 淚をこ ほし、 すべき かたなくて、 ゑ 


入道な ど 開きて 制し 留めければ、 筑紫 へだに ぇ往 かすな りに けり。 この 唐人 はしばし 待 

ちけ るに、 音 もせ ざり ければ、 わざと 使お こせて、 文 を 書きて 怨みお こせ けれども、 年 

老いた る 親の あるが、 今日明日 とも 知らねば、 それが ならん やう、 見 はてて 性かん と 思 

ふなり と 言 ひやり て、 性 かすな りければ、 暂し こそ 待ち けれども、 謀りけ るな りけ りと 

思へば、 唐人 は 唐に 歸り 渡りて、 よく 呪 ひて 行きに けり。 初めはい み じく 賢 かりけ る 者 の、 

ほつ 一 M は I ほ ゆ 唐人に 呪 はれて 後に はいみ じく ほうけ て， 物も覺 えぬ やうに て ありければ、 しわび て 法 

.  師 になり てけ り。 入道の 君と て ほうけ くと して、 させる 事な きものに て、 俊 平 入道が 

許と 山寺な どに 通 ひて ぞ ありけ る 或 時、 若き女房どもの集りて^^申しける夜、 この 人 

道の 君、 片隅に ほうけ たる 體 にて 居たり ける を、 夜更けけ る まよに ねぶた がりて、 中に 

若く 誇りた る 女房の いひけ る や う、 入道の 君 こそ、 か ぶ る 人 は を かしき 物語な どもす るぞ 

2?っ|. ロ不 かし、 人々 笑 ひぬ ベ からん 物語し 給へ、 笑 ひて 目覺 さんと いひければ、 入道お のれ は 口 

調法 

手づゥ にて、 人の 笑 ひ 給 ふば かりの 物語 はえ 知り 侍ら じ、 さは ありと も 笑 はんと だに あ 
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四 一 八 


まほ^— 十分に 


の 道に 心得た る 者 はなき なり、 必す 我に 具して 唐へ 渡れと いひければ、 更なり、 言 はんに 

隨 はんとい ひゐ けり。 此算の 道に は 病す る 人 を おきやむ る 術 も あり * 又 病せ ね ども、 に 

くしね たしと 思 ふ もの を、 立 所に おき 殺す 術な ど ある も、 更に 惜 みかく さじ， ねん 

一" A ろに 傳 へんと す、 憷に 我に 具 せんとい ふ 誓言 立てよ と 言 ひければ、 まほに は 立てす、 

少し は 立てな どし ければ、 猶人 殺す 術 をば、 唐へ 渡らん 船の 中に て傳 へんと て、 ii ど 

も をば 能く 敎 へたり けれども、 その 一事 をば 控 へて 敎へ ざり けり。 か. M る 程に 能く 習 ひ 

傳 へて けり。 それに 俄に 主の 事 ありて 上りければ、 その 供に 上りけ る を、 唐人 聞きて 

め けれども、 いかで 年頃の 君の かよる 事 ありて 俄にの ほり 給 はん、 送りせ では あらん、 

思 ひ 知り 給へ、 約束 をば 違 ふま じき ぞ などす かしければ * 實 にと 唐人 思 ひて、 さは 必す 

歸り てこよ、 今日明日 にても 唐へ 歸 らんと 思 ふに、 君の 来らん を 待ちつ けて 渡らん とい 

ひければ、 その 契 を 深く して 京に 上りに けり。 世の中の すさまじき ま.. に は、 や をら 唐 

にや 渡りな ましと 思 ひけれ ども、 京に 上りに ければ、 親しき 人々 に 言 ひ 留められて、 俊 平 
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S 一摩 法師— 俗に 

W ふ 魔 屋道滿 な 


諸折戶 I 二 枚 あ 

りて 左右に 開く 

戸な リ、 片折戶 

^對 して 5 ふ 

顯光公 I 顧，：：： 兼 

通の 子な. リ、 道 

長の ために は從 

兄弟たり、 兼 通 

兼 家 も 兄弟 中惡 

しか リ しなり 


り 掘りたり ければ、 案の 如く もの ありけ り。 土器 を 二つう ち 合せて、 黃 なる 紙^に て 十 

文字にから ゆたり。 開いて 見れば 中には 物- i? なし、 朱 砂に て 一 文字 を 土器の 底に 書きた 

るば かりなり。 暗 明が 外に は 知りた る 者 候 はす、 若し 道 摩 法師 や 仕りた るらん、 札して 

見 候 はんとて、 懐より 紙 を 取り出し、 鳥の 姿に 引き 結びて、 呢を誦 じかけ て 空へ 投ゅ上 


ゆ たれば、 忽に 白鷺に なりて、 南 を 指して 飛び 行きけ り。 この 鳥の 落ちつかん 所 を 見て 


ろくで、 .'f- 、フ もん での こ， rsxf へん 

參れ とて、 下部 を 走らす るに、 六 條坊門 萬 里 小路 邊に、 ふりた る 家の 諸 折 戸の 中へ 落ち 

入りに けり、 卽ち 家主 老 法師に て ありけ る、 搦め 取りて 參 りたり。 呢詛の 故 を 問 はる. * 

に、 堀 河 左大臣 顯光 公の かたら ひ を 得て、 仕りたり とぞ. & しける。 この 上 は 流罪す ベけ 

れ ども、 道 摩が 咎には あらす とて、 向後 かよる わざす ベから すと て、 本國播 磨へ 追 ひ 下 

をん り や、 r-  た * り 

されに けり。 この 顯光公 は 死後に 怨靈 となりて、 御堂 殿 邊へは 祟 をな されけ り。 惡靈左 

府と名 づく云 々o 犬 はいよ く 不便 にせさせ 給 ひける となん 0  に 
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覺束 なさに 京に 上りて 枇杷 殿に 參 りぬ。 殿 逢 ひ 給 ひて、 何事に て 上られた るぞ との 給へ 

ば、 佾都 申しけ る やう、 奈 良に てうけ 給 はれば、 左右 大將愼 み 給 ふべ しと、 天文 博士 勘 

へ .& したりと て、 右 大將殿 は 春 日 社 山 階 寺な どに、 御 祈 ま <z» に 候 へ ば、 殿よりも 定め 

て 候 ひなんと 思 ひ 給へ て、 案内つ かう 奉る に、 さる 事 も 承らす と 皆々 申し 候へば、 覺束 

なく 思 ひ 給 ひて 參り候 ひつるな り、 猶御祈 候 はんこ そよ く 候 はめと 申しければ、 左大將 

の 給 ふやう、 6 尤も 然るべき ことなり、 され どお のが 思 ふやう は、 大 將の愼 むべ しと まう す 

なる に、 おのれ もつ よし まば、 右大將 のために 惡しラ もこ そ あれ、 かの 大將は 才も贊 く 

お まやけ 

います かり、 年 も わかし、 長く 朝家に 仕う まつるべき 人な り， おのれに おきて は、 させ 

る 事 もな し、 年 も 老いたり、 如何にも なれ、 なで ふ 事 か あらん- 0 思へば、 祈らぬな りとの 

給 ひければ、 佾都 ほろ くとうち 泣きて、 百 千の 御 祈に まさるらん、 この 御 心の 定 にて 

は、 事のお そり 更に 候 はじと 言 ひて まかで ぬ。 されば 實に 事なくて 大臣に なりて、 七十 

餘 までなん おはしけ る。  , 
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四 1 二 


大意 子 ー 佾 綱な 


り、 中 童子 

ふ も あり 


わたう I 我黨 Si 

て、 汝 等の 意 


大將星 —星宿の 

名  . 

小野宮 I 籐 原資 

賴 


ありき ける を、 或佾 忍びやかに、 う へ わら は 大童 子に も 劣りたり、 と 連歌に したりけ る を、 

人々 暫時 案す る 程に、 仲 胤佾都 その 座に ありけ るが、 や-胤 早う つけたりと 言 ひければ、 

若き 佾 たち、 如何にと 顏を まもり あ ひ 侍りけ るに、 仲 胤、 祇園の 御會を 待つ ばかりな り、 

とつけ たりけ り。 これ をお の- この 連歌 はいかに つけたる ぞと、 忍びやかに 言 ひ 合 

ひける を、 仲 胤 聞きて、 やよ わたう、 連歌 だに つかぬ とつけ たる ぞ かしと 言 ひ， たり けれ 

ば、 これ を 閗き傳 へたる 者 ども、 一度に はっとと よみ 笑 ひけり とか。 

大將 つ.^ しみの 事 

これ も 今 は 昔， 月の 大將星 を 犯す とい ふ 勘 文 を 奉れめ。 よりて 近 衞大將 重く 愼み給 ふべ 

しとて、 小 野 宫右大 將は樣 々の 御 祈 ども ありて、 春 日 社、 山 階 寺な どに も 御 祈數多 せら 

る。 その 時の 左大將 は、 批杷左 大將仲 平と 申す 人に てぞ おはしけ る。 東大寺の 法藏佾 

都 はこの 左 大將の 御 祈の 師 なり。 定めて 御 祈の 事 ありなん と 待つ に、 音 もし 給 はねば、 


もな くと. 5 ふ ® 

の ありけ る を 家 

隨卿 所望せ ちれ 

たる を 大臣し ば 

しっきみ 給 ひけ 

れば 詠みて 遣し 

ける」 と あり， 

刑 郁の 錄| 刑 

省 の 屨官 なり、 

,^-の六と乙 の錄 

とも 聞き 逢へ た 

るな り 

廳官 I 檢非違 使 

の 役人 を ？ ふ、 

刑郁錄 にて 檢非 

違 使の 廳に動 仕 

せる ものなる ぺ 


七宮 ー 鳥 羽院の 

皇子 覺快法 親王 

上竟 —殿上の 給 

仕の 竟子 


この 多く 居た る 人々、 唯參り 給へ、 やう ぞ あるらん と 責めければ、 筋な きお それに 候へ ど 

あるじ  けいぶ  ろく  びん ひゆ しらが 

も、 召しに て 候へば とて 參る。 この 主人 見やり たれば、 刑 部の 錄と いふ 廳官、 髮 鬚に 白髮 

ミ くさ  かりぎね も 1V はか ♦*  しゃく 

交りた るが、 木賊の 狩 衣に 靑袴 著た るが、 いと 事 麗しく さやく となりて、 扇 を 笏に取 

りて、 少しう つぶして 蹲り 居たり。 大方い かにい ふべ しと も覺 えす、 物 もい はれねば、 こ 

あるじ 

の廳官 いよ， 恐れ 畏まりて うつぶしたり。 主人 さて あるべき ならねば、 や- 廳に はま 

た 何者か 候 ふとい へば、 それがし かれが しと 言 ふ、 いと ゆに くしくも おほえ して、 廳 

あるじ  しんべ、..' 

官 うしろ ざまべ すべり 行く。 この 主人、 かう 宫づ かへ する こそ 神妙 なれ、 見參に は必す 

入れん する ぞ、 疾ぅ 罷りね とこ そやり けれ、 この 六 後に 閗 きて 笑 ひける とか。 

仲 胤. 僧都 連歌の 事 

これ も 今 は 昔、 靑蓮院 の 座主の 許へ、 七宫 渡らせ 給 ひたりければ、 御 徒然 慰め 參 らせん 

そうか、 r- ぃラ そく  か 5 しん  、r 'へ わら は  へい レ 

と、 若き 憎 綱 有職な ど 庚- B. して 遊びけ るに、 上 童の いとに くさ ゆなる が、 瓶 子 取りな どし 
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つきみて ー. 強ち 

に 辞す る 意な 

り、 著 聞 幾 は f 太 

政 大臣の 家に お 


唐 緩 五 千 段に ぞ代 へたり ける。 そ^ 價の ほど を 思 ふに、 こ.. - にて は 絹 六十 疋に 代へ，， こる 

珠を、 五 萬 貫に 寶り たるに こそ あなれ。 それ を 思へば、 さ だしゅが 七十 貫が 賈を 1^ した 

りけん も、 驚くべく もな き 事に て ありけ りと、 人の かたりし なり。 


北面 女雜使 六の 事 

きたお もて f レ 

これ も 今 は 昔 白！： 院の御 時 北面の 曹司に うる せき女 ありけ り、 名 をば 六と ぞい ひける 0 

殿上人 ども もてなし 興じけ るに、 雨う ちそ ほふりて 徒然な りけ る 日、 或 人 六よ びて 徒 

然 慰めん とて、 使 を 遣りて 六 呼びて 來と首 ひければ、 程 もな く 六 召して 參 りて 候 ふとい 

ひければ、 彼方より 內の出 居の 方へ 具して 來と言 ひければ、 侍 出で 來て、 此^^へ參り給 

びん 

へと いへ ぱ、 便な く 候 ふな どい へば、 侍 歸り來 て 召し 候へば 便な く 候 ふと. & して、 おそ 

れ 申し 候 ふなり といへば、 つきみて 言 ふに こそと 思 ひて、 など かくはい ふぞ、 唯來 とい 

ひが- * ぶ *  さき お f で る 

へ ども 僻事に てこ そ 候 ふらめ- 先々 も 內の御 出 居な どへ 參る事 も 候 はぬ にと いひければ、 


時 か はさず Is 

を 移さ！ K すぐ は 

かくれの 方 I 正 

門の 方 5i は あら 

ず 忍， ひて 入 K? ぺ 

き 所 を M ふ 


美 sgl 美 nsl の 

絹に て 美？， I 八 丈 

と h ふ 


かじかの 人の 珠を 落して、 それが 大事なる、 とも 思 へ ば、 胸騷 ぐぞと いひければ、 道理な 

あそ ひ 

りと ぞい ひける。 さて 歸 りて 後 二日ば かり ありて、 この 遊女の 許より、 さした る 事なん 

言 はんと 思 ふ、 今の ほど 時 か はさす 來と 一一 一一 n ひければ、 何事 か あらんと て 急ぎ 行きたり け 

る を、 例の 入る 方より は 入らす して、 かくれの 方より 呼び入れければ， 如何なる 事に か あ 

らんと 思 ふ/^ 入りたり ければ、 これ は 若し それに 落したり けん 珠 かとて、 取り出で た 

る を 見れば、 遠 はす その 珠 なり。 こ はいかに と あさましくて 問へば， こよに 珠寶 らんと 

て 過ぎつ る を、 さる 事い ひし ぞ かしと 思 ひて、 呼び入れて 見る に、 珠の大 なり つれば、 も 

しさ もやと 思 ひて、 首 ひ 留めて 呼びに 遣りつ るな りと いふに、 事 もお ろかな り、 何處ぞ 

その 珠持 ちたり つらん もの はとい へば、 ぎ處に 居たり とい ふ を 呼びに 遣りて、 珠の 主の 

許に 率て 行きて、 これ は 云々 して、 その 程に. 落したり し珠 なりと いへば、 え あらが はで、 

その 程に 見つけた る珠 なりけ りと ぞ言 ひける。 聊 なる 物 取らせて ぞ 遣りけ る。 さて その 

珠を 返して 後、 唐 緩 ひとつ をば. ^£2には美濃五疋が程にぞ用ふるなる， せう すが 珠を， M 
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船の 內に 一 の寶と 思 ふ もの を 海に 入るな るに、 このせ うすが 珠を 海に 入れん とい ひけれ 

ば、 せう すが 言 ひける やう は、 この 珠を 海に 入れて は、 生きても かひ ある まじ、 唯 我 身 

ながら 入れば 人れ よと て 抱へ て 居たり 0 さすがに 人 を 入るべき やう も 無 かりければ、 と 

かく 言 ひける 程に、 珠失 ふま じき 報 や あり けん、 風な ほりに ければ、 喜びて 入れすな り 

ひち-扁平 I にけ り。 其 船の 一 の 船頭と いふ 者 も、 大 なる 珠 持ちたり けれども、 そ は 少し ひらにて、 こ 

の 珠には 劣りて ぞ ありけ る。 かくて 唐に 行きつ きて、 珠買 はんと 言 ひける 人の 許に、 船頭 

が珠を このせ うすに 持せ て 遣りけ る 程に、 道に 落して けり。 あきれ 騷 ぎて 歸り覓 め けれ 

ども、 P. 何 所に か あらんす ると 思 ひ^びて、 我珠を 具して、 そこの 珠落 しつれば すべき 方 

なし， それが 代に これ を 見よ とて 取らせ たれば、 我珠 はこれ に は 劣りたり つるな り、 其珠 

の 人 —曰 本 一 の 代に 此珠を 得たら ば、 罪深 かりなん とて しける ぞ、 さすがに こ-の 人に は 違 ひたりけ 

あそび 

る、 この 國の 人なら ば 取ら ざらん や は。 かくて この 失 ひつる 珠の事 を 歎く 程に、 遊女の 

許に 生に けり。 二人 物語し ける ついでに、 陶を 探りて、 など 胸は騷 ぐぞと 問 ひければ、 し 
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にて 船に 乘り ける 程に、 人饗應 したりければ、 これ を 喰 ひな どして 居たり ける 程に， 端、 一 

ぶね  あきな ひ  .  •  ，  .ー 

艇 にて 商 する もの ども 寄りき て そのもの や 買 ふ、 かの もの や 買 ふな ど たづね 問 ひけ 一 

る 中に、 珠をゃ 買 ふとい ひける を、 間き 入る i 人 もな し。 さ だしけ が舍 人に 仕へ ける 男、 二 

-S やの 珠. IM 船の 舳に 立てり ける. か、 こよへ 持てお はせ、 見ん とい ひければ、 袴の g よりあ こやの 珠ー 

の大 なる 豆ば かり ありけ る を、 取り出して 取らせた りければ、 著たり ける 水 千 をぬ ぎて * 

sfl これに 代へ てん やと 言 ひければ、 珠の 主の 男 所得した りと 思 ひける にや、 惑 ひ 取りて 艄 

さし 故ち ていに ければ、 舍人も 高く 買 ひたる にや-. ひけれ ども、 惑 ひいに ければ、 悔ー 

しと 思 ふく、 袴の 腰に 包みて、 _f  J と 水 干 著換 へ てぞ ありけ る。 かぶ る 程に 日數 つもりて 

博 多と いふ 所に 行き 著き にけ り。 さ だしけ 船より 下る-まよに、 物 貸したり し 唐人の &i 

に、 質 はすくな かりし ぞ、 物 は 多く ありし など 言 はんとて 行きたり ければ、 唐人 も 待ち 1*5 

一  た ♦* もち をの こ ゆ す  ノ 

びて、 酒飮 ませな どして 物語し ける 程に、 この 珠 持の 男 下種 唐人に 逢 ひて、 珠ゃ 買， 

とい ひて、 袴の •  腰より 珠を 取り出で て 取らせければ、 唐人 珠を 受け取りて： 手の 上に 匱 
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〇 今昔 二十 六、 


故字 治 殿 li 十 治 

闞も賴 通 


國に長 谷の 観音と 申す 佛 現じ 給 ふなり、 菩薩の 御 慈悲 この 國 まで 聞え て はかりな し、 願 

を かけ 奉らば、 など か は 助け 給 は ざらん とて、 目 をふさぎ て 念じ 入りた まふ 程に、 金の 

榻 足の 下に 出で 來ぬ。 それ を ふまへ て 立てる に、 すべて くるしみ なし。 人の 見る に は 二 

の榻 見えす、 .0 比 ありて 免され 給 ひぬ。 後に 后 持ち 給へ る寶 ども を、 多く 使 を 差して 長 

谷 寺に 奉り 給 ふ。 その 中に 犬なる 鈴、 鏡、 かねの 簾 今に ありと ぞ。 かの 觀音 念じ 奉れば、 

しるし 

他 國の人 も驗を 蒙らす と い ふ ことなし となん。 

珠の價 量 b なき 事 

これ も 今 は 昔、 筑 紫に 大夫さ だしゅと 申す 者 ありけ り。 此頃 ある 箱 崎の 大夫 のりし ゆが 

祖父な り。 その さ だしゅ 京の ほりし ける に、 故 宇治 殿に 參ら せ、 又 私の 知りた る 人々 に" 

も 心 ざさん とて、 唐人に 物 を 六 七 千 疋が程 借る とて， 太刀 を 十腰ぞ 質に おきけ る。 さて 

京に 上りて 宇治 殿に 參らせ * 思 ひの ま-に 私の 人々 に 遣りな どして 歸り 下りけ るに、 淀、 


七大 寺ー 東大 

寺、 興 福 寺、 元 


師寺、 西大 寺、 法 

K 寺 


〇 今昔 十六、 新 

羅后蒙 國王咎 得 

長せ 觀音 助語參 


ひ 契りし 兒を問 はすと て、 母が 腹立ちて 海に 投ゅ 入れて ける が、 しかるべき 緣 ありて、 か 

く 魚に 乘 りて 來 たるな めり と， あはれ に覺 えて、 いみ じう 悲しくて 養 ふ。 遣唐使の い 

きけ るに つけて、 このよし を 書き 遣りたり ければ、 母 も 今 はは かなき ものに 思 ひける に、 

け う  お ミな 

かくと 閒き てなん 希有の 事な りと 喜びけ る。 さて この 子 大人になる まよに、 手 をめ でた 

く 書きけ り。 魚に 助けられた りければ、 名 をば 魚 養と ぞっけたり ける。 七大 寺の 額 ども 

は， これが 書きた るな りけ りと。 

新羅 國の后 金の 榻の事 

これ も 今 は 昔、 新羅 國に 后お はしけり。 その 后 忍びて 密 男 を 設けて けり。 王 このよし 

を 閗き給 ひて、 后を铺 へて、 髮に繩 をつ けて 上へ つりつ けて、 足 を 二三 尺ば かり 引き あ 

ゆて si- きたりければ、 すべき やう もなくて、 心の中に 思 ひ 給 ひける やう、 かよる 悲しき 

目 を 見れ ども 助く る 人な し、 傳 へて 間けば、 この 國 より 東に 日本と いふ 國 あなり、 その， 
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うん t が ほ I- 倦 

じ顏 si て、 よわ 

り はてた る顏色 

を M ふ 


〇 今昔 二 十 一一 一、 

相撲 人 海 恒世會 

蛇 35! 力 語 參照 


&杖， I 木の 枝 

のヌ をな せる 杖 


もなくて、 うんじが ほっくり て あり。 逆手に 拔 きたりけ る 刀 はい まだ 持ちたり。 それ を 

6fo. かひな  & 

見つけて 法師 ばら 寄りて， 刀と 髮と 肘と を 取りて， 引き 揚け てお ろして 率て 參 りたり 。具 

して 坊に歸 りて、 今より 後老 法師と てな あなづり そ、 - いと 便な き 事な りと いひて、 著たり 

ける 衣の 巾に、 綿 厚 かりけ るを脫 ぎて、 取らせて 追 ひ 出して 遣りて けり。 

經賴 蛇に 逢 ふ 事 

昔、 經賴 とい ひける 相 僕の 家の 傍に、. ^ ふる 川の ありけ るが、 深き 淵な ろ 所 ありけ るに、 夏 

こ かゆ  かたびら  あしだ  た ふり づゑ 

その 川 近く 木蔭の ありければ、 帷子ば かり 著て 中 ゆ ひて、 足駄 はきて、 权椏 杖と いふ も 

のっき、 小童 一人と もに 具して とかく ありき ける が、 涼まん とて 其 淵の 傍の 蔭木に 居に 

けり。 淵靑く 恐し ゆにて 底 も 見えす、 龐薦 などい ふ もの 生 ひ 茂りたり ける を 見て、 汀 近 

あなた  の  A なぎ こなた 

く 立てり ける に、 彼方の 岸 は、 六 七 段ば かり は 返き たるらん と 見 ゆるに、 水の 1§ りて 此方 

くちな は 

ざまに 来ければ、 何のす るに か あらんと 思 ふ 程に、 此方の 汀 近くな りて、 蛇の 頭 を さし 


ち，. と-つとの はで、 けしから ぬ 主の 心 際 かなと 首 ふま i に、 ちょと 立ち 廻りて、 尻 を はたと 蹴たり けれ 

意 か  もミ 

一  ば、 蹴らる i ま t に、 男 かきけち て 冕え すなり にければ、 や はら 歩み 歸 りて、 坊の許 近く 

行きて、 人 や あると 高 やかに 呼びければ、 坊 より 小 法師 走り 来に けり。 僭 正 行きて 火燈し 

てこよ、 こよに 我衣剝 がんと しつる 男の、 俄に 失せぬ るが 怪しければ 見ん と 思 ふぞ、 法師 

引剝— 追 剥 ばら 呼び 具して 来との 給 ひければ、 小 法師 走り 歸 りて、 御 房 引 剝に逢 はせ 給 ひたり、 御 

房た ち 參り哈 へと 呼ば はりければ、 坊々 にあり と ある 僧 ども、 火と もし 太刀 さけて、 七 

八 人 十 人と 出で 來に けり 。ぜ處 に盜人 はさぶ らふ ぞと いひければ、 こ-に 居たり つる 

ほうと I ポンと 盜 人の 我 衣 を剝， かんとし つれば、 剝 がれて は 寒 かりぬべく 覺 えて、 尻 を ほうと 蹴 たれば 

失せぬ るな り、 火 を 高く^し て、 隱れ 居る かと 見よ との 給 ひければ、 法師 ばら を かしく 

も 仰せら るぶ かなと て、 火う ち 振りつ よ 上 ざま を 見る 程に， あがる くひの 中に 落ち 挟ま 

りて え 働かぬ 男 あり。 彼 所に こそ 人 は 見え 侍り けれ、 番匠 にゃあ らんと 思へ ども、 黑き 

装束したり とい ひて：！：^ りて 見れば、 あがる くひの 中に 落ち 挟まりて、 身じろくべき やう 
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〇 今昔 二 十 一 一一， 

廣澤寬 朝 佾正強 


寛 朝 I 学 多 法皇 

の皇ー 

の 子 


中 ゆ ysl 衣裳 を 

揭 て 裾の 地 

引か め は 腰 

の あたり はて 中 

結 ひするな w 

あがる く lisl 

「あなな ひ」 の SS 

寫 なる ペレ * あ 

なな i3 は 足代な 

なま 夕 幕— 薄 5„* 


給 ふなり。 されば 世の 人减 をば 破る ベから す。 

寬朝 僧正 勇力の 事 

今 は 昔、 遍照寺 佾正寬 朝と いふ 人、 仁 和 寺 を もしり ければ、 仁 和 寺の 破れた る 所 修理せ 

さすと て、 番匠 ども 數多 集へ てつく りけ り。 日暮れて、 番匠 どもお のく 出で て 後に、 今 

日の 造作 はいか ほどした るぞ、 問 はんと 思 ひて、 僧 I 中 ゆ ひうちして、 高 足駄 はきて た 

だ 一人 歩み 來て、 あがる くひ ども 結 ひたる もとに 立ち ま はりて、 なま 夕暮に 見られけ る 

ほどに、 黑き 装束した る 男の 烏帽子 引き 垂れて、 顔た しかに も 見えす して、 佾 正の 前に 

出で 來て， つい 居て 刀 を 倒に 拔 きて、 引き 隱 したる やうに もてなして 居たり けれ ぱ、 佾 

正 かれは 何 蒋ぞと 問 ひけり。 男 片膝 をつ きて、 わび 人に はべり、 寒さの 堪へ 難く 侍る に、 

お-" み J  お、 

その 奉りた る 御衣 一つ 二つ、 下し 中さん と 思 ひ 給 ふ 也と いふ ま.. -に、 飛び か i らんと 思 

ひたる 氣色 なりければ、 異に も あらぬ 事に こそ あなれ、 かく 恐し けに 威 さすと も、 唯 乞 


きなり た r 今 は汝を 見る まじき 事の あるな りと て、 泣き 給 ふ 事 かぎりなし。 童の 受戒 

仕りて は、 卽ち歸 り 參り候 ふべ し、 如何に 思 召して かくは 仰せ 候ふぞ と、 又い かなれば 

かく 泣かせ 給 ふぞと 申せば、 唯 悲しき 事の あるな りと て 泣き 給 ふ。 さて 童に 戒師の 許に 

行きた らんに、 何方より 來 たる 人ぞと ii は 淸涼 山の 海 雪 比丘の 許より と. 5. すべきな 

りと 敎へ給 ひて、 泣く く 見送り 給 ひぬ。 童 仰せに 隨 ひて 倫 法師の 許に 行きて、 受戒す 

べきよ し 巾し ければ、 案の 如く 何方より 來 たる 人 ぞと問 ひければ、 敎へ給 ひつる やう. & 

しければ、 倫 法師 驚きて、 尊き 事な りと て禮拜 してい はく、 五臺 山に は 文殊の 限 住み 給 

ふ 所な り、 汝沙彌 は 海 雪 比丘の 善知識に 逢 ひて、 文珠 をよ く拜み 奉りけ るに こそ ありけ 

れ とて、 尊ぶ 事 かぎりなし。 さて 受戒して 五臺 山へ 歸 りて、 日 比 居たり つる 房の 在所 を 

見れば、 すべて 人の 住みた る氣 色な し。 泣く く 一  山 を 尋ね ありけ ども、 遂に 在所な し。 

かれは 優婆崛 多の 弟子の 僭、 賢 けれども 心 弱く 女に 近づきけ り、 これ はいと けな けれども 

心强 くて 女人に 近づかす、 力 故 に文珠 これ を 賢き もの なれば、 敎 化して 佛 道に 入らし め 
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いふ 事 も 知らす 候 ふなり， されば 何とも 思 ひ 奉らす。 比丘 童に の 給 ふ、 汝 ゆめく 女人 

に 近づく ことな かれ、 あたり を拂 ひて 馴 る- 1 事な かれと。 童 物へ 行く 程に、 葦毛なる 馬 

に乘 りたる 女人の、 いみ じく 假 被して 美しき が 道に 逢 ひぬ。 此 女の いはく、 我 この 馬の 

口 引きて たべ 、 道の ゆ. - しく あしくて、 落ちぬ ベ く覺 ゆるに と 言 ひけれ ども、 童 耳に も 聞 

^  あらだ  さかさ 

き 入れす して 行く に、 この 馬 荒立ちて 女 倒に 落ちぬ。 怨みて いはく、 我 を 助けよ、 旣に 

死ぬべく 覺 ゆるな りと 言 ひけれ ども、 猶 耳に 間き 入れす、 我師の 女人の 傍へ 寄る 事な か 

れ との 給 ひしに と 思 ひて、 五臺 山へ 歸 りて、 女の ありつる やう を 比丘に 語り. & して、 さ、 

れ ども 耳に も 聞き入れす して 歸り ぬと 中し ければ、 いみ じくしたり、 その 女 は 文 珠の化 

して、 汝が心 を 見^ ふに こそ ある なれと て 譽め給 ひけり。 さる 程に、 童 は 法 華經を 一 部讀 

み 終へ にけ り。 その 時 比丘の たま はく、 汝法華 經を讀 みはてぬ， 今 は 法師に なりて 受戒 

すべし とて、 法師に なされぬ。 受戒 をば 我授 くべ からす、 東京の 禪定 寺に いまする 倫 法 

お ほやけ 

師と ゆす 人、 此頃 公の 宣旨を 蒙りて 受戒 を 行 ひ 給 ふ 人な り、 その 人の 許へ 行きて 受 くべ 


海 雲 比 al 唐土 

の 名 僭 


宇治 拾遺 物語 卷第 十四 

海 雲 比丘 弟子 童の 事 

今 は 昔、 海 雪 比丘 道 を 行きた まふに、 十餘歲 ばかりなる 童子 道に 逢 ひぬ。 比丘 童に ひ 

ていはく， 何の 料の 童ぞ との 給 ふ。 童 答 へ ていはく、 唯 道罷る 者に て 候 ふとい ふ。 比丘い 

ふ、 汝は法 華 經は讀 みたり やと 問へば、 童の いはく、 法 華經と 申す らん もの こそ、 いま 

だ 名 を だに も 聞き 候 はねと 申す。 比丘 又い はく、 さらば 我 房に 具して 行きて 法 華經敎 へ ん 

との 給へば、 童 仰せに 從ふ べしと 申して 比丘の 御供に 行く 。五臺 山の 房に 行きつ きて、 法 

華 經を敎 へ 給 ふ。 經を習 ふ 程に、 小僧 常に 來て 物語 を 申す。 誰 人と 知らす。 比丘の の 給 

ふ、 常に 來る 小大德 をば 童 は 知りたり やと、 童 知らす と 申す。 比丘の いふ、 これ こそ この 

山に 住み 給 ふ文珠 よ、 我に 物語し に來給 ふなり と、 かやう に敎へ 給へ ども、 童 は 文珠と 
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v» 來 ての； 

ふせ 再 煩 還 
さ • び惱果 
る 欲 をと 
設界斷 は 
果に盡 欲 
を 還し 界 


字 治 拾遺 物語  三 九 二 

尊者 方便 をめ ぐらして、 弟子 をた ばかりて 佛 道に 入らし め 給 ひけり。 


せおむ 1 赏め s4 

む 


阿那舍 菜— 鐸しー 

てネ 遣と b  L 


恐し き 物 かなと、 思 ひたる 氣色 にて 言 ひければ、 佾の いはく、 前世の 契 深き こと やらん、 極 

めて 志 深く 思ひ閒 ゆ. 我 申さん 事 聞き 給 ひてん やと 首 ひければ、 女 答へ て、 只今 死ぬ ベ 

かりつ る 命 を 助け 給 ひたれば、 いかなる 事な りと も、 何 しに か は辭み 申さん とい ひけれ 

ば、 うれしと 思 ひて、 ^^薄の生ひ茂りたるところへ、 手 を 取りて いざ 給へ とて 引き入れ 

つ 。押し 伏せて た r 犯しに 犯さん とて、 股に はさまりて ある 折、 此女を 見れば 我師の 尊者 

なり。 あさましく 思 ひて 引き返かん とすれば、 優 婆崛多 股に 强く 挟みて、 何の 料に この 

によ ぽん 

老 法師 をば かく. はせ たむ るぞ や、 これ ゃ汝女 犯の 心なき 證果の 聖者なる との 給 ひければ、 

物覺 えす 恥し くな りて、 挟まれた る を 逃れん とすれ ども、 すべ て强く 挾みて はづ さす。 

さて かく 詈り たま ひければ • 道行く 人 あつまりて 見る、 あさましく 恥し き 事 かぎりな 

し。 かやう に 諸人に 見せて 後、 起き 給 ひて、 弟子 を铺 へて 寺へ おはして、 鐘を捷 き衆會 

を爲 して、 大衆に このよし 語り 給 ふ、 人々 笑 ふ 事 かぎりなし。 弟子の 愤、 生きた るに も 

さん！ &  あな ，ん くわ 

あらす 死にた るに も あらす 覺ぇ けり。 かくの 如く 罪 を 懺悔して ければ、 阿 那含菜 を 得つ。 


卷 十 三 


三 九！ 


宇治 拾 遣 物語 


三 九 〇 


〇 今昔 四、 天竺 

礙 I 

ISA 照 


設果； M 々I 此人 

羅漢 果を ^した 


優 婆崛多 弟子の 事 

今 は 昔、 天竺に 佛の御 弟子 優婆崛 多と いふ 聖 おはしき。 如 來滅後 百年ば かり ありて， そ 

の聖に 弟子 ありき。 如何なる 心ば へ を か 見 給 ひたり けん、 女人に 近づく ことな かれ、 女 

人に 近づけば 生死に めぐる こと 車の 輪の ごとしと、 常に 諫めた まひければ、 弟子の 申さ 

く、 如何なる 事 を御覽 じて、 たびく かやう に 承 はる ぞ、 我 も 證槊の 身に て 侍れば、 ゆ 

め ゆめ 女に 近づく こと あるべ からすと 申す。 餘の 弟子 ども も、 この 中には 殊に 尊き 人 

を. いか なれば かくの 袷 ふらんと、 怪しく 思 ひける 程に、 この 弟子の 佾、 物へ 行く とて 河 

を 渡りけ る 時、 女人 出で 來て 同じく 渡りけ るが、 唯 流れに 流れて、 あら かなし、 我 を 助 

け 給へ あの 御 房と いひければ， 師 のの 給 ひし こと あり、 耳に 聞き入れ じと 思 ひける が、 唯 

流に 浮き沈み 流れければ、 いと ほしくて 寄りて 手 を 取りて ひきわたしつ。 手の いと 白く 

ふく やかに て、 いとよ かりければ、 この 手 を 放しえ す。 女 今 は 手 を はづし 給へ かし、 物 


の 御 sll なり、 ヌ 

1 一一 鈷獨 飴と h ふ 

も あり 

火 界咒— 不動 尊 

の 陀羅尼の 名 

散 杖一香水 を 注 

ぐ 杖な り >  多く 

桃の 太に てつく 


ら 寄りて、 火 界咒を 持ちて 加持す。 火焰 俄に 起り て 庵に つく。 聖 眠りながら 散 杖 を 取りて、 

香水に さしひた して 四方に そ. i ぐ。 其 時 庵の 火 は 消えて、 我 衣に 火つ きて た *i 燒 けに 燒 

く。 下の 聖大聲 を 放ちて 惑 ふ 時に、 上の 聖目を 見 あけて、 散 杖 を 持ちて 下の 聖の 頭に そ 

そ-ぐ、 その 時 火 消えぬ。 上の 聖の いはく. 何の 料に か i る 目 をば 見る ぞと問 ふ。 答へ てい 

！ i しつ) ろ 

はく、 これ は 年 比 河の つらに 庵 を 結びて、 行 ひ 候 ふ 修行者に て 候 ふ、 この 程 水瓶の 来て 

水 を 汲み 候 ひつる 時に、 如何なる 人のお はします ぞと思 ひ 候 ひて、 nD- 顯 はし 奉らん とて 

參 りたり、 ちと 試み 奉らん とて 加持し つるな り、 御 許し 候へ、 今日より は 御 弟子に なり 

て 仕へ 侍らん とい ふに、 聖、 人 は 何事い ふぞ とも 思 はぬ 氣 にて ありけ りと ぞ。 下の 聖、 我 

ばかり 尊き もの は あら じと、 驕慢の 心の ありければ、 佛の惡 みて 優る 聖を 設けて、 逢 は 
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0 今昔 二十、 淸 

猫河奧聖 


五 481 金屬 にて 

造る 僧の 把る 所 


淸瀧川 崔 の 事 

今 は 昔、 淸瀧 川の 奥に， 柴の庵 を 作りて 行ふ佾 ありけ り 。水 ほしき 時 は 水瓶 を 飛ばして、 

W しへ 

汲みに 遣りて 飮 みけり。 年經 にければ、 かば かりの 行者 は あら じと， 時々 慢心 起り けり。 

か i りけ る ほどに， 我 居た る 上 ざまより 水瓶 來て水 を 汲む。 如何なる 物の 又 かくはす る 

やらん と， そね ましく 覺 えければ、 見顯 はさんと 思 ふ 程に、 例の 水瓶 飛び 来て 水 を 汲み 

て 行く、 その 時 水瓶に つきて 行きて 見る に、 水上に 五六 十 町 上りて 庵 見 ゆ。 行きて 見れ 

ば 三 間ば かりなる 庵 あり、 持拂堂 別にい み じく 造りたり、 誠にい み じうた ふとし。 物き 

よくす まひたり。 庭に 橘の 木 あり、 木の下に 行 道した る 跡 あり、 閼伽 棚の 下に 花 がら 多く 

ま ひ ま 

積れ り、 砌に 苦む したり、 神 さびた る 事 かぎりなし。 窓の 隙より のぞけば、 机に 經ぉほ 

く卷 きさした るな ど あり、 ，不斷 香の 煙 満ちたり。 よく 見れば、 年 七 八十ば かりなる 僧の 

尊け なる、 a 鈷を 握り 脇息に 伸し か. - りて 眠り 罟 たり。 この 聖を 試みん と 思 ひて、 やば 


ョ河 入道 寂 照 ー 

大 江定甚 とて ズ 

耷の 上手な り、 

一一 一河 守 はなり て 

任國 にあり しが 

妻 は 早く 死なれ 

て 無常 を 觀じ入 

道して 寂 照と. S 

ふ 

手長 I 給仕 


今 は 昔、 三 河 人道 寂 照と いふ 人 唐土に わたりて 後、 唐土の 王 やん ごとな き聖 ども を 召し 

集めて， 堂 を 飾りて 佾膳を まう けて、 經を 講じ 給 ひける に、 王の 給 はく、 今日の 齋筵は 

手長の 役 あるべ からす、 各 我 鉢 を 飛ばせ 遣りて 物は受 くべ しとの 給 ふ， 其 心 は 日本 佾を 

試みん が ためなり。 さて 諸 僧、 一 の 座より 次第に 鉢 を 飛ばせて 物を受 く。 三 河 入道 末座 

に 著き たり。 その 番に當 りて. 鉢 を 持ちて 立たん とす。 いかで 鉢 を やりて こそ 受けめ と 

て、 人々 制し 留めけ り。 寂 照 中し ける は、 鉢 を 飛ばす る こと は、 別の 法 を 行 ひて する わ 

ざな り、 然るに 寂 照い まだ 此法を 傳へ行 はす、 日本 國に おいても この 法 行 ふ 人 あり けれ 

ど、 末世に は 行 ふ 人な し、 いかで か 飛ばさん と 首 ひて 居た るに、 日本の 聖鉢 おそし くと 

貴め ければ、 日本の 方に 向 ひて 祈念して いはく， 我國 の三寶 神祇 助け 給へ、 恥 見せ 給 ふな 

こまつぶ り 

と 念じ 入りて 居た る 程に， 鉢 獨樂の やうに くるめき て、 土の 佾の 鉢よりも 早く 飛びて、 

物 を 受けて かへ りぬ。 その 時 王より はじめて、 やん ごとな き 人な りと て、 拜 みける とぞ 

申し 傳 へたる。 


卷 十 三 


三 r< 七 


宇治 拾遺 物 mi 


1 一 1 八 六 


〇 今昔 十九， 

河 守 大江定 基 出 

-;^ 語參照 , .i 


人り ける を 見て、 ゆかしく 覺 えければ、 牛の 行く にっきて 僧 も 入りけ り。 遙に 行きて 明 

き 所へ 出で ぬ。 見 ま はせば、 あらぬ 世界と おほえて、 見 も 知らぬ 花の 色い み じきが 晚 き 

ひミ ふさ  ラま 

亂れ たり、 牛 この 花を盒 ひけり。 試に この 花 を】 房 取りて 食 ひたりければ， 甘き こと 天 

かんろ 

の 甘露 も かく あらんと 覺 えて. めでた かりけ る ま- -に 多く 食 ひたりければ、 た， r 肥えに 

肥え太り けり。 心得す 恐し く 思 ひて、 ありつる 穴の 方へ 歸り 行く に、 初 はやす く 通りつ 

る 穴、 身の 太くな りて 狹く おほえて、 やうく として 穴の 口まで は 出で たれ ども， え 出で 

すして 堪へ 難き 事 限な し。.. 前 を 通る 人に、 これ 助けよ と 呼 はり けれども、 耳に 聞き入る 

る 人 もな し、 助く る 人 もなかり けり。 人の 目に も 何と 見えけ る やらん、 不思議な り。 日 

ごろ 

比 かさなりて 死ぬ。 後 は 石に なりて、 穴の 口に 頭 を さし 出した る やうに てなん ありけ る。 

玄 獎三藏 天竺に 渡り 給 ひたりけ る 日記に、 この 由し るされ たり。 

寂 照 上人 鉢 を 飛ばす 事 
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く、 日本 國 より 佛法 習ひ傳 へんと て 渡れる 惜 なり、 しかるに かく あさましき 亂に逢 ひ 

て、 暫 しかくれ てあらん と 思 ふなり とい ふに、 これ はお ほろ ゆに 人の 來 たらぬ 所な り、 

暫く こ-にお はして、 世 しづ まりし 後出で て、 佛法も 習 ひ 給へ といへば、 大師 よろこび 

をな して 内へ 入り ぬれば、 門 を 鎖し かためて 奥の かたに 入る に、 後に 立ちて 行きて 見れ 

ば、 樣々 の屋 ども 造りつ r けて 人 多く さわがし * 傍なる 所に すゑつ。 さて 佛法習 ひつべ 

き 所 や あると 見 ありき 給 ふに、 佛經佾 侶 等す ベて 見えす。 後の方 山に よりて 一 つの 家 あ 

り、 寄りて 聞けば， 人のう めく 聲 あまたす。 怪しくて 垣の 隙より 見 給へば、 人 を 縛りて 

上より 吊り 下け て、 下に 壺 ども を据 ゑて 血 をたら し 人る。 淺 ましくて 故 を 問へ ども 答 も 

せす、 大に 怪しくて 又 他所 を閗 けば、 同じく によ ふこ ゑす。 視 きて 見れば、 色 あさまし 

う靑 びれ たる もの どもの、 瘦せ 損じた る數多 臥せり。 一人 を 招き 寄せて、 これ はいかな 

る 事ぞ、 かやう に 堪へ難 ゆに はいかで ある ぞと 問へば、 木の 切 を 持ちて、 細き 肘 を さし 

出で て 土に 書く を 見れば、 これ は織纈 城な り、 これへ 来たる 人に は、 まづ 物言 はぬ 藥を喻 
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三 八 二 


〇 今昔 十 一 、 慈 

覺 大師  一 H 唐溥 

顯密法 歸來語 參 

照 

會昌 年中 ー 唐の 


の 元年 は 我 邦の 

仁 明 天 81 承 和 八 

年な り 


り ありて 死にけ り。 


、 かく 天狗に あざむかれ けるな り 0 


慈覺 大師 纈纈 城に 入，^ 給 ふ 事 

昔、 慈覺 大師 佛法を 習ひ傳 へんと て、 唐土へ 渡り 袷 ひて おはしけ る 程に、 會昌 年中に 、街 

武宗佛 法 を 亡して、 堂塔 を 毀ち 佾尼 を铺 へて 失 ひ、 或は 還俗せ しめ 給 ふ 亂に逢 ひ 給へ 

り。 大師 を も 柿 へんと しける ほどに、 逃 ゆて 或 堂の 內へ 入り 給 ひぬ。 その 使 堂へ 人り て 

搜 しける 間、 大師すべき 方なくて、 佛の 中に 逃 ゆ 入りて、 不動 を 念じ 給 ひけろ ほどに、 使 

もとめけ るに， 新しき 不動 尊佛の 御中に おはしけ る、 それ あやしが りて、 抱きお ろして 

みか さ 

見る に、 大師 もとの 姿に なり 給 ひぬ。 使 驚きて、 帝に このよし 奏す。 帝 仰せられ ける は， 

他 國の聖 なり、 速に 追 ひ 放つべし と 仰せければ、 放ちつ。 大師 窖 びて 他國へ 逃け 給 ふに、 

遙 なる 山 を 隔てて 人の 家 あり、 築地 高く 築きめ ぐらして 1 の 門 あり、 其 所に 人 立てり。 

悅び をな して 問 ひ 給 ふに、 これ は 一人の 長者の 家な り、 ゎ佾は 何人 ぞと問 ふ 。答へ て 曰 


白 tfl 佛の額 上 

にある 毛な リ 


たなびき— 「た 

な. ひく」 の衍か 


の 花 を 降らし、 白 毫の光 身 を 照らす。 此時聖 尻 を 逆にな して、 拜み 入る 數珠の 緒 も 切れ 

ぬべ し。 觀音 蓮臺を さし あゆて、 聖の 前により 給 ふに、 紫雲 厚く たなびき、 聖這ひ 寄り 

て莲 臺に乘 りぬ。 さて 西の方へ 去り 給 ひぬ。 さて 坊に 殘れる 弟子 ども、 泣く/、 尊が り 

て聖の 後世 を 弔 ひけり。 かくて 七 八日 過ぎて 後， 坊の 下司：^ i ばら、 念 佛の佾 に 湯沸し 

て 浴せ 奉らん とて、 樵 木に 奥山に 入りたり ける に、 遙 なる 瀧に さし 掩 ひたる 指 木 あり、 そ 

の 木の 梢に 叫ぶ 聲 しけり。 怪しくて 見 上 ゆ たれば、 法師 を裸體 になして 梢に 縳 りつけ 

たり。 木の ほりょく する 法師の 昇りて 見れば、 極 樂へ迎 へられ 給 ひし 我 師の聖 を、 蘿に 

て 縛りつ けて 置きたり。 この 法師、 いかに 我師 はか i る 目 をば 御覧す るぞ とて、 寄りて 

繩を 解きければ、 今迎 へんす るぞ、 その 程暫 しかくて 居 たれと て、 佛の おはし ましよ を 

ば、 何し にかく 解き 免す ぞと いひ けれども、 寄りて 解きければ、 阿 彌陀佛 我 を 殺す 人 あ 

り、 をう くと ぞ 叫びけ る。 され ども 法師 ばら、 數多界 りて 解きお ろして、 坊へ 具して 

行き たれば、 弟子 ども 心 憂き 事な りと 歎き 惑 ひけり。 聖は 人心 もなくて、 二日 三日ば.^ 


卷 


三 


三 八 1 


び 苦む 聲 


〇 今昔 二十、 伊 

吠 山 一一 一條 禪師得 

天狗 a 語 及， ひ 十 


す よれな ど、 愛して 食 ひける ほどに、 大 なる 骨 喉に たてて. えう くと いひけ る ほどに、 

頓に 出で ざり ければ、 苦痛して 終に 死に 侍りけ り。 妻 は ゆよ しがり て、 鯰 をば 噴 はすな 

りに けりと なん。 

念 佛の僧 魔 往生の 事 

昔、 美濃國 伊吹山に 久しく 行 ひける 聖 ありけ り。 阿 彌陀佛 より 外の 事 しらす、 他事な く 

念佛 中して ぞ年 ^ にけ ろ。 夜 深く 怫の 御前に 念佛 申して 居た るに、 空に 聲 ありて 告 ゆて 

いはく、 汝 懇切に 我 をた のめり、 今 は 念 佛の數 多く 積り たれば、 明日の 未の 時に 必す必 

す來 たりて 迎ふ べし、 ゆめ^, \» 念佛 怠る ベから すと いふ C その 聲を閒 きて、 限な く 懇切 

に 念佛. & して、 水 を 浴み 香 を 嬈き花 をち らして、 弟子 どもに 念佛 諸共に. E. させて、 西に 

ひ らめ 

向 ひて 居たり。 やうく 閒 くやう にす る もの あり、 手 を 招り て念佛 申して 見れば、 佛の 

御身より 金色の 光 を 放ちて さし 入りたり、 秋の 月の 雲間より 顯れ 出で たるが 如し。 樣々 
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1 一 1 七 八 


裏板 I 天井 を 張 

らデ して 屋根裏 

を 板 張に したる 

也 


* へ なん 我 は 1 

我 は 敢て食 はん 


て 家 ども 繕 ひ騷ゅ ども、 風 愈 吹き まさりて、 村里の 家 ども 皆 吹き倒し、 野 山の 竹 木 倒れ 

折れぬ。 この 寺 誠に 未の 時ば かりに 吹き倒されぬ。 柱 折れ 棟 崩れて すぢ なし。 さる 程に 

裏板の 中に、 年 比の 雨水 溜りけ るに、 大 なる 魚 ども 多 かり。 その わたりの 者 ども、 桶 を 

提 けて 皆搔き 入れ 騷ぐ ほどに、 三尺ば かりな る^の、 ふた./, \> として 庭に は ひ 55 でたり。 

かな づ 

夢の 如く 上覺が 前に 來 ぬる を、 上覺思 ひも あへ す、 魚の 大に樂 しゅなる に 耽りて、 鐵杖 

の大 なる を 持ちて、 頭に 突き立てて、 我 太 郞童を 呼びて これと いひければ、 魚大 にて う 

くさ か. C が あぎ ミ  ；  h 

ち 取られねば、 草 刈 鎌と いふ もの を 持ちて、 聘を搔 き 切りて、 物に 包ませて 家に 持てい 

りぬ。 さて 異魚 などした- - めて 桶に 入れて、 女 どもに 戴かせて 我 坊に歸 りたれば、 妻の 

こミ わら はべ 

女、 この 総 は 夢に 見えけ る 魚に こそ あめれ、 何し に 殺し 給へ る ぞと心 憂 がれ ど 他 童 

こ ひ！ i 

の 殺さ まし も 同じ 事、 あへ なん 我 はな どと いひて、 他人. まぜす、 太 郞次郞 童な ど 食 ひた 

らん をぞ、 故 御 房 は うれしと 思さん とて、 つぶく と 切り入れて、 煮て 食 ひて、 怪しう 

こミな ♦* づ  し t  .  ノ.. 、- 

いかなる にか、 異 鯰よりも 味 ひの 善き は、 故 御 房の 肉 むら なれば 善き なめり これ 力 汁 


かむ つ 寺. I かみ 

つ 寺に て、 上つ 

出 雲 寺 をれ ふ 

他^ 勝れて I 今 

昔 はは 「殊に 勝 


らう * か はし き， 一 

^が はしき に 

て、 亂雜の 意 


いよ 寺 は 毀れ て 荒れ 侍りけ る。 さる は傳敎 大師の 唐土に て、 天台宗 建てん 所 を 擇び給 ひ 

ける に、 此 寺の 所 をば 櫓に 書きて 遣 はしける。 高 雄、 比歡 山、 かむ つ 寺と、 三つの 中に 

ひミ 

いづれ かよ かるべき と あれば、 この 寺 後 は 他に 勝れて めでた けれど、 佾 なんらう が はし 

かるべき と ありければ、 それによ りて 留めた る 所な り。 いと やん ごとな き 所 なれ ど、 如 

何なる にか、 さなり はてて わろ く 侍るな り、 それに 上覺が 夢に 見る やう、 我 父の 前の 別 

當 いみ じう 老いて、 杖つ きて 出で 來 ていふ やう、 明後日 未の 時に 大風 吹きて、 この 寺 倒れ 

な づ 

なんとす、 しかるに 我 この 寺の 瓦の 下に、 三 2< ばかりの 総に てなん、 行方な く 水 もす くな 

く 狹く嗜 き 所に ありて、 あさましう 苦しき 目 をなん 見る、 寺 倒れば、 こ ほれて 庭に 這 ひ 

ありかば、 童う ち 殺し てんとす、 その 時汝が 前に 行かん とす、 童に 打た せす して 賀茂河 

に 放ちて よ、 さらば 廣 きめ も 見ん、 大水に 行きて たのもしく なんある べきと いふ。 夢覺 

めて、 か.. -る夢 を こそ 見 つれと 語れば、 如何なる 事に かとい ひて 日暮れぬ。 その 日に な 

りて、 午の 時の すゑより 俄に 空搔き 曇りて、 木 を 折り 家 を 破る 風 出で 來ぬ。 人々 あわ ぷ， 
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三 七 六 


食物す る 人— 料 

理人 


の 女子の いふ やう、 童 はこの 守の 女に て 侍りし が 羊に なりて 侍るな り、 今日の 命 を 御前 

たち 助け 給へ とい ふに、 この 人々 あな かしこく、 ゆめく 殺すな、 申して 來ん とて 行 

く ほどに、 この 盒物 する 人 は 例の 羊と 見 ゆ、 定めて 遲 しと 腹立ち なんとて 打ち殺しつ。 

その 羊の 泣く 聲、 この 殺す 者の 耳に は 唯 常の 羊の 泣く 聲 なり。 さて 羊 を 殺して、 Isi 燒さ 

♦* らう 0.J  く 

まざ まにした りければ、 この 客人 ども は、 物 も 喰 はで 歸 りに けり。 隆 しがり て 人々 に 問 

へば、 しかぐな りと 初めより 語りければ、 悲 みて 惑 ひける 程に、 病に なりて 死にに け 

れば、 田舍 にも 下り 侍らすな りに けり。 


〇 今昔 二十、 出 

g 寺 S 當 溧 覺食 

ハ久成 醫得現 報 

忽 死語 参照 

上つ 出 雪 寺 I. 今 

の 上御靈 社域內 


知リ 侍り ゆる 1 

支配 ナるを b ふ 


出 雲 寺 別當の 鯰に な たる を 知， ながら 殺して 食 ふ 事 

今 は 昔、 王城の 北、 上つ 出 雪 寺と いふ 寺 建てて より 後、 年久しく なりて、 御堂 も 傾きて、 

はか <\- しう 修理す る 人 もな し。 この 近う 別當 侍りき、 その 名 をば 上覺 となんい ひける、 

これ ぞ 前の 別當の 子に 侍りけ る。 ぁひ績 ぎつ V 妻子 もた る 法師 ぞ 知り 侍りけ る。 いよ 
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三 七 四 


手 ひる ごり て 1 

つかみ fe る 手の 

開く をお ふ 


〇 今昔 九、 寝旦 

韋摄纏 女子 成 


光遠が 手戲 する に、 铺 へたる 腕 を 摘 へられ ぬれば、 手 ひろ ごり て しつべき もの を， あ 

のこ- *),  かたき 

はれ 男子に あらまし かば， 逢ふ敏 もなくて ぞ あらまし、 口惜しく 女に て あると いふ を閒 

くに、 この 盜人 半死ぬべき 心地す 。女と 思 ひて、 いみ じき 質 を 取りた ると 思 ひて あれ ど 

も、 その 儀 はなし。 おれ をば 殺す ベ けれども、 御 許の 死ぬべく はこ そ 殺さめ、 おれ 死ぬ 

ベ かりけ るに、 かしこう 疾く逃 ゆて 返き たるよ、 大 なる 鹿の角 を 膝に 當 てて • 小き 枯木 

の 細き など を 折る やうに ある もの をと て、 追 ひ 放ちて やりけ り。 

或 唐人 女の 羊に 生れた る を 知ら やして 殺す 事 

もろこし 

今 は 昔、 唐土に 何とか やい ふ 司に なりて、 下らん とする 者 侍りき。 名 をば けいそく とい 

ふ、 それが 女 一 人 ありけ り、 雙 なく を かしゅな りし、 十餘 歳に して 失せに けり。 父母 泣 

き 悲む事 かぎりなし。 さて 一 一年ば かり ありて 田舍に 下りて、 親しき 一 家の 一 頻 兄弟 あつ 

めて、 國へ 下る ，ベき よしを 言 ひ 侍らん とする に、 市より 羊 を 買 ひ 取りて、 この 人々 に 喰 


るを玲 りて 手す さみに 節の 本 を 指に て， 板 敷に 押し 當 てて にじれば、 朽木^^！がるを 

押こ碎 くやう に碎 くる を、 此盜 人目 をつ けて 見る に、 あさましく なりぬ。 いみ じから し 

せ、 f ミ ねし かなづち 

兄の 主、 鐵槌を 持ちて おち 碎く ともかく は あら じ、 ゆよ しかりけ る 力 かな、 この やう こ 

て は 只今の 間に 我 は 取り 碎 かれぬべし、 無益な り、 逃け なんと 思 ひて、 人 日 を はかりて 

飛び出で て 逃 ゆ 走る 時に、 末に 人 ども 走り 逢 ひて 柿へ つ。 縛りて、 光遠が 許へ 具して 行 

きぬ。 光遠い かに 思 ひて 逃け つる ぞと 問へば、 申す やう、 大 なる 矢の の 節 を、 朽 木な 

どの やう 押し 碎き給 ひつる を、 あさましと 思 ひて、 恐し さに 逃 ゆ 候 ひつるな りと 申せ 

ば、 光遠う ち 笑 ひて、 いかな りと も その 御 許 はよ も 突かれ じ、 突かん とせん 手 を 取りて、 

播ぃ ちて 上 ざまへ 突かば、 肩の 骨 は 上 ざまへ 出で てね ぢられ なまし、 かしこく おのれ 

が肘脫 かれ まじき 宿世 ありて、 御 許 は ぢ ざり けるな り、 光遠 だに も おれ をば 手 殺に 殺 

かひな 

してん、 躬を ば^ちて 腹 胸 を ふまんに、 おのれ は 生き てん や、 それに かの 御 許の 力 は、 光 

遠 一 一 人ば かり 合せた る 力に てお はする もの を、 さ こそ 細やかに 女め かしく おは すれ ども、 
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〇 今昔 二十 一一 一、 

相 人大 井光 遠 

妹 強力 語 ®l 照 

ひき ふと I 低 太 

にて、 丈 短く 肥 

大 なり 


薩 摩の 氏 長， I 氏 

長 は 天下 無雙の 

力士なる 由 一一 一代 

寶錄仁 和 二 年 五 

月の 條に見 ゆ 


Ml 矢 竹 


大井 光遠の 妹强 力の 事 

今 は 昔， 甲斐 國の 相撲 大井 光遠 は ひき ふとに いかめしく、 力 强く足 はやく、 みめ 事 がらよ 

り 始めて いみ じかり し 相 僕な り。 それが 妹に、 年 二十 六 七ば かりなる 女の、 みめ ことが 

らけは ひもよ く、 姿 も ほそ やかなる ありけ め。 それ は 退きた る 家に 住みけ ろに、 それが 

門に 人に 追 はれた る 男の、 刀を拔 きて 走り 入りて、 この 女 を 質に 取りて、 腹に 刀 を さし 

あてて 居ぬ。 人 走り 行きて 兄の 光遠に、 姬君は 質に 取られ 給 ひぬ と告 けければ、 光遠が 

お も S 

いふ やう、 その 御 許 は、 薩 摩の 氏 長ば かりこ そ は 質に 取らめ とい ひて、 何となく 居 たれ 

のこ 

ば、 告 けつる 男 怪しと 思 ひて、 立ち返りて 物より のぞけば、 九月ば かりの 事 なれば、 薄 

色の 衣 一重に 紅葉の 袴 を 著て、 口お ほひして 居たり。 男は大 なる をの この 恐し けなる が、 

さかて  5 しろ 

大の刀 を 逆手に 取りて 腹に さし 當 てて、 足 を もて 後より 抱きて 居たり。 この 姬君、 左の 

ふた  の  あら づく 

手して は顏を 塞ぎて 泣く、 右の 手して は、 前に 矢の 篦の荒 作りた るが、 二三 十ば かり あ 


なし あげ 給 ひ- 

昇進せ しめ 


この^の 御 夢 我等に 取らせ 給へ、 國守は 四 年 過ぎ. ぬれば 歸り 上りぬ、 我 は國人 なれば， い 

つもながら へ てあらん する 上に、 郡 司の 子に て あれば、 我 を こそ 大事に 思 はめと い へ ば、 

女、 の 給 はん ま i に 侍るべし、 さらばお はしつ る 君の 如くに して 入り 給 ひて、 その 語られ 

つる 夢 を 露 も 違 はす 語り 給へ といへば、 まき 人 喜びて、 かの 君の ありつる やうに、 人り 

ゆめが； ih- 

來て夢 語 をし たれば、 女 同じ やうに いふ。 まき 人い と 嬉しく 思 ひて、 衣を脫 ぎて 取らせ 

て 去りぬ。 その後 文 を 習ひ讀 みたれば、 唯と ほりに 通りて 才 ある 人に なりぬ。 朝廷 閒召 

もろ こレ 

して 試みら るよ に、 誠に 才 深く ありければ、 唐土へ 物よ くく 習へ とて 遣して、 久しく 

さま 

ま 土に ありて 樣々 の 事 ども 習ひ傳 へて 歸り たりければ、 帝 賢き ものに 思し召して、 次第 

になし あゆ 給 ひて 大臣までに なされに けり。 されば 夢 取る 事は實 にかし こき 事な り。 か 

の 夢 取られた りし 備中 守の 子 は、 司 もな きものに て 止みに けり C 夢 を とられ ざら まし か 

ば 大臣まで もな りな まし。 されば 夢 を 人に 間 かすま じきな りと 言ひ傳 へけ り。 
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^きの ま き 人 I 

吉備眞 吉嫡の 誤 

寫な るべ し 


夢 買 ふ 人の 事 

昔、 備中國 に 郡 司 ありけ り、 それが 子に ひきの まき 人と いふ ありけ り。 若き 男に て あり 

ゆめ ミき 

ける 時 夢を見た りければ、 合せ させんと て、 夢 解の 女の 許に 行きて、 夢 合せて 後 物語し 

て 居た る 程に、 人々 數多聲 してくな り。 國 守の 御子の 太郞 君のお はするな りけ り。 年 は 

かたち 

十七 八ば かりの 男に てお はしけり。 心ば へ は 知らす 容貌 は淸 ゆなり。 人 四 五 人ば かり 具 

し. U り。 これ や 夢 解の 女の 許と 問へば、 御供の 侍、 これにて 候 ふと 言 ひて くれば、 まき 

人 は 上の 方の 內に 入りて、 部屋の あるに 入りて、 穴より 现 きて 見れば、 この 君 入り 給 ひ 

て、 夢 をし かぐ 見つ るな り、 いかなる ぞ とて 語り 聞かす。 女閒 きて、 世に いみ じき 御 夢 

なり、 必す 大臣まで なりあがり 給 ふべき なり、 返す くめで たく 御覽 じて 候 ふ， あな か 

しこ あな かしこ 人に 語り 給 ふなと 申しければ、 此君 嬉し ゆにて、 衣を脫 ぎて 女に 取らせ 

て歸 りぬ。 その 折 まき 人、 部屋より 出で てお にい ふやう、 夢 はとる とい ふ 事の あるな り、 


りと も寶る まじき よしをい へば、 猶 あながちに 手 をす りて、 この 五十 貫の 錢 にて 龜を 買. 

ひ 取りて 放ちつ。 心に 思 ふやう、 親の 寶 かひに 隣の 國へ 遣りつ る錢 を、 龜に 代へ てえ み 

ぬれば、 親い かに 腹立ち 給 はんすらん、 さりと て 又 親の 許 へ 注 かで あるべき にあらねば、 

親の 許へ 歸り 行く に、 道に 人 逢 ひてい ふやう、 此所 に龜寶 りつる 人 は、 この 下の わたり 

にて 船 打 覆して 死にぬ となん 語る を閉 きて、 親の 家に 歸り 行きて、 錢は龜 に 代へ つる 由 

語らん と 思 ふ 程に、 親の いふ やう、 何とて 此錢 をば 返し 遣せ たる ぞと 問へば、 子の いふ、 

さる ことなし、 その 錢 にて はしかぐ 龜に 代へ て ゆるし つれば、 その 由 を 申さん とて 參 

りつるな りと いへば、 親の いふ やう、 黑き衣 著た る 人 同じ やうなる が、 五 人 各 十 貫づっ 

持ちて 來 たりつる、 これ そな りと て 見せければ、 この 錢 いまだ ぬれながら あり。 はや 買 

ひて 放しつ る鼴 の、 その 錢 河に 落ちい る を 見て、 取り持ちて、 親の 許に 子の 歸らぬ さき 

に 遣りけ るな り。  ， 
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し、 今昔に は 「過 

ぎ し 柱 川 を 渡 


〇 今昔 九、 口人 

以ハ 久錢買 取龜放 

河 語麥照 


龜前を 1 今昔 5i 

は  >.龜 五つ 酋を」 


後 前 見れ ども 人 一 人 も BJ^ えすな りぬ。 後 前に 遙 にう ち續 きたりつ る 人 も 見えす。 夜の 更 

け ぬれば， 寺 戸の 西の方なる 板屋の 軒に おりて、 夜 を 明して， つとめて 思へば、 我 は 左 

京の 官人 なり、 九條 にて 治るべき に、 かう まで 來 つらん、 極まりて よしな し。 それに 同 

じ 所 を 夜 一夜 廻り 歩きけ る は、 九條の 程より まよ はかし 神の つきて、 率て 來るを しらで、 

かう してけ るな めり と 思 ひて、 明けて なん 西の 京の 家に は 歸り來 たりけ る。 利延 がま さ 

しう 語りし 事な り。 

龜を買 ひて はなす 事 

昔、 天竺の 人寶を 買 はんため に、 錢 五十 貫 を 子に もたせて やる。 大 なる 河の 端 を 行ぐ に、 

船に 乘 りたる 人 あり。 船の 方 を 見やれば、 船より 龜首を さし 出したり 。錢 持ちた る 人立ち 

とまりて、 この 龜 をば 何の 料ぞと 問 へば、 殺して 物にせん するとい ふ。 その 龜賈 はんと 

いへば、 この 船の 人い はく、 いみ じき 大切の 事 ありて 設けた る 趣 なれば、 いみ じき 價な 


〇 今昔 二 十七、 

！ 京 I 利延値 

迷 神 語黎 照 


一し— 「すぎ 

の 鼓なる ベ 


さし 入れけ る、 その 時に とよみて 笑 ひ 詈る事 限な し。 冠せ さすと て 寄りて、 馬ぞ ひの 曰く、 

落ち 袷 ふ 卽ち冠 を 奉らで、 など かく 此な しごと は 仰せら る- -ぞと 問 ひければ、 痴 事ない 

ひそ、 かく 道理 をい ひ 聞かせた らば こそ- 此 公達 は 後々 にも 笑 は ざらめ， さらす は 口 さが 

なき 君達 は. 長く 笑 ひなん もの を やと ぞ言 ひける。 人 わら はする 事 役に するな りけ り。 

利延迷 神に あ ふ 事 

►  ：  や はた  さき ゃラ のさく わん  ミ しのぶ 

今 は 昔、 三 條院の 八幡の 行幸に、 左京屬 にて、 くにの 利延 とい ふ 者の 供奉し；， - りけ 

るに、 長 岡に 寺戶 とい ふ 所の 程往 きけ るに、 人 どもの、 この 邊には 迷 神 あなる-透 ぞ かし 

と 言 ひつよ わたる ほどに、 利延 もさ 間く はと 言 ひて 行く 程に、 過ぎ もやら で pi もやう や 

うさ がれば、 今 は 山 崎の わたりに は 行きつ きぬべき に、 あやしう 同じ 長 岡の 邊を 過ぎて、 

お！ =  くにが は 

こ 川の つら を 過ぐ と 思へば、 又 寺 戶の岸 をの ほる。 寺戶 過ぎて 又 行き も T ゆきて * 乙- 

訓 川の つらに 來て 渡る ぞと思 へ ば、 又す- i し 桂 W を わたる。 や うく 日も暮 方に なりぬ、 
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UH ハ六 


口 を 張り たれば 一 

I 手綱に て ssei 

口 を 引 張る 也 一 


霧 は IK 々 ー; 

「かくうく も」 は ~ 一 

「かゆう. マ も」 

の 祈 か、 唐 鞍に ~ 

つくる は 皿の 

如く 平 かなれば 一 

足が かり わるし 

と 也 

考 へ ゃるべ か*^- 

ず I 今 昔に：^ 

「かぞ へや さ ベー 

かちず」 とぁジ i 


の 者、 市 をな して 笑 ひ 詈る事 限な し。 車、 棧 敷の 者 共 笑ひ詈 るに、 一 つの 車の 方 ざまに 步 

み 寄りて いふ やう、 公達 この 馬より 落ちて 冠 落した る をば、 を こなり とや 思 ひ 給 ふ、 し 

か 思 ひ 給 ふま じ、 その 故 は、 心ば せ ある 人 だに も、 物に 躓き 倒る- -事は 常の 事な り、 ま 

して 馬 は 心 ある ものに あらす、 この 大路 はいみ じう 石高し、 馬 は 口 を 張り たれば、 步ま 

んと思 ふだに 歩まれす、 とひき かう ひき、 くるめ かせば 倒れなん とす、 馬を惡 しと 思 ふ 

から くら  もぶ み 

べきに あらす、 唐 鞍 はさら なる 錢 のかく うく も あらす、 それに 馬 は 痛く 躓けば 落ちぬ、 

それ わろ からす、 又 冠の 落つ る 事 は、 物して ゆ ふ ものに あらす、 髮を 能く かき 入れた る 

に 柳 へらる.. ものな り、 それに 鬢は 失せに たれば ひたぶ るに 無し、 されば 落ちん 事冠怨 

お ミ*{  5,1 いじ や 

むべき やう もな し、 又 例な きに あらす、 何の 大臣 は 大嘗會 の 御麒に 落つ、 何の 中 納言は 

その 時の 行幸に 落つ、 かくの 如く 例も考 へやる ベから す、 然れば 案內も 知り 給 はぬ 此頃 

の 若き 君達 笑 ひ 給 ふべき にあら す、 笑 ひ 給 は、. i かへ りて を こなるべし とて、 車 ごとに 手 

を 折りつ ょ數 へて 首 ひ 聞かす。 かくの 如く 言 ひ はてて、 冠 持て 來と いひて なん、 取りて 
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し、 定は 嵯峨天 

皇の 皇子に 源定 

と. S ふ あり、 河 

原左大 g 融の兄 

なり、 己の 人の 

乙と か 

本 II 本 . 


〇 今昔 二 十 八、 

歌 謫元輔 貨茂祭 

渡 一 條 大路 語參 

照 

元輔 I 淸 原 氏、 I 

左大臣 夏野の 玄 

孫 

ら かに— 入 

逝に 穩 営に 


馬ぞひ |爲 の 口 

取 

後. さま^ かきて 

—冠 を 後の方へ 

Jg5 きやりて 


うめて 造りけ る 家な り。 それ を この 氧の 大納言の 買 ひ 取りて、 二 町に はなした るな りけ 

り。 それ はい は ゆる 此 頃の 西の 宫 なり。 かくい ふ 女の 家な りけ る 金の 石 を 取りて、 それ 

ほんたい 

を本體 として 造りたり ける 家な り。 

元輔 落馬の 事 

■ も W すけく ら のす け 

今 は 昔、 歌よ みの 元輔 内藏亮 になり て、 賀茂 祭の 使し ける に、 一條 大路 わたりけ る ほど 

に、 殿上人の 車 多く 列べ 立てて、 物見け る 前 渡る 程に、 おいら かにて は 渡らで、 人 見 給 

ふに と 思 ひて、 馬 を 痛く あ ふりければ、 馬 狂 ひて 落ちぬ。 ハ牛 老いた る 者の 頭 を 倒 にて 

落ちぬ。 公達 あないみ じと 見る 程に、 いと 疾く 起き ぬれば 冠ぬ ゆにけ り。 髻 つゆな し、 

ほ ミぎ かづ  - 

唯 i}H を 被き たる やうに てなん ありけ る。 馬 ぞひ手 まど ひ をして、 冠 を 取りて 著せ さすれ 

ど、 後 ざまに かきて、 あな さわがし、 しばし 待て、 公達に 聞 ゆべき 事 ありと て， 殿上人 

どもの 車の 前に 歩みよ る。 日の さした るに 頭 きら./ として、 いみ じう 旯 ぐるし。 大 |£ 


うきの ゆぶ， 門より は 西 人 も 住まぬ うきの ゆぶ^. - としたる、 一町ば かりなる うき あり、 そこよ 賈 

—B5 地の vy, ふ ざ  ifj 

ぶした る ふと も價 もせ じと 思 ひて、 唯 少しに 買 ひつ。 主 は 不用の うきなれば， 白 田に も 作らる まじ、 

家 もえ 建つ まじ、 益な き 所と 思 ふに、 價少 しにても 買 はんとい ふ 人 を、 いみ じきす きも 

あゆ を 

のと 思 ひて 寶 りつ。 上錄 のぬ し、 このうき を 買 ひ 取りて 津の國 に 行きぬ。 船 四 五艘ば か 

： り 具して、 難 波 わたりに いぬ。 酒 粥な ど 多く 設けて、 縑又 多う 設けたり。 行き かふ 人 を 

招き 第め て， この 酒 粥 まゐれ とい ひて、 その 代に この 葦刈り て、 少しづつ 得させよ とい 

ひければ、 喜びて 集りつ. -、 四 五 朿十束 二三 十朿 など 刈りて 取らす。 かくの 如く 三 四日 

:5C ら すれば、 山の 如く 刈りつ。 船十艘 ばかりに 積み 京への ほる 。酒 多く まう けたれば、 の 

,  つなで 

ほる まよに、 此 下人 どもに， た、 r に往 かんより はこの 綱手 引けと いひければ、 此酒を 飲 

^*かし|車カ みつ i 綱手 を 引きて、 いと 疾く賀 茂 河 尻に：^ きつけつ。 それより 車 かしに 物 を とらせつ 

つ、 その 葦に てこのう きに 敷きて、 下人 ども を展 ひて、 その上に 土 はねかけて、 家 を 思 

ふま i に 造りて けり。 南の 町 は 大納言 源貞 とい ひける 人の 家、 北の 町 はこの 上 緩の 主の 

卷 十三  三 六 ョ 
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三 六 二 


目く せ— 目 薛は 

て、 目の き 》^fe 

る を h ふ 


心 も 得で. I 意外 

に 思^て 


り、 さて その 尻 かけさせ 給へ る 石 は、 その 倉の 跡 を 白 田に 作る とて 畆 掘る 間に、 土の 下より 

掘り出されて 侍るな り、 それが かく 屋の 中に 侍れば、 搔き返 けんと 思 ひ 侍れ ど、 女 は 力 

よわし、 搔き 返く ベ き やう もなければ、 にくむ かくて 置きて 侍るな りと いひければ、 

我 この 石 取り てん、 後に 目く せ ある もの もぞ 見つ くると 思 ひて、 女に いふ やう、 この 石 我 

取り てんよと 言 ひければ、 よき 事に 侍りと いひければ、 その 邊に 知りた る 下人の 空車 を 借 

りに 遣りて、 積みて 出 でんと する 程に、 綿 衣を脫 ぎて、 た、 r にと らんが、 罪 得が まし けれ 

ば この 女に 取らせつ。 心 も 得で さわぎ まど ふ。 この 石 は、 女 ども こそよ しなし ものと 思 

ひたれ ども、 我家に 持てい きて 使 ふべき やうの あるな り、 されば た r に 取らん が 罪 得が 

ましければ、 かく 衣 を 取らす るな りと いへば、 思 ひかけ ぬ ことなり、 不用の 石の か はり 

に、 いみ じき 寳の 御衣の 綿の いみ じき 賜 はらん ものと は、 あな 恐し とい ひて、 竿の あるに 

かけて をが む 。さて 車に かき 載せて 家に かへ りて、 うち 缺 きく 寶 りて、 物 ども を 買 ふ 

に、 米錢綢 綾な ど數 多に 寶 りえて、 夥しき 德人 になり • ぬれば、 西の 四條 より は 北、 皇嘉 


。今 昔 二十 六、 

Mi; 衞佐 上！ 1^ 主 於 

JS 八條兌 得銀諶 

參照 

上 f  IS の 緩 は 

より 核へ かけ 

て 額^て 結ぶ、 


をば 上げて 耳の 

あたり はて 留む 

る を 上 鶴と h 

ふ、 後世 はこれ 

を？ 1^， とも h  < 
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上 緣の主 金 を 得る 事 

今 は 昔、 兵衞 佐なる 人 ありけ り。 冠の 上 緩の 長 かりければ、 世の 人 あけ をのぬ しとなん 

附 けたり ける。 西の 八 條と京 極との 畠の 中に、 あやしの 小 家 あり。 その 前 を 行く ほどに 

夕立の しければ、 この 家に 馬より 下りて 入りぬ。 見れば 女 一人 あり。 馬 を ひき 入れて、 

ひら  こ からびつ 

夕立 をす ごすと て、 平なる 小 唐櫃の やうなる 石の あるに. 尻 を うちかけて 居たり。 小石 

を 持ちて、 この 石 を 手 まさぐ りに 叩き 居 たれば、 打 たれて く ほみ たる 所な 見れば、 金色 

になり ぬ。 希有の 事 かなと 思 ひて、 充 けたる 所に 土 を 塗り 隱 して、 女に 問 ふやう、 この 石 

はなぞの 石ぞ。 女の いふ やう、 何の 石に か 侍らん、 昔よりか くて 侍るな り、 昔 長者の 家 

いしゃ ゑ 

なん 侍りけ る、 この 家 は 食 どもの 跡に て 候 ふなり と、 誠に 見れば 大 なる 礎 の 石 ども あ 
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i 敷 屋上 

條通 は院の 桟敷 

ありし 事 徒然 革 

兄 ゆ 

け b せ" 1 傾城 


火を燈 して 面々 見ければ、 ゆよ しく 大 なる 鼯 鼠の、 年 ふり 毛な ども はけ、 しふと ゆなる 

にて ぞ 侍りけ る。 

一 條 棧敷屋 鬼の 事 

今 は 昔、 一條 棧敷屋 に 或 男と まりて， けいせいと 臥したり ける に、 夜中ば かりに 風 吹き 

しょぎ や、 f':: じャラ 

雨降りて すさまじ かりけ るに、 大路に 諸行無常と 詠 じて 過ぐ る 者 あり。 何者な らんと 思 

しミみ  だけの き 

ひて、 節 を 少し 押し あけて 見ければ、 長 は 軒と ひとしくて -iil の 頭なる 鬼な りけ り。 おそろ 

しさに、 節 を かけて 奥の 方へ 入り たれば、 この 鬼 格子 押し あけて、 顔 を さし 入れて、 よ 

く御覽 じつるな くと 巾し ければ、 太刀 を拔 きて 入らば 斬らん と 構へ て、 女 をば 側に 置 

きて 待ちけ るに、 よくく 御覽ぜ よと 言 ひていに けり。 百鬼夜行 にて ある やらん と、 お 

そろし かりけ る。 それより 一條の 棧敷 塑-に は、 又もと まら ざり ける となん。 
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ものた ふ— 答の ら する 人 をば かく ぞ する、 やすき 事 を Si に 罪 重く 首 ひなして、 悲しき 自を 見せし かば、 そ 

S, 返報 ナる 

教  のた ふに 炎り 殺さん する ぞ とて、 火 を 山の 如くお きければ、 夢な ど を 見る 心地して、 若 

き. ひ は. I 幼弱の くきび はなる 程に て はあり、 物 覺ぇ給 はす、 あっさ は 只 あつに なりて、 唯 片時に 死ぬ ベ く 

かぶらや い おこ 

覺ぇ給 ひける に、 山の 上より ゆ.. "しき 鏑矢 を 射 遣せ ければ、 ある 者 ども、 こ は 如何にと 

騷ぎ ける 程に、 雨の 降る やうに 射ければ、 これら 暫し 此方よりも 射 けれど、 彼方に は 人 

の數ぉ ほく、 え 射 あ ふべ くもな かりけ るに や、 火の 行方 も 知らす、 射ちら されて 逃 ゆて 

去に けり。 その 折 男 一人 出で 來て、 如何に 恐し く 思 召しつ らん、 おのれ は その 月の そ 

御徳に. I 御陰に の日溺 めら れて 罷りし を、 御德 に？^ されて、 世に うれしく この 御 恩 報い 參ら せば やと W 、む 

て 

ひ 候 ひつる に、 法師の 事は惡 しく 仰せられたり とで、 日 比 窺 ひ 奉らせつ る を 見て 候 ふ 程 

めから さ 

に、 告 ゅ參ら せば やと 思 ひながら、 我 身 かくて 候へば と 思 ひつる 程に、 白地に きと 立ち 

離れ 參らせ 候 ひつる 程に、 かく 候 ひつれば、 築 土 を 越えて 出で 候 ひつる に、 逢 ひ 參らせ 

て 候 ひつれ ども、 そこにて 取り 參らせ 候 は r、 殿 も御疵 など もや 候 はんす らんと 思 ひて、 

卷 十二  * 三 五 七 
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三 五六 


乙 り. ず ま に. IK- 

懲 になり、 物に 

懲りずに 問 ひけ 


事よ しくば 1 

常の 罪なら？ i 


ひて 過ぎ 給 ひける に、 この 法師、 赤き 服なる 目の、 ゆ- - しく 惡 しゅなる して 睨み 上 ゆたり 

け 5 ミ おぼしめ  • 

ければ、 よしなき 事 もも 言 ひて ける かなと、 氣 疎く 思 召して 過ぎ 給 ひける に 又 ffi^ を 力 

ら めて 往 きけ るに、 こ は 何事した る も のぞと、 こりす まに 問 ひければ、 人の 家に 追 ひ 入 

れられ て 候 ひつる， 男 は 逃け て 罷り ぬれば、 これ を拂 へて 罷る なりと いひければ、 別の 

事 もな きものに こそと て、 其 怖へ たる 人 を 見知り たれば、 乞 ひ 許して 遣り 給 ふ。 大方 こ 

の 心 ざまして、 人の 悲しき め を DD- るに 從 ひて 助け 給 ひける 人に て、 初めの 法師 も 事よ ろし 

くば 請 ひ 免さん とて 問 ひ 給 ひける に、 罪の 殊の外に 重ければ、 さの 給 ひける を 法師 は 安 

からす 思 ひけり。. さて ほどなく 大赦の ありければ、 法師 も ゆりに けり。 さて 月明かりけ 

る 夜、 皆 人 はま かで、 ある は寢 入りな どし ける を、 この 中將 月に めで 佇み 給 ひける 程に 

物の 築地 を 越えて おりけ ると 見 給 ふ 程に、 後 よ りかき すく ひて 飛ぶ やうに して 出で ぬ。 

あきれ 惑 ひて、 いかにも 思し 分かぬ 程に， 恐し ゆなる 者來集 ひて、 遙 なる 山の^し く 恐し 

き へ 率て 行きて、 柴の 編みた る やうなる もの を、 高く 造りた るに さし §e きて、 さかし 
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三 五 四 


面 興し. I 名^ を 


〇 此話は 欽明天 

91 六 年の 膳臣巴 

提 便の 事 を設傳 


遲く歸 りければ 

1 歸 りの 遲かリ 

ければ と W ふに 

同 c、 此 語法 枕 

^紙に も见ゅ 


り。 さて この 男 をば、 猶惜み 留めて いた はり けれど、 妻子 を戀 ひて 筑紫 にかへ りて、 宗 

行が 許に 行きて、 その. £ を 語りければ、 日本の 面 興した る # なりと て、 勘 當も究 してけ 

り。 多くの 物 ども 祿 に 得たり ける を、 宗行 にも 取らす。 多くの 商人 ども、 新羅の 人の い 

ふ を 間き て 語りければ、 筑 紫に もこの 國の 人の 兵 は、 いみ じき ものに ぞ しける とか。 

遣唐使の 子 虎に 食 はる.^ 事 

今 は 昔、 遣唐使に て 唐土に 渡りけ る 人の、 十ば かりなる 子 をえ 見で ある まじ かりければ、 

具して 渡りぬ。 さて 過し ける 程に、 雪の いと 高く 降りたり ける 日、 歩行 もせで 居たり け 

ち- * 一い  あし 

るに、 この 兒の 遊に 出で て往 ぬるが、 遲く歸 りければ * 怪しと おも ひ 出で て 見れば、 足 

跡 後の方から 踏みて 行きた るに そ ひて、 大 なる 犬の 足跡 ありて、 それより 此兒の 足跡 見 

えす。 山 ざまに 行きた る を见て • これ は 虎の 食 ひていき けるな めり と 思 ふに、 せん 方 

なく 悲しくて、 大刀 を拔 きて、 足跡 を 尋ねて 山の 方に 行きて 見れば、 岩屋の 口に、 二の 


みなが ち—皆 な 

がらに て 悉くの 


を 分け 行きて 見れば、 誠に 虎 ふしたり。 尖 矢 を はけて、 片膝 を 立てて 居たり。 虎 人 • の 香 

を 嗅ぎて、 ついひら がりて、 猫の 鼠 窺 ふやう にて ある を、 3^ 矢 を は ゆて 音 もせで 居 たれば、 

虎 大口 を あきて 躍りて 男の 上に か i る を、 男 弓 を强く  W きて、 上に か- -る 折に、 やがて 

ぉミが ひ し u  うなじ  さかさま 

矢 を 放ち たれば、 頤の 下より 項に 七八寸 ばかり 尖 矢 を 射出し つ。 虎 倒に 伏して 仆れて あ 

かりま 

がくな、 雁 股 をつ が ひ 二た び 腹 を 射る。 二度ながら 土に 射つ けて、 遂に 殺して、 矢 を も 

拔 かで 國 府に歸 りて、 守に かう く 射殺し つるよし いふに、， >  感じの. - しりて、 多くの 人 

を 具して 虎の 許へ 行きて 見れば、 誠に 箭 みながら 射通されたり。 見る にいと いみ じ。 誠 

に 百 千の 虎 起り て かよる とも、 日本の 人 十 人ば かり 馬に て 押し 向 ひて 射ば、 虎 何事 を か 

きり  やじり 

せん、 この 國の人 は、 一 尺ば かりの 矢に、 錐の やうなる 鏃を すけて、 それに^^保を塗りて射れ 

ば、 遂に は その 恭の 故に 死 ぬれ ども、 忽に その 庭に 射 伏す る 事 はえせ す、 日本の 人 は、 我 

命 死なん を もつ ゅ惜 ます、 大 なる 矢に て 射れば、 その 庭に 射殺しつ、 猶 兵の 道 は、 日本 

の 人に は當 るべ くも あらす、 されば い よ いみ じう 恐し く覺 ゆる 國 なりと てお ぢ：^ 


卷 十 


三 五三 


宇治 拾 遣 物語  三 五 二  I  —一 

ば、 我 身の 生き 生かす は 知らす、 必 すかれ をば 射 取り 侍りなん と 申せば、 いみ じう か，.^ 

.5 こ  一 

よる こ"— 謝禮 こき 事 かな、 さらば，.： S- やか まへ て 射よ、 いみ じきょろ こび せんとい へば、 男 まう すゃラ *1 

さても 何 處に候 ふぞ、 人 をば いか やうに て盒ひ 侍る ぞと 申せば、 守の いはく、 如何な 

.  折に か あるらん、 國府の 中に 入り 來て、 人 一人 を 頭 を 食 ひて、 肩に うちかけて 去るな りと ^ 

この 男 す や、 ス さても 如何にして か 食 ひ 候 ふと 問へば、 人の いふ やう、 虎 はま づ 人.^ 

食 はんとて は、 猫の 鼠 を 窺 ふやう に ひれふして、 暫 しばかり ありて 大口 を あきて 飛び か) 一 

かり、 頭を盒 ひて 肩に うち 掛けて 走り去る とい ふ 。とても かくても さばれ、 一矢 射て ニノ 

ありさ ころ  の  .-^ 一 

一一 一十 そは盒 はれ 侍らめ、 その 虎の 在所 を敎 へよ といへば、 これより 西に- 三十 四 町 返き て 崖 

午餘町 の 畠 あり、 それになん ふすな る、 人 恐ぢて あへ て その 邊に 行かす とい ふ 。おのれ 唯 知 一 

り 待ら すと も， そなた を さして 罷 らんと いひて、 調度 負 ひて 往ぬ。 新羅の 人々、 日本の 

人 はは かなし、 虎に 食 はれなん と 集りて 誹りけ り。 かくて 此男 は、 虎の 在所 問 ひ 聞きて、 一 

行きて 見れば、 誠に 麻の 畠 はる ぐと 生 ひわたりたり。 麻の 長 四 尺ば かりなり。 その. s.^ 
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三 五 〇 


きんか 21 金 海 

なる ペレ、 接© 


も豐 に、 後世 は 善き 所に 生れなん とい ふ。 この 人 誠の 心と はいか r と 問へば、 佾の 曰く、 

誠の 心 を 起す とい ふ は 他の 事に あらす、 佛法を 信す るな りと いふに、 又 問 ひてい はく、 そ 

れ はいかに、 懺に 承りて、 心 を 得て 頼み 思 ひて、 二な く 信 をな し 頼み 申さん、 承 はるべ 

しとい へば、 佾の いはく、 我心 はこれ 佛 なり， 我心 を 離れて は佛 なしと， しかれば 我心の 

裏に 佛は いますな りと いへば、 手 を 指り て： a くく 拜 みて、 それより この 事 を 心に かけ 

て、 夜晝思 ひければ、 梵釋 諸天來 たりて 護り 給 ひければ， はから ざるに 寶 出で 來て， 家 

の内豐 になり ぬ。 命 を はるに、 いよく 心佛を 念じ 入りて、 淨 土に 速に 參 りて けり。 こ 

の 事 を 聞き 見る 人、 尊み あはれ みける となん。 

宗 行の 郎等 虎 を 射る 事 

今 は 昔、 爱 岐守宗 行が 郞等 を、 はかなき 事に よりて 主の 殺さん としければ、 小舟に 乘り 

て 逃け て、 新羅 國へ 渡りて 隱れて 居たり ける 程に、 新羅の きんかいと いふ 所の、 いみ じ 


〇tt 話 後 ：5ffiE 都 

弘傳 の^に もと 


邊州 ー 邊 土の 意 


鄭 大尉の 事 

今 は 昔、 親に 孝す る 者 ありけ り。 朝夕に 木 を こりて 親 を 養 ふ。 孝養の 心 空に 知られぬ。 

梶も なき 船に 乘 りて 向 ひの 島に 行く に、 朝に は 南の 風 吹きて 北の 島に 吹きつけつ。 夕に 

は 船に 木 を こりて 入れて 居 たれば、 北の 風 吹きて 家に 吹きつけつ。 かくの 如くす る ほど 

に 年 比に なりて、 お ほやけ に閒 しめして、 大臣に なして 召し使 はる。 その 名を鄭 大尉と 

ぞい ひける。 

貧俗觀 じて 佛性を 富める 事 

今 は 昔、 唐土の 邊 州に 一人の 男 あり、 家 貧しく して 財な し、 妻子 を 養 ふに 力なし、 覓 むれ 

ども 得る ことなし。 かくて 年月 を ふ、 思 ひ 侘びて、 或 佾に逢 ひて、 財 を 得べき こと を 問 

ふ。 智惠 ある 佾 にて 答 ふるやう、 汝財を 得ん と 思 は. r、 唯 誠の 心 を 起すべし、 さら ぱ財 


卷 十二 


三 四 九 
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三 四 八 


すくよ か^ |ず 

かずかと 


〇 今昔 十、 孔子 

道行 値 童子 問 申 

語麥照 


所 狭く 候 ふなり、 いか r 仕 ふべ からん と 中せば、 それ はいとく 異樣の 事な り、 故 大臣の 

子孫の 我に 取らせ たれば、 住む にこ そ あれ、 わが 押し 取りて 居たら ば こそ あらめ、 禮も 

知らす いかに かくは 怨 むる ぞと、 高 やかに 仰せられければ、 かい 消つ やうに 失せぬ。 そ 

の をり の 人々、 猶帝 ははた ことにお はします 者な り， た r の 人 は その 大臣に 逢 ひて." さ 

やうに すくよ かに は 言 ひてん やと ぞ云 ひける。 

八歲童 孔子と 問答の 事 

もろこし こうし 

今 は 昔， 唐土に 孔子 道 を 行きた まふに、 八つば かりなる 童 逢 ひぬ。 孔子に 問 ひ 申す やう 

日の 入る 所と 洛 陽と いづれ か 遠き と 。孔子 答へ 給 ふやう、 日の 入る 所 は 遠し、 洛陽は 近 

し。 童の まう す やう、 日の出で 入る 所 は 見 ゆ、 洛陽 はま だ 見す、 されば 日の出 づる所 は 

近し、 洛陽は 遠し と 思 ふと. & しければ、 孔子 賢き 童な りと 感じ 給 ひける。 孔子に はかく 

物 問 ひかくる 入 もな きに、 かく 問 ひける は、 凡 者に は あらぬな りけ りと ぞ 人い ひける。 
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してけ り。 さて 其 所より 行く 方 もなくて 失せに けり。 在所 も 知らすな りに ける とか- 


〇 今昔 一 一 十四， 

土佐守紀貢^^子 

死 請 和歌 語參照 


貫 之うた の 事 

今は昔、貫之が土^£{寸になりて、下りてぁりける程に、 任 はての 年 七つ 八つば かりの 子の、 

え もい はす を かしけ なる. を、 限な く 悲しう しける が、 とかく 煩 ひて 失せに ければ， 泣き 

つき n ろ 

惑 ひて 病つ くばり 思 ひこが る. - 程に、 月 比に なり ぬれば、 かくての みあるべき ことか は、 

ち- M 

上りなん と 思 ふに、 兒 のこ i にて、 何と ありし はやな ど 思 ひ 出 でられて， いみ じう 悲し 

かりければ、 柱に 書きつ けけ る。 

都 へ と 思 ふに つけて かなしき はか へ らぬ人 の あれば なりけ り 

と 書きつ けたり ける 歌なん、 今まで ありけ る。 


東 人うた の 事 


3 ち はら へ ども 

1 活本 「うち，！ 

るへ ども」 と あ 


簿 色の 衣 ー 紅の 

揮き 色した る 衣 

か h わぐ みて I 

わがね 折りて 


はだかなる 我 身に か- -る 白雪 は うちはら へ ども 消えせ ざり けり 

と 詠みければ、 守い み じく 譽 めて、 著たり ける 衣 をぬ ぎて 取らす。 北の方 も あはれ がり 

て、 薄色の 衣の いみ じう 香し きを 取らせた りければ、 二つながら 取りて、 かいわぐ みて 

脇に 挾みて 立ち去りぬ。 侍に 行き たれば、 居な みたる 侍 ども 見て、 驚き 怪しが りて 問 ひ 

ける に、 かくと 聞 きて あさまし がりけ り。 さて この 侍、 その後 見え ざり ければ、 あやしが 

りて 守 尋ねさせければ， 北山に 尊き 聖 ありけ り。 其 所へ 行きて、 この 得た る 衣 を 二つな 

がら 取らせて 言 ひける やう、 年 まかり 老いぬ る 身の 不幸、 年を逐 ひて まさる、 この 生の 

こと は 益 もな き 身に 候 ふめり、 後生 を だに いかでと おほえて、 法師に まかりな らんと 思 

ひ 侍れ ど、 戒の師 に 奉るべき 物 候 はねば、 今に 過し 候 ひつる に、 かく 思 ひかけ ぬ 物 を 賜 

ひたれば、 限な く うれしく 思 ひ 給へ て、 これ を 布施に まゐら するな りと て， 法師に なさ 

せ 袷へ と、 淚 にむ せかへ りて 泣く くい ひければ、 聖 いみ じうた ふとが りて、 法師に ぶ 
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季 直少將 —大和 

物語 第 百 n 一段^ 

は 季繩と あり 


梅し くぞ S 

新 古 < 

出づ 


隙 題 I 物の 名 を 

欲の 中 はかくし 

てよ める を h ふ 


詈り笑 ひければ 逃け 去りに けり。 その後 は 行きが たも 知らす、 長く 失せに けりと なん。 

季 直少將 歌の 事 

今 は 昔， 季 直少將 とい ふ 人 ありけ り。 病つ きて 後 少しお こたり て、 內 裏に 參 りたり けり。 

公忠 辨の掃 部 助に て、 藏人 なりけ る ころの 事な り。 みだり 心地、 まだよ くもお こたり 侍ら 

ね ども、 心 もとなくて 參り 侍りつ る、 後 は 知らね ども かくまで 侍れば、 明後日ば かりに 

又參り 侍らん、 よきに 申させ 給へ とて まかり 出で ぬ。 三日ば かり ありて、 少將の 許より、 

悔しく ぞ 後に 逢 はんとち ぎりけ る 今日 を かぎりと 言 はまし もの を 

さて その 日う せに けり。 あはれ なる 事の さまな り。 

樵 夫の 小童 隱 題の 歌よ む 事 

かくしだい  きょ、.'  ひちりき  , 

今 は 昔、 隱題 をい み じく 興ぜ させ 給 ひける 帝の、 蓽篥 をよ ませられけ るに、 人々 わろ く 
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三 四 二 


0 今昔 二十 八、 


帝 —文德 帝なる 

ペレ、 C の 話 は 

文 徳資錄 卷六齊 

街 元年 七月の 條 

にも ぁジ 


り けれ、 今の 世に いかで か i る 貴人 あり けんとて、 ， 召し出して 佾 正まで なし あゆ させ 給 

ひけり。 上の 醍翻 はこの 佾 正の 建立な り。 

穀斷の 疆 不實露 顯の事 . 

昔、 久しく 行 ふ 上人 ありけ り。 五穀 を斷 ちて 年 比に なりぬ。 帝閒 召して 神泉苑 にあがめ 

すゑて 殊に 尊み たま ふ、 木の 紫 をのみ 盒 ひける。 物 笑す る 若 公達 あつまりて、 この 聖の 

心 見ん とて 行き 向 ひて 見る に、 いと 尊 ゆに 見 ゆれば、 穀斷 幾年ば かりにな り 給 ふと 問 は 

れ ければ、 若き より 斷ち 侍れば、 五十 餘 年に 罷りな りぬ とい ふ を 聞きて、 一人の 殿上人 

のい はく、 穀 斷の屎 はいか やうに か あるらん、 例の 人に は變 りたる らん、 いで 行きて 見 

ん といへば、 二三 人 連れて行きて 見れば、 穀屎を 多く ひりお きたり。 あやしと 思 ひて、 

上人の 出で たる 隙に、 居た る 下 を 見ん とい ひて、 疊の下 を 引き あけて 見れば、 土 を 少し 瓶 

りて， 布袋に 米 を 入れて 匿き たり。 公達 見て、 手を叩きて、 穀糞聖 くと よば はりて、 


行ォ しなし、 さりながら 衆 中に て かく 言 ふ 事 を、 何とも 答へ ざらん も 口惜しと 思 ひて、 かれ A 

ま はだか  た ふさき  一 

がえ すま じき 事 を 思 ひ 通らして いふ やう、 賀茂 祭の 日、 義棵 にて 镩ば かり をして、 千 

太刀に 佩きて、 痩せた る 女 牛に 乗りて、 一條 大路 を大宮 より 河原まで、 我 は 東大寺の 聖ー 

寶 なりと 高く 名のりて 渡り 給へ、 しからば この 裨 寺の 大衆より 下部に 至る まで、 大佾靈 

かたく * ちが ふ ひかんと いふ。 心中に さりと もせ じと 思 ひければ、 かたく あらが ふ。 聖寶 大衆 皆 催し 集 一 

めて、 大佛の 御前に て、 打ちて 佛に 申して 去りぬ。 その 期 近くな りて、 一條 富 小路に 一 

しまらく  1 

桟敷う ちて、 聖寶が 渡らん 見ん とて 大衆 皆 集りぬ、 上座 も ありけ り。 暂間 ありて、 大港ー 

の 見物の 者 ども 夥しく のよ しる、) 何事 か あらんと 思 ひて、 頭 さし 出して 西の方 を 見やれ 一 

ば、 此 牛に 乗りた る 法師の 棵體 なろ が、 S 【千 鮭 を 太刀に 佩きて、 牛の 尻 を はたく と 打ち 一 

わら はべ  ム 

て、 尻に 百 千の 童つ きて、 東大寺の 聖寶 こそ 上座と あらが ひして わたれと 高く いひけ り 0ー 

その 年の 祭に は K これ を せんにて ぞ ありけ ろ。 さて 大衆お のく 寺に かへ りて、 上座に 一 

大僧供 ひかせたり けり。 この 事 帝 聞 召して、 聖寶は 我 身を棄 てて 人 を 導く ものに こそ あ „ 
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一ん-つお， ^ 

{: た；」)， 了  _  -I 

： :&^Kュマyぉぉ 

S カズん や 一人？！；： 

?3!^ーュ^3;?子太 

ッ」 さ ァ 父 

野 王 男 也」 と 兄 

えたる 人な c 

上座— 憎の 役！^ 

倣 供 If に 供 


痢 病の みっか まつれば、 參る まじく 候 ひつる を、 わざと 召し 候 ひつれば、 あ ひ 構へ て 候 

すのこ 

ひつる、 堪へ 難くな りて 候へば、 急ぎ 罷り出で 候 ふなり とて 出で ざまに， 西の 對の簀 子に 

つ い 居て 尻 を か けて， I の 口より 水 を 出す や うに、 ひり ちらす 音 高く、 臭き 事 かぎりな 

し。 S: 前まで 間 ゆ。 若き 殿上人、 i 笑 ひ詈る ことおび た、. -し。 佾達 は、 かよる 物 狂 をめ した 

る 事と 讓り 申しけ り。 かやう に 事に 解れて、 物 狂 ひに わざと ふるま ひけれ ど、 それにつ 

けても、 尊き おほえ はいよ^^ まさりけ り 0 


聖寶 僧正 大路 を わたる 事 

昔 東大寺に、 上座 法師の いみ じく 樂 しき ありけ り。 露ば かり も 人に 物與 ふる 事 をせ す、 

樫 貪に 罪深く 見えければ、 その 時聖寶 僧正の 若き 佾に てお はしける が、 此 上座の 物 惜む罪 

の あさまし きに とて、 わざと 諍 論 をせられ けり。 御 房 何事した らんに、 大衆に 佾供 ひか 

んと いひければ、 上座お も ふやう、 物 あらが ひしても し 負けた らんに、 僧 供 ひかん もよ 


穢き物 I 陰 i& を 

w ふ 


目 口 はたかり て 

11 呆れて 目 口 を 

開く 


なし 奉らめ とて 參り けり。 弟子 ども この 御 使 を 噴り て、 打ち 給 ひな どや せんす らんと 思 

ふに、 思の 外に 心 やすく 參り 給へば、 ありがたき 事に 思 ひ あへ り。 かくて 宫に參 りたる 

よし 申しければ、 喜びて 召し入れ 給 ひて、 尼に なり 給 ふに， 上達部、 佾 ども 多く 參り 集り、 

內 裏より 御 使な ど參 りたる に、 この 上人 は 目 は 恐し ゆなる が、 體も尊 ゆながら 煩 はしゅ 

になん おはしけ る。 さて 御前に 召し入れて、 御 几帳の もとに 參 りて、 出家の 作法して、 め 

でた く 長き 御 髮を搔 き 出して、 この 上人に はさま せらる。 御簾の 內に 女房 達見て、 泣く 事 

かぎりなし 。剪み はてて 出で なんとす る 時、 上人 高聲 にい ふやう、 增賀 をし も あながち 

きたな 

に 召す は 何事 ぞ、 心得られ 候 はす、 若し 穢き 物を大 なりと 閗 召した るか、 人のより は大 

ねり VJ ね 

きに 候へ ども， 今 は 練 衣の やうに くた くと なりたる もの をと 言 ふに、 御簾の 內 近く 候 

ふ 女房 達、 外に は 公卿、 殿上人、 僭 達、 これ を閒 くに あさましく、 目 口 はたかり てお ほ 

ゆ。 宮の御 心地 も 更なり、 尊 さも 皆 失せて、 各 身より 汗 あえて 我に も あらぬ 心地す。 さ 

て 上人 まかり 出で なんとて、 袖 かき あはせ て， 年 まかりよ りて 風 重くな りて、 今 は 唯 
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f ^より 黑煙を W 

して I 扦を 流し 

て 頭上より 蒸氣 

の^?1ち上るを甚 

しく 形容せ るな 


〇 今昔 十九、 一一 一 

條太 皇太后 宮出 

家 語 及， ひ 續本靱 


三條 皇太后 I 東 

三條院 a 子、 一 

條院の 母后 


見る。 その 時 僧正 頂より 黑煙を 出して 加持し 給 ふに、 暫間 ありて 曲れ る臂 はたと 鳴りて 

伸びぬ、 卽ち 右の 臂の 如くに 伸びたり。 上人 淚を墮 して 三度 禮拜 す、 見る 人 皆の よめき 

あるひ 

感じ、 或は 泣きけ り 0 その 日 上人、 供に 若き 聖 三人 具したり。 一人 は繩を 取り 集む る聖 

なり、 道に 落ちた る 古き 繩を拾 ひて， 壁土に 加へ て 古堂の ^ れ たる 壁 を 塗る 事 をす。 一 

人 は 瓜の 皮 を 取り集めて、 水に 洗 ひて 獄 衆に 與 へけ り。 一人 は 反古の 落ち 散りた る を 拾 

ひ 集めて、 紙に すきて 經を 書き 寫し 奉る。 その 反古の 聖を、 臂 直りた る 布施に 僧正に 奉 

りければ、 喜びて 弟子に なして 義觀と 名 づけ 給 ふ、 ありが たかりけ る 事な り。 

增賀 上人 三 條の宫 に參. ^振舞の 事 

た ふの みね  きび 

昔多武 峰に 4^ 賀 上人と て 尊き 聖 おはしけ り、 極めて 心た けう 嚴 しくお はしけり。 偏に 名 

利 を 厭 ひて、 頗る 物ぐ る はしく なん わざと ふるま ひ 給 ひける。 三 條皇太 55 の宮 尼に なら 

せ 給 はんとて、 戒師 のために 召しに 遣 はされ ければ、 尤も 尊き， となり、 ^？賀， ：！ そ は 誠に 


餘 Is 佾正 ー 元亨 

釋書に 「筑州 早 

良人 也、 慶元歸 

不動 零 S ご と 

あり. てこ の 話 出 

.y たり 

1 條 大臣. 1 1 條 


然もば 資經 なり 

天皇の 御子 ー 仁 

明 天皇の 御 孫 常 

康 親王の 御子な 


犬なる 淚を はらく と墮 して、 泣く 事 かぎりなし。 その 時覺 めて、 御 心地い とさわ やか 

に殘 りなく よくな り 給 ひぬ。 かへ すぐ 後世まで 契りて 歸り給 ひぬ。 それより ぞ 5? 靴の 

名 は 高く ひろまり ける とか。 

空 也 上人の 臂 觀音院 僧正 祈 b なほす 事 

昔、 空 也 上人 申すべき 事 ありて、 一條 大臣 殿に 參 りて、 藏人 所に の ほりて 居たり。 餘慶僭 

正 又 參會し 給 ふ。 物語な どし 給 ふ ほどに、 佾正 のの 給 ふ、 その 臂 はいかに して 折り 給へ 

る ぞと。 上人の いはく、 我 母物ね たみして、 幼少の 時、 片手 を 取りて 投け 侍りし 程に 折 

りて 侍る とぞ 聞き 侍りし、 幼稚の 時の 事なら ば覺ぇ 侍らす、 かしこく 左に て 侍る、 右手 

折り 侍ら まし かばと いふ 。佾 正の 給 ふ、 其 許 は 貴き 上人に てお はす、 天皇の 御子と こそ 

人 は 申せ、 いと 辱け なし、 御臂 誠に 祈り 直し 申さん はいかに。 上人い ふ、 尤も 喜び 侍る 

べし、 實に ふとく 侍りなん、 この 加持し 給へ とて 近く 寄れば、 殿中の 人々 築り てこれ を， 


卷 


一二三 七 


r 京の 西に 神明 

と 5 ふ 山寺」 と 

荒见 川—^ 屋川 


名 


-堪 へ 忍 


，ひて 

蒜 を 食 ひ 侍り I 

蒜 は 風 を 治す る 

もの なれば 食 ふ 

なり、 され どこ 

れを 食へ ば 口臭 

き 故に 人 は 逢 は 

&事： g 頃の 風俗 


壽量品 I 法 華經 

第 六 卷の始 にあ 


に歡實 とい ふ持經 者なん、 瘡病は 能く 祈り 落し 給 ふと 申す 人 ありければ、 この 持經 者に 祈 

らせんと て 行き 給 ふに、 荒 見 川の ほどに て 早う おこり 給 ひぬ。. 寺 は 近くな りければ、 こ 

れ より 歸 るべき やうな しとて、 念じて 神 名に おはして、 房の 簷に車 を 寄せて 案內 をい ひ 

人れ 給 ふに、〕 近頃 蒜 を 食 ひ 侍りと 中す。 しかれ ども 唯 上人 を 見 奉らん、 只今 罷り 歸る事 

かな ひ 侍ら じと ありければ、 さらば はや 入り 給へ とて、 房の 節お ろし 立てた ろ を 取りて、 

新しき 筵 敷きて、 入り 給 へ と. E. しければ 入り 給 ひぬ。 持經者 沐浴して、 とば かり ありて 出 

たけ 

であ ひぬ。 長 高き 懵の瘦 せ さらば ひて、 見る にた ふと ゆなり。 佾 申す やう、 風 重く 侍る に、 

醫師の 申す に隨 ひて SI を 食 ひて 候 ふなり、 それに かやう にお はし まし 候へば、 いかで か は 

とて 參 りて 候 ふなり、 法 華 經は淨 不淨を 嫌 はぬ 經に てまし ませば 讀み 奉らん、 なで ふこ 

とか 候 はんとて、 念珠 を 押し 摺 りて、 側へ 寄り 來 たる 程 尤も たのもし。 御 頸に 手 を 入れ 

て 我 膝 を 枕 にせさせ 申して、 壽量品 をう ち 出して 讀む聲 はいと た ふとし。 さばかり 尊き 

事 も ありけ りと お ほ ゆ。 少しし わがれ て、 高 聲 によむ 聲誠 にあ はれな り。 持經 者、 目より 


1 憎の 頭 を さす 


〇 今昔 十二、  ； t 

名 審寶持 經者語 

參照 

閑院 大臣？ 公 

季を さす、 註の 

冬 嗣は設 也 

神 名 1 今昔に は 


きて 泣く 事お びた ぐし。 陰陽師の いはく， 仰せら るよ 事 もと も 道理な り、 世の 過ぎが た， 

ければ、 さりと て はとて かくの 如く 仕るな り、 しからす は 何 わざ をして か は、 妻子 をば 

養 ひ 我 命 を も續ぎ 侍らん、 道心なければ 上人に もなら す、 法師の かたちに 侍れ ど、 俗人 

なら ひ 

の 如く なれば、 後世の 事い か、. -と 悲しく 侍れ ど、 世の 習慣に て 侍れば、 かやう に 侍るな り 

とい ふ。 上人の いふ やう、 それ はさ も あれ、 いか r 三世 如来の 御 首に 冠 をば 著 給 ふ、 不 

幸に 堪へ すして かやう の 事し 給 は 堂 造らん 料に 勸 進し 集めた る 物 ども を， 汝 になん 

與 へん、 一人 菩提に 進 むれば、 堂 寺 造る に 勝りた る功德 なりと いひて、 弟子 ども を 遣し 

て 材木 取らん とて、 勸 進し 集めた る もの を、 皆 運び 寄せて この 陰陽師に 取らせつ、 さて 

我 身 は 京に 上り 給 ひに けり。 

持 經者叙 實効驗 の 事 

昔、 閑院 大臣 殿 I 三位 中將 にお はしける 時、 瘧病を 重く 煩 ひ 給 ひける が、 神 名と いふ 所 


卷 十二 


三 三 五 


宇治 拾遺 物語 


三 三 四 


〇 今昔 十九， 內 

i 滋保胤 出家 

語 85- 照 

內記上 入 I 內記 


名、 中務 《 は 犬 

内 記少內 記ぁリ 

法師 陰陽師. —佾 

體 にて 陰陽師な 

る もの 

祓戶の 神- |霈 箄 

の 御 锲の時 生成 

せ S 神 


ましと 感じの A... しりけ り。. 

内 記 上人 法師 陰陽師の 紙 冠 を 破る 事 

內記 上人 寂 心と いふ 人 ありけ り、 道心 堅固の 人な り。 堂 を 造り 塔 を 建つ る、 最上の 善根 

なりと て勸 進せられ けり。 材木 をば 播磨國 に 行きて 取 もれけ り。 こよに 法師 陰陽師、 紙 

冠 を 著て 駿 する を 見つけて、 あわてて 馬より おりて 走り 寄りて， 何事し 給 ふ 御 房 ぞと問 

はらへ さ か A たち 

へば、 酸し 候 ふなり とい ふ。 何し に 紙 冠 をば したる ぞと 問へば、 驗戶の 神 等 は 法師 をば 

忌み 給へば、 驗 する ほどし ばらく して 侍るな りと いふに、 上人 聲を あゆ 大に 泣きて， 陰 

陽師に 取り かよれば、 陰陽師 心得す 仰天して、 祓を しさして、 これ は 如何にと いふ、 祓せ 

さする 人 も あきれて 居たり 0 上人 冠 を 取りて、 引き 破りて 泣く 事 限な し 。いかに 知りて、 

御 房は佛 弟子と なりて、 藏戶の 神 等 悪み 給 ふとい ひて、 如来の 忌み 給 ふ 事 を 破りて、 暂し 

む ：t んぢ -ビく ひふ 

も 無間地獄の 業 をば 作り 給 ふぞ、 誠に 悲しき ことなり、 唯 寂 心 を 殺せと いひて、 取りつ，. 


職人— 法 會の時 

は 雜事を 取扱 ふ 

役人 


小 綱一 佾の職 < 

力 


慈惠 僧正 受戒の 日 を 延引の 事 

慈惠 僧正 良 源、 I 谓ーヨ き 1^5^^ 滅 座主の 時、 受戒 行 ふべき 定日 例の 如く 催し 設けて、 座 

主 出仕 を 相 待つ 所に、 途中より 俄に 歸り 給へば、 供の 者 ども、 こ はいかに と 心得難く 思 

しゅ しょしき じん  さはり 

ひけり 0 衆徒 諸 職人 も、 これほど 大事の 日の 定まりた る 事 を、 今と なりて さした る 障 も 

なきに、 延引せ しめ 給 ふ 事し かるべ からすと、 謗す る 事 かぎりなし。 諸國 の沙彌 等まで 

悉く 參り 集りて、 受戒すべき よし 思 ひ 居た る 所に、 橫 川の 小 綱 を 使に て、 今日の 受戒 は 

延引な り、 重ねた る 催しに 隨 ひて 行 はるべき 也と、 仰せ 下しければ、 何事に よりて 留め 

給 ふ ぞと問 ふ。 使 またく その 故 を 知らす、 唯 早く 走り 向 ひて、 このよし を. & せとば かり 

の 給 ひつる ぞと いふ。 あつまれる 人々、 各 心得す 思 ひて 皆 退散し ぬ。 か i る ほどに、 未 

の 時ば かりに 大風 吹きて、 南門 俄に 倒れぬ、 その 時人々， この 事 あるべし とかね て 悟り 

そこ ほく 

て、 延引せられ ける と 思 ひ 合せけ り。 受戒 行 はれまし かば、 若干の 人々 皆う ち 殺されな 


卷 


宇治 拾遺 物語 


瓶 水 をう つす 如 


-2 語 あり、 

-れ^ よれるな 


たり、 このよし 申すべき よしの 給 ふ。 御 弟子 龍樹 に. & しければ、 小箱に 水 を 入れて 出さ 

る。 提婆 心得 給 ひて、 衣の 襟より 針 を 一 つ 取り出して、 この 水に 入れて 返し 奉る。 これ 

を 見て 龍 樹大に 驚きて、 早く 入れ 奉れと て、 房中 を 掃ひ淸 めて 入れ 奉り 給 ふ。 御 弟子 怪 

の る ほ 

み 思 ふやう、 水 を 與へ給 ふこと は、 遠國 より 遙々 と來 給へば 疲れ 給 ふらん、 喉 潤さん た 

めと 心得 たれば、 この 人 針 を 入れて 返し 給 ふに、 大師 驚き 給 ひて、 敬 ひ 給 ふ 事 心得ざる 

ことかな と 思 ひて、 後に 大師に 問 ひ 申しければ、 答へ 給 ふやう、 水を與 へつ る は、 我智 

惠は 小箱の 內の 水の ごとし、 しかるに 汝萬里 を 凌ぎて 来たる、 智惠を 浮べよ とて 水を與 

へつ るな り、 上人 そらに その 心 を 知りて、 針 を 水に 入れて 返す 事 は， 我 針ば かりの 智惠 

を 以て、 汝が 大海の 底 を 極めん となり、 汝等年 來隨逐 すれ ども、 この 心 を 知らす して こ 

れを問 ふ、 上人 は 始めて 来たれ ども 我心 を 知る、 これ 智惠の あると 無き となり 云々。 卽 

ち 瓶 水 をう つす 如く、 法文 を 習 ひ 偉へ 給 ひて、 中 天竺に 還り 給 ひけり となん。 


宇治 拾遺 物語 


三 三 0 


證果 ー 佛 果を設 

得する を" ふ 


〇 今昔 四， 馥樹 

提^ 二 菩薩 傳法 

語 g 照 


る 憎 失せぬ。 見れば 义 出で 來ぬ。 されば こそと 思 ひて、 圍赛の 外 他事な しとうけ 袷 はる 

に、 證果の 上人に こそお はしけれ、. その 故 を 問 ひ 奉らん との 給 ふに、 老憎 答へ ていはく， 

さしでろ 

年 比 この 事より 外 は 他事な し、 但し 黑 勝つ 時. は 我煩惱 勝ちぬ とかな しみ、 お 勝つ 時は菩 

提 勝ちぬ とよろ こぶ、. 打つ に隨 ひて 煩惱. の 黑を失 ひ、 菩提の 白の 勝たん 事 を 思 ふ， この 

功德 によりて、 證果の 身と なり 侍るな りと いふ。 和尙房 を 出で て 他佾に 語り 給 ひけれ 

ば、 年 比に くみい やしみ つる 人々、 後悔して 皆 尊み けりと なん。 

提婆 菩薩 寵樹 菩薩 の 許に 參る事 

さ 、てん Xt 'く り、 じゅ W さつ  じんしん  だい は ぼ さつ 

昔、 天竺に 龍樹 『咅 薩と S す 上人 まします。 智惠甚 深な り。 又 中 天竺に 提婆 菩薩と 巾す 

上人、 龍樹 の智惠 深き 由 を 聞き 給 ひて、 西 天竺に 行き 向 ひて、 門外に 立ちて 案內を 申さ 

ん とし 給 ふ 所に、 御 弟子 外より 來給 ひて、 如何なる 人に てまし ます ぞと問 ふ。 提婆 菩薩 

はる， 5.^ 

答へ 給 ふやう、 大師の 智惠 深く まします よし 承りて、 嶮難を 凌ぎて 中 天竺より 遙々 參り 


〇 今昔 十二、 天 

竺 re 樓摩 和尚 行 


宇治 拾 遣 物語 卷第 十一 一 

達磨 天竺の 僧 行 を 見る 事 

だるまく わしゃ、 フ 

昔 天竺に 一 寺 あり、 住佾 尤も 多し。 達磨 和尙 この 寺に 入りて、 佾 どもの 行 ひ を 伺 ひ 見 給 

ふに、 或 房に は 念佛し 經を讀 みさ まぐ に 行 ふ。 或 房 を 見 給 ふに、 八 九十ば かりなる 老佾 

の、 た r  二人 居て 碁 を 打ち、 佛も なく 經も 見えす。 唯 圍碁を 打つ 外 は 他事な し。 達磨 件 

の 房 を 出で て 他の 佾に問 ふに、 答へ ていはく • この 老佾 二人 若き より 圍基の 外 はする こ 

となし、 すべて 佛 法の 名 を だに 閒 かす、 仍 て寺佾 にくみ いやしみて 交會 する ことなし、 

空しく 佾供 をう く、 外道の 如く 思へ りと 云々。 和尙 これ を 聞きて、 定めて やう あらんと 

思 ひて、 この 老佾が 傍に 居て、 園 碁 打つ 有檨を 見れば、 一人 は 立てり、 一人 は 居りと 見 

るに、 忽然と して 失せぬ。 怪しく 思 ふ 程に、 立てる 佾は歸 り 居たり と 見る 程に、 又 居. 
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宇洽 拾遺 物語  11 一二 八 


も 3  く I 辣々 

はて、 少しば か 

りの 意 


きて、 希有の 事 をも閗 きつる かな、 明日 は 物へ 行かん と 思 ひつれ ども、 この 事 見て こそ 

何方も 行かめ と 思 ひて、 明くる やお そき と武藏 寺に 參 りて 見れ ども、 さるけ しき もな し。 

例より はな かく しづかに 人 も 見えす。 ある やう あらんと 思 ひて、 佛の 御前に 候 ひて、 

巳の 時 を 待ち 居た る 程に、 今暫 しあら ば 午の 時に なりなん す、 いかなる 事に かと、 思 ひ 

居た る 程に、 年 七十 餘り ばかりなる 翁の、 髮も充 ゆ て、 白き とてもお ろく ある 頭に、 袋 

の 烏帽子 を ひき 入れて、 もと もち ひさきが、 いと， r 腰 か r まりた るが、 杖に すがりて 步 

む 尻に 尼 立てり。 小く 黑き 桶に 何に か あるらん 物入れて ひきさけ たり。 御堂に 參 りて、 

男 は佛の 御前に て 額 二三 度ば かり 突きて、 木欒 子の 念珠の 大きに 長き 押し もみて 候へば、 

その もた る 小 桶 を 翁の 傍に 置きて、 御 房 呼び 奉らん とていぬ。 暫 しばかり あれば、 六 

十ば かりなる 惽參 りて、 佛拜み 奉りて、 何せん に 呼び 給 ふぞと 問へば、 今日明日 とも 知ら 

しらが 

ぬ 身に 罷りな りに たれば， この 白髪の 少し 殘 りたる を 剃りて、 御 弟子に ならん と 思 ふな 

りと いへば、 憎、 目お しすり て、 いとた ふとき 事 かな、 さらば 疾く くと て、 小 桶な り 

卷 十 一  三 二 七 


宇殆 拾遺 物語 


平 五大 夫 ー 平 致 

賴 

堅固 1:!^ 直 


〇 今昔 十九、 於， 

鎮 西武 藏寺翁 W 

家 語套照 

たう さか I 高 坂 

の該 か、 高 坂 は 

瞽： 後 大分 郡 は あ 


こよに 老者 一人 逢 ひ 奉りて 候 ひつらん、 致經 が父ギ 五大 夫に 候 ふ、 堅固の 田舍 人に て 子細 

を 知らす、 無禮を 現じ 候 ひつらん とい ふ。 致經 過ぎて 後、 されば こそと ぞ言 ひける とか。 

出家 功 德の事 

さい  ほこら 

これ も 今 は 昔、 筑 紫に たう さかの さへ とまう す 齋の神 まします。 その 祠に、 修行し ける 

佾の 宿りて 寢 たりけ る 夜 • 夜中ば かりに はなり ぬらん， V 思 ふ 程に、 馬の足 音 あまたして 

人の 過ぐ ると 聞く 程に、 齋 はまし ます かと 問 ふこ ゑす。 この 宿りた る佾 怪しと 聞く 程に、 

この 祠の C より 侍りと 答 ふなり。 又 あさましと 聞けば、 明日 武藏 寺に や 參り給 ふと 問 ふ 

なれば、 さも 侍らす、 何事の 侍る ぞ とこた ふ。 明日 武藏 寺に 新佛 出で 給 ふべ しとて、 梵天 

帝釋、 諸 天 龍神， 集り 給 ふと は 知り 給 はぬ かとい ふなれば、 さる 事 もえ 承ら ざり けり、 

うれしく 告：！ b 給へ るかな、 いかで か參ら では 侍らん、 必す參 らん するとい へば、 さらば 

明日の 巳の 時ば かりの 事な り、 必す參 り 給へ、 待ち 申さん とて 過ぎぬ。 この 佾 これ を 閗 
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身の ためにて こそ あり けれ、 敵の 子孫 は盡き はてぬ、 我 命 はき はまり もな し、 かねて こ 

の やう を 知ら まし かば、 か-る 怨 をば 殘さ r らまし と 言ひ績 けて、 淚を 流して 泣く 事 か 

ぎりな し。 その 間に 上より 炎 やうく 燃え 出で けり。 さで 山の 奧 ざまへ 歩み 入りけ り。 

さま 

さて 日 藏の君 あはれ と 思 ひて、 それが ために、 樣々 の 罪 減ぶべき 事 ども をし 給 ひける と 

ぞ。 

丹 後 守保昌 下向 の 時 致經が 父に 逢 ふ 事 

これ も 今 は 昔， 丹 後 守 保 昌國へ 下りけ る 時、 與 佐の 山に 白髪の 武士 一騎 逢 ひたり。 路の 

傍なる 木の下に うち 入りて 立ちたり ける を、 國 司の 郎等 ども、 この 翁な ど 馬より おり ざ 

るぞ、 奇怪な り、 咎めお ろすべし とい ふ。 こ- -に國 司の いはく、 一人 當 千の 馬の たて や 

うなり、 た r に は あらぬ 人ぞ、 咎む ベから すと、 制して うち 過ぐ る 程に、 三 町ば かり 行 

ひねつね もまた.  るし やく 

きて、 大 矢の 左 衞門尉 致經、 數 多の 兵 を 具して 逢へ り。 國 司會釋 する 間、 致經 がいはく：. 


卷 


三 二 五 


き; らぇ J 


1：： 


'ず ほ 


, 二 


丄 i 淸行 昔、 吉野 山の 日 蔵の 君、 吉 野の 奧に行 ひ ありき 給 ひける に、 5| 七 尺ば かりの 鬼、 身の 色 

レら. めき I 角,' は 紺青の 色に て、 髮は 火の 如くに 赤く、 頸 ほそく * 胸骨 は 殊に さし 出で ていら めき、 腹 ふ 

. くれて 脛 は 細く ありけ るが ノ 二の 行 人に 逢 ひて * 手を束ねて 泣く 事 限な し。 これ は 何 

事す る 鬼ぞと 問へば、 この 鬼淚 にむ せびながら 申す やう、 我 はこの 四 五 百年 を 過ぎての 

昔 人に て 候 ひしが、 人の ために 怨を殘 して、 今 はかよ る 鬼の 身と なりて 候 ふ、 さて その 

敵 をば、 思 ひの 如くに 取り殺し てき、 それが 子、 孫、 曾孫、 玄孫に 至る まで、 のこりな 

く 取り 段し はてて、 今 は 殺すべき もの なくなりぬ、 されば 猶 彼等が 生れ か はり ま.^ る 後 

まで も、 知りて 取 力 殺さん と 思 ひ 候 ふに、 次々 のうまれ 所 露 も 知らねば、 取り殺すべき 

しん .《 ほのほ 

やうな し、 瞋恚の 炎 は 同じ やうに 燃 ゆれ ども、 敵の 子孫 は絕ぇ はてたり。 我 一 人盡き 

せぬ 瞋恚の 炎に 燃え こがれて、 せん 方な き 苦 をのみ 受け 侍り， か >M る 心 を 起さ らまし 

かば、 極樂 天上に も 生れな まし、 殊に 怨を 留めて か-. る 身と なりて、 issllt の 苦を受 

けんとす る ことの、 せんかた なく 悲しく 候 ふ、 人の ために 怨を殘 す は、 しかしながら 我 

卷 十 一  三 ニー  11 


宇治 拾 遣 物！ r お 


が， 往生に は 刻限 ゃは定 むべき、 心得ぬ 事 かなと いふ。 とかくい ふ ほどに、 この 聖た ふさ 

きに て、 西に 向 ひて 川に ざぶ りと 入る 程に， 被なる 繩に足 を かけて、 づ ぶりと も 入らで 

はづ  さかさ *♦ 

ひしめ く 程に、 弟子の 聖外 したれば、 倒に 入りて ごぶく とする を、 男の 川へ おり 下り 

て， よく 見ん とて 立てる が、 この 聖の手 を 取りて 引き あゆたれば、 左右の 手して 顔 はら 

ひて、 く  i みたる 水 を 吐き 棄 てて、 この 引き 上 ゆた る 男に 向 ひて 手 をす りて、 廣大の 御 恩 

蒙り さ ぶら ひぬ， この 御 因、^ は極樂 にて. E. し 候 はんとい ひて、 陸へ 走りの ほる を、 そこら 

集りた る 者 ども， 童、 河原の 石 を 取りて、 まき かくる やうに 打つ。 裸體 なる 法師の 河原 

くだりに 走る を， 集 ひたる 者 ども 受け取りく 打ちければ， 頭 うちわられに けり。 この 

法師 にゃあり けん、 大和より 瓜 を 人の 許へ やりけ る 文の 表書に， 前の 入水の 上人と 書き 

たりけ ると か。 

日藏 上人 吉野 山に て 鬼に 逢 ふ 事 


雜役車 I 下賤の 

者の 乘 るべき 車 


うち まき— 散 米 


ま しかなる 1 

.S まだし にて、 

まだ 早し となり 


しあち 押し、 ひしめき 合 ひたり。 さて 旣に 其、 日の つとめて は 堂へ 入りて、 さきに さし 

りたる 僭 ども 多く 歩み 續 きたり。 尻に 雜役 車に、 この 佾は 紙の 衣装 裟 など 著て 乘 りたり。 

何とい ふに か脣 はたらく。 人に 目 も 見合せ すして 時々 大息 をぞ 放つ。 行く 道に 立ちな み 

たる 見物の 者 ども、 、つち まきを 霞の 降る やうに 投ゅ 散らす。 聖、 いかに かく 目鼻に 入る、 

堪へ 難し、 志 あらば 紙袋な どに 入れて、 我 居たり つる 所へ 送れと 時々 いふ。、 J れを無 下の 

もの は 手を摺 りて 拜む。 少しの 物の 心 ある 者 は、 など かう はこの 聖 はいふ ぞ、 只今 水に 入 

りなん する に、 祇陀 林へ やれ、 目鼻に 人る 堪 へがた しな ど、 いふ こそ 怪し けれな ど さよめ 

く 者 も あり。 さて やり もて 行きて、 七條の 末に 遣り出し たれば、 京より は 優りて、 入水の 

聖拜 まんと てノ 河原の 石よりも 多く 人 集 ひたり。 河 端へ 車 遣り 寄せて 立てれば、 聖 只今 

は 何時 ぞ とい ふ。 供なる 佾 ども.. &の くだりに なり 候 ひに たりと いふ。 性 生の 刻限に は 

まだし かなる は、 今少し くらせと いふ。 待ち かねて， 遠くより 來 たる 者 は歸 りな どして 

河原 人 すくなに なりぬ。 これ を 見 はてん と 思 ひたる 者は猶 立てり。 それが 中に 佾の ある. 1 


宇治 拾遺 物語 


三 二 〇 


し s々l  拙者 を 

討つべき 便宜 WSJ 

しと 思へ る 奴 原 

1 乂ち&  起 

ちたり 居たり 


にて 仕りたり けるな めり と 思 ひ 給 ふれば、 しゃ 頭 ども を 切って、 かくさぶ らふな りと、 

立ちぬ ゐぬ および を さしな ど 語り 居れば、 人々 さてく とい ひて 問 ひ 間けば、 いと *i 狂 

ふやう にして かたり 居る。 その 時に ぞ 人に ゅづ りえて、 面 ももた けられて 見け る。 けし 

き やしる からん と、 人 しれす 思 ひたり けれど、 われと 名のる ものの 出で 來た りければ、 そ 

れ にゅづ りて.： M みに しと、 老いて 後に 子どもに ぞ 語りけ る。 


百日 微法— 百 日 

間 法 華徵法 を誦 

する 也 

道 も 去り あへ ず 

I 道路 にたち 乙 

みて 


空 入水した る 僧の 事 

かつらが は  ぎ だ &んじ  せん1^^5 

これ も 今 は 昔、 桂 川に 身投 ゆん する 聖 とて、 ま づ祇陀 林 寺に して 百日 懺法行 ひければ、 

近き 遠き もの ども、 道 も 去り あへ す拜 みに 行きち がふ 女房 車な どひ まなし。 見れば 三十 

餘 りば かりなる 佾の、 細やかなる 目 を も 人に 見合せ す、 ねぶり 目に て 時々 阿 彌陀佛 を 申 

す。 その はざま は脣 ばかり 働く は、 念佛 なめり と 見 ゆ。 また 時々 そこに 息 を 放つ やうに 

して、 集 ひたる 者 どもの 顏を 見渡せば、 その 目に 見合 せんと 集 ひたる もの ども、 こちお 


心得られ &1 人 

人に 怪しく 思 は 

る-^ 

かづら ひ！^ 

を かけた る 如く 

化え 茂れる 鬚 

il 原本 「鞘 

つか」 と あり、 今 

昔 はより て 

む、 逆 ® は 猪の 

毛の 逆 1^1 てる を 


へ くらべ ョマ 

1 合 競 の 意 5i 

て、 11 爭 して 勝 

つ 也 

なに. かし を 便な 


ざらん もまた 心得られぬ さま なれば、 しぶく にいぬ。 車に 乘 りこ ほれて、 遣り 寄せて 

見れば、 いまだ ともかくもし なさで 置きたり ける に、 年 四十 餘り ばかりなる 男の かづら ひ 

あ を  きね かざみ  さら 

ゆなる が、 無紋の 袴に 紺の あら ひさら しの 襖に、 山吹の 衣の 汗衫、 よく 晒された る 著た 

るが、 猪の 逆 頰の後 鞘した る 太刀 佩きて、 猿の 皮の 足袋に 沓 はきな して、 わき を かきお 

よび を さして、 右 向 左 向 物言 ふ 男 立てり。 何 男に かと 見る ほどに、 雜 色の 寄り 来て、 あ 


の 男の 盗人 敵に 逢 ひて 仕う まつりた ると 申す と 言 ひければ、 嬉しく もい ふなる 男 かなと 

思 ふ 程に、 車の 前に 乘 りたる 殿上人の、 かの 男 召し寄せよ、 子細 問 はんとい へば、 雜色 

走り 寄りて 召し もて 来たり。 見れば、 高 面 鬚に て頤 そり 鼻下り たり。 赤 鬚なる 男の 血 目 

に 見なして、 片膝つ き 太刀の 束に 手 を かけて 居たり。 いかな りつる 事ぞと 問へば、 この 

夜中ば かりに 物へ 罷る とて、 此所を 罷り 過ぎつ る 得に、 物の 三人、 おれ はま さに 過ぎな 

ん やとて、 走りつ r きて 參 うで 來 つる を、 盜人 なめり と 思 ひ 給へ て、 あへ くらべ 伏せて 

候 ふなり、 今朝 見れば、 なにがし を 便な しと 思 ひ 給 ふべき やつばら にて 候 ひければ、 敵 
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中より 通りたり 

1 腹の 眞 中 を 突 

き 通した リ 

束— 柄の 意 

走り！^ ひて I 今 

昔に 「走り Ms り 

て」 とぁジ 


口よ く かため I 

他言す る こと, な 

かれと ねましめ 


盜 人と， ，ほしき 

云々— 今昔に W 

「盗人の 思 ふ 樣 

にした るな り 

と」 と あ ジ 

行か t はや 云 マ 

I 我 は 行く ま b 

と 思へ ど 


られて 中より 通りたり ける を、.、； 太刀の 束 を 返しければ、 のけざまに 倒れたり ける を 切り 

てければ、 太刀持ち たる 腕 を、 肩より 打ち落して けり。 さて 走り 返き て、 又 人 や あると 

閒き けれども、 人の 音 もせ ざり ければ、 走り 舞 ひて 中 御門の 門より 人り て、 柱に かいそ ひ 

て 立ちて、 小 舍人童 はいか *i しつらん と 待なければ、 童 は大宫 をの ほりに、 泣く く 

往き ける を 呼びければ、 喜びて 走り 来に けり。 殿 居所に やりて、 換 取り寄せて 著 代へ 

て、 もと 著たり ける うへの きぬ、 指貫に は 血の つきたり ければ、 童して 深く 隱 させて、 童 

の 口よ く かためて、 太刀に 血の つきた る 洗 ひな どした. - めて、 殿 居所に さり ゆなくて 人り 

て 臥しに けり。 終夜 我した るな ど 開え や あらんす らんと、 胸う ち さわぎて 思 ふ ほどに， 夜 

明けて 後、 物 どもい ひ 騒ぐ。 大宫大 炊 御門の 邊に大 なる 男 三人、 幾程 も 隔てす 斬り 伏せ 

たる、 あさましく 使 ひたる 太刀 かな、. 互に 斬り 合 ひて 死にた るかと 見れば、 同じ 太刀の 使 

ひざ まなり、 敵の したりけ るに や、 され ど盜 人と おほしき 檨ぞ したるな ど 言 ひの-. しる 

を、 殿上人 ども、 いざ 行きて 見て こんと て、 誘 ひて 行けば、 行か じ はやと 思へ ども、 いか 


上う しつ I よく 

ゆ々 けき. ー 殊勝 


と 同時に 我 55 も 


しう ねく I 執念 

ぶかく 


はら ，._^ -と 合せ 

て I 今 昔^ は 

「腹 を 合せて」 と 


俄に 傍 ざまに ふと 寄り たれば、 追 ふ 者の 走り はやまりて、 え 留まり あへ す 先に 出で たれ 

ば、 少し 立てて 太刀 を拔 きて 打ちければ、 頭 を 巾より 打ち わりたり ければ、 うつ- ぷ しに 

走り まろびぬ 。ようしつと 思 ふ 程に、 あれ はいかに しつる ぞと首 ひて、 又 物の 走り か i 

りくれば、 太刀 を もえさし あへ す、 脇に 夾 みて 逃ぐ る を、 け やけき やっかな と 言 ひて、 走 

りかより て來る 者、 初めのより は 走の 疾く覺 えければ、 これ はよ も ありつら やうに は 謀ら 

れ じと 思 ひて、 俄に 居たり ければ、 9 走り はやまり たる 者に て， 我に 蹴 躓きて うつぶしに 

倒れたり ける を， 違 ひて 立ち か i りて、 起し 立てす 頭 を 又う ちわり てけ り。 今 はかくと 

思 ふ ほどに、 三人 ありければ、 今一 人が さて はえ やら じ、 け やけく して 注く やっかな と 

て、 しう ねく 走り か.. りて 來 ければ、 この度 は 我 は あやま たれなん す， 神佛 助け 給へ と 

念じて、 太刀 を 矛の やうに とりなして、 走り はやまり たる ものに、 俄に ふと 立ち 向 ひけ 

れば、 はら^^と 合せて 走り あたりに けり 0 やつ も 切り けれども、 あまりに 近く 走り 當 

りて ければ、 きぬ だに 切られ ざり けり。 矛の やうに 持ちたり ける 太刀な りければ、 受け 
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そ- J*  3 な る 人- 

緣故 なき 人 

うれ {— 訴； f5 


かやう にしつ i、 三度 返し 奉る に、 猶又 かへ したびて、 はての たび は、 この度 返し 奉ら 

んは、 無禮 なるべき よしを 誡 めら れ ければ、 か. -る とも 知ら ざらん 寺佾 は、 御 帳の 帷子 

を盜 みたる とや 疑 はんす らんと 思 ふ も 苦しければ、 まだ 夜 深く 懷に 入れて 罷り出で にけ 

り 。これ をい かにと すべきな らんと 思 ひて、 ひき 廣 けて 見て、 著るべき 衣 もな きに、 さ 

はこれ を 衣に して 著ん と 思 ふ 心つ きぬ。 これ を 衣に して 著て 後， 見と 見る 男に も あれ 女 

にも あれ、 哀 にいと ほしき ものに 思 はれて、 そ r ろなる 人の 手より 物 を 多く 得て けり 0 

大事なる 人の うれへ を も、 その 衣 を 著て 知らぬ やん ごとな き 所に も參 りて 申させければ， 

かなら す 成りけ り。 かやう にしつ V 人の 手より 物 を 得、 よき 男に も 思 はれて 樂 しくて 

ぞ ありけ る。 されば その 衣 をば を さめて、 必す せんどと 思 ふ 事の 折に ぞ 取り出で て 著け 

る、 かなら す 叶 ひけり。  ： 
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真暗 I 森 さき 暗 

しの 意 


し 我した る 事 なれ ども、 やうの あるに こそと 思 ひければ、 この 事 さも あらん すら， p> 、行 

きて 見ん と 思 ひて、 頭つ i みて 行く、 大方 近う 寄りつ くべき にも あらす 。興 福 寺の 南大 

門の 壇の 上に 登り 立ちて、 今や 龍の 昇る かくと 待ち たれ ども、 何の 昇らん ぞ， 日 も 入 

りぬ、 くらぐ になり て、 さりと て はかくて あるべき ならねば、 歸り ける 道に、 ひとつ 

めくら 

橋に 盲目が 渡り あむたり ける を、 この 惠印、 あな あぶなの 目 くら やと 言 ひたりけ る を、 盲 

はな 

目 とりも あへ す あら じ、 鼻 くらな なりと 首 ひたりけ る。 この 惠印 を鼻藏 とい ふとも^ 

ら ざり けれども、 盲目と いふに つきて、 あら じ， 鼻喑 ななり とい ひたる が、 鼻 藏に言 ひ 

合せ， UA み： を^, .fs^g: ひとつな. P とか。.， .，\  _  .  .  ..:  :，，  L  ： 二 


〇 今昔 十六、 貧 

.t-tt 淸水觀 昔 給 

御 帳 語參照 


淸水寺 御 帳た ま はる 女の 事 

たより 

今 は 昔 便な かりけ る 女の、 淸水 にあな がちに 參る あわけ り。 年月 積り けれども、 露ば 

かり その 驗と覺 えたる 亭 なく、 い MJr 便 なくなり まさりて、 はて は 年 比 ありけ る ts^ を も 
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1 時刻 移る とね 

ふと もの？ 1 思、 定 

は 何々 ォる. y ふ 

の ふ」 の 宛字 

なる ベ レ 


大方と か，^. 5 ぶ 

ばかりる し I 首 

語^ 斷 s^i ゆ 也 


ひて 待ち 居た るに、 門の 方に 聲 して、 あはれ ゆ. * しかりつ る もの かなく とい へ ども、 唯 

參る もの をい ふらんと 思 ふ 程に、 玄蕃 殿の 國司姿 こそ を かしかり つれと いふ。 藤 左衞門 

ね ひもの 

殿 は 錦 を 著 給 ひつ、 源 兵衞殿 は繡物 をして、 金の 紋を つけて など かたる。 怪しう おほえ 

て、 やうれ と 呼べば、 この 見て 來 とて 遣りた る 男、 笑みて 出で 來て、 大方 かば かりの 見物 

候 はす、 賀茂祭 も 物 にても 候 はす、 院 の御棧 敷の 方へ 渡し あ ひ 給 ひたり つるさ ま は、 目 

も 及び さ ぶら はすと いふ。 さてい かにと いへば、 早う はて 候 ひぬ とい ふ。 こ はいかに 來 

ては告 ゆぬ ぞ といへば、 こ は 如何なる 事に かさぶ らふらん、 參 りて 見て 來と 仰せ 候へ. ば、 

E もた i かすよ く 見て 候ふぞ かしと いふ。 大方と かくい ふば かりなし。 さる ほどに 行 遠 

は、 進 奉不參 返す く 奇怪な り、 憷に 召し 籠め よと 仰せ 下されて、 二十日 餘り候 ひける 

程に、 この 次第 を 閲 召して、 笑 はせ おはしまして ぞ、 召し 籠め は ゆりて ける とか。 
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三 1 


宇治 拾遺 物 If^i 


I 一一  1 〇 


怠 文— 詫 誼 <K 


〇此 話 十 訓沙に 


かねて 兄え なば 

1 前以て 人 Si 見 

られなばめ-_^ら 

しから • さるべし 

と 3^ ひて なリ 

御前 近 かりけ る 

1 院 G 御所に 近 

き 

さがる とね ふ定 


おこたりぶ み 

やうに 名簿に 怠 文 を 添へ て 出す、 旣に來 たれるな り、 されば あながちに 攻 むべき にあら 

すと て、 この 文 を 取りて 馬 を 引き返しければ、 軍 ども 皆 かへ りけ り。 その後 よりいと *i 

守 殿 をば、 殊に 勝れて いみ じき 人に おはします と、 いよくい はれ 給 ひけり。 

白 河 法皇 北面 受領の 下 のまね の 事 . 

これ も 今 は 昔、 白 河 法皇 鳥 羽 殿に おはし ましけ る 時、 北面の^ どもに、 受領の 國へ 下る 

！&ん ほのかみ ひさた か 

まねせ させて 御覽 あるべ， しとて、 立 蕃頭久 孝と いふ 者 をな して、 衣冠に きぬ 出して、 そ 

やなぐ ひお ひ 

の 外の 五位 ども をば 前驅せ させ、 衞府 ども をば 笳 負に して 御覽 あるべ しとて、 各 錦麼緩 

を 著て 劣ら じと しける に、 左 衞門尉 源 行 遠心 殊に 出で立ちて、 人に かねて 見えな ば目馴 

れ ぬべ しとて、 御前 近 かりけ る 人の 家に 人り 居て， 從者を 呼 びて、 やうれ 御前の 邊 にて • 

見て 來と いひて 参らせて けり。 むごに 見え ざり ければ、 如何に かう は遲 きに かと、 辰の 

fjr とこ そ もよ ほし はありし か、 さがる とい ふ定、 午 未の 時には 渡らん すらん もの をと 思 


文夾 I 文 を夾む 

杖の 如 さもの 


しけり。 誠に 馬の 太 腹に 立ちて わたる。 多くの 兵 どもの 中に、 唯 三人ば かり ぞ この 道 は 

知りたり ける 。殘 りはつ ゆ も 知ら ざり けり、 聞く 事 だに もなかり けり。 しかるに この 守 殿、 

この 國 をば これ こそ 始めにて おはす るに、 我に はこれ の 重代の 者 どもに て あるに、 聞き. 

t>  つ はもの 

だに もせす 知らぬ に、 かく 知り 給へ る は、 實に 人に 勝れた る 兵の 道 かなと、 皆 さ i やき 

ぉぢ て、 渡り 給 ふ 程に、 忠恒は 海 を 廻りて ぞ 寄せ 給 はんすらん、 船 は 皆 取り 隱 したれば、 淺 

t  すぐ  ま は 

路 をば 我ば かりこ そ 知り たれ、 直に はえ 渡り 給 はじ、 濱を 廻り 給 はん 間に は、 とかく も 

し 逃 ゆ もし てん、 左右な く はえ 攻め 給 はじと 思 ひて：：： 心 靜に軍 そろへ て 居た るに、 家の 

めぐりなる 郞等、 あわて 走り 來 ていはく、 上野 殿 は、 この 海の 中に 淺き路 の 候 ひける よ 

わな 》• き- M ゑ 

り、 多くの 軍 を 引き 具して、 旣 にこよ へ來給 ひぬ、 いか *i せ させ 給 はんと、 慄聲 にあわ 

てて いひければ、 忠恒 かねての 支度に 違 ひて、 我旣に 攻められ なんす、 かやう にした て 

奉らん とい ひて， 忽に 名簿 を 書きて、 文夾に はさみて さし 上 ゆて、 小舟に 郞等 一 人 載せ 

て 持たせて、 向へ て 参らせたり ければ、 守 殿 見て、 かの 名簿 を 受け取らせ ていはく、 か 
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宇治 拾遺 物語    三〇 八  

り。 されば 渡るべき やう もな し。 濱 端に うち 立ちて、 この 濱 のま.. -に 廻るべき にこ そ あ 

れと、 兵 ども 思 ひたる に. 上野 守の いふ ゃラ、 この 海の ま. -に廼 りて 寄せば 日比經 なん、 

その 問に にけ もし 又 寄せられぬ 構へ もせられ なん、 今日のう ちに 寄せて 攻めん こそ、 あ 

の やつ は ぞんじの 外にして あわて 惑 はんすれ、 しかるに 船 ども は 皆 取り 隱 したる、 いか 

が はすべき と 軍 どもに 問 はれけ るに、 軍 ども 更に 渡し 給 ふべき やうな し、 廼 りて こそ 寄 

せ させ 給 ふべ く 候へ と 申しければ、 この 軍 どもの 中に、 さりと もこの 道 知りた る 荐はぁ 

るらん、 賴信は 坂 東方 はこの 度 こそ 始めて 見れ、 され ども 我家の 傅へ にて 閗き 置きた 

る 事 あり、 この 海の 中には、 堤の やうに て 廣さー 丈ば かりして、 直に 渡りた る 道 あるな 

り、 深さ は 馬の 太 腹に 立つ と 聞く、 この 程に こそ その 道 は あたりた るら め、 さりと もこ 

の 多くの 軍 どもの 中に、 知りた る も あるらん、 さらば 先に 立ちて わたせ， 賴信續 きて 渡 

さんと て、 馬 を かき はやめて 寄りければ、 知りた る もの にゃあり けん、 四五騎 ばかり、 馬 

を 海に うちおろして、 唯 渡りに 渡りければ、 それにつ きて、 五六 百騎 ばかりの 軍 ども 渡 


み 給 へ ば— 我 

法力 を 試み 給へ 


〇 今昔 二十 五、 

爐賴信 朝臣 賁平 

忠恒 語麥照 

仰せち る.^ 事 5 

云丄 

する を. S ふ 


の 事由な しとい ふ 程に、 庭に 蛙の 出で きて、 五つ 六つば かり 躍りて 池の 方 ざまへ 行きけ る 

を、 あれ 一つ さらば 殺し 給へ、 試みん と佾 のい ひければ、 罪 をつ くり 給 ふ 御坊 かな、 さ 

れ ども 試み 給へば 殺して 見せ 奉らん とて、 草の葉 を 摘み 切りて、 物 をよ む やうに して、 

ラへ  ま ひら 

蛙の 方へ 擲ゅ 遣りければ、 その 草の葉の 蛙の 上に か. - りければ、 蛙眞 平に ひしゅて 死に 

たりけ り。 これ を 見て、 憎 どもの 色變 りて おそろしと 思 ひけり 。家の 中に 人な きをり は、 

この 式 神 を 使 ひける にや、 人 もな きに、 節 を 上 ゆ 下し、 門 を さしな どし けり。 

河 內守賴 信 平忠恒 をせ むる 事 

昔、 河內 守賴信 上野 守に て ありし 時、 坂 東に 平忠恒 とい ふ 兵 ありき。 仰せら るよ 事な き 

が 如くに する、 討たん とて 多くの 軍 起して、 かれが 住所の 方へ 行き 向 ふに、 入海の 遙に 

さし 入りた る 向 ひに、 家 を 造りて 居たり 0レ J の 入海 を ま はる ものなら ば、 七 八日に めぐ 

すぐ  わたり 

るべ し、 直に 渡らば その 日の 中に 攻めつ ベければ、 忠恒 渡の 船 ども を 皆 取り 隱 してけ 
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三 〇 七 


宇治 拾遺 物 mi 


1 一 1〇 六 


つる 童の、 二人ながら 失せて 候 ふ、 それ 賜 はりて 歸 らんと いへば、 晴明、 御坊 は 希有の 

事い ふ 御坊 かな、 晴明は 何の 故に、 人の 供な らん 者 をば 取らん する ぞ といへ り 。法師の 

I J  -、  J ね. ev 

いふ やう、 更に あが 君 大きなる 道理に 候 ふ、 さりながら 唯 許し 給 はらんと 詫びければ、 よ 

しょし 御坊の 人の 試みん とて、 式 神 使 ひて くるが、 やすから ぬ 事に 覺 えつろ が， 他人 を 

こそ さやう に は 試み 給 はめ、 晴明 をば いかで さる 事し 給 ふべき とい ひて、 物よ む やうに 

して 暫 しばかり ありければ、 外の 方より 童 二人ながら 走り 入りて、 法師の 前に 出で 来け 

ま - J ミ 

れば、 その 折 法師の ます やう、 實に 試み 中し つるな り、 使 ふ 事 は 易く 候 ふ、 人の 使 ひた 

る を 隱す事 は、 更に かな ふべ からす 候 ふ、 今より は 偏に 御 弟子に なりて 候 はんとい ひて、 

懷 より 名簿 ひき 出で て 取らせけ り。 この 晴明、 或 時 廣澤の 僧正の 御坊に 參 りて、 物 中 しう 

け 給 はりけ る 間、 若き 佾 共の 晴 明に いふ やう、 式 神 を 使 ひ 給 ふなる は、 忽に人 をば 殺し 

給 ふやと いひければ、 易く はえ 殺さ じ、 力を入れて 殺し てんとい ふ 。さて 蟲 など をば、 少 

しの 事 せんに 必す 殺しつべし、 さて 生く る やう を 知らねば、 罪 をえ つべ ければ、 さやう 


安倍晴明 隨忠行 

習 道語參 照 

老； J しらみた る 

1 白髮 はなり た 

るも^ ふ 


引き まさぐ ちん 

—！^ ぶ 意 

式 神-陰陽師の 

使役す る 神 


晴明を 心み る 僧の 事 付 晴明蛙 を 殺す 事 

昔、 晴 明が 土 御門の 家に、 老い しらみた る 老佾來 たりぬ、 十 歳ば かりなる 童 二人 1 〔した 

り。 晴明、 何ぞの 人に てお はする ぞと 問へば、 播 磨の 國の者 にて 候 ふ、 陰陽師 を 習 はん 

志に て 候 ふ、 この 道に 殊に 勝れて おはします よしを 承りて、 少々 習 ひま ゐ らせんと て參 

りたるな りと いへば、 晴 明が 思 ふやう、 この 法師 は 賢き ものに こそ あるめれ、 我 を 試み 

ん とて 來 たる ものな り、 それに わろ く 見えて はわろ かるべし、 この 法師 少し 引き まさぐ 

らんと おも ひて、 供なる 童 は、 式 神 をつ かひて 來 たるな めりかし、 式 神なら ば 召し 隱せ 

ひモか  ミ 

と 心の中に 念じて、 袖の 内に て 印 を 結びて、 密に呪 をと な ふ。 さて 法師に いふ やう、 疾 

く 歸り給 ひね、 後に 吉き 日して、 習 はんとの 給 はん 事 ども は敎へ 奉らん といへば、 法師 

あらた ふとと いひて、 手 をす りて 額に あてて 立ち 走りぬ。 今 はいぬ らんと 思 ふに、 法師と 

まりて、 さる， へき 所々、 車 宿な ど靦き ありき て、 又 前に 寄り 來 ていふ やう、 この 供に 候 ひ 
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保輔 1- 前の 挎垂 

保 輔とは 別人 

せ- 衞尉 にて 冠 5 

ョ 14" 衞 Si は 相 

當從六 位下な 

り、 それが 特に 

五位 は 叙せ &10 

さ 也 


乙れ なら こ 

れ のみならず 

fc^K -1 うす 


保輔 盗人た る 事 

今 は 昔、 丹 後 守 保昌が 弟に、 兵衞 尉に て 冠 賜 はりて、 保 補と いふ 者 ありけ り、 盜 人の 長 

にて ぞ ありけ る。 家は姊 小路の 南、 高 倉の 東に 居たり けり。 家の 奧に藏 を 造りて、 下 を 

深う 井の やうに 掘りて、 太刀、 鞍、 鎧、 甲、 絹、 布な ど、 萬の 寶物を 呼び入れて、 言 ふま 

まに 買 ひて、 價を 取らせよ とい ひて、 奧の藏 の 方へ 具して 行けと いひければ、 價賜 はら 

ん とて 行きた る を、 藏の內 へ 呼び入れ つぶ、 掘りた る 穴へ 突き 入れく して、 持て 来た 

る 物 をば 取りけ り。 この 保輔 がり もて 入りた る 者の 返り 行くな し。 この 事 を物賫 怪しう 

思へ ども、 埤 み 殺し ぬれば， この 事 をい ふ 者な かりけ り。 これなら す 京 中 をし ありき て 

ぬすみ をして 過ぎけ り。 この 事お ろく 閒 えたり けれども、 いかな りけ るに か， 铺へ搦 

めら るよ 事 もなくて ぞ 過ぎに ける。 


出 柏 ー 下 著の 穉 

の 出る やう はす 

る 乙と 

乙く は— 糊猴桃 


日の 御座 I 淸涼 

殿に ての 玉座 


でた き 裾より， 靑き 打ちた る 出 粕 して、 指貫 も靑 色の 指貫 を 著たり。 隨身 三人に 靑き 

あ， * じ 

狩 衣 袴 著せて、 一 人に は靑く 色取りた る をし きに， 青磁の 皿に こく は を 盛りて 捧 けたり、 

あ を じ 

今 一 人 は 竹の 枝に、 山鳩な 四つ 五つば かりつ けて 持たせたり。 又 一 人に は 青磁の 瓶に 酒 

を 人れ て、 靑 き薄樣 にて 口 を 包みたり。 殿上の 前に 持ち 續 きて 出で たれば、 殿上人 ども 

も 5 な も 

見て、 諸 聲に笑 ひとよむ 事お びた， ごし。 帝 聞かせ 給 ひて、 何事 ぞ 殿上に 夥しく 聞 ゆる は 

と 問 はせ 給へば、 女房、 兼 通が 靑常 呼びて さ ぶら へば、 その 事に よりて、 男 どもに 責め 

られ て、 その 罪 贖 ひ 候 ふ を 笑 ひ 候 ふなり と 申し でれば、 いか やうに 贖ふぞ とて、 日の 御 

座に 出で させ 給 ひて、 小節より のぞかせ 給 ひければ， われより 初めて、 隨身も 皆 ひた 靑な 

る 装束に て、 靑き 食物 ども を 持たせて 贖 ひければ、 これ を 笑 ふなり けりと 御覽 じて、 え 

腹 立た せ 給 はでい み じう 笑 はせ 給 ひけり。 その後 はまめ やかに さいなむ 人 もなかり けれ 

ば、 いよ なん 笑 ひ あざけり ける。 


卷 十 


一一 一 ，〇 三 


さねな み l=s め 

乙 らし 

したな き— ^5 中 

^欽 息す る こと 

あが ひ I 賤ひ 

あうな く I 何の 


の、 これ を かく 笑 ふ 便な きこと なり、 父の 御子 聞きて 制せす とて、 我 を 怨み ざらん やな 

ど 仰せられて、 まめ やかに さいなみ 給へば、 殿上の 人々 したな きをして、 皆 笑 ふま じき 

よし 言 ひ あへ りけ り。 さてい ひ あへ る やう、 かくさい なめば、 今より 長く 起請す、 もし か 

く 起請して 後靑 常の 君と 呼びた らん 者 をば、 酒菓 物な ど 取り出させて、 あが ひせんと 言 

かた  いくほく 

ひ 固めて， 起請して 後 幾 もなくて、 堀 河 殿の 殿上人に てお はしける が、 あうな く 立ちて 

うしろで  め つね まる 

行く 後手 を 見て、 わすれて、 あの 靑常丸 は いづち 行く ぞ との 給 ひて けり。 殿上人 ども、 か 

く 起請 を 破りつ る はいと 便な き 事な りと て、 言 ひ 定めた る やうに、 速に 酒菓 物と りて、 こ 

の 事 贖へ と 集りて 責め 詈り ければ、 あらが ひて、 せじと すま ひ 給 ひけれ ど、 まめ やかに 

まめ やかに 責めければ、 さらば 明後日ば かり 靑 常の 君 あが ひせん、 殿上人 藏人、 其 日 集り 

給へ とい ひて 出で 給 ひぬ。 其 日に なりて、 堀 河中將 殿の、 靑 常の 君の あが ひすべし とて、 

かたち 

參らぬ 人な し。 殿上人 居拉 びて 待つ 程に、 堀 河 中 將直衣 姿に て、 容貌 は 光る やうなる 人 

の、 香 はえ もい はす 香し くて， 愛敬 こ ほれに こ ほれて 參り 給へ り。 直 衣の ながや かにめ 
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〇 今昔 二十 八、 

左  一 eg 大夫付 異名 

あて々 か. i 美 


あぶみ がしら- 

錢頭 


まかぶ ら I 目 の 

緣 

真の IT 真 は」 の 

衍か 

一 3 ち II 家中 

せめて I さはめ 


靑 常の 事 

今 は 昔、 村 上の 御 時、 古き 宮の S: 子に て 左 京大 夫なる 人お はしけり。 たけす こし ISk 

にて、 いみ じう あて やかなる 姿 はし たれ ども、 樣體 など も を こなり けり。 かたくな は 

しき さま ぞ したりけ る、 頭の あぶみ がしら なりければ、 總は 背に もっかす 離れて ぞ 振ら 

れ ける。 色 は 露草の 花 をぬ りたる やうに 青白に て、 まか ぶら 窪く、 鼻の あざやかに 高く 

赤し、 脣 薄くて 色 もな く、 笑めば 齒 がちなる ものの 齒肉 赤くて、 鬚 も 赤くて 長 かりけ り。 

はな i 

聲 は鼻聲 にて 高くて、 物言へば 一 うち 響きて 開え ける。 歩めば 身 を 振り、 肩 を 振りて ぞ 

あ 4- つね 

ありき ける。 色の せめて 靑 かりければ、 靑 常の 君と ぞ 殿上の 赏達 はっけて 笑 ひける。 若 

き 人た ちの 立 居に つけて、 安から す 笑 ひ 罵りければ、 帝閗 召し あまりて、 この 男 ども 


fS りの 物 ども は 

知らず I 其餘の 

品物 は 自ら 領有 


おはします ものな りけ りと 思 ひて、 この 佾に 具して、 山寺な どへ 往なん と 思 ふ 心つ きぬ。 

さて この 憎と 二人 具して、 粮 少し を 具して、 殘 りの 物 ども は 知らす、 皆 この 人々 に 預け 

て 行けば、 人々 物に くる ふか、 こ はいかに、 俄の 道心 世に あら じ、 物の つきた るかと て、 

制し 留 むれ ども、 聞かで、 弓、 笳、 太刀、 刀 も 皆 捨てて、 この 佾に 具して， これが 師の 

山寺なる 所に 往 きて、 法師に なりて、 其 所に て經 一部 讀み 參ら せて 行 ひ ありくな り。 か 

かる 罪 をのみ つくりし が、 む ざう にお ほえて、 この 男の 手 をす りて、 はらく と 泣き 惑 

ひし を、 海に 入れし より 少し 道心お こりに き。 それにい と *i、 この 佾に十 羅釗の 添 ひて 

おはし ましけ ると 思 ふに、 法華經 のめで たく 讀み 奉ら まほし くお ほえて • 俄に かくな り 

-てぁ ふなり と鼯. sis^ 力。  i  …；； 1 ；. -- I  •: ,,,,  ,, 
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^羅 門の やうな 

る. 一想魔 外道の 

如き 


十羅 刹一 羅刹は 

護， H と譯 す、 法 

華 經に、 十羅刹 

法 華 經を念 持す 

g 者を擁 讓 せし 

事 見 ゆ 


腕に 取りつ きたりつ る兒 ども は 誰 ぞ、 何ぞと 問へば、 何時か さる 者 候 ひつる、 更に 覺ぇ 

すと いへば、 さて 經俸 ゆたり つる 腕に も 童 添 ひたりつ る は、 そ もく 何と 思 ひて 只今 死 

なんとす るに、 この 經袋 をば 捧 ゆつ るぞと 問へば、 死なん する は 思 ひ 設け たれば， 命 は 

惜しく も あらす、 我 は 死ぬ とも 經を暫 しが 程 もぬ らし 奉ら じと 思 ひて 捧ゅ 奉りし に、 腕 

た ゆく も あらす、 あまりに 輕 くて， 腕 も 長くなる やうに て、 高く 捧 ゆられ さ ぶら ひつれ 

ば、 御經 のしる しと こそ 死ぬべき 心地に も 覺ぇ候 ひつれ、 命 生けさせ 給 はん は、 嬉しき 

事と て 泣く に、 この 婆羅門の やうなる 心に も、 哀に 尊く おほえて、 これより 國へ歸 らん 

とや 思 ふ、 又 京に 上りて 受戒 遂 ゆん との 心 あらば 送らん といへば、 更に 受戒の 心 も 今 は 

候 はす、 唯歸 りさ ぶら ひなんと いへば、 これより 返し 遣り てんとす。 さても 美し かりつ る 


童 は、 何に かかく 見え つ ると 語れば、 、 J の 佾哀に 尊く 覺 えて ほろ く 泣か る。 七つより 法 

華 經讀み 奉りて、 日 比 も _ 他事な く、 物の 恐し きまよ にも 讀み 奉り たれば、 十羅 刹のお は 

しまし ける にこ そと 言 ふに、 この 婆羅門の やうなる 者の 心に、 さは 佛經 はめで たく 尊く 


浮き出で くす る 時に、 希有の 法師の 今まで 死なぬ とて、 船の 榨 して 頭 を はたと 打ち. 

せなか 

背 を 突き 入れな ど すれ ど、 浮き出で くしつ-この 經をさ i ぐ。 怪しと 思 ひて よく 見れ 

びづら S  す は 九 

ば、 この 佾の 水に 浮びた る あと まくらに、 美しけ なる 童の 鬉結 ひたる が、 白き 横 を 持ち 

たる 二三 人ば かり 見 ゆ。 佾の 頭に 手 を かけ、 一人 は 經を捧 けたる 腕 を 怖へ たりと 見 ゆ。 

かたへ  わら はべ 

片方の 者 どもに、 あれ 見よ、 この 佾 にっきた る 童 は何ぞ といへば、 いづら く 更に 人な 

しとい ふ？ 我 目に は ii に 見 ゆ、 この 童 添 ひて、 あへ て 海に 沈む ことなし、 うかびて あり。 

怪しければ 見ん と 思 ひて、 これに 取りつ きて ことて、 掉を さし 遣り たれば、 取りつ きた 

る を 引き寄せ たれば、 人々 など かくはす るぞ、 よしな しわざす ると 言へ ど、 さはれ、 こ 

の 僭 一 人 は 生けん とて 船に 載せつ。 近く なれば この 童 は 見えす。 この 僧に 問 ふ、 われ は 

京の 人 か、 何處 へお はする ぞと 問へば、 田舎の 人に 候 ふ、 法師に なりて、 久しく 受戒 を 

え 仕らねば、 いかで 京に 上りて 受戒 せんと 申しよ かば、 いざ 我に 具して、 山に 知りた る 

人の あるに、 申しつ けて せ させんと 候 ひし かば、 罷り 上りつ るな りと いふ。 わ 僧の 頭 や 


卷 


十 


二 九 七 


宇治 拾遺 物 m£ 


二 九 六 


♦J.- 奪 ひて 此方へ 

移しと らん 


か， きりに 煩 ひ- 

重病 


Is 

ひ はつ I かよわ 


かで 具して と は ある ぞ、 京に 上らん 船に 具して こそお はせ めと いへば、 さら * は 明日 こそ 

はさ も 如何にも せめ、 今宵 は猶 御船に 具して あらんと て、 島が くれなる 所に 具して 治り 

ぬ。 人々 も 只今 こそ 能き 時な めれ、 いざ この 船 移し てんとて * この 船に 皆乘 るば に、 物 も 

覺 えす あきれ 惑 ひたり。 物の あるかぎり 我 船に 取り入れつ。 人 ども は 皆 男女 海に とり 入 

る. - 間に、 あるじ 手 を こそ/、 とすり て、 水精の 数珠の 緒 切れた らん やうなる 淚を、 はら 

はらと こ ほして いはく、 萬の 物 は 皆 取り 給へ、 唯 我 命の かぎり は 助け 給へ、 おに 老いた 

る 親の かぎりに 煩 ひて、， 今 一 度 見ん と 申し たれば、 夜を晝 にて 告ゅ にっか はし た れば、 

急ぎ まかり 上るな りと もえ 言 ひやら で、 我に 目 を 見合せ て、 手 をす る さまい み じ。 これ 

かくない はせ そ、 例の 如く 疾 くと いふに、 目 を 見合せ て 泣き 惑 ふさ ま、 いと-/^ いみ じ。 

哀 にむ ざう に覺 えし かど も、 さいひて いか r せんと 思 ひなして 海に 入れつ。 屋 形の 上に 

二十ば かりにて ひ はつなる 佾の、 經袋 頸に かけて 夜晝讀 みつる を、 取りて 海に うち 入れ 

つ。 時に 手 まど ひして、 經袋を 取りて 水の 上に 浮びながら、 手を捧 けて この 經を捧 ゆて、 


はか，？ しき 人 

I 俗^ 5 ふれつ 

きとした る 人 


乙の 船 を s々l 

海賊船な りと 知 

ち &ょ 


たりと いふ 物語す る 序にい ふやう、 我 は 若 かりし 折 は、 誠に たのもしくて ありし 身なり、 

きも ものく ひもの  つ, 0 ふくし 

著 物 食物に 飽き 充 ちて、 明暮 海に 浮びて 世 をば 過し よな り、 淡 路の六 郞追棉 使と なんい 

ひし。 それに 安藝の 島に て、 他 船 も 殊にな かりし に、 船 一 艘 近く 漕ぎ 寄す、 見れば、 二十 

五六ば かりの 男の 淸 けなる ぞ、 主と おほしくて ある、 若き 男 二三 人ば かりにて 僅に 見 ゆ、 

すだれ ひ **  か は あまた 

さて は 女 どもの よきな ど あるべ かし。 おの づ から 簾の 隙より 見れば、 皮 子な ど 數多見 ゆ。 

物 は 能く 積みた るに、 はかぐ しき 人 もなくて、 唯 この 我 船に つきて ありく。 屋 形の 上 

に、 若き 佾 一人 居て 經讀 みて あり、 下れば 同じ やうに 下り、 島へ 寄れば 同じ やうに 寄る、 

とまれば 又と まりな ど すれば、 この 船 をえ 見 も 知らぬな りけ り、 怪しと 思 ひて、 問 ひて 

んと思 ひて、 こ は 如何なる 人の、 かく この 船に のみ 具して おはす るぞ、 何處 にお はする 

人に かと 問へば、 周 防の 國 より 急ぐ 事 ありて 罷 るが、 さるべき たのもしき 人 も 具せ ねば、 

恐し くて この 御船 を賴 みて、 t 【かくつき 申した るな りと い へば、 いと もこが ましと 思 ひて、 

これ は 京に 罷る にも あらす、 こ i に 人 待つな り、 待ちつ けて 周 防の 方へ 下らん する は、 い 


卷 


二 九 五 


宇殆 拾遺 物語 


二 九 四 


物も覺 えね |、5 

得の なき 


身^お ひゆる 1 

身^ 罪 を 負 ひゆ 

るな り 


世 にゃあり けん、 何事 ぞ とて、 遣 戸から 顏を さし 出で たりければ、 陰陽師 その 聲を閗 き 

顏を 見て、 すべき かぎり 詛 ひつ。 この 逢 はんとい ふ 人 は、 いみ じき 大事 言 はんとい ひつれ 

ども、 言 ふべき 事も覺 えねば、 只今 田舍 へ罷れ ば、 其 由 申さん と 思 ひて 參 うで 來 つるな 

り、 はや 入り 給 ひねと いへば、 大事に も あら ざり ける 事に より、 かく 人 を 呼び出で て、 物 

も覺 えぬ 主 かなと いひて 入りぬ。 それより やがて 頭痛くな りて、 三日と いふに 死にけ り。 

されば 物 忌に は？ 聲 高く よその 人に は 逢 ふま じきな り。 かやう に まじわ ざする 人の ため 

に は、 それにつ けて か. -る わざ を すれば、 いとお そろし きこと なり。 さて その 呢狙 事せ 

いくほ S  わざ は ひ 

させし 人 も、 幾程なくて 狭に 逢 ひて 死にけ りと ぞ 0 身に おひける にや、 あさましき 事な 

りと なん 人の かたりし。 


海賊 發心 出家の 事 

今 は 昔、 攝津國 にいみ じく 老いた る 入道の、 行 ひうちして ありけ るが、 人の 海賊に 逢 ひ 


さとし IIS^ 


ま t わ vvl 禁厭 


ば、 なくても ありなん と 思 ふ 人 も あるに、 此 人の 家に さとし をしたり ければ、 其 時 陰陽 

師に物 を 問 ふに * いみ じく 重く 慎むべき 日 ども を 書き出で て、 取らせたり ければ、 その 

ま i に 門を强 くさして、 物 忌して 居た るに、 敲の 人隱れ て、 陰陽師に 死ぬべき わざ ども 

をせ させければ、 その まじわ ざする 陰陽師の いはく、 物 忌して 居た るは愼 むべき 日に こ 

そ あらめ、 その 日詛ひ 合せば ぞ しるし あるべき、 されば おのれ を 具して、 其 家に おはし 

て 呼び出で 給へ、 門 は 物 忌なら ばよ も あけ じ、 唯聲を だに 閗 きて は、 必す詛 ふしる しあ 

かさ  h 

りなん とい ひければ、 陰陽師 を 具して、 それが 家に いきて、 門 を 夥しく 叩きければ、 下 

す  た  それがし ミ, 0 

種 出で 來て、 誰ぞ， この 門 叩く はとい ひければ、 某が 頓の 事に て參れ るな り、 いみ じき 堅 

き 物 忌な りと も、 細目に 開けて 入れ 給へ、 大切の 事な りと いは すれば、 この 下種 男 かへ 

り 入りて、 かくなん といへば、 いとわり なき ことなり、 世に ある 人の 身 思 はぬ や は ある、 

え 入れ 奉ら じ、 更に 不用な り、 疾く歸 り 給 ひねと いは すれば、 又い ふやう、 さらば 門 を 

ば 開け 給 はすと も、 その 遣 戸から 顔 を さし 出で 給へ、 自ら 閗 えんと いへば、 死ぬべき 宿 


宇治 拾遺 物語 


二 九 r 


〇 今昔 二十 四、 

以 陰陽 銜殺 人語 

黎照 

華 親， ー 今昔 は 


きしら ふ. I 競爭 

する 

なりった はりた 

さ 職— 職 は 孫の 

設寫 にや、 父祖 

傳來の 名門な り 

との 意 


もの かなと なん 人々 いひけ る。 さて 二十日ば かり ありて、 頭 中將の 夢に、 ありし やうに 

しに 

て、 いみ じう 泣きて 寄りて 物 をい ふ、 閉 けば、 いとうれ しく、 おのれが 死の 恥を隱 させ 給 

ひたる こと は、 世々 に 忘れ 申す まじ、 はかり ごちて 西より 出させ 袷 は ざら まし かば、 多 

おもて  しに 

くの 人に 面 を こそ は 見えて， 死の 恥に て 候 はまし かとて、 泣く く 手 を 指り て 喜ぶ とな 

ん、 夢に 見えたり ける。 

小槻當 1^ の 事 

かずへの かみ を つき まさ ひら  さん はかせ 

今 は 昔、 主計 頭 小槻當 平と いふ 人 ありけ り。 その子に 算 博士なる 者 あり、 名 は 茂 助と な 

ん いひけ る。 主計 頭 忠臣が 父、 淡 路守大 夫史奉 親が 祖父な り。 生きたら ば やん ごとな く 

なりぬべき 者 なれば、 いでな くもなり なん、 これが 出で立ち なば、 主計 頭、 主税頭 助、 

こ v> ひ _.i 

大夫史 に は、 他人 はきし ろ ふべき やう もなかめ り、 なりった はりた る 職なる 上に、 才賢 

く 心ば へもう るせ かりければ、 六 位ながら、 世のお ほえ やう/^ 聞え 高くな り もて ゆけ 


及， ひ 十 訓沙效 一照 


小野宮 大臣 

資賴 の孫資 買 


行, 3 給 ふ I 指圆 

し 給 ふ 


今 は 昔、 圓融院 の 御 時 内裏 燒け にければ、 後院 になん おはし ましけ る。 殿上の 臺 盤に 人 

あまた  さだたか  ねぶ  いびき 

人數多 著き て 物 喰 ひける に、 藏人貞 孝、 臺 盤に 額 を あてて 寢り 入りて、 鼾 をす るな めめ 

のさ 

と 思 ふに、 やよ 暫し になれば 怪しと 思 ふ 程に、 臺 盤に 額を當 てて、 喉 をく つくと くつ 


めく やうに 鳴らせば、 小野宫 大臣 殿、 いまだ 頭中將 にて おはしけ るが、 主 殿 司に、 その 

ミの もづか 3 

式部 丞の ねざま こそ 心得ね、 それ 起せとの 給 ひければ、 主 殿 司 寄りて 起す に、 すくみた 

る やうに て 動かす、 怪し さに 搔ぃ棵 りて、 はや 死に 給 ひに たり. いみ じき わざ かなと いふ 

を 聞きて、 ありと ある 殿上人 、蔵人、 物も覺 えす 物 恐し かりければ、 やがて 向きた る 方 ざ 

まに 皆 走りち る。 頭 中將、 さりと て あるべ き 事なら す、 - .1 れ諸 司の 下部 召して 舁き 出で よ 


と 行 ひ 恰ふ。 问 方の 陴 よりか 出すべき と 申せば、 東の 陣 より 出すべき なりとの 給 ふ を 通 


つ-ど. 


きて， 內の人 あるかぎり 東の 陣に Ok い 出で 行く を 見ん とて、 集 ひ あつまり たる ほどに、 違 

ベて 西の 陴 より、 殿上の たよみながら 晃き 出で て 出で ぬれば、 人々 も 見すな りぬ。 陴の 

口 ok き いづる 程に、 父の 三位 來て迎 へ 取りて 去りぬ。 かしこく 人々 に 見 あはすな りぬ る 


宇治 拾遺 物語 


二 九 〇 


子の 御 孫」 と あ 

リ 

除 目 I 役人 を 叙 

住する 式 


さへ の 神 SI?!- 

さへの 神の 神 詫 

など 信 t てた は 

言お ふ 也と 


首 ひゆる となん 

I 乙の 「なん」 は 

衍文なる ペレ 

田 忖水尾 I 文德 

淸和 


〇 今昔 十 I  、 

藏人 式部 感 原貞 

高 於 殿上 頓死 語 


けの 御 政 を も 善き 惡 しき 能く 知りて、 除 目の あらん とても、 まづ國 の數多 あきたる 望む 

人 ある を も、 國の ほどに あてつ- -、 その 人 は その 國の 守に ぞ なさる らん、 その 人 は 道理た 

てて 望む とも、 えなら じな ど， 國 ごとに 言ひゐ たりけ る 事 を、 人聞きて 除 目の 朝に、 こ 

おしはかり ご W 

の 大君の 推量 事に 言 ふ 事 はつゆ 違 はねば、 この 大君の 推し はかり 除 目 かしこしと い ひ 

て、 除 目の さきに は、 この 大君の 家に 往き集 ひて なん、 なりぬ べしと いふ 人 は、 手 を 指り 

て 喜び、 えなら じと いふ を 聞きつ る 人 は、 何事い ひ をる ふる 大君 ぞ、 さへの 神 祭りて くる 

ふに こそ あめれ、 など つぶやき てなん 歸り ける。 かくなる べしと いふ 人の ならで、 不慮 

こ ひミ  5*》 よ 

に 他人な りたる をば、 惡 しくな されたり となん 世に は 誹りけ る。 されば お ほやけ も， 豐 

前の 大君 は、 いか r 除 目 をば 言 ひける となん、 親しく 候 ふ 人に は、 行きて 問へ となん 仰 

せられけ る。 これ は 田 村 水 尾な どの 御 時に なんあり ける にや。 
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二八 八 


おのれが 身 さち 

ば. I 「^のれ 神 

ならば」 の該な 


あやまりて I 俗 

^云 ふ マチ ガグ 

テ乇 の^10- にて、 


となる ぺ しと 也 

御 神に ゆるし 給 

へ I 神に 免 t て 

許し やり 給へ 

すかされ そ I 活 

本 「ゆるされ そ」 


ども、 更に ゆるさす して、 おのれが 若干の 多くの 年 比、 人の子 ども を 喰 ひ、 人の 種を絕 

つか はりに、 しゃくび 斬りて 捨てん 事、 只今に こそ あめれ 。おのれが 身 さらば 我 を 殺せ、 

更に 苦しから すと 言 ひながら、 さすがに 首 をば 頓に 切り やらす。 さる 程に 此 二つの 犬 ど 

もに 追 はれて、 多くの 猿 ども 皆 木の 上に 逃 ゆ 上り 惑 ひ騷ぎ 叫びの i しるに、 山 も 響きて 

地 も かへ りぬべし 。か- -る ほどに、 一人の 神主に 神つ きてい ふやう、 今日より 後、 更に 

更に この 生絷 をせ じ、. 長く 留め てん、 人 を 殺す 事 懲りと も 懲りぬ、 命 を 絕っ事 今より 長 

くし 侍ら じ、 又 我 を かくしつ とて、 此 SI- とかくし、 又 今日の 生 贄に當 りつる 人の ゆかり 

を、 領じ煩 はすべ からす、 あやまりて 其 人の子 孫の 末々 に 至る まで、 われ 守りと ならん、 

唯疾 くく この度の 我 命 を 請 ひ 受けよ、 いと かなし、 我 を 助けよ との 給へば、 宫司 神主 

より 始めて、 多くの 人 共 驚き をな して、 皆 社の 內に 入り 立ちて、 騷ぎ あわてて 手 を 措り 

こ！ = わり 

て、 道理お のづ から さぞ 侍る， 唯 御 神に ゆるし 給へ、 御 神 もよ くぞ 仰せら る- .1 といへ ど 

も、 この 東 人 さなす かされ そ、 人の 命 を絕ち 殺す もの なれば、 き やつに 物の^し さ 知らせ 
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二八 六 


かた， かたに I 彼 

はっけ 是 につけ 


側に この 犬 ども を 取り 人れ ていふ やう、 おのれら この 日 比、 いた はり 飼 ひつる かひ あり 

て、 この度の 我 命に 代れ、 おのれら よと いひて、 搔き 撫づれ ば、 うちう めきて、 脇に かいそ 

ひて 皆 伏し： ぬ。 又 日 比と ぎ 磨きつ る 太刀、 刀、 皆 取り入れつ。 さて 榧の 蓋を掩 ひて、 布し 

て ゆ ひて 封つ けて、 我 女 を 入れ たれる やうに 思 はせ てさし 出し たれば、 餘、 榊、 鈴、 鏡 

さ S 

を 振り 合せて， 前お ひ詈 りて 持て まゐる さまい といみ じ。 さて 女 これ を閒. くに、 我に 代 

りて この 男の かくして いぬる こそい と哀 なれと 思 ふに、 又 不意に 事 出で こば、 我 親た ち 

いかにお はせんと、 かたがたに 歎き 居たり。 され ども 父母の いふ ゃラ は、 身の ために こ 

そ 神 も佛も 恐し けれ、 死ぬ る 君の 事 なれば、 今 は 恐し きこ ともなし、 同じ 事 を かくても 

なくなりなん、 今 は 減 びん も 苦しから すと 言 ひ 居たり 。かくて 生贄を 御社に 持て 參り、 神 

主祝祠 いみ じく 申して、 神の 御前の 戶を 開けて、 この 長 榧 を さし 入れて、 戶を もとの や 

うに さして、 それより 外の 方に、 宮司 を 始めて、 次々 の 司 ども 次第に 皆 列び 居たり。 さ 

みそ？ I  たけ 

る 程に この 隨を 刀の 先して 密に 穴を開けて 東 人 見ければ、 誠にえ もい はす 大 なる 猿の、 長 


の該 ならん、 0 

ち 曰々 の 役と レ 

ての 意 也 

ねち なき I 太甚 

の 意に て、 . ^の 

うへ なしと h ふ 

は 同 *i 

ことぐ さ. Ill  一一 a ひ 

草 


らせ給 ひそと いふ。 さて 日 比 籠り 居て、 この 女房と 思 ひ 住む 事い み じ。 か. -る ほどに， 

！ =し_ば ろ  なか 

年 比 山に 使 ひ 習 はした る 犬の、 いみ じき 中に 賢き を 二つえ りて、 それに 生きた る 猿 丸 を 

柿 へ て， 明暮 やくく と 食 ひ 殺させて 習 はす。 さらぬ だに 猿 丸と 犬と は 敵なる に、 いと か 

うのみ 習 はせば、， 猿 を 見て は、 躍り か- - りて 食 ひ 殺す 事 限な し。 さて 明暮 はいらな き 太 

さ き 

刀 をみ がき、 刀 をと ぎ、 劍を 設けつ- -、 唯 このめの 君と ことぐ さに する やう、 あはれ 前の 

世に 如何なる 契 をして、 御 命に 代りて い たづら になり 侍りなん とすらん、 され ど 御 か はり 

と 思へば、 命 は 更に 惜しから す、 唯 別れ 閗ぇ なんす と 思 ひ 給 ふるが、 いと 心 ほそく 哀 なる 

などい へば、 女 も 誠に 如何なる 人の かくお はして、 思 ひ 物し 給 ふに かと 言ひ續 けられて、 

みや づかさ 

悲しう あはれ なること いみ じ。 さて 過ぎ行く 程に、 その 祭の 日に なりて 宮司より はじ 

め、 萬の 人々 こぞり 集りて、 迎へ にの よしり 來て、 新しき 長植 を、 此 女の 居た る 所に さ 

し 入れて いふ やう、 例の やうに これに 入れて、 その 生贄 出されよ といへば、 この 東 人、 

唯 このたびの 事 は、 自らの 申さん ま- 1 にし 袷へ とて、 この 櫃に密 に 入り ふして、 左右の 
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二八 四 


死なん を 見ん より はとて 取らせつ。 かくて 東 人 *此 女の 許に 行きて 見れば， かたちす がた 

を かしゅな り、. あいぎ やう めでたし。 物 思 ひたる 姿に て、 寄り ふして 手 習 をす るに、 淚 

の 袖の 上に かよりて ぬれたり。 かょるほどに人のけ^^ひのすれば、 髮を 顔に ふり かくる 

を 見れば、 髮も 濡れ 顔 も 淚に洗 はれて、 思 ひ 入りた る さまなる に、 人の 来たれば、 いと r 

つ. M ましゅに 思 ひたる け は ひして、 少し そばむ きたる 姿、 誠にら うたけ なり。 凡け だか 

あづまび！ S 

くしな くしう、 を かしゅなる 事、 田舍 人の子と いふべ からす。 東 人 これ を 見る に， 悲 

しき 事い はんかた なし。 されば いかにもく 我 身な くなら ばなれ、 た *i これに 代りなん 

と 思 ひて， この 女の 父母に いふ やう、 思 ひ 構 ふること こそ 侍れ、 若し この 君の 御 事に よ 

りて 滅びな どし 給 はば、 苦しと やお ほさる べきと 問へば、 このために、 自ら はい たづら 

お ぼ 

にもなら ばなれ、 更に 苦しから す、 生きても 何に か はし 侍らん する、 唯 思 されん まよに， 

いかにも^, \- し 給へ と 答 ふれば、 さらば この 御祭の 御き よめす るな りと て、 しめ 引きめ 

ぐらして、 いかにもく 人な 寄せ 袷 ひそ、 又 これにみ づ から 侍りと、 な 人に ゆめく 知 
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二八 二 


〇 今昔 二十 六、 

美 作園祌 侬獵師 

該 止生贊 語 参照 


怿し きを だ sit 

ふつ > ^か 

なる 子 を ももる 

そか はは 思 はず 


叱り ー 怒る 意， 

枕 草紙に も 「お 

み じう 腹 立 も 叱 

りて」 と 用 ひた 


吾孀 人生 贄を 止む る 事 

ち ラざ ん かう や 

今 は 昔、 山陽 道 美作國 に， 中 山、 高 野と 申す 神お はします、 高 野 はくちな は、 中 山 は 

けにへ  ひすめ かたち 

猿 丸に てなん おはす る。 その 神 年 ごとの 祭に、 必す 生贊を 奉る。 人の 女の 容貌よ く、 髮 

長く 色し ろく、 身なり を かしゅに 姿ら うた ゆなる をぞ、 撰び 求めて 奉りけ る。 昔より 今 

に 至る まで、 その 祭 怠り 侍らす。 それに ある 人の 女、 生贄 にさし あてられに けり。 親 ど 

も 泣き 悲む事 かぎりなし。 人の 親子と なること は、 前の世の 契な りければ、 怪しき を だ 

にもお ろかに や はお も ふ、 まして 萬に めでたければ、 一身に も 優りて 疎なら す 思へ ども、 さ 

りと て 逃る ベから ねば、 歎きながら 月日 を 過す ほどに、 やう/^ 命つ r まる を、 親子と 

いくおく  あけくれ 

逢 ひ 見ん 事 今 幾許なら すと 思 ふに つけて、 日を數 へて、 明暮は 唯ね をのみ 泣く 。かよる 

ほどに， &の 人の 狩と いふ 事 をのみ 役と して、 猪と いふ ものの、 腹立ち 牝 りたる はいと 

恐し きものな り、 それ を だに 何とも 思 ひたらす、 心に まかせて 殺し、 取り 喻ふ事 を 役と 


聞く 人 は I 「聞 

く 人の」 と あり 

たし 


とて、 近くより 遠くまで 尋ね 覚めさ すれ ども、 無ければ、 いみ じかり つ る 牛 を 失 ひ つ ると 

歎く 程に、 河內前 司が 夢に 見る やう、 この 佐大 夫が 来たりければ、 これ は 海に 落ち入りて 

死にけ ると 聞く 人 は、 如何に 來 たるに かと 思 ひく 出で 合 ひたりければ、 佐大 夫が いふ や 

う、 我 はこの S 寅の 隅に あり、 それより 日に 一度、 ひづめの 橋の もとに 罷りて、 苦 を 受け 

侍るな り、 それにお のれが 罪の 深くて、 身の 極めて 重く 侍れば、 乘 物の 堪 へす して、 か 

ちょり 罷 るが 苦しき に、 この 黄 斑の 御 車 牛の 力の 强 くて 乘 りて 侍る に、 いみ じく 覚め 

させ 給へば、 今 五日 ありて、 六日と. & さん 巳の 時ば かりに はかへ し 奉らん、 いたくな 覓 

め 給 ひそと 見て 覺 めに けり。 か- -る夢 を こそ 見 つれと いひて 過ぎぬ。 その 夢見つ るより 

六日と いふ 巳の 時ば かりに、 そ， i ろに この 牛歩み 入りたり ける が、 いみ じく 大事したり 

ゆにて、 苦し ゆに 舌 を 垂れ、 汗水に てぞ 入りたり ける。 この ひづめの 橋に て 車 落ちい り、 

牛 はと まりたり ける 折な どに 行き 合 ひて、 力 强き牛 かなと 見て、 借りて 乘 りて ありき け 

る にゃあり けんと、 思 ひける もお そろし かりけ りと、 河 內前司 かたりし なり。 
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^^^^p  播磨 守佐大 夫が 事 

縟 S 牛 MSB 

今 は 昔、 播磨{寸公行が子に^£大夫とて、 五條 わたりに ありし 者 は、 此頃 ある 顯宗 とい ふ 者 

さ？ i なり 

の 父な り。 その 佐 大夫は 阿波 守 里 成が 供に 阿波へ 下りけ るに、 道に て 死にけ り。 其佐大 

ろる  の  あめ だら 

類 I 親類  夫 は 河內前 司と いひし 人の 類に てぞ ありけ る。 その 河內前 司が 許に、 黃 斑なる 牛 ありけ 

^^UMM^,, り。 その 牛 を 人の 借りて、 車 掛けて 淀へ 遣りけ るに. ひづめの 橋に て、 牛飼惡 しく 遣り 

西 淀  て、 片輪 を 橋より 落したり ける に、 引かれて 車の 橋より 下に 落ちけ る を、 車の 落つ ると 

心得て、 牛の 踏み 廣ご りて 立てり ければ、 戰 切れて 車 は 落ちて 碎 けにけ り。 牛 は 一 つ 橋 

の 上に 留まりて ぞ ありけ る。 人 も 載らぬ 車な りければ、 損 はるよ 人 もなかり けり。 えせ 

牛なら まし かば、 引かれて 落ちて 牛 も 損 はれまし、 いみ じき 牛の 力 かなと て、 その 邊の 

"たはり ー 大切 人 言ひ譽 めけ る。 かくてこの4^«をぃ仁はり铜ふほどに、 この 4kg 何に して、 失せた ると 

にナる 

few 

いふ 事なくて 失せに けり。 こ は 如何なる 事ぞ と、 ^めさ わ ゆ どなし。 離れて 出で たる か 


o 古事 談卷 六參 

照 

il 村 上 天皇 

の年號 


浮藏 111 一善 淸行 

の 子 

空しく 


しければ、 明暹 跪きて 庭に 候 ふ。 仰せに よりて 上りて 簀 子に 候 ふに、 笛 や 吹く と 問 はせ 

おはし ましければ、 かたの 如く 仕り 候 ふと 申しければ、 されば こそと て， 御 笛 賜び て 吹 

はんぜい らく 

かせられけ るに、 萬歲樂 をえ もい はす 吹きたり ければ、 御感 ありて、 やがて その 笛 を 賜 

びて けり。 件の 笛傳 はりて、 今 A 幡別當 幸淸が 許に ありと か。 f 嚯醉 齢，； 21 

淨藏が 八坂坊 に强盜 入る 事 

これ も 今 は 昔、 天曆 のころ ほひ、 淨藏が 八 坂の 坊に、 强盜 その 數 入り 亂れ たり。 しかる 

に 火を燈 し、 太刀 を 拔き目 を 見張りて、 各 立ちす くみて 更にす る 事な し。 かくて 數刻を 

ふ  じ や ラざ，ゥ ほん みん けいび やく  ゆる ， 

經、 夜 やう. 明けん とする 時、 こ-, に淨藏 本尊に 啓 白して、 早く 究し 遣すべし と 申し 

5-。 . そ 0 時に M 人^も * い たづら に， て 逃杪歸 りけ ると か。 . ■> 
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二 七 九 


〇 古事 談卷六 及 

，ひ 東齋隨 筆音樂 

類の 郁に 此話ぁ 

り 

已講— 情の 職名 

野 行幸 I. 放 魔の 

ため 嵯峨 野な ど 

へ 行幸 ある を b 


〇 古事 談卷六 及 

び 束 齋隨筆 参照 


聲違 へず — 

調子 を 合せて 經 


放鷹 樂明暹 に是季 がなら ふ 事 

はラ ょラ らく  みや ->  せんい か， 5 

これ も 今 は 昔、 放 鷹 樂と いふ 樂 をば、 明 暹已講 唯一 人 習ひ傳 へたり けり。 白 河 院野行 

幸 明後日と いひけ るに、 山 階 寺の 三面の 僧坊に ありけ るが、 今宵 は 門な さし そ、 尋 ぬる 

人 あるらん もの かと 言 ひて 待ちけ るが、 案の 如く 入り 來 たる 人 あり、 これ を 問 ふに 是季 

なりと いふ。 放鷹 樂習 ひに かとい ひければ、 しかな りと 答 ふ。 卽ち坊 中に 入れて 件の 樂 

を傳 へけ り。 

堀 河 院明暹 に 笛 ふかさせ 給 ふ 事 

だい はんじゃ み タき や、 f 

これ も 今 は 昔、 堀 河 院の御 時、 奈 良の 佾 ども を 召して、 大 般若の 御 讀經行 はれけ るに， 

明暹 この 中に まゐ る、 その 時に 主上 御 笛 を 遊ばしけ るが、 やうく に、 調子 を 代へ て 吹 

かせ 給 ひける に、 明暹 調子 ごとに 聲違 へす あゆければ、 主上 あやしみ 給 ひて この 佾を召 
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宇治 拾遺 物 Si  二 七 六 


なから 

かへ りたれば、 應天 門の 半分ば かり 燃えた るな りけ り。 この ありつる 人 ども は、 この 火 

つくる とて 上りたり けるな りけ りと、 心得て あれ ども， 人の 極めた る 大事 なれば、 あへ 

て 口より 外に 出さす。 その後 左の 大臣の し 給へ る 事と て、 罪 蒙り 給 ふべ しと 言 ひ 罵る、 

あはれ したる 人の ある もの を、 いみ じき ことかな と 思へ ど、 言 ひ 出すべき ことならねば、 

いと ほしと 思 ひ ありく に、 おと 5.. 免され ぬと 聞けば、 罪な きこと は、 終に のがる >M もの 

出 g 役 なりけ りと なん 思 ひける。 かくて 九月ば かりにな りぬ。 か- -る ほどに 伴 大納言の 出納の 

いさか ひ 

家の 幼き 子と、 舍 人が 小童と、 諍 論 をして 泣き 詈れ ば. 出で てとり さへんと する に、 こ 

• の 出納 同じく 出で て 見る に、 寄りて ひき 放ちて、 我 子 をば 家に 入れて、 この 舍 人が 子の 

髪 を 取りて、 うち 伏せて 死ぬ ばかり 踏む。 舍人思 ふやう、 我 子 も 人の子 も 共に 童い さか 

ひなり、 た さて は あらで、 我 子 をし も かく なさけなく 踏む は、 いと あしき 事な りと 腹 

まう と —眞人 だた しうて、 まう とはい かで なさけなく 幼き 者 を かくはす るぞと 問へば、 出納い ふやう、 

もれ！ ものれ おれ は 何事い ふぞ、 舍人 たつる おれば かりのお ほやけ 人 を、 我 打ちた らんに 何事の ある 

卷  十  二 七 五  I 


宇治 拾遺 物語 


二 七 四 


府 I 兵衞府 

か i ぐり I ずり 

. ^る >^10 と 

豐淸 I 豐 城の 設 

なる ぺ し 


臣 は.^ ST したる 事 もな きに、 かよる 橫 ざまの 罪に 當るを 思し 欵 きて、 日の 装束して、 庭 

にあ 薦を 敷きて 出で て、 天道に 訴へ. m. し 給 ひける に、 ゆるし 給 ふ 御 使に、 頭 中將、 馬に 乘 

ひ W 乂 

りながら 馳 せまう でければ、 いそぎ 罪せら る.^ 使ぞと 心得て、 .一 家 泣きの よしる に 

し 給 ふよし 仰せ かけて 歸り ぬれば、 又 喜び 泣きお びた- - しかりけ り。？^ された び たれ ど、 

朝廷に 仕う 奉りて は、 撗 ざまの 罪 出で 來 ぬべ かりけ りと いひて、 ことに もとの やうに 宫 

仕 もし 給 は ざり けり。 此事は 過ぎに し 秋の 頃、 右兵衞の 舍 人なる 者、 東の 七條に 住みけ 

るが、 府に參 りて 夜更けて 家に かへ ると て、 應天 門の 前 を 通りけ るに ノ人 のけ は ひして 

さ *t めく。 廊の腋 に隱れ 立ちて 見れば、 柱よりか V ぐり おる- -者 あり、 あやしくて 見れ 

なにわ ざ 

ば 伴 大納言な り。 次に 子なる 人お る、 又 次に 雜色 豐淸 とい ふ 者お る。 何 業して おる. 1 に 

か あ. らんと、 つゆ 心 も 得で 見る に、 この 三人お りはつる ま- -に 走る ことかぎ りなし。 南 

の 朱 雀 門 ざまに 走りて いぬれば、 この 舍人も 家 ざまに 行く ほどに、 ニ條堀 河の ほど 行く 

に、 大內の 方に 火 ありと て 大路の- - しる。 見 かへ りて 見れば、 內 裏の かたと 見 ゆ。 走り 


〇 三代 資錄 十三 

赛照 

水 尾の 帝 —淸和 

天皇 

ss の 左大臣 |"1 

峨 帝の 皇子 

忠仁公 ー 良 房 

西 一一 一條の 右大臣 

1 良 相 

移の 馬， I 移 鞍 を 


-朔平 門 


北の 一 


宇治 拾 遣 物語 卷第十 

伴 大納言 應天門 を 燒く事 

今 は 昔、 水 尾の 帝の 御 時に 應天 門燒 けぬ。 人の つけたる になん ありけ る。 それ を 伴 善 男 

まこ •>>  しわざ  お ほやけ  ぉミ r 

とい ふ 大納言、 ，これ は 信の 左大臣の 所爲 なりと、 朝廷に 申しければ、 その 大臣 を 罪せん 

とせ させ 給 ひける に、 忠仁 公世の 政 は、 御 弟の 西 三條の 右大臣に 讓 りて、 白 川に 籠り 居 給 

おん 》1 aiL ひた- れ  <_ 'つし 

へる 時に て、 この 事 を 聞き 驚き 給 ひて、 御 烏帽子 直垂 ながら、 移の 馬に 乘り給 ひて、 乘 

りながら 北の 陣 までお はして、 御前に 參り給 ひて この 事 申す。 人の 讒言に も 侍らん、 大 

こ ミゃラ  た r  まこ ミ モらー *》 ミ 

事に なさせ 給 ふ 事い と 異樣の 事な り、 か. -る こと は 返す くよ く 礼して、 實事虛 事顯は 

して、 行 はせ 給 ふべき なりと 奏し 給 ひければ、 誠に もと 思 召して 糾 させ 給 ふに、 一 定も 

なき 事 なれば、 免し 給 ふよし 仰せよ と ある 宣旨 承りて ぞ、 大臣 は 歸り給 ひける。 左の 大 
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老 をが うけ 云々 

1 褒家 £i て、 

年 をよ き 後 て 

として 憐愁を 乞 

ふ 也 


しもと 1 打た る 

る 杖と 霜と を か 

けて. S へるな り 

乙の 欺 拾遺 集^ 

見えた リ 

なさけ！ 風流の 

意 

〇 今昔 十九、 大 

安寺 別當娘 許嫁 

人 通語 春 照 


ち ども を 片端より 問 ふに、 唯老 をが うけに ていら へ 居る。 如何にし てこれ を 許さん と 思 

ひて、 おのれ はいみ じき 盗人 かな、 歌 は 詠み てん やといへば、 はか <\. しからす 候へ ど 

も、 詠み 候 ひなんと 申しければ、 さらば 仕れと いはれ て、 程 もな くわな よき 聲に てうち 

レナ 1*- 

年 を經て かしらの 雪 はつ もれ どもし もと 見る に ぞ身は ひえに ける 

とい ひければ、 いみ じう 哀れが りて、 感じて 許しけ り。 人 はいかに もな さけ は あるべし。 

大安 寺 別當の 女に 嫁す る 男 夢見る 事 

むすめ 

今 は 昔、 奈 良の 大安 寺の 別當 なりけ る佾の 女の もとに、 藏人 なりけ る 人の 忍びて 通 ふ 程 

に、 せめて 思 はしかり ければ、 時々 は晝 もとまり けり。 或 時晝寢 したりけ る 夢に、 俄に こ 

の 家の 內に、 上下の 人と よみて 泣き 合 ひける を、 如何なる 事 やらん と あやしければ、 立 

しう ミ  に こラ  か はらけ 

ち 出で て 見れば、 舅の 佾 妻の 尼 公より はじめて、 ありと ある 人、 皆大 なる 土器 を捧 ゆて 
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信 大歌 大 〇 
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と は 知り 奉らぬ ぞ といへば、 佛師 こそ は 知りて 候 ふらめ とい ふ。 怪し けれど 實に さも あ 

るらん、 この 男佛の 御名 を 忘れた るな らんと 思 ひて、 その 佛師は いづく にか あると 問へ 

ば、 ^明 寺に さぶ らふと いへば、 さて は 近かん なり、 呼べと いへば、 この 男歸り 入りて 

ひら づら  ふミ 

呼びて 来たり。 平面なる 法師の 太り. たるが、 六十ば かりなる にて あり。 物に 心得た るら 

ん かしと 見えたり、 いで 來て政 行に 並びて 居た るに、 この 佾は 佛師 かと 問へば、 さに 候 ふ 

いくか しら 

とい ふ。 政 行が 佛ゃ 造りた ると 問へば、 造り 奉りたり とい ふ。 幾 頭 造り 奉りた る ぞと問 

へ ば、 五頭 造り 奉れり とい ふ。 さて それ は 何佛を 造り 奉りた る ぞと問 へ ば、 え 知り 候 はす 

と 答 ふ 。こ はいかに、 政 行 しらすと いふ， 佛師 知らす ぱ 誰が 知らん ぞ といへば、 佛師は 

いかで か 知り 候 はん、 £L 佛師の 知る や うは 候 はすと い へ ば、 さは 誰が 知る ベ きぞ とい へ ば、 

講師の 御 房 こそ 知らせ 給 はめと いふ。 こ はいかに とて、 集りて 笑 ひの よしれば、 佛師は 

腹立ちて、 物の 樣體も 知らせ 給 は ざり けりと て 立ちぬ。 こ は 如何なる 事ぞ とて 尊 ぬれば、 

早うた 一 i 佛造り 奉れと いへば、 た *i まろが しらに て、 齋の； t の 冠 も なきやう なる もの を、 


卷 


九 


二 六 五 


宇治 拾遺 物語 


二 六 四 


据ぅ I 原本 「す 

ゆ」 と あり 


わせぐ み I 背の 


股ね き I 股 貫^ 

て 今の 股引な P 

ま 3 と Ijs 人^ 

て、 人 を 敬して 

b ふ 語 


せよ とい ふ。 されば よと 思 ふに， さる 事 はな けれど、： 高く 大きに 盛め たる 物 ども、 持て 

来つ i 据 うめり。 侍の 料と て、 あしく も あらぬ 饗ー 二 膳ば かりす ゑつ。 鵜 色、 女 どもの 

料に 至る まで、 數 多く 持て 来たり。 講師の 御 こ i ろみと て、 古代なる 物据 ゑたり。 講師 

たび 

に は、 この 旅なる 人の 具した る ほ を せんとし けるな りけ り。 かくて 物 喰 ひ 酒飲みな どす 

る 程に、 この 講師に 請 せられん する 佾 のい ふや ラは、 明日の 講師と は 承れ ども、 その 佛 

を 供養 せんする ぞと こそえ 承らね、 何佛を 供養し 奉ろ にか あらん、 佛は數 多お はします 

なり、 承りて 說經を もせば やといへば、 恒政閗 きて、 さる 事な りと て、 政 行 や 候 ふとい 

へば、 この 佛 供養し 奉らん とする 男なる べし、 長 高く おせぐ みたる もの、 赤 鬚に て 五十 

ばかりなる、 太刀 はき、 股ぬ き はきて 出で きたり。 此方へ 參れ といへば、 庭 中に 參 りて 

居た るに、 恒攻、 かの まう と は 何佛を 供養し 奉らん する ぞ といへば、 いかで か 知り 奉らん 

こ 5i ひ ！；> 

するとい ふ。 こ はいかに 誰が 知るべき ぞ、 もし 他人の 供養し 奉る を、 唯 供養の 事の 限 を 

する かと 問へば、 さも 候 はす、 政 行 まろが 供養し 奉るな りと いふ。 さて はいかで か何佛 


恒 政が 郞等佛 供養の 事 

ひや ラミ う. U いふつ ねま さ  やまが  そ 

昔、 兵 藤 大夫恒 政と いふ 者 ありき。 それ は筑前 S 國山 鹿の 庄と いひし 所に 住みし。 又 其 

ほ ー かりそめ 1^ に 白地に 居た る 人 ありけ り。 恒 政が 郎等に、 政 行と て ありし 男の 佛 作り 奉りて、 供養 

し 奉らん とすと 聞き 渡りて、 恒 政が 居た る 方に、 物 喻ひ酒 飮み詈 る を、 こ は 何事す るぞ 

とい はすれば、 政 行と いふ 者の 佛 供養し 奉らん とて、 しう の 許に かう 仕りた る を、 かた 

への 郞等 どもの たべの よしるな り、 今日 饗百 膳ば かり ぞっかう まつる、 明日 そこの 御前 

の 御料に は、 恒政 やがて 具して 參る ベく 候 ふなる といへば、 佛 供養し 奉る 人 は、 必 すか 

くや はする、 田舍の 者は佛 供養し 奉らん とて， かねて 四 五日より、 かよる 事 ども をし 奉 

^sli るな り、 昨日 一昨日 はおの が 私に、 里 隣 私の 者 ども 呼び集めて 候 ひつる といへば、 を か 

人  ， 

しかりつ る 事 かなと いひて、 明日 を 待つべき なめり とい ひて 止みぬ。 明け ぬれば、 い 

つし かと 待ち 居た る 程に， 恒攻 出で 來 にたり。 さなめ りと 思 ふ 程に、 いづら、 これ 參ら 
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言 ひければ、 いかにせ ましと 思 ひま はして、 小 女子 どもの 二人 ありけ る をば、 今日 だに 

この 佛師に 物して 參 らせん、 何も 取りて 來 とて 出し やりつ。 我 も 又 物取りて 來ん する や 

うにて、 太刀 引き 佩きて 出で にけ り。 唯 妻 一 人、 佛師に 向 はせ て 置きたり けり。 佛師怫 

の 御 眼 入れ はてて、 男の 僭 歸り來 らば、 物よ く 喰 ひて、 封 じつけ て 置きたり し 物 ども 見 

て、 家に 持て 行きて、 其 物 はかの 事に つか はん、 かの 物 は 其 事に つか はんと、 仕度し 思 

ひける ほどに、 法師 こそくと して 入り 來るま に、 目を瞋 して 人の 妻 まく もの あり、 

やうく をう くと 首 ひて、 太刀な 拔 きて、 佛師を 斬らん とて 走り か. - りけ- れば、 佛師 

頭 うちわられ ぬと 思 ひて、 立ち 走り 逃 ゆけ る を 追 ひっきて、 斬り はづ しく つ -1 追 ひに. か 

して、 いふ やう は、 ねたき やつ をに がしつる、 しゃ 頭う ちわらん としつ る もの を、 佛師 

は必す 人の 妻 を まきけ り、 おれ 後に 逢 は ざらん や はとて、 ねめ かけて かへ りに ければ、 

佛師 逃け 返き て 息つ きたち て 思 ふやう、 かしこく 頭 を うちわられす なりぬ る、 後に 逢 は ざ 

らん や はとね めすば こそ、 腹の 立つ 程 かくしつ るかと も 思 はめ。 見え 逢 は， r 又 頭 わらん 


貴め b はれ I 催 

促せら る >i 


物 を 墓 9 て IH 

貨を 典物と して 


むれら か ££| 


でて， 責めい はれ 給 ふ佛師 もむ つかしう なれば、 功德 つくる も かひな く覺 ゆるに. この 

物 ども はいと よき 物 どもな り、 封つ けて こ- -に 置き 給 ひて， やがて 佛 をも此 所に て 造り 

給へ、 造り 出し 奉り 給へ らん 日、 皆ながら 取りて おはすべき 也と いひければ、 佛師 うる 

さき 事 かなと は 思 ひけれ ど、 物 多く 取らせた りければ、 言 ふま- -に佛 造り 奉る 程に、 怫 

師の 許に て 造り 奉ら まし かば、 其 所に てこ そ は 物は參 らまし か、 こ. - にいまして、 物 喰 

はんと や はの 給 はまし とて、 一物 も喻 はせ ざり ければ、 さる 事な りと て、 我家に て 物う ち喧 

0 S めて  ひ ？ J ろ 

ひて は、 早朝 來て、 一日 造り 奉りて、 夜 さり は歸 りつ- -、 日 比經て 造り 奉りて、 この 得 

んする 物 を 募りて、 人に 物 を 借りて 漆 塗らせ 奉り、 箔買 ひな どして、 え もい はす 造り 奉 

らんと す。 かく 人に 物 を 借る より は、 漆の 價の程 は 先 得て、 箔も 著せ 漆 塗に も 取らせん 

とい ひけれ ども、 など かくの 給 ふぞ、 初め 皆 申し 認めた る 事に は あらす や、 物 は むれら か 

こま t 

に 得た る こそよ けれ、 細々 に 得ん との 給 ふわろ き 事な りと いひて、 取らせねば、 人に 物 

をば 借りたり けり。 かくて 造り はて 奉りて、 佛の御 眼な ど 入れ 奉りて、 物 得て 歸 らんと 
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若 狭へ 越え 給 ひに けん 人 は、 何時か 歸り 著き 給 はん ぞ、 御供 人 はいくら ばかり 候 ふと 問 

へば、 いざ 誠 にゃあらん、 明日の 夕 さり 此所 にくべ かなる， 供に はこの ある 者 ども 具 

して. 七 八十 人ば かり ぞ ありし といへば、 ^は その 御 まう けこ そ 仕る ベ かなれ といへ 

ば、 これ だに 思 ひかけ す 嬉しき に、 さまで はいか r あらんと いふ。 いかなる 事な りと も 

今より はいかで か 仕らで あらんす ると て、 たのもしく 首 ひ 置きて いぬ。 この 人々 の、 夕 さ 

りつと めての 食物まで 沙汰し 置きたり。 覺 えなく あさましき ま. -に は、 唯 觀音を 念じ 奉 

る 程に その 日 も 暮れぬ。 またの 日に なりて、 この ある 者 ども， 今日は 殿お はし まさん す 

らん かしと 待ちた るに， 申の 時ば かりに ぞ 著き たる。 著き たる ゃ遲 きと、 この 女、 物 ど 

も 多く 持たせて 來て 申しの i しれば、 もの たのもし。 この 男 いつしか 入り 來て、 覺 束な 

かりつ る 事な ど いひ ふ したり。 あかつき はやが て 具して 行くべき よ し な どい ふ。 如 

何なる べき 事に かな ど 思へ ども、 怫の唯 まかせられて あれと * 夢に 見えさせ 給 ひし を賴 

卷  九  二 五 五 


字 治 拾遺 物語 


二 五 四 


しりあつ かひ 奉 

る ぺ き I 懇 待す 

ペき 

わ， さと I 特に 


ざり けり、 こ- 1 にも 喰 はすべき 物 もな きに、 日 は 高く なれば、 いと ほしと 思へ ども， す 

べき やう もなくて 居た るな りと 言へば、 しりあつ かひ 奉るべき 人に やお はします らんと 

いへば、 わ、 さとさ は 思 はね ど、 こよに 宿りた らん 人の 物 喰 はで ゐ たらん を、 見過さん も 

う，. こて あるべ う、 又 思 ひ 故つべき やう もな き 人に て あるな りと 言へば、 さていと 易き 事 

なり、 <fr 日し も かしこく 參り候 ひに けり、 さらば 罷りて、 さるべき やうに て參 らんと て 

立ちて いぬ。 いと ほし かりつ る 事 を、 思 ひかけ ぬ 人の 來て、 たのもし ゆに 言 ひて 注ぬ る 

は、 とかく 唯觀 音の 導かせ 給 ふなめ りと 思 ひて、 いと *i 手 をす りて 念じ 奉る ほどに、 卽 

ち 物 ども 持たせて 來 たりければ、 食物 どもな ど 多 かり、 馬の 草まで： 16 へ 持ちて 來 たり、 

言 ふ 限な く 嬉しと お ほ ゆ。 此人々 もて 饗應 し、 物 喰 はせ 酒飮 ませ はてて 入り 来たれば、 こ 

はいかに、 我 親の 生き返り おはした るな めり、 とにかくに あさましくて すべき 方な 

く、 いと ほし かりつ る 恥 を隱し 給へ る 事と いひて、 喜び 泣きければ、 女 も 打 泣きて いふ や 

う、 年 比 もい かで かお はします らんと 思う 給へ ながら， 世の中 過し 候 ふ 人 は、 心と 逯ふ 


せ SE きて 越え 

にけ り」 と あり 


御厨 子 所 1 蔓所 

よさ 男して，一" M 

き 夫 を ももて 


御覽じ 知れぬ は 

1 御&? t 知られ 

& はの 意 


ばかり、 それが 從者 など 取り 具して、 二十 人ば かりの 人の あるに、 物喻 はすべき やうな 

く、 馬に 草 喰 はすべき やう もなかり ければ、 如何にせ ましと 思ひ欽 きけ る 程に、 親の 御 

づ しタ ころ 

厨子 所に 使 ひける 女の、 娘の ありとば かり は閒き けれども、 來通ふ 事 もなくて、 よき 男 

して、 事 かな ひて ありとば かり は 聞き 渡りけ るが、 思 ひも かけぬ に來 たりけ るが 誰に 

か あらんと 思 ひて、 如何なる 人の 來 たる ぞと問 ひければ、 あな こ- "ろうや、 御覽じ 知れ 

ぬ は 我 身の 咎に こそ さ ぶら へ， おのれ は 故 上のお はし ましよ をり、 御厨 子 所 仕り 候 ひし 

者の 娘に 候 ふ、 年 比い かで 參 らんな ど 思 ひて 過ぎ 候 ふ を、 今日は 萬 を 捨てて 參り候 ひつ 

るな り、 かく 便な くお はします とならば、 怪しく とも ゐて候 ふ 所に もお はし まし 通 ひて、 

四 五日 づ つもお はし ませ かし、 志 は 思 ひ 奉れ ども， 他所ながら は明暮 とぶら ひ 奉らん 事 

も、 おろかなる やうに 思 はれ 奉りぬ ベければ など、 細々 とかたら ひて， この 候 ふ 人々 は 如 

何なる 人ぞと 問へば、 こよに 宿りた る 人の 若狹 へと て 注ぬ るが， 明日 こよへ 歸 りっかん 

すれば、 その 陸と てこの ある 者 ども を 留め置き ていぬ るに， これに も 喰 ふべき 物 は 具せ 


卷 


九 


二 五三 


宇治 拾遺 物語 


二 五 二 


露 違 ふ 所 ー. 以前 

の 妻に 達 ふ 所 


衣 も 著せ 匿き I 

今昔 はは r 衣 も 


り 來て控 へつ。 こ はいかに といへ ど、 言 はすべ くもなき に 合せて、 夢に 見し 事 も ありし 

かば、 とかく 思 ひい ふべき にも あらす。 この 男 は、 美濃國 に猛將 ありけ り， それが 獨 子に 

て、 その 親う せに ければ、 萬の 物 受け 傳 へて， 親に も 劣らぬ 者に て ありけ るが、 思 ひけ 

つま  これ かれむ こ  あまた 

る 妻に 後れて、 やもめに て ありけ る を、 此彼顰 に 取らん 妻に ならん とい ふ 者數多 ありけ 

れ ども、 ありし 妻に 似た らん 人 をと 思 ひて、 やもめに て 過し ける が、 若狹に 沙汰すべき 

事 ありて 行くな りけ り。 晝 宿り 居る ほどに、 片隅に 居た る 所 も、 何の かくれ もなかり け 

れば、 如何なる 者の 居た る ぞと覼 きて 見る に、 唯 ありし 妻の ありけ ると 覺 えければ、 目 

も くれ 心も騷 ぎて、 いつしか 疾く 暮れよ かし * 近 からん 氣色も 試みん とて 入り 来たるな 

りけ り。 物う ち 言 ひたる より 始め、 露 違 ふ 所な かりければ、 あさましく か りけ る 事 も 

ありけ りと て、 若狹 へと 思 ひ 立た ざら まし かば、 この 人 を 見 まし や はと、 嬉しき 旅に ぞ 

ありけ る 。若狹 にも 十日ば かり あるべ かり けれども、 この 人の 心め たさに、 明けば 行き 

て 又の日 歸 るべ きぞ と、 返す く 契り 置きて、 寒 ゆなり ければ 衣 も 著せ 置き、 郞等四 五 人 


うち はきな どし 

て —掃除な どす 

さ を S ふ 

あるべ かしき 事 

1 相應に 整頓せ 

る 事 

速に みよ一速 

人り て SI よ 


皮 子 筵 を 乞^て 

1 乞 ひて は從者 

^請求す る 也、 

今昔に は 「主人 

皮 子つ I みたる 

筵 を 敷 皮に 重ね 

て 敷 さて」 と あ 


て、 その 人 を 待つ とて、 うち はきな どして 居たり 0 家 は 大きに 造りたり ければ、 親う せて 

後 は 住み つきある ベ かしき 事な けれど、 家ば かり は 大きな りければ、 片隅に ぞ 居たり け 

る。 敷く ベ き 筵 だに なかり けり。 か i る 程に その 日の 夕方に なりて、 馬の足 音 どもして 數 

多 入り 來 るに、 人 ども 观き などす る を 見れば、 旅人の 宿 借るな りけ り。 速に ゐょ といへ 

ば、 皆 入り 來て、 こ.. - よかり けり、 家 ひろし， いかに ぞゃ など、 物い ふべき 主人 もなくて、 

あるじ 

我 ま.. にも 宿り 居る かなと 言 ひ あ ひたり。 覼 きて 見れば、 主人 は 三十ば かりなる 男の い 

と淸 ゆなる 也。 郞等 二三 十 人ば かり ある、 下種な ど 取り 具して 七 八十 人ば かり あらんと 

ぞ見 ゆる。 唯 居に 居らに、 筵疊を 取らせば やと 思へ ども、 恥し と 思 ひて 居た るに、 皮 子 

筵 を 乞 ひて、 皮に 重ねて 敷きて、 幕引き 廻して 居ぬ。 そ， r めく ほどに、 日 も 暮れ ぬれ ど 

も 物 食 ふと も 見えぬ は、 物の 無き にゃあ らんと ぞ見 ゆる。 物 あらば 取らせて ましと 思 ひ 

居た る 程に、 夜う ち 更けて、 この 旅人の け は ひに て、 このお はします 人 寄らせ 給へ、 物 

申さん といへば、 何事に か 侍らん とて ゐ ざり 寄りた る を、 何の さはり もなければ、 ふと 入 
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宇治 拾遺 物語  二 五 〇 


聖戳昔 I 左手 臍 

に is りて 未開の 

連 華 をと り 右手 

胸 は當リ て花瓣 

を 開かん とする 


〇 今昔 十六、 越 

晉 利益 語參照 


男 もた まら/さ リ 

ければ， I 男 も そ 

を 妻と して 居つ 


へる を、 三人の 線師各 書くべき 耦を廣 ゆて、 三人 跑 びて 筆 を 下さん とする に、 聖、 しばら 

く 我 誠の 影 あり、 それ を 見て 書き 寫 すべし と ありければ、 綠師 左右な く 書かす して、 聖 

の 御影 を 見れば、 大 指の 爪に て、 額の 皮 を さし 切りて、. 皮 を 左右へ 引き 退けて あるより、 

金色の 菩薩の 顔 を さし 出で たり。 一 人の 糟師は 十 一 面觀 音と 見る、 一 人の 檜師は 聖觀音 

と拜み 奉りけ り。 各 見る ま. -に寫 し 奉りて、 持ちて 參 りたり ければ、 帝 驚き 給 ひて、 別 

の 使 を 給 ひて 問 はせ 給 ふに、 かいけつ やうに して 失せ 給 ひぬ。 それより ぞ、 凡人に て は 

おはせ ざり けりと 申し あ へ りけ る。 

越 前 敦賀の 女觀昔 助け 給 ふ 事 

越 前の 國に、 敦賀 とい ふ 所に 住みけ る 人 ありけ り。 とかくして、 身一つば かり 接しから 

むすめ 

です ぐし けり 0 女 一 人より 外に 又 子 もなかり ければ、 この 女をぞ またな きものに かなし 

くしけ る。 この 女 を、 我 あらん 折 たのもしく 見 置かん とて、 男 あはせ けれど、 男 もた. *f 
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宇治 拾遺 物 詔  一一 gl 八 


樣 々の 事共 を 1 

今昔 此 下に 「し 

て」 の 二字 ぁリ 


かく 口惜しき 事 

かな. I かくて は 

口惜しき 事 かな 

の 意 か 

や を. ー 八 尺の 設 

寫か 

^らく かして I 

g ちして 


樣々 の 事共 をえ もい はす 罪深き 誓言 ども 立てさせ けり。 その 郡 司 は 水上へ 入りぬ。 そ 

の 川上より 流れ こん もの を、. いかにもく 鬼 にても あれ 何 にても あれ、 抱け とい ひて 行 

きぬ。 暂 しばかり ありて， 水上の 方より 雨降り 風 吹きて、 喑く なり 水 まさる。 暫 しあり 


だい 


じャ 

它 


て、 川上より 頭 一抱ば かりなる 大蛇の、 目 は 金婉を 入れた る やうに て、 背 は靑く 紺靑を 

塗りた る やうに、 頸の 下 は 紅の やうに て 見 ゆるに、 ま づ來ん 物 を 抱け と 言 ひつれ ども、 

せん 方な く 恐し くて 草の 中に ふしぬ。 暫 しあり て 郡 司 来たりて、 如何に 取り 給 ひつ やと 

いひければ、 かう く覺 えつれば、 取らぬな りと 言 ひければ、 かく 口惜しき 事 かな、 さ 

て はこの 事 はえ 習 ひ 給 はじと いひて、 今一度 試みん とい ひて 又 入りぬ。 暫 しばかり あり 

て、 や をば かりなる 猪の 出で 來て、 石 を はらく と碎 けば、 火き らくと 出づ。 毛 をい 

ら i かして 走りて か- -る。 せん 方な く 恐し けれども、 これ を さへ と 思 ひきり て、 走り 寄 

りて 抱きて 見れば、 朽 木の 三尺ば か. り ある を 抱きたり、 妬く 悔しき 事 かぎりなし。 初め 

の も か る 物に てこ そ あり けれ、 など か 抱か ざり けんと 思 ふ 程に、 郡 司き たりぬ。 如何に 


卷 


九 


二 四 七 


宇治 拾遺 物 Si 


二 四 六 


金 馬 驚の 羽一共 

に 臭 州の 名 麇 


さりが たく 1 遁 

れ がた く 


の ありし 郡 司の 許へ 行きて 宿りぬ。 さて 郡 司に 金、 馬、 鷲の 羽な ど 多く 取らす。 郡 司よ に 

よに 喜びて、 これ はいかに 思して かく ぞ はふし 給と 言 ひければ、 近く 寄りて いふ やう、 片 

腹痛き 申し 事 なれ ども、 初め これに 參 りて 候ひレ 時、 怪しき 事の 候 ひし は 如何なる 事に か 

とい ふに、 郡 司 物 を 多く 得て ありければ、 さりが たく 思 ひて、 ありの まよに いふ。 それ 

は 若く 候 ひし 時、 この 國 のおく の 都に 候 ひし 郡 司の 年より て 候 ひしが、 妻の 若く 候 ひし 

に、 忍びて 罷りより て 候 ひし かば、 かくの 如く 失 ひて ありし に、 怪しく 思 ひて、 その 郡 

れんごろ 

司に、 懇切に 志を盡 して 習 ひて 候 ふなり、 若し 習 はんと 思 召さば、 この度 は 八 ムの御 使な 

り、 速に 上り 給 ひて、 又 わざと 下り 給 ひて、 習 ひ 給へ とい ひければ， その 契 をな して 上 

りて、 金な ど參ら せて、 又 暇 を. S. して 下りぬ。 郡 司に さるべき 物な ど 持ちて 下りて、 取 

ら すれば、 郡 司大に 喜びて、 心の 及ばん 限は敎 へんと 思 ひて、 これ はお ほろ ゆの 心に て、 

習 ふ 事に て は 候 はす、 七日 水 を あみ 精進 をして、 習 ふ 事な りと いふ。 その まよに 淸まは 

りて、 その 日に なりて、 唯 二人 速れ て 深き 山に 入りぬ。 大 なる 河の 流る ょ邊に 行きて、 


あ w つる 宿 云々 

I 前夜；^ りたる 

宿 は 給仕せ し郎 


出で 來ぬ。 空 を 仰ぎて 世に 心得ぬ 氣色 にて 歸 りて けり。 かくの 如く 七 八 人まで 郞等を 遣. 

るに、 同じけ しきに 見 ゆ。 かくする ほどに、 夜 も 更け ぬれば、 道 則 思 ふやう、 宵に ある 

じの いみ じう もてなし つる を、 嫁し と 思 ひつれ ども， かく 心得す あさましき 事の あれば、 

t ；】  ラ しろ 

疾く出 でんと 思 ひて、 いまだ 明け はてざる に 急ぎて 出 づれば 七 八 町 行く ほどに、 後よ 

りよば ひて 馬を馳 せて 來る荐 あり。 走りつ きて" 白き 紙に つ- - みたる 物 を さし あけても 

て來。 馬を扣 へて 待てば、 ありつる 宿に 通 ひしつる 郞等 なり。 これ は 何ぞと 問へば、 こ 

れ郡 司の 參ら せよ と 候 ふ 物に て 候 ふ、 か. -る物 をば いかで 棄 てて はお はし 候 ふぞ、 かた 

ひろ 

の 如く 御 まう けして 候へ ども， 一 【御い そぎに これ を さへ 落させ 給 ひて けり、 されば 拾 ひ 集 

めて 參らせ 候 ふといへば、 いで 何ぞ とて 取りて 見れば、 松茸 を 包み 集めた る やうに て あ 

る もの 九つ あり。 あさましく 覺 えて、 八 人の 郞等 ども も あやしみ をな して 見る に、 誠に 九 

つの もの あり、 一 度に さっと 失せぬ。 さて 使 はやが て 馬を馳 せて 歸 りぬ。 その 折 我 身よ 

り 始めて、 郞等 ども 皆 ありく とい ひけり。 さて 奧州 にて 金 請け 取りて 歸る 時、 又 信 濃 
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して、 志 ありつる 郡 司の 妻 を、 後め たなき 心つ かはん 事い とほし けれど、 この 人の 有樣 

を 見る に、 た *i あらん 事 かな はじと 思 ひて、 寄りて 傍に 臥す に、 女け にくよ も 驚かす、 

口お ほひ をして 笑 ひ 臥したり。 言 はん 方な く 嬉しく 覺 えければ、 長月 十日 頃 なれば、 衣 

あまた  ひミ かさね  わがき ね 

も數多 著す、 一 襲ば かり 男 も 女 も 著たり、 香し き 事 かぎりなし。 我 衣 をば 脫 ぎて、 女の 

懷 へ 入る に、 暫しは 引き 塞ぐ やうに しけれ ども、 あながちに けにく からす 懷に 人れ ぬ。 

男の まへの かゆき やうな りければ、 探りて 見る に 物な し。 驚き 怪み てよ くく 探れ ども、 

お ミー V ひ 

願， の 鬚 を 探る やうに てす ベて 跡 かたなし。 大きに 驚きて、 この 女の めでたけ なる も わ 

すられぬ。 この 男 探りて あやしみ くるめく に， -女 少し ほぶ ゑみて ありければ、 いよ 

心得す おほえて. 一 や はら 起きて、 我寢 所へ 歸 りて 探る に 更にな し。 あさましく なりて、 近 

く 使ふ郞 等.^ 呼びて、 か. -る とはい はで、 こよに めでたき 女 あり、 我 も 行きたり つるな 

りと いへば、 喜びて この 男い ぬれば、 暫 しあり て * 世に/ \- あさまし ゆにて、 この 男 出 

こ，，-1^!;』こ 

で來 たれば、 これ もさるな めり と 思 ひて， 又 他 男を勸 めて 遣りつ 。これ も又暫 しあ 力 


〇 今昔 二十、 陽 

成院 御代 瀧 口金 

使 行 習 外 術語 参 

照 


ひくう I 信 港 伊 

那 郡な る 育 良 

(ィ ガラ) の 誤な 

る ペレ 


世に，， 


- 非常 


宇治 拾遺 物語 卷第九 

瀧 口 道 則 術 を 習 ふ 事 

昔、 陽成院 位に てお はし ましけ る 時、 瀧 口 道 刖宣旨 をう け 給 はり、 陸 奥へ 下る 間、 信 濃 

國 ひくう とい ふ 所に 宿りぬ 0 郡の 司に 宿 を とれり。 まう けして もてなして 後、 あるじの 

郡 司 は郞等 ひき 具して 出で ぬ。 寢も ねられ ざり けれ ぱ、 や はら 起きて 佇み ありく に、 見 

sb  よろ づ 

れば屛 風 を 立て ま はして、 疊 など 淸 ゆに 敷き、 火燈 して 萬め やすき やうに しつら ひた 

り。 そら だき ものす る やらん と、 かう ばし き 香し けり。 いよ/^ 心に くよ 覺 えて、 よく 

親き て 見れば、 年 二十 七 八ば かりなる 女 一人 ありけ り。 みめ 事 がら、 姿有樣 殊にい み じ 

かりけ るが、 唯一 人 臥したり。 見る ま よに、 唯 あるべき 心地せ す、 あたりに 人 もな し、 

ゆきまして ま」 り，。』 ヒ、— 」biH^^^  , 
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宇治 拾 遣 物語  二 四 二 


射 害し— 射 こ S 

しと 請む ベ きか 


語參照 


ほ 乙 木— ioi 欄の 

柱の 矛の 如く 

てる をね ふ 


きて 逃け 行く 音す。 聖 これ はいかに し 給へ るぞ とい ひて、 泣き 惑 ふ 事 かぎりなし。 男 申 

しける は、 聖の 目に こそ 見え 給 はめ、 我 罪深き 者の 目に 見え 給へば、 試み 奉らん と 思 ひ 

て 射つ るな り、 誠の 佛 ならば、 よも 矢 は 立ち 給 はじ、 されば 怪しき ものな りと いひけ り 0 

夜明けて ペ血 をと めて 行きて 見ければ、 一 町ば かり 行きて、 谷の 底に 大 なる 涯、 胸より 尖 

矢 を 射通されて 死にて 伏せり けり。 聖 なれ ど 無智 なれば、 かやう に 化されけ るな り。 獵 

おもん はかり 

師 なれ ども、 慮 ありければ 狸 を 射 害し、； そのば けたる を あら はしける なり。 

, 千手院 僧正 仙人に 逢 ふ 事 


V*j す  で^；^しょラ，-ら ： 

昔、 山の 西 塔 千 手院に 住み 給う ける 靜觀佾 正と 申しけ る 座主、 夜更けて、 尊 勝 陀羅尼 


を終^！！見て明して、 年 比に なり 給 ひぬ。 聞く 人 もい み じくた ふとみ けり。 陽 勝 仙人と 申 

す 仙人、 空 を 飛びて この 坊の上 を 過ぎけ るが、 この 陀羅尼の 聲を 聞きて、 下りて 高瀾の 

ほこ 木の 上に 居 絵 ひぬ。 偕 正 怪しと 思 ひて 問 ひ 給 ひければ、 蚊の 聲の やうなる 聲 して、 
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兑 奉る 事 I 原本 

「见 奉り つる 事」 

と ぁリ、 一本に 

よりて 改む 


h か^は か 

が は拜み 奉ら ざ 

ちん 

を (感欽 

の辭 


りぬ。 さて 聖の使 ふ 童の あるに 問 ふ， 聖の給 ふやう、 いかなる 事ぞ や、 おのれ もこの 佛を 

ば拜 みま ゐら せたり やと 問へば、 童 は 五六 度ぞ見 奉りて 候 ふとい ふに、 ii 師 われ も 見 奉 

る 事 もや あると て、 聖の 後に いね もせす して 起き 居たり。 九月 二十日の 事 なれば 夜 も 長 

し、 今やく と 待つ に、 夜半 過ぎぬ らんと 思 ふ 程に， 東の 山の 嶺 より 月の出 づ るゃラ に 

冕え て、 嶺の嵐 も すさまじ きに、 この 坊の 內、 光 さし 入りた る やうに て 明くな りぬ。 見 

れば 普賢 菩薩 白 象に 乘 りて、 や うくお はして 坊の 前に 立ち 給 へ り。 聖 なくく 拜 みて、 

ねし タの 

いかに 主 殿 は拜み 奉る やとい ひければ、 いか r は、 此童 も拜み 奉る、 をい くいみ じう 

！ S しごろ 

た ふとし とて、 獵師思 ふやう、 聖は年 比 經をも 保ち 讀み 給へば こそ、 その 目ば かりに 見 

え 給 はめ、 この 童 我 身な ど は、 經の 向きた る 方 も 知らぬ に、 見え 給へ る 心得られぬ こと 

なりと、 心のう ちに 思 ひて， この 事 試み てん、 これ 罪 得べき 事に あらす と 思 ひて、 尖 矢 

弓に つが ひて、 聖の拜 み 入りた る 上より さしこして、 弓 を强く 引きて ひやう と 射たり 

ければ、 御 胸の 程に あたる やうに て、 火 をう ち 消す 如くに て 光 も 失せぬ。 谷へ と *i ろめ』 
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承 四 年 重 衝の燒 

きたる を さす 


〇 今昔 二十、 愛 

宕 護山 人 被 

野猪 語黎照 


m 比の 覺束 なさ 

1^ しく 来たち 

ざれば 氣 にか i 

りて 覺束 なく 思 

ひ 居た おこ it 


この 木 榮ぇ枯 ると いふ。 かの 會の 講師 この頃まで も、 中間に 高座より 下りて 後、 戶 より 

かいけつ やうに して 出づる 事、 これ を まなぶな り。 かの 鮪の 杖の 木、 三十 四 年が さき ま 

では、 葉 は 青くて 榮ぇ たり。 その後 猶 枯木に て 立てり しが、 この度 平家の 炎上に 燒け終 

りぬ、 世の 末ぞ かしと 口惜し かりけ り。 

, 獵師佛 を 射る 事  < 

昔 愛 岩の 山に 久しく 行ふ聖 ありけ り。 年 比 行 ひて 坊を 出づる ことなし。 西の方に 獵師ぁ 

たふミ  ろ？； 3- くろ 

り、 この 聖を 尊み て、 常に はまう でて 物 奉りな どし けり。 へ 久しく 參ら ざり ければ、 餌 袋 

に 干飯な ど 入れて まう でたり。 聖 よろこびて、 日 比の 覺束 なさな どの 給 ふ。 その 中に 居 

寄りての 給 ふやう は、 この 程 はいみ じく 尊き こと あり. • この 年 比 他念な く、 經を 保ち 奉 

ふ ！ 6 んぼ さつ  ミ 

りて あるし るし やらん、 この 夜 比 普賢 菩薩 象に 乘 りて 見え 給 ふ、 今宵 留 りて 拜み 給へ と 

いひければ、 この 獵師、 世に 尊き 事に こそ 候 ふなれ、. さらばと まりて 拜み 奉らん とて 留 


於 東大 十>  行 厳 

會語 及， ひ 古事 談 

卷 一一 照 


本願の 上皇— 

武天皇 の 御 本願 

^て 東大 ォザは 建 

J 卫 した る 也 


いたして、 手づ から 自 から 書き 供養し 奉りて 後、 又 二人が 夢に、 この 功德 によりて、 堪 

へ 難き 苦み 少し 免れた るよ し、 心地よ ゆにて、 容貌 も 初に は變 りて よかり けりと なん 見 

ける 0 

東大寺, 厳 會の事 

こ..， れい だい ほふ ゑ  け ごんる！ 

これ も 今 は晋、 東大寺に 恒例の 大法 會 あり、 華厳 會と ぞい ふ。 大佛 殿の 內に 高座 を 立て 

て， 講師の ほりて， 堂の 後よりか いけつ やうに して 逃け て出づ るな り。 古老 傳 へて いは 

く、 御堂 建立の はじめ、 鯖 寶る翁 来たる、 こよに 本願の 上皇、 めし 留めて 大會の 講師と 

す。 寶る 所の 鯖を經 机に おく、 變 じて 八十 華嚴經 となる 。卽ち 講説の 問 梵語 を さへ づる。 

法會 の中閒 に、 高座に して 忽に 失せ 終りぬ。 又い はく、 鯖 を 寶る翁 杖 を 持ちて 鮪 をに な 

ふ、 その 鮪の 數 八十、 卽ち變 じて 八十 華嚴經 となる。 件の 杖の 木、. 大怫 殿の 內柬囘 廓の 

前に 突き 立つ。 忽に 枝葉 をな す、 これ in 榛の木な り、 今 伽藍の 榮ぇ衰 へんと する に隨 ひて、. 
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勘へ られつる 事 

1 勘 Si せられし 

事 


r5 經灣 きて 

1 頃の 上 は 月の 

字 股 か 


けし やう ー 懸想 


紀友則 一 Ktrl 古 

敏行身 まかりけ 

る 時 Si よみて か 

の 家 つか はし 

ける、 紀友 則、 ね 

て，？ 見 ゆね ズも 

見て けリ大 かた 

は うつせみの 世 

ぞ赛に はぁゥ ゆ 

る」 


りたり とて、 喜びて 湯 飲ませな どす るに、 さは 我 は 死にたり ける にこ そ あり けれと 心得 

て、 勘へ られつる 事 ども、 ありつる 有樣、 願 を 起して その 力に て t„p^ されつ る 事な ど、 明な 

る 鏡に 向 ひたらん やうに 覺 えければ、 いつしか 我 力つ きて、 きよま はりて 心淸 く、 四卷 

經 供養し 奉らん と 思 ひけり。 やうく に 日 比經頃 過ぎて、 例の 樣に 心地 もな りに ければ、 

いつしか 四卷經 書き 奉るべき 紙、 經師 にう ちつが せ、 餓 かけさせて 書き 奉らん と 思 ひけ 

るが， 猶 もとの 心の 色めかし う、 經佛の 方に 心の 至ら ざり ければ、 この 女の 許に 行き， 

あの 女け しゃう し、 いかでよ き 歌 詠まん など 思 ひける 程に、 暇なくて はかなく 年月 過ぎ 

て * 經をも 書き 奉らで、 この 受けたり ける 齢 限に やなりに けん、 遂に 失せに けり。 其 後 

ニー 年ば かり 隔てて、 紀友 則と いふ 歌よ みの 夢に 見えけ る やう、 この 敏 行と 思しき 者に 

さ ま かたち 

逢 ひたれば、 敏 行と は 思へ ども， 溶貌譬 ふべき 方 もな く、 あさましく 恐し う ゆ. - しゅに 

a' つ- S  しはらく 

て、 現に も 語りし 事 をい ひて- 四卷經 書き 奉らん とい ふ 願に よりて、 暫 間の 命 を 助けて 

返されたり しか ども、 猶 心のお ろか 忘りて， その 經を 書かす して 終に 亡せ にし 罪に より 
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帳 I, 帳簿 


今 はとす る 時一 

今 は 帳面つ きん 

とする 時 


手 をね ぶりつ る 

I 手 JiJ 唾して 待 

も受 ゆた る 


すべきな りと ある 時に， ありつろ 軍 ども、 喜べる！^ 色に て ，請 け 取らん とする 時、 わなよ 

くわな. 1 く 四卷經 寄き 供養 せんと 申す 願の 候 ふ を、 其 事 をなん いまだ 遂ゅ候 はぬ に、 召 

あら- 

され さ ぶら ひ ぬれば、 此罪 重く、 いと *i 諍 ふ 方 候 はぬな りと 申せば、 此 沙汰す る 人 聞 

ふ びん 

き 驚きて、 さる こと や は ある、 誠なら ば 不便な りけ る ことかな、 帳 を 引きて 見よ といへ 

しる 

ば、 又人大 なる 文 を 取り出で て、 引く く 見る に， 我せ し 事 ども を】 事 も 落さす 記しつ 

けたる 中に、 罪の 事の みあり て、 功 德の事 一 つもな し。 此門 入りつ る 程に、 おこしつ る 

願 なれば、 奧の はてに 記されに けり。 文 ひきはて て、 今 はとす る 時に、 さる 事 はべり、 

この 奧に こそ 記されて 侍れと 申し 上 ゆければ、 さて はいと 不 使の 事な り、. この度の 暇 を 

ば？^ したびて， この 願遂ゅ させて、 ともかくも あるべき 事な りと 定められければ、 この 

目 をい からかして、 我 を疾く 得ん と， 手 をね ぶりつ る 軍 ども 失せに けり。 憷に婆 婆 世界 

にかへ りて、 その 願 必す遂 ゆ させよ とて、 免 さる-と 思 ふ 程に 生き返りに けり。 妻子 泣 

き 合 ひて ありけ る 二日と いふに、 夢の 覺め たる 心地して、 目を旯 あけたり ければ、 生き返 


堪へ難 ゆなる めど も 見た る 者 どもの、 數 もしら す 十 方より 出で 來 たり。 集りて 門に 所な 

く 入り 充 ちたり。 門より 見入 るれば * 逢 ひたりつ る 軍 ども、 目を瞋 かし 舌な めづり をし 

て、 我 を 見つけて、 疾く 率て 來 かしと 思 ひたる 氣色 にて、 立ち さまよ ふ を 見る に、 いと 

默 w;!^ お i ど 土 も ふまれす。 さても くい かに. 侍らん すると 首へば、 その ひかへ たる もの、 四卷經 

四卷 SK^ 光明 書き 奉らん とい ふ 願 をお こせと 密 にいへば、 今 門 入る ほどに、 この 咎は ぼ 卷經 書き 供養 

經を ^ふ  あがな 

して、 贖 はんとい ふ 願 をお こしつ。 さて 入りて、 廳の 前に 引き 据 ゑつ。 事 沙汰す る 人、 

かれば 敏 行かと 問へば、 さに 侍りと、 この 附 きたる もの 答 ふ。 愁 どもし きりなる もの を、 

など 遲く は參 りつる ぞ といへば、 卽ち 柿り たるま-.、 滯 りなく 率て 參 りて 候 ふとい ふ C 

娑婆 世界に て 何事 かせし と 問 はるれば、 仕りた る こ ともなし、 人の あつら へに 隨 ひて、 

法 華經を 二百 部 書き 奉りて 侍りつ ると 答 ふ。 それ を 聞きて、 汝は もと 受けた る 所の 命 は、 

今 暫く あるべ け. れ ども、. その 經 書き 奉りし 事の 穢 はしく、 淸 からで 書きた る うれへの. 出 

で來 てからめ られ ぬるな り、 速に うれへ 申す 者 どもに 出し 賜び て、 彼等が 思の 儘 にせさ 
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我 も- &も 及ば Jh 

I. 今昔 は § 

も 及ばず」 と あ 


る 軍ぞと 問へば、 え 知らぬ か、 これ こそ 汝に 經說 へて 書かせた る もの どもの、 その 功德 

によりて、 天に も 生れ 極樂 にも 參り、 又 人に 生れ かへ ると も、 よき 身と も 生る ベ かりし 

が、 汝 がその 經書き 奉る とて、 魚 を も 喰 ひ 女に も觸れ て、 淸ま はる 事 もなくて、 心 をば 

女の 許に 置きて 書き 奉り たれば、 その 功德 のかな はすして、 かくい かう 猛き 身に 生れて、 

汝を 妬が りて、 呼びて 給 はらん、 そ の鑼 報ぜん とうれ へ 申せば、 . J の 度 は 道理に て 召さる 

たび  5 れへ 

べき 度に あらね ども、 この 愁 によりて 召さる k-- なりと いふに、 身 も 切る i やうに 心 もし 

みこ ほりて、 これ を閒 くに 死ぬべき 心地す。 さて 我 をば いかに せんとて、 かくは 申す ぞと 

た ち かたな 

問へば、 おろかに も 問 ふかな、 その 持ちたり ける 太刀 刀に て、 汝が身 はま づ 二百に 斬り 

ひミ きれ  きれ  きれ 

裂きて、 各 一 切づっ 取り てんとす、 その 二百の 切に、 汝が心 も 切れて、 切 ごとに 心の あ 

りて， 資 めら れんに 隨 ひて、 悲しく 侘しき め を 見ん する ぞ かし、 堪 へがた き 事 s» へん 方 

あらん や はとい ふ。 さて その 事 をば、 如何にして か 助かるべき といへば、 更に 我 も 心 も 

及ばす、 まして 助かるべき 力 は あるべき にあら すと 言 ふに、 あゆむ そらな し。 又 行けば 
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を 二百 部ば かり 書き 奉りたり けり。 かよる ほどに 俄に 死にけ り。 我 は 死ぬ るぞ とも 思 は 

ぬに， 俄にから めて 引き はりて 出で 行く は、 我ば かりの 人 をお ほやけ と 申す とも、 かく 

せ させ 給 ふべき か、 心得ぬ わざ かなと 思 ひて、 からめて 行く 人に、 これ は 如何なる 事ぞ， 

何事の あやまち により、 かくば かりの め をば 見る ぞと 問へば、 いさ $ ^は 知らす、 馏に召 

してが と 仰せ を 承りて 率て 參る なり、 そこ は 法 華經ゃ 書き 奉りた ると 問へば、 しかく 

書き 奉りたり といへば、 我た めに はいくら か 書きた ると 問へば、 我 ためとも 侍らす、 唯 

人の 書か すれば、 一 一 百 部ば かり 書きた るらん と覺 ゆると いへば、 その 事の うれへ 出で 來て、 

沙汰の あらんす るに こそ あめれ とば かり 言 ひて、 又 他事 もい はで 行く ほどに、 あさまし 

おろか  * な こ  いなびかり 

く 人の 向 ふべ くもなく、 恐し といへば 愚なる ものの、 眼 を 見れば、 電 光の やうに ひらめ 

け しき  いくさ よろ ひかぶ S  _ 

き. 口 は ほむら などの やうに 恐し き氣 色した る 軍の 鎧 胄 著て， え もい はぬ 馬に 乘り賴 き 

て 二百 人ば かり 逢 ひたり。 見る に、 肝 惑 ひ 倒れ伏しぬべき 心地 すれ ども、 我に も あらす 

引き立てられて 行く。 さて この 軍 は 先立ちて いぬ。 我から めて 行く 人に， あれ は 如何な 


と 幾 かりけ るに、 これ を 下に 著たり ければ、 暖かに てよ かりけ り。 さて 多くの 年 ごろ 行 ひ 

けり。 さて この 姊の尼 君 も， もとの 國へ 歸らす 留まり 居て、 其 所に 行 ひて ぞ ありけ る。 

！ S し ろ  t て 

さて 多くの 年 比 この ふくたい をのみ 著て 行 ひければ、 終に はやれく と 著な して ありけ 

り。 鉢に 乘 りて 来たりし 倉 を 飛 倉と ぞい ひける。 その 食に ぞ、 ふくたいの やれな ど は を 

さめて まだ あなる。 その やれの 端 を 露ば かりな ど、 おの づ から 綠に ふれて 得た る 人 は 

まもりに しけり。 その 倉 も 朽ち 破れて いまだ あなり。 その 木の端 を、 露ば かり 得た る 

人 はま もりに し、 毘 沙門 を 作り 奉りて 持ちた る 人 は、 必す德 つかぬ はな かりけ り。 され 

ば 聞く 人綠を 尋ねて、 その 倉の 木の端 をば 買 ひ 取りけ り。 さて 信 貴と て、 え もい はす 驗 

ある 所に て、 今に 人々 明 暮まゐ る ひ この 毘 沙門 は、 まう れん 聖の行 ひ 出し 奉りけ ると か。 

敏行 朝臣の 事 

ノ  .  S しゅき 

これ も 今 は 昔、 敏 行と いふ 歌よ みは 手 を 能く 書きければ、 是 彼が いふに 隨 ひて、 法華經 
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ふくた $  I ネ 

詳， 僮 服の 一 種 

なる ぺ し 

かみぎ &— 欲 衣 


ら すとの みい ひて、 知りた ると いふ 人な し。 尋ね 侘びて、 如何に せん、 これが 行方^き 

てこ そ歸ら めと 思 ひて、 その 夜 東大寺の 大佛の 御前に て、 このまう れんが 在 處敎へ 給へ 

と 夜 一夜 申して、 うち まどろみ たる 夢に、 この 佛 仰せら る-. やう、 tsl" ぬる 僭の あり 所 は、 

ひつじ さる  . 

これより 未 申の 方に 山 あり、 その 山に 雪た なびきた る 所 を 行きて 尋ねよ と、 仰せら る- 1 と 

見て 覺 めければ、 曉 方に なりに けり。 いつしか 疾く 夜の 明けよ かしと 思 ひて 見 居 たれ 

ば、 ほの ぐと 明 方に なりぬ。 未 申の 方 を 見遣りければ、 山 かすかに 見 ゆるに， 紫の 雲 

たなびきたり。 嬉しくて そなた を さして 行き たれば、 誠に 堂な ど ありと 見 ゆる 所へ 寄り 

て、 まう れんこ ゐん やい まする といへば、 誰ぞ とて 出で て 見れば、 信 濃な りし 我姊 なり。 

こ は 如何にして 尋ねい ましたる ぞ、 思 ひかけ すと いへば、 ありつる 有樣を 語る。 さてい か 

に 寒くて おはしつ らん、 これ を 著せ 奉らん とて、 持たり つる 物な りと て、 引き出で たる 

ふ！ i  あつ {• こまか 

を 見れば、 ふくたいと いふ もの を、 なべて にも 似す 太き 絲 して、 厚々 と 細に 强 けにした 

る を 持て 来たり。 喜びて 取りて 著たり。 もとは かみざぬ 一 重をぞ 著たり ける。 さてい 


ふ謨 

れ 

階 
寺 

る 法 
天 1 

童祌 

節 
與 

福 
寺 

km 
V. 
仕 

見 

ノ 

の 

は 

れ 

か 

し 

例 

け 

さ 

敕 

は 

さ 

ん 

ほ' 

> 

ん 

ば 

は 

は 

て 

さ 

> 

ん 

に 

使 

知 

ら 

り 

と 

す 

ま 

劎 

歸 

ら 

は 

T 

し 

て 

別 

人 

に 

の 

ふ- 

き 

せ 

祈 

の 

ま 

を 

な 

ら 

參 

ん CI 

》 へ 

ほ' 

み 

な 

つ 

ら 

法 

へ 

參 

(0 

兄 

に 

に 

け 

力、 

せ 

な 

て 

ら 

T 

え 

け 

く 

は 

た 

と 

力、 

劎 

せ 

ん 

れ 

は 

し 

丄 

ま 

あ 

を 

ん 

東 

な 

f へ 

V 

1 

ブ V 

ひ 

田 

る 

> 

に 

大 

力、 

力、 

と 

T 

ぬ 

召 

物 

ヽ 

み 

寺 

ラ 

lit 

出 

佾 

— ト 

す 

の 

つ 

山 

ま 

る 

飞' 

佾 

正 

人 

よ 

見 

申 

階 

で 

は 

來 

都 

佾 

な 

り、 

免 

す 

衣る 

寺 

年、 え 
比ミ 

ど 

1 

佾 

喜 

け 

は 

に 

の 

に 

正 

に 

-f  v，、 

ひ 

れ 

と 

^  、 

な 

更 

や 

て 

心 

は、 

に 

た 

ら 
せ 
に、 

ゲ 

免 

力、 

に 

な 

地 

る 

冬 

ぬ 

の 

1 

候 

る 

聖 

さ 

如 

二 

護 

は 

聖 

\ 

ふ 

ベ 

を 

わ 

何 

曰 

法 

れ 

い 

の 

む 

ま 

/^ト 

尊ミ 
か' 

な 

な 

お 

ん 

か 

姊 

つ 

じ 

、 

る 

い 

り、 

の 

し 

に 

そ 

力、 

さ 

又 

ずへ 

<0 

と 

物 

ふ 

づ 

ゐ 

/よ 

し 

事 

そ 

め 

な 

に 

我 

か 

り 

1 

人 

< 

な 

の 

で 

わ 

力、 

つ 

は 

ら 

ぬ 

め 

罪 

り、 

-** 

寺 

あ 

て 

と 

方 

御. 

い 

る 

り 

得 

に 

ブ V 

ひ 

1. 

に 

夢 

ふ 

や 

け 

. 力、 

又 

た 

聊 

御 

ち 

に 

人 

ら 

る 

ま 

力、 

な 

力、 

覽 

と 

へ 

や 

に、 

し 

ど 

心 

す 

ま 

は 

幻 ま 

あ 

、 

る 

や 

苦 

れ 

ど 

免 

にレ 

る 

覺 

の 

候 

所 

寄 

し 

は、 

ろ 

出 

i 

束 

聖 

ふ 

に 

す 

限 

さ 

ま 

で 

御 

尋 

な 

受 

庄 

ベ 

な 

御 

あ 

せ 

じ 

覽 

ぬ 

き 

戒 

卩隹 

な 

さ 

< 

爭 

の 

給 

ぜ 

れ 

に 

せ 

か 

ど 

尊 

聖 

ふ 

し、 

は： 

ど、 

尋 

ん 

< 

寄 

仰 

< 

な 

の 

ね 

て 

わ 

せ 

い 

も 

へ 

は: 

さ 

知 

て 

て 

候 

ぬ 

ゥ 

召 

く， 

ひ 

な 

学治拾遺物！^^  ニニ 六  

奉らん といへば、 さまで も 入るべき 事の あらば こそ と て、 主の 家に 懺に 皆お ちゐ にけ り 0 

みか 5j  お A いのり  み 

かやう に 尊く 行 ひて 過す 程に、 その 頃延 喜の 帝 重く 煩 はせ 給 ひて、 樣々 の 御祈禱 ども 御 

し ほふ & さき や、 r-  し ざ 

Igu^pl 修法 御讀經 など 萬に せら るれ ど、 更にえ 怠らせ 給 はす。 或 人の 申す やう， 河内の 國信 貴と 

內^ 志 £ と 5 ふ  ミし なろ  しろし 

所 ある：； り 混同 .& す 所に、 この 年 比 行 ひて、 里へ 出 づる事 もせぬ 聖候 ふなり、 それ こそい み じく 尊く 驗 

せし にや  ,f 

ありて 鉢 を 飛ばし、 さて 居ながら 萬 あり 難き 事 をし 候 ふなれ、 それ を 召して 祈禱せ させ 

怠らせ 給 ひなん かしと 申せば， さらばと て、 藏人を 御 使に てめ しに 遣 はす。 住 

きて 見る に， 塞の さま 殊に 尊く めでたし。 かう く宣 旨に て 召すな り、 疾 くく 參 るべ 

きょしい へば、 聖何 しに 召す ぞ とて、 更に 動き ゆ もなければ、 かう く 御惱 大事に おは 

します、 祈 禱參ら せ 給へ といへば、 それ は參ら すと も， 此 所ながら 祈り 參らせ 候 はんと 

しる. 4 

いふ 。さても し 怠らせお はしましたり とも、 いかで か 聖の驗 と は 知るべき といへば、 そ 

れが 誰が 驗と いふ 事 知らせ 袷 はすと も、 御 心地 だに 怠らせ 給 ひなば よく 候 ひなんと い へ 

ば、 藏人 さる にても. いかで か數 多の 御 祈の 中に も. 其 驗と 見えん こそよ からめと いふに、 


紛はレ ，-1 多忙 

は 粉れ 


きて， 聖の坊 の 傍に どうと 落ちぬ。 いと ど あさましと 思 ひて、 さりと て あるべき ならね 

くらね し 

ば、 この 食^ 聖の 許に 寄りて す やう、 か-る あさましき 事なん 候 ふ、 この 鉢の 常に ま 

まぎら 

うで 来れば、 物入れつ i 參ら する を、 今日 紛 はしく 候 ひつる 程に、 食に うち 置きて 忘れ 

て、 取り も 出さで 鉱を 鎖して 候 ひければ、 この 倉 唯 震ぎ に 震ぎ て、 此所 になん 飛びて まう 

で 落ちて 候 ふ、 この 食 返し 賜 ひ 候 はんと 申す 時に、 誠に 怪しき 事 なれ ど、 飛びて 來 にけ 

れば、 倉 はえ 返し 取らせ じ、 ぎ 所に かやう の 物 もな きに、 おの づ から 物 を も 置かん によ 

し、 中な らん もの はさながら 取れとの 給へば、 主の いふ やう、 いかにして か 忽には 運び 

とり 返さん、 千 石 積みて 候 ふなり といへば、 それ はいと 易き 事な り、 憷 に 我 運びて 取ら 

せんとて、 この 鉢に 一俵 を 人れ て 飛ば すれば、 雁な どの 續 きたる やうに 殘 りの 儘 ども 續 

きたる、 群雀な どの やうに 飛び 續 きたる を 見る に、 いと r あさましく 尊ければ、 主の い 

ふやう、 暫し 皆な つか はし そ， 米 二三 百 石 は 留めて 使 はせ 給へ といへば、 聖 ある まじき 

事な り、 それ こよに 置きて は 何に か はせんと いへば、 唯 使 はせ 給 ふば かり， 十二 十 を丄， 
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ふくつけ き I. 食 

欲なる 


ゑ 奉りて， え もい はす 行 ひて 年月 經る ほどに、 この 山の 麓に いみ じき 下種 德人 ありけ り。 

そこに 聖の鉢 は 常に 飛び 行きつ V 物 は 入りて 來 けり。 大 なる 校倉の ある を あけて 物 

取り出す 程に、 この 鉢 飛びて 例の 物 乞 ひに 来たりけ る を、 例の 鉢來 にたり、 ゆ.. しく ふ 

くつけ き 鉢よ とて、 取りて 倉の 隅へ 投ゅ 置きて、 頓に物 も 入れ ざり ければ、 鉢 は 待ち 居 

たりけ る 程に、 物 ども 鼹め はてて、 この 鉢 を 忘れて、 物 も 人れ す 取り も 出さで、 食の 戶 

を さして 主 歸り ぬる 程に、 とば かり ありて、 この 倉す、 X- ろに ゆ さ./^ と ゆるぐ 0 いかに 

いかにと 見騷ぐ 程に、 震ぎ くて 土より 一尺ば かり 震ぎ あがる 時に、 こ は 如何なる 事ぞ 

と 怪しが りて 騷ぐ。 まことに ありつる 鉢 を わすれて、 取り出で すなり ぬる、 それがし わ 

ざに やな どい ふ 程に、 この 鉢 倉より 洩り 出で て、 この 鉢に 倉乘 りて、 た *i の ほりに 空 ざ 

まに 一 二 丈ば かり 登る。 さて 飛び 行く 程に、 人々 見 罵り あざみ 騷ぎぁ ひたり。 倉の 主 も 

更にすべき やう もなければ * この 食の いかん 所 を 見ん とて， 後に 立ちて 行く、 その 邊の人 

人 も 皆 走りけ り。 さて 見れば、 やうく 飛びて、 河内 國 にこの 聖の行 ふ 山の 中に 飛び 行，. 


かみしも. I 直垂 

の 上下な り 

鹿 杖 —杖の 頭の 

檣 太 形せ る もの 


〇 志 黄 山 緣起及 

，ひ 今昔 十 一 赛照 


を帶 にして、 檜 笠の 上 を， 又 願に 繩に てからけ つけて、 鹿 杖 をつ きて 走り ま はりて 行 ふ 

& なみお もて 

なりけ り。 大 かた その 姿 夥しく 似るべき ものな し。 殿 南 面 へ 出で て 御簾より 御覽 する 

に、 あさましく 思 召して、 御馬 をなん たびけ る。 

信濃國 の 事 

今 は 昔、 信濃國 に. 法師 ありけ り。 さる 田舍 にて 法師に なりに ければ、 まだ 受戒 もせで， 

いかで 京に 上りて、 東大寺と いふ 所に て 受戒 せんと 思 ひて、 とかくして 上りて 受戒して 

けり。 さて 本の 國へ歸 らんと 思 ひけれ どもよ しなし。 さる 無怫 世界の やうなる 所に 歸ら 

こ.， る  お まへ  いづく  >f  の^ゃか 

じ、 此 所に 居なん と 思 ふ 心つ きて、 東大寺の 佛の 御前に 候 ひて、 何處 にか 行して、 長閑 

み »♦ は  ひつじ さる 

に 住みぬべき 所 あると、 萬の 所 を 見廻しけ るに， S. の 方に 當 りて 山 かすかに 見 ゆ。 そこ 

に 行 ひて 注まん と 思 ひて 行きて、 山の 中に え もい はす 行 ひて 過す 程に、 す， r ろに 小さ や 

づ しぼ ミけ  ぴ しゃもん  そ こ  • 

かなる 厨子 佛を It ひ 出し り、 s^,p 門に てぞ おはし ましけ る。 其所匸..^,^-ま.？-葡てュ媚 
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抑へ て— 差控へ 


法 性 寺 殿 1 魬白 

忠通 

あか かう 1 赤 香 

にて 赤に^ 色 を 


行く 人車 を 抑へ 候 ふと も、 後 を 向けて 參ら せて 通し 參ら する は、 禮節 にて は 候 はで、 無 

禮を 致す に 候 ふと こそ 見え つれば、 さらん 人に は、 なんで ふお り 候 はんする ぞと思 ひて、 

ひ ミこ J<> ほ 

下り 候 は ざり つるに 候 ふ、 誤りて さも 候 は *i、 うち 寄せて 一言 まう さば やと 思 ひ 候 ひつ 

れ ども、 以長 年老い 候 ひに たれば、 抑へ て 候 ひつる に 候 ふと 申しければ、 左大臣 殿、 い 

さ この 事い か r あるべ からん とて、 あの 御 方に か. -る事 こそ 候へ、 如何に 候 はんする 事 

ぞと 申させ 給 ひければ、 以長 ふるさ ぶら ひに 似け りと ぞ 仰せ 事 あり。 昔 はかき はづ して、 

しぢ  ながえ 

榻を ぱ轅の 中に おりん する やうに 置きけ り、 これ ぞ禮 節に て あなる とぞ。 

下野 武 正大 風雨の 日 法 性 寺 殿に ま ゐる事 

これ も 今 は 昔、 下野 武 正と いふ 舍人は 法 性 寺 殿に 候 ひけり。 ある 折 大風 大雨 ふりて、 京 

中の 家 皆 毀れ 破れけ るに、 殿下 近衞 殿に おはし ましけ るに、 南面の 方に 詈る 者の 聲 しけ 

みの かさ  、フへ 

り。 誰な らんと 思 召して 見せ 給 ふに、 武正 あか かう のかみ しもに 簑笠を 著て、 簑の 上に 繩 
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宇治 拾 遣 物語 卷第八 

大膳大 夫 以長前 馳問ふ 事 

もちなが 

これ も 今 は 昔、 橘 大膳亮 大夫以 長と いふ 藏 人の 五位 ありけ り。 法 勝 寺 千 僭 供養に、 鳥 羽 

n か ラ  さき  しり 

院！： 幸 ありけ るに、 宇治 左大臣 參り給 ひけり。 前に 公卿の 車 行きけ り、 後より 左 府參り 

お  もちなが 

給 ひければ、 車 を 抑へ て ありければ、 御前の 隨身 下りて 通りけ り、 それに この 以長 一人 

下り ざり けり。 如何なる 事に かと 見る ほどに、 歸らせ 給 ひぬ o~ さて 歸らせ 給 ひて、 如何 

なること ぞ、 公卿 逢 ひて 禮 節して 車 を 抑 へ たれば、 御前の 隨身皆 下りた るに、 未練の 者、 J 

そ あらめ、 以長 下り ざり つる はと 仰せら る。 以長 申す やう、 こ は 如何なる 仰せに か 候 ふら 

ん、 禮 節と 申し 候 ふ は、 前に 罷る 人後より 御 出な り 候 はば、 車 を 遣り かへ して、 御 車に 迎 

しぢ くび 3 

ひて 牛 を かけ はづ して、 榻に軛 を 置きて 通し 參ら する を こそ 禮 節と は 申し 候 ふに、 さきに 


字 治 左大臣 I. 賴 

長 

千 僭 供養— 千 人 

の佾^ 齋 食を與 

ふる 佛事 

御前— 前駆 


軛- 

はかくる © の 横 


参られよ I 「参 

ら せよ」 の p. か 

麥られ り I 「s 

ら せり」 の？ か 

"たつき I 鏃の 

さき を 平にした 

る榜 古箭 

11 一手 ー 矢 I 雙を 

1 手 とれ， T 1 一一 

手 は 六本 


式 成 源 満則員 等 三人 瀧 口 弓 藝の事 

これ も 今 は 昔、 鳥羽院 位の 御 時 、んョ 河 院の武 の 中に、 宫道 式獻、 ii、  0 殊に 

的 弓の 上手な りと 當時 きこえ ありて、 鳥 羽の 院位. の 御 時の 瀧 口に、 三人ながら 召されぬ。 

こ i ろみ あるに、 大 かた 一 度 もはづ さす、 これ を もてなし 興ぜ させ 給 ふ。 或 時 三尺 五寸 

の 的 を 賜び て、 これが 第二の 黑目、 射 落して 持て 參られ よと 仰せ あり。 已の 時に 賜 はり 

て、 未の 時に 射 落して 參られ り。 いたつ き 三人の 中に 三 手な り。 矢と りて、 矢 取の 歸 らん 

を 待た ば程經 ぬべ しとて、 殘め輩 我と 矢 を 走り 立ちて とりくして、 立ち 代りく 射る 

ほどに、 未の 時の なからば かりに、 第二の 黑目を i 廻らして、 射 落して 持て 參れ りけ り。 

これ 旣に養 由が ごとしと、 時の 人譽 めの i しりけ ると かや。 
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二 1 八 


しつら V5I 装飾 

など を. 5 ふ 


八き 1 四 尺の 上 

に出づ g をす と 

"ふ、 四 尺八 寸 

かお こ み髮 1 額 

髮を搔 き 籠め 編 

みあげし なる ぺ 

し 

こ-,^ はと 見 ゆる 

所な く I こ I は 

わる I- と b ふ 所 


に 靡きた る、 誠に 藤 波と いふ こと は、 これ を 云 ふ にゃあ らんと ぞ 見えけ る。 後の 曰 富 小 

路の 大臣の 大饗 に、 御 家の あやしくて、 所々 のし つら ひも わりな く 構へ て ありければ、 

人々 も 見苦しき 大饗 かなと 思 ひたりけ るに、 日暮れて 事 やうく はて 方になる に、 引出 

もの  らう  まく 

物の 時に なりて、 柬の廊 の 前に ひきたる 幕の 內に、 引出物の 馬 を 引き立てて ありけ るが、 

幕の 中ながら 嘶きたり ける 聲、 空 を 響かし ける を、 人々 いみ じき 馬の 聲 かなと 聞きけ る 程 

に、 慕 柱を獄 折り 一し、 口 取 を 引き さ ゆて 出で 來るを 見れば、 黑 栗毛なる 馬の、 長 八き あま 

りば かりなる、 ひらに 見 ゆるまで 身 太く 肥えた る、 かいこみ 髮 なれば、 額の 十五 月の や 

うにて. n く 見えければ、 見て 譽め 罵りけ る聲、 かしが ましき までなん 聞え ける。 馬の ふ 

る まひ おもだち、 尻 ざし 足つ きな どの. こよ はと 見 ゆる 听 なくつ き < ^しかりければ、 

家の しつら ひの 見苦し かりつ る も、 消えて めでたう なんあり ける。 さて 世の 末まで も 語 

り ふるな りけ り 0 


宇治 拾遺 物； ゆ， i 


二 1 六 


九條殿 I 師輔 

細長 1 女 服のお 

御前， I 侍者 


者 IK^ の 時 


もの を^ ふ 

庭の 拜 I 奪 者 門 

に 入れば 主客の 

間に 揖讓 の禮ぁ 


りけ る 紅の 打ちた る 細長 を、 心な かりけ る 御前の 取り はづ して、 遣 水に 落し 入れた. りけ 

る を、 卽ち 取り 上 ゆて 打ち 振 ひければ、 水 は 走りて 乾きに けり。 その 濡れたり ける 方の 

袖の、 つゆ 水に 濡れた ると も 見えで、 同じ やうに 打 目な ども ありけ る。 昔 は 打ちた る 物 

は、 かやう になん ありけ る。 又 西 宮殿の 大饗 に、 小 野 宮殿 を 尊者に おはせ よと あり けれ 

ば， 年老い 腰痛くて、 庭の 拜ぇ すま じければ、 えま うづ まじき を、 雨 降らば 庭の 拜も ある 

まじければ 參 りなん、 降らす ばえ なん 參る まじき と、 御 返事の ありければ、 雨 降る ベ きょ 

し、 いみ じく 祈り 給 ひけり。 その 驗 にゃあり けん、 その 日に なりて わざとはなくて、 空 

曇り 渡りて 雨 そよ ぎければ、 小 野 宮殿 は、 脇より 上りて おはしけ り。 中島に に 大に木 

高き 松 一 本立てり けり。 その 松 を 見と 見る 人、 藤の か i りたら まし かばとの み 見つ-言 

ひければ、 この 大饗の 日 は 正月の 事 なれ ども、 藤の 花い み じく を かしく 作りて、 松の梢 

ひま 

より 隙な うか けられた るが、 時なら ぬ もの は すさまじ きに、 これ は 空の 曇りて 雨の そ ほ 

おもて 

ふるに、 いみ じく めでたう を かしう 見 ゆ。 池の 面に 影の 移りて 風の 吹けば、 水の 上 も 一 つ 


風の 吹きつ くる 

やうに I 風の 物 


うは 德 のつ くこ 


〇 今昔 二十 四、 

小 野宮大 缀九條 

火臣得打衣語^^' 


小野宮 I 資賴 


ば、 やがて 我家に して 居 給へ、 子 も 侍らねば、 とかく 申す 人 も 侍ら じと いひて、 預けて や 

がて 下りに ければ、 その 家に 入り 居て、 得たり ける 米稻 など 取り 置きて、 唯一 人な りけ 

れど、 食物 ありければ、 傍 その 邊 なりけ る 下種な ど 出で きて、 使 はれな どして、 唯 あり 

つき 居つ きに けり。 二月ば かりの 事な りければ、 その 得たり ける 田 を、 半分 は 人に 作ら 

せ、 今 半分 は 我 料に 作らせた りけ るが、 人の 方の もよ けれども、 それ は 世の常に て、 お 

のれが 分と て 作りた る は、 殊の外 多く 出で 来たりければ、 稻 多く り 置きて， それより 

うち はじめ、 風の 吹きつ くる やうに 德 つきて， いみ じき 德 人に てぞ ありけ る。 その 家 あ 

る じ も 音せ すなり にければ、 その 家 も 我物に して、 子孫な ど 出で 來て、 殊の外に 榮 えた 

りけ ると か。 

小 野 宮大饗 の事附 西 宮殿 富 小路 大臣 等 大饗の 事 

今 は 昔、 小 野 宮殿の 大饗 に、 九條 殿の 御 贈物に し 給 ひたりけ る 女の 装束に、 添 へられた 
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四 


か はりぎ 代 

絹に て、 此頃は 

金の か はりに 稱 

を ffl ひたるな 《- 


りに て 日暮れに けれ. ば、. その 夜 は 人の 許. に 泊り て， 今 一 反の 布して、 馬の 草我盒 物な：^ 

つ めて  わたり 

に 代へ て、 その 夜 は 冶り て、 翌朝い と 疾く京 ざまに 上りければ， 九條邊 なる 人の 家に、 

物へ 注かん する やうに て 立ち騒ぐ 所 あり。 この 馬 京に 率て 行きた らんに、 見知りた る 人 

ありて、 盜 みたる かな ど 言 はれん もよ しなし、 や はらこれ を寶 りてば やと 思 ひて、 かや 

うの 所に 馬な ど 用なる 物ぞ かしと て、 下り 走りて よりて、 若し 馬な どや 買 はせ 袷 ふと 問 

ひければ、 馬が なと 思 ひける 程に、 この 馬 を 見て、 いか. r せんと 騒ぎて、 只今 か はりぎ 

ぬな ど はなき を、 この 鳥 羽の 田 や 米な どに は 代へ てん やと 言 ひければ、 なかく きぬよ 

り は 第 一 の 事な りと 思 ひて、 耦ゃ錢 など こそ 用に は 侍れ、 おのれ は 旅 なれば、 田なら ば 

何に か はせんす ると 思 ひ 給 ふれ ど、 馬の 御用 あるべく は、 唯 仰せに こそ 隨 はめと いへ 

ば、 此 馬に 乘り 試み 馳せ などして、 唯 思 ひつる さまな りと いひて、 この 鳥 羽の 近き 田 三 

町、 稻 少し 米な ど 取らせて、 やがて この 家を預 ゆて、 おのれ 若し 命 ありて 歸り 上りたら ば、 

その 時 返しえ させ 給 へ 、 上ら ざらん 限 はかくて 居 袷 へ れ、 若し 又命絕 えてな くもなり な 
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二 】 二 


千赏 がけ I 錢千 

貢 かけた る 馬 


罷る 程に、 其 日 は 暮れに けり。 道 つらなる 人の 家に 留 りて、 明け ぬれば、 鳥と 共に 起き. 

て 行く 程に、 日 さし あがりて、 辰の 時ば かりに， え もい はすよき に乘 りたる 人、 この 

馬 を 愛しつ よ、 道 も 行き やらす ふるま はする 程に、 誠にえ もい はぬ 馬 かな、 これ を 

せんぐわん 

ぞ千 貫が けな ど は 云^に や あらんと 見る 程に， この 馬 俄に 倒れて、 唯 死にに 死 ぬれば、 

主我に も あらぬ 氣色 にて、 下りて 立ち居たり。 手 惑 ひして、 從者共 も 鞍お ろしな どして、 

いか r せんする といへ ども、 かひな く 死に はて ぬれば、 手 を 打ち あさまし がり 泣きぬ ば 

かりに 思 ひたれ ど、 すべき 方なくて、 あやしの 馬の あるに 乘 りぬ。 かくて 此 所に ありと 

もすべき やう もな し、 我 はいなん、 これとも かく もして 引き 隱 せとて， 下種 男 を 一人 I 

めて いぬれば、 この 男 見て、 この 馬 我 馬に ならん とて 死ぬ るに こそ あめれ、 薬 一筋が 

柑子 三つに なりぬ、 柑子 三つが 布 三 反に なりたり， この 布の 馬になる べきな めり と 忍 

A ちの 

ひて 歩み寄りて、 この 下種 男に いふ やう、 こ はいかな りつる 馬 ぞと問 ひければ、 陸奧 

國 よりえ させ 給へ る 馬な り、 萬の 人の ほしがりて、 價も 限らす 買 はんと. & しつる を も？ 


か は ご 馬 ー 皮 


夫 ども I 人夫 ど 


むら一布 帛を若 

干の 長さに した 

さ を 1 卷 にせる 

を數 ふる 語 


ぞ、 食物 は 持ちて 來た るか、 唆 はせ て 遣れと いへば、 あの 男暫し 候へ、 御 はたご 馬な ど 

參 りたらん に、 物な ど 喰 ひて まかれと いへば、 承りぬ とて 居た る 程に、 はたご 馬、 か は 

ご 馬. など 來 つきたり。 など かく 遙に 後れて は參 るぞ、 御 はたご 馬な ど は、 常に 先立つ こ 

そよ けれ、 頓の 事な ども あるに， かく 後る よは 善き 事 か はな どい ひて、 やがて 幔 引き 疊 

など 敷きて、 水 遠かん なれ ど. 困ぜ させ 給 ひたれば、 めしもの は此 所に て參ら すべきな 

りと て、 夫 ども 遣りな どして、 水 汲ませ 食物し 出し たれば、 この 男に 淸 ゆにして. 喰 はせ 

たり。 物 をく ふく ありつる 柑子 何に かならん すらん、 觀音 計ら はせ 給 ふ 事 なれば、 よも 

空しくて はやま じと 思 ひ 居た る 程に、 白く よき 布 を 三 むら 取り出で て、 これ あの 男に 取 

ら せよ、 此柑 子の よろこび は、 言ひ盡 すべ. き 方 もな けれども. かよる 旅の 道に て は、 嬉 

しと 思 ふば かりの 事 はいか ごせん、 これ は 唯 志の はじめ を 見す るな り、 京のお はし まし 

所 は そこくに なん、 必す參 れ、： この 柑 子の よろこび をば せんする ぞ. とい ひて、 布 三 反 

取らせ たれば.、 喜びて 布 を 取りて、 藁 一 筋が 布 三 反に なりぬ る 事と 思 ひて、 協に 挟みて， 
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 宇治 拾遺 物, I 墨 I  一二。   

事の 候 ふに かと 問 ひければ、 歩み 困ぜ させ 給 ひて、 . 御 喉の 乾かせ 給 ひて 水 ほしがらせ 袷 一 

ふに、 水の なきが 大事 なれば、 ts ねぬ るぞ とい ひければ 、不便に 候 ふ 御 事 かな、 水の 所 一 

は 遠くて、 汲みて 參 らば 程 經候 ひなん、. これ はいか *i とて、 包みた る 柑子を 三つながら 一 

目 を 見 あけて- ^ら さたり けれ ズ、 喜び 騷 ぎて 食 はせ たりければ、 それ を i„« ひて や 、フ^^ e: を 見 あ けて、： 一 

氣絕 したる が漸 う- <  - -  一 

if こ はいかな りつる 事ぞ とい ふ。 御 喉 乾かせ 給 ひて、 水飮 ませよ， と 仰せられ つるまよ に， 御 一 

殿 籠り 人ら せ 給 ひつれば、 水 覚め 候 ひつれ ども、 淸き 水の 候 は ざり つるに、 此 所に 候 ふ 一 

男の 思 ひかけ ぬに、 その 心 を 得て、 この 柑子を 三つ 奉りたり つれば、 參ら せた るな りと 一 

いふに、 この 女、 我 はさ は 喉 乾きて 絕ぇ 入りたり ける にこ そ あり けれ、 水飮 ませよ とい，： 

ひつる ばかり は覺 ゆれ ど、 その後の 事 はつゆ 覺 えす、 この 柑 子え ざら まし かば、 この 野 一 

中に て 消え入りな まし、 嬉し かりけ る 男 かな、 この 男い まだ あるかと 問へば、 彼 所に 候 一 

ふと 申す。 その 男暫 しあれ といへ、 いみ じからん 事 ありと も、 絶え入り はてなば、 かひ： 一 

なくて こそ やみな まし、 男の 嬉しと 思 ふば かりの 事 は、 か-る 旅に てはい か、 r せんする 一 


はたご asl 旅行 

用の 物 をつ けた 


ま I 死になん な 

ん とする を h ふ 


供に ある 侍に いひければ、 その 侍 その 持ちた る もの、 若君の 召す に參ら せよ とい ひけれ 

ば、 佛の 賜び たる 物に 候へ ど、 かく 仰せ 事 候へば， 參らせ 候 はんとて 取らせた りければ、 

この 男い と哀 なる 男な り、 若君の めす 物 を、 易く 參ら せた る 事と いひて、 航 を、 こ 

れ喉 乾く らんた ベよ とて， 三つい と 香し き、 欖 紙に 包みて 取らせた りければ、 侍 取り 

傳 へて 取らす。 藁 一筋が 大柑子 三つに なりぬ る 事と 思 ひて、 木の 枝に I？ ひつけて、 育二 

うち 掛けて 行く 程に、 由綠 ある 人の 忍びて 參る よと 見えて、 侍な ど ^ 多 具して、 51 より 

參る 女房の 歩み 困 じて、 唯 立てり に 立てり 居た るが、 喉の 乾けば 水 飲ませよ とて、 消え 

入る やうに すれば、 供の 人々 手 まど ひ をして、 近く 水 や あると、 走り 騷ぎ g むれ ど 水 も 

なし。 こ はいか r せんする、 御 はたご 馬に や、 もし あると 問へば、 遙に 後れたり とて 

えす， ほと くしき さまに 見 ゆれば、 誠に 騷ぎ惑 ひて しあつ かふ を 見て、 喉 乾きて 騷ぐ 

人よ と 見ければ， や はら 歩み寄り たるに， こぶなる 男 こそ 水の あり 所 は 知りたら め、 こ 

の邊 近く 水の 淸き所 や あると 問 ひければ、 この 四 五町が 内に は 淸き水 候 はじ、 如何なる 
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二 〇 九 


字 治 拾遺 物語 


二 〇 八 


も あ ら f 

If ず 


ふめき て- —ブ ン 

プ ンと 飛びめ ぐ 


前世の 罪の 報 をば 知らで * 觀音を かこち 申して、 かくて 候 ふこと いと 怪しき ことなり、 

さは あれ ども 申す 事の いと ほしければ、 聊の事 はから ひ 給 は ip ぬ、 ま づ逑に 罷り出で よ、 

罷り出 でんに， 何にも あれ 手に 當 らん 物 を 取りて、 棄て すして 持ち たれ、 疾くく 罷り 

出で よと 追 はる と 見て， 匐 ひ 起きて 約束の 佾 のがり 行きて、 物 をう ち 喰 ひて 罷り出で 

け つ まづ. 

ける 程に、 大門に て 蹴 躓きて うつぶしに 倒れに けり。 起き あがりた るに、 あるに も あら 

す 手に 握ら れ. た る 物 を 見れ ば、 藁 と い ふ もの 唯 一 筋 握られたり。 佛の賜 ふ 物に て あ 

る にゃあ らんと、 いと はかなく 思 へ ども * 佛の 計ら はせ 給 ふやう あらんと 思 ひて、 、 J れを 

手 まさぐ りに しつ M 行く 程に、 虻 一つ ふめき て 顔の めぐりに ある を、 うるさければ、 木 

の 枝 を 折りて 拂ひ棄 つれ ども、 猶唯 同じ やうに うるさく ふめき ければ、 柿へ て 腰 を この 

藁す ぢ にて 引き 括りて、 枝の さきに つけて 持たり ければ、 腰 を 括られて、 外 へ はえい かで 

は せ  すだれ  かづ  ち- 

ふめき 飛び ま はりけ る を、 長 谷に 參り ける 女 車の、 前の 簾 をう ち 被き て 居た る兒 の、 い 

とうつ くしけ なる が、 あの 男の 持ちた る 物 は 何ぞ、 かれ ひて 我に 賜べ と * 馬に 乘 りて 


ひ c に は 死なん 

1 飢死 せん 


今 は 昔、 父母 も 虫 もな く， 妻 も 子 もなくて 唯一 人 ある 靑 侍 ありけ り。 すべき 方 もなか 

りければ、 觀音 助け 給へ とて、 長 谷に 參 りて 御前に うつぶし 伏して 申しけ る やう、 この 

世に かくて あるべく は、 やがて この 御前に て ひじに に 死なん、 もし 又お のづ からなる 

便 も あるべく は、 そのよし の 夢を見 ざらん かぎり は、 出づ まじと てうつ ぶし 伏したり け 

る を， 寺の 佾 見て、 こ はいかなる 者の かくて は 候 ふぞ、 物く ふ 所 も 見えす、 かくうつ ぶ 

しう つぶし たれば、 寺の 爲 けがら ひ 出で 來て、 大事に なりなん、 誰 を師， に はした るぞ、 何 

听 にて か 物 は^ふな ど 問 ひければ、 かく 便な きもの は、 師も いかで か 侍らん、 物 賜 はる 

所 もな く、 あはれ と 申す 人 もなければ、 佛の賜 はん 物 をた ベて、 佛を師 と賴み りて 候 

ふなり と 答へ ければ、 寺の 偕 ども 集りて、 此事 いと 不便の ことなり、 寺の ために 惡 しか 

りなん、 觀音を かこち 申す 人に こそ あんなれ、 これ 集りて 養 ひて 候 はせんと て、 か はる 

が はる 物 を 噴 はせ ければ、 もて 來る物 を 喰 ひつ-、 御前 を 立ち去らす 候 ひける 程に、 三 

みち ャ、 r  .-J* のこ 

七. 日 こなり にけ り。 三七日 はてて、 明けん とする 夜の 夢に、 御 帳より 人の 出で て、 この fflR, 
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宇治 拾遺 物語  二 〇 六 


〇 今昔 十九、 檢 

非違 使忠 明於淸 

水値敏 存命 語參 

照 


G 今昔 十六、 

長 谷 男 依戳音 助 

得 富 語楚 一照 


御 まかな ひ！ 給 

仕 人 

すし あゆ. I 醉は 

つけて 押した る 

鮎 

おせ  不 

詳、 今昔 rs 

く」 に 作る 

御物 ー 食物 


やくと めすと も 

I 役と して 食 ふ 


捧 けて 參る。 御 まかな ひの 臺に据 うる を 見れば、 御 盤に 白き 千 瓜、 三寸ば かりに 切りて 十 

し. 9 かしら 

ばかり 盛りたり。 又す しあ ゆのお せく くにひろら かなる が、 尻 頭ば かりお して 三十ば か 

り 盛りたり。 大 なる 金 椀 を 具したり。 皆御臺 にと り据 ゑたり。 今 一 人の 侍、 大 なる 齦の 

提に 銀の 匙 をた てて、 重た ゆに 持て 參 りたり。 中納 言、 金 椀 をと りて 侍に 賜 ひて、 これ 

お もの  そ： a 

に 盛れとの 給へば、 侍 かひに 御物 をす くひつ よ、 高 やかに 盛り 丄 ゆて、 側に 水 を 少し 入れ 

て參ら せたり。 殿臺を 引き寄せ 給 ひて、 舍婉を 取らせ 給へ るに、 さばかり 大 にお はする 

殿の 御手に 大 なる 金 婉 かなと 見 ゆる は、 けしう は あらぬ 程なる べし。 千 瓜 三 切ば かりに 

喰 ひ 切りて、 五つ 六つば かり 參 りぬ。 次に 鮎 を 二 切ば かりに 喰 ひ 切りて、 五つ 六つば か 

り 安らかに 參 りぬ。 次に 水 飯 を 引き寄せて、 二度ば かり 箸 を 廻し 袷 ふと 見る 程に、 食物 

ひさ. も 

皆 失せぬ。 またとて さした ま はす。 さて 二三 度に 提の 物み なに なれば、 又提に 入れて 持 

てま ゐる。 重秀 これ を HI^ て、 水餓を やくと めすと も、 この ぢ やうに 复 さば、 更に 御 ふと 

りな ほるべき にあら すと て、 逃 ゆて いに けり。 されば いよ 相撲な どの やうに てぞぉ 
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二  0 四 


〇 今昔 二十 八、 

S 條中納 言 食 水 

三 條中納 言 ー 朝 

成に て！： 久は定 方 

おしから だち て 

1. 押しの 強 h 乙 


かた，/ -I 對の 

物の I 方 

御 盤 I 食器 


三 條中納 言 水 飯の 事 

今 昔、 三 條中納 言と いふ 人 ありけ り、 三條 右大臣の 御子な り。 才 賢くて、 唐土の 事 こ 

の 世の 事み な 知り 給へ り。 心ば へ 賢く 肝 ふとく、 おしから だち てなん おはしけ る。 又笙 

の 笛 をなん 極めて 吹き 給 ひける。 長 高く 犬に ふとりて なんお はしける。 ふとりの あまり 

せめて 苦しき まで 肥え 給 ひければ、 藥師 重秀を 呼びて * かくいみ じう ふとる をば いか せ 

たち ゐ 

ん とする、 立 居な どす るが 身の 重く、 いみ じう 苦しき なりとの 給へば、 重秀. &す やう、 冬 

は 湯 づけ 夏 は 水 づけに て、 物 をめ すべきな りと 申しけ り。 その まよに めし けれど、 唯 同 

じ やうに 肥え ふとり 給 ひければ、 せんかたなくて、 又 重秀を 召して、 言 ひし ま- -に すれ 

しるし  す fO はんく  のこ 

ど その 驗も なし、 水饊喰 ひて 見せん との 給 ひて、 男 ども 召す に、 侍 一人 參 りたれば 例 

の やうに、 水 飯して 持て 来と いはれ ければ、 暫 しばかり ありて、 御臺 持て 參るを 見れば. 

御臺 かたくよ そ ひ 持て 來て 御前に 据 ゑつ。 御臺に 箸の 臺 ばかり 据ゑ たり。 續 きて 御 i 


そめ 德 はは. 1*5 ひければ、 郡 司 もよ しなき 人 を哀み 置きて、 その 德には * はて は 勘 5*ns 蒙る にこ そ あなれ 

かげて 

とい ひければ、 かたぐ 女 恐し う 接しく 思 ひけり 。かく 腹立ち 叱りて、 かへ り 上りて さ 

さ， ふら， 侍 所 ぶら ひに て、 安から ぬ 事 こそ あれ、 物も覺 えぬ くさり 女に 悲しう いはれ たる、 かう の 殿 

だに さたと こそ 召せ、 この 女め さたが とい ふべき ゆ ゑ や はと、 た r 腹立ちに 腹 立てば、 

聞く 人 どもえ 心得 ざり けり。 さても 如何なる 事 をせられ て、 かくはい ふぞと 問へば、 閒 

名 だて— > ^名 移 き 給へ よ 申さん、 かやう の 事 は 誰もお なじ 心に 守 殿に も 申し 給へ、 君達の 名 だてに も 

ありと いひて、 ありの ま- "の 事 を 語りければ、. さて./.,^ とい ひて 笑 ふ 者 も あり、 にくが 

る 者 もお ほかり。 女 をば 皆い とほし がり、 やさしが りけ り。 この 事 を爲家 降き て、 前に 

呼びて 問 ひければ、 我 うれへ 成りに たりと 喜びて、 ことぐ しく 伸び あがりて いひ けれ 

ば、 能く 聞きて 後、 その 男 をば 追 ひ 出して けり。 女 をば いと ほしがりて、 物 取らせな ど 

のこ 

しけり。 心から 身 を 失 ひける 男と ぞ。 
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二 〇 二 


われが 身 は S マ 


品薩 ii 王子の 故 

事に て薩 il 太子 

虎に 身を與 ふる 


悲しから め 1 今 

昔^ は 「かた か 

らめ」 と あり、： K 

方よ るし 

さたが I 當 時の 

習慣に 名の 下に 

「が」 をつ けて ソ 

ふは卑 めた る 時 

也 

物 習 はさん— 思 

ひ 知らせん 

世に あさましき 

所， I 陰 郁 


りけ るが、 ほ，， > ろ びお えたる を、 きりかけ 0 上より 投け こして、 jng やかに ノ これが： ほころび 

縫 ひて 遣せ よと いひければ、 程 もな く投ゅ 返したり ければ、 物 縫 はせ ごとせ さすと 聞く 

が、 實に疾 く 縫 ひて 遣せ たる 女人 かなと、 荒ら かなる 聲 して 譽 めて 取りて 見る に、 ほこ 

• みちの くにが み 

ろび は 縫 はで. 檀 紙 の 文 を その ほころびの もとに 結びつけて、 投ゅ 返した るな りけ り。 

怪しと 思 ひて ひろけ て 見れば、 かく 書きたり。 

われが 身 は 竹の 林に あらね ども さたが 衣 をぬ ぎかくる かな 

と 書きた る を 見て、 哀 なりと 思 ひ 知らん 事 こそ 悲しから め. 見る ま. -に大 に 腹 を 立てて， 

目つ ぶれた る 女人 かな、 ほころび 縫 ひに 遣り たれば、 ほころびの 絕 えたる 所 をば 見 だに 

え 見つけす して、 さたのと こそい ふべき に、 かけ まく も畏き 守 殿 だに も、 また こそ こよ 

らの 年月 ごろ まだし か 召さね、 など わ 女が さたが とぎ ふべき ことか、 この 女人に 物 習 は 

さんと いひて、 世に あさましき 所 を さへ、 何せん かせんと のり 組 ひければ、 女房 は 物も覺 

えす して 泣きけ り。 腹立ちち らして 郡 司 を さへ 罵りて、 いで これ 申して 事に 合せん とい 
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宇治 拾 遣 物語 卷第七 


〇 今昔 五、 身 色 

九 色 鹿 住 山 出 河 

邊助 人語 照 


かせさ- 1 鹿 


. 五色 鹿の 事 

これ も 昔、 天竺に 身の 色 は 五色に て、 角の 色 は 白き 鹿 ひとつ ありけ り。 深山に のみ 住み 

て.^:知られす。 その 山の 邊に大 なる 川 あり、 その 山に また 烏 あり、 この かせき を 友と 

し. て 過す。 或 時 この 川に 男 一人 流れて、 旣に 死なん とす、 我 を 人助けよ とさけ ぶに、 こ 

のかせき、 この 叫ぶ 聲を 聞きて、 悲 みに 堪 へす して、 河 を 泳ぎより てこの 男 を 助けてけ 

り。 男 命の 生きぬ る 事 を 喜びて、 手 をす りて 鹿に 向 ひてい はく， 何事 を もちて かこの 恩 を 

報い 奉るべき とい ふ。 かせきの いはく、 何事 を 持ちて か 恩 をば むくいん、 た-. の 山に 

我 ありと いふ こと を、 ゆめく 人に かたるべ からす、 わが 身の 色 五色な り、 人知り なば 

皮 を 取らん とて 必す 殺されなん、 この 事 をお そる ぶに よりて、 か. -る 深山に 隱れて あへ 


足う ち 斬りな どし ければ、 空 を 飛びて 逃ぐ る をば 弓に て 射 落しつ、 一 人 も殘る ものな し。 

家に は 火 を かけて 燒き拂 ひつ、 空しき 國 となし はてつ。 さて かへ りて、 お ほやけ にこの 

よし 申しければ、 佾伽 多に やがて この 國を 賜び つ。 二百 人の 軍兵 を 具して、 その 國にぞ 

住みけ る。 いみ じくた のし かりけ り。 今 は佾伽 多が 子孫、 かの 國の 主にて ありと なん 申 

し 一 ^へたる。 
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玉 女 I 美人 をお 

ふ、 詩經は 「有 女 

如 玉」 


たれば、 御 帳の 內 より 血 流れたり。 怪 みて 御 帳の 中 を 見れば、 赤き 首 ひとつの これり， 

その外 はものな し。 さて 宫の內 罵る 事譬 へん ことなし 。臣下 男女 泣き 悲む事 かぎりなし。 

御子の 東宮、 やがて 位に つき 給 ひぬ。 佾伽多 を 召して、 事の 次第 を 召し 問 はるよ に、 佾 

伽 多. &す やう、 さ 候へば こそ、 か i る ものに て 候へば、 速に 追 ひ 出さるべき やう を 申し 

つる なれ、 今 は 宣旨を 蒙りて、 これ を 討ちて 參 らせんと まう すに、 申さん まよに 仰せ 賜 

つるぎ た ち  つ はもの  ゆみや たい 

ぶべ しと ありければ， 劍の 太刀 佩きて 候 はん 武士 百 人、 弓矢 帶 したる 百 人、 はや 船に 乘 

りて 出し 立てら るべ しと 申しければ、 その ま i に 出し 立てられぬ。 憎 伽 多 この 軍兵 を 具 

おろ 

して、 かの 羅；^ の 島へ 潜ぎ 行きつ よ、 まづ 商人の やうなる もの を、 十 人ば かり 濱に 下し 

たるに、 例の 如く. 玉 女 どもうた ひ を 歌 ひて 來て、 商人 を 誘 ひて 女の 城へ 入りぬ。 その， I 

に 立ちて、 二百 人の 兵士 亂れ 入りて、 この 女 ども をう ち 斬り 射る に、 暫しは 怨みた る さ 

まに て、 哀 けなる 氣色を 見せ けれども、 僭 伽 多大なる 聲を 放ちて、 り ま はって おきて 

ければ、 その 時 鬼の 姿に なりて、 大口 を 開きて かより けれども、 太刀に て 頭 を わり、 手 


すまね 1- 響と せ 

& にて 夫婦と な 

ち； S? を. S ふ 

みうち— 內裏 


寢 1 


t  く によ 、つ ごき さき 


し. フ 若干の 女！： 115 を御覽 じくら ぶる に、 皆 土塊の ごとし， これ は 玉の ごとし 。か i 

る ものにすまぬ 佾伽 多が 心， いかな らんと 思 召しければ、 佾伽多 を 召して 問 はせ 給 ふに 

憎； P 多 申す やう、 これ はさら にみ うちへ 入れ 見るべき ものに あらす、 返す^,^ 恐し きも 

のな り、 ゆぶ しき 僻事 出で 來候 はんする と 申して 出で ぬ 。帝 このよし 聞 召して、 この 

僧伽 多 はい ひか ひなき もの かな、 よしく 後の方より 入れよ と、 藏 人して 仰せられ けれ 

ば、 夕暮 方に 參ら せつ。 帝 近く 召して 御覽 する に， け は ひすが たみめ ありさま、 香し く 

懷 しき 事 かぎりなし。 さて 二人 臥させ 給 ひて 後、 二日 三日まで 起き あがり 給 はす、 世の 

まつり ご 

政事 を も 知らせ 給 はす。 儈伽 多まゐ りて、 ゆ. 1 しき 事 出で 来たりなん す、 淺 ましき わざ 

かな. これ は 速に 殺され 給 ひぬ ると 中せ ども、 一 耳に 間き 入る i 人な し。 かくて 三日に な 

りぬ る 朝、 御 格子 もい まだ あがらぬ に、 この 女よ るのお と， i より 出で て、 立てる を 見 れ 

ば、 まみ も變 りて 世に 恐し ゆなり、. 口に 血つ きたり。 暫し 世の中 を 見 ま はして、 軒より 

飛ぶ. か. SL くして 雲に 入 わて ^ ぬ。  < 々こ .a よし 申さん と， て、 よる^お と， f に まゐり 
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の陀 

I'm 
在世 
界 


をす るな り、 この間よ く 逃 ゆば 逃ぐべき なり、 この 籠め られ たる 四方 は鐵 にて かため 

たり、 その上よ ほろ す ぢを絕 たれば， 逃ぐべき やうな し. と 泣く く 言 ひければ、 怪し 

と は 思 ひつる にと て、 かへ りて、 のこりの 商人 どもに このよし を 語る に、 皆 あきれ 惑 ひ 

て、 女の 寢 たる ひまに、 佾伽多 を はじめと して 濱へ皆 行きぬ。 遙に 補陀落 世界の 方へ 向 

ひて、 諸共に 聲を揚 ゆて 觀音を 念じけ るに、 沖の 方より 大 なる 白馬、 浪の上 を 泳ぎて、 商 

し る し 

人 等が 前に 來て うつぶしに 伏しぬ。 これ 念じ 參ら する 驗 なりと 思 ひて、 あるかぎり 皆 取 

りつきて 乘 りぬ。 さて 女 ども は寢 起きて 見る に、 男 ども 一人 もな し。 逃 ゆぬ るに こそと 

て、 あるかぎり 濱 へいで て 見れば， 男 皆 葦毛なる 馬に 乘 りて、 海 を 渡りて 行く。 女 ども 

たけ 

忽に長 一 丈ば かりの 鬼に なりて、 十四 五 丈 高く 躍り 上りて 叫び 罵る に、 こ S. 商人の 屮に， 

女の 世に ありがた かりし 事 を、 思 ひ 出 づる者 一人 ありけ るが、 取り はづ して 海に 落ち入 

りぬ。 羅； 1 ば ひしら が ひて、 これ を 破り 喻 ひけり。 さて この 馬 は、 い M 天竺の 西の 濱に至 

りて ふせりぬ。 商人 ども 喜びて おりぬ。 その 馬 かき 消つ やうに 失せぬ。 僧伽 多 深く 恐し 一 


学 治 拾遺 物語 


九 〇 一 


によ ふこ ゑす- 

f 吟 する 聲す 


日 の 食ー 「日 

の 食」 の 誤 か 


作りたり、 3^ ひとり もな し。 さて 商人 ども、 皆々 とりぐ に 妻に して 住む 0 互に 思 ひ 合 

ふ 事 限な し。 片時 も 離るべき 心地せ すして 住む 閒、 この 女 日 ごとに 晝寢 をす る 事 ひさし。 

顏を かしゅながら、 寢 入る たびに 少しけ うとく 見 ゆ。 佾伽 多、 このけ うとき を 見て 心え 

か n か， こ 

す、 怪しく 覺 えければ、 や はら 起きて 片方 を 見れば、 樣々 のへ だてく あり、 こよに 一 

つのへ だて あり、 築地 を 高く つきめ ぐらしたり。 戶に鈹 を强く 鎖せ り。 側より 上りて 內 

あるひ  か. 

を 見れば、 人お ほく あり、 或は 死に 或はに よふ こ ゑす。 又 白き 屍 赤き 屍お ほく あり。 僧 

伽 多、 一人の 生きた る 人 を 招き 寄せて、 これ はいかなる 人の かくて は ある ぞと問 ふに、 

答へ ていはく、 我 は 南 天竺の ものな り， 商の ために 海 を ありき しに、 惡 しき 風に はなた 

れて、 此 島に 来たれば、 世に めでた ゆなろ 女 どもに た ぼ かられて、 歸 らんこと も 忘れて 

住む 程に * うみと 産む 子 は 皆 女な り、 限な く 思 ひて 住む ほどに、 又 他 商人 船より 來 ぬれ 

しぶ V/ 

ば、 もとの 男 をば かくの 如くして、 日の 食に 充 つるな り、 御身 ども も 又船來 なば、 かよ 

ミ  ひ る 

る 目 を こそ は 見 給 はめ、 如何にもして 疾く 逃ゅ洽 へ、 この 鬼 ま晝三 李ば かりよ 晝寢 


てん * ちくそう き や；：  あきび ミ 

做 ほ U 多？ 羅の 昔、 天竺 僧伽 多 いふ 人 あり。 五 百 人の 商人 を 船に 載せて、 かねの つへ 行く に、 俄に あ 

あやまり 力 

• は ザつ き しき 風 吹きて、 船 を 南の 方へ 吹き もて 行く こと 矢 を 射る がごと し。 知らぬ 世界に 吹き 寄 

島の 意なる ペレ  くが  さ 5 

せられて、 陸に よりたる を かしこき 事に して、 "左右な く 皆 惑 ひお りぬ。 暫 しばかり あり 

て、 いみ じく を かしゅなる 女房、 十 人ば かり 出で 來て、 歌 をうた ひて わたる。 知らぬ 世 

界に來 て 心細く 覺 えつる に、 か. -る めでたき 女 ども を 見つけて、 喜びて 呼び 寄す、 呼ば 

：;;:^ け i*l 愛 れ てより 來ぬ。 ちかま さりして らうた き 事物に も 似す。 五 百 人の 商人 目 をつ けて、 めで 

たがる 事 かぎりなし。 i 人 女に 問うて いはく、 我等 實を^ めんた めに 出で にしに， あし 

き 風に 逢 ひて 知らぬ 世界に 來 たり、 堪 へがた く 思 ふ 間に、 人々 -の御 有樣を 見る に 憂の こ 

ころ 皆 失せぬ， 今 は 速に 具して おはして、 我等 を 養 ひた. まへ、 船 は 皆 損じ たれば、 歸る 

べき やうな しとい へば、 この 女 ども、， さらば いざさせ 給へ とい ひて、 前に 立ちて 導きて 行 

く。 家に つきて 見れば、 白く 高き 築 土 を 遠く 築き ま はして、 門を嚴 しく 立てたり、 その 

內に 具して 入りぬ。 門の 錠 を やがて 鎖し つ 。内に 人り て 見れば、 樣々 の屋 どもへ だてく 
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〇 今昔 五、 佾迦 

羅五百 商人 共 至 

羅刹國 語黎照 


に 罷り ありくな り、 君 は 又 何人 ぞ。 世の 政 を 直さん ために 罷り ありく 人な り。 翁の いは 

く、 き はまりて はかなき 人に こそ、 世に かゆ を 厭 ふ 者 あり、 はれに 出で て 離れん と 走る 

時、 影 はなる よこと なし、 陰に 居て 心の どかに 居らば、 影 離れぬ べきに、 さはせ すして， 

はれに 出で て 離れん とする 時には、 力 こそつ くれ、 影 離る i ことなし、 又 犬の 骸 屍の 水 

に 流れて くだる * これ を 取らん と 走る 者 は、 水に 溺れて 死ぬ、 かくの ごとくの 無益の 事 

を せらる. M なり、 唯し かるべき 居所し めて、 一 生 をお くられん、 これ 今生の のぞみな り、 

この 事 をせ すして， 心 を 世に そめて 騒がる-事 は、 極めて はかなき 事な りと いひて、 返 

答も閗 かで 歸り 行き、 船に 乘 りて 漕ぎ出で ぬ。 孔子 その後 を 見て 二度 拜 みて、 掉の 音せ 

ぬまで 拜み 入りて 居 給へ り。 音せ すなり てなん、 車に 乘 りて 歸り給 ひに ける よし、 人の 

かたりし なり。 

0^ 伽 多羅 刹の 國に 行く 事 
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〇 今昔 十、 孔子 

逍遙 値 梁 ~ 

き i®- 照 
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覺朝 1 覺 超の 誤 

か、 活本 はは 假 

名に て 「かてう」 


萬の 人に 問へ ども、 唯拜 みに 拜 みて、 その 事と いふ 人な し。 佾の ありけ るが、 手 をす りて 

額に あてて、 拜み 入り. U るが 許へ 寄りて、 こ はいかなる 事ぞ， おのれ を 見て かやう に拜み 

給 ふ はと、 よこな まりた る聲 にて 問 ふ。 この 僧、 人の 夢に 見えけ る やう を 語る 時、 この 男 

いふ やう、 おのれ さいつ ころ 狩 をして、 馬より 落ちて 右の 腕 をう ち 折り たれば、 それ を 

ゆでんと て參 うで 来たるな りと いひて、 と ゆきかう 行きす る ほどに、 人々 しりに 立ちて 

拜 みの i しる。 5?：： しわび て、 我 身 はさ は觀 音に こそ あり けれ、 こぶ は 法師に なりなん と 

ゆみやな ケ ひ；.！ ちか. U な 

思 ひて、 弓 笳 太刀 刀 切り 棄 てて 法師に なりぬ。 かくなる を 見て、 萬の 人 泣き あはれ が 

かんづけ 

る。 さて 見知りた る 人出で 來 ていふ やう、 あはれ かれは 上野の 國 にお はする ばとう ぬし 

は ミ、 f  くわん おん 

にこ そい まし けれと いふ を 聞きて、 これが 名 をば 馬頭 觀 音と ぞい ひける。 法師に なりて 

X か は  かくてう そ、 7 づ 

後橫 川に の ほりて、 覺朝憎 都の 弟子に なりて、 橫 川に 住みけ り。 その後 は 土 佐の 國 にい 

一 一 ナりと^6,リ0 


ね ど 


〇 今昔 十九、 信 

港 圔王 藤觀音 W 

語參照 


ふしぐ gl 節 を 

削ら &竹 にて 編 

みたる 節 

奪 毛 ー 白 毛に 黑 

き^11^毛ぁるを.3 


なりて ぞ ありけ る。 猶心 長く 物 まう ではすべき なり。 

信 濃 國筑摩 の 湯に 觀音 沐浴 の 事 

.  つく ま  よ ろ づ  あ  く  わたり 

今 は 昔、 信 濃の 國筑 摩の 湯と いふ 所に、 萬の 人の 浴み ける 藥湯 あり。 その 邊 なる 人の 夢に 

見る やう、 明日の 午の 時に 觀音 湯浴み 給 ふべ しとい ふ。 いか やうに て かお はし まさん す 

ると 問 ふに、 答 ふるやう、 年 三十ば かりの 男の 鬚黑 きが、 綾藺 笠き て、 ふしぐ ろなる 笳、 

こ A あな  むか はぎ  あし； t 

皮卷 きたる 弓 持ちて、 紺の 镇著 たるが、 夏 毛の 行 縢 はきて、 葦毛の 馬に 乘り てなん 来べ 

き、 それ を觀 音と 知り 奉るべし とい ふと 見て、 夢 さめぬ。 驚きて 夜明けて、 人々 に告 ゆ 

ま はしければ、 人 々聞きつ きて、 その 湯に 集る 事： かぎりなし。 湯 を 代へ 周圍を 掃除し. 

注 連 を 引き 花香 を 奉りて、 居 あつまりて 侍ち 奉る。 やうく 午の 時 過ぎ、 未なる ほどに、 

唯 この 夢に 見えつ るに、 露 違 はす 見 ゆる 男の、 顔より 始め 著た る もの 馬 何 かに 至る まで、 

夢に 見し に 違 はす、 萬の 人 俄に 立ちて 額 を 突く。 この 男大に 驚きて、 心 もえ ざり ければ 
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うち まきの 米 1 

洗米に て， 神前 

供へ うちまく 

より. 3 ふ 


どの つまりに 


さりと, ？1ま さ 

か 


きら， \ しかち 

ね ど 1H ュ 派と h 


せと 夢に 見て ければ、 又賀 茂に まゐる 。七日と 思 へ ども、 例の 夢見ん^,^ と參る ほどに、 百 

日と いふ 夜の 夢に、. わ 憎が かく 參 るいと ほしければ、 御幣 紙う ちまき の 米 ほどの もの、 憷 

に 取らせん と 仰せら る i と 見て、 うち 驚きた る 心地、 いと 心 憂く 哀 にかな し。 所々 參りぁ 

りきつ るに、 あり./^ て かく 仰せら る-. よ、 うち まきの 代ぱ かり 賜 はりて 何に か はせん、 

我 山へ かへ りの ほらん も 人目 はづ かし、 賀茂 川に や 落ち 人り なまし など 思へ ども、 又 さ 

すがに 身 を もえ 投ゅ す、 いか やうに 計ら はせ 給 ふべき にかと、 ゆかしき かた も あれば、 も 

との 山の 坊 にか へ りて 居た る ほどに、 知りた る 所より、 一物 申し 候 はんとい ふ 人 あり。 誰ぞ 

とて 見れば、 白き 長 櫃を荷 ひて、 橡に 置きて かへ りぬ。 いと 怪しく 思 ひて、 使を尋 ぬれ ど 

大 かたなし。 これ を 開けて 見れば、 白き 米と 善き 紙と を 一長 櫃 入れたり。 これ は 見し 夢 

のま. - なりけ り、 さりと もとこ そ 思 ひつれ、 こればかり を 誠に 賜び たると、 いと 心 薆く思 

へ. どもい か r はせんと、 この 米 を 萬に 使 ふに、 唯 同じお ほさに て盡 くる ことなし。 紙 も 同 

ベち 

じごと 使 へ ど、 失する ことなくて、 いと 別に きら-,, \» しからね ど、 いとたの もしき 法師に 


かたりて、 物な ど 陰 ひて その 夜 はやす みて， 翌朝 疾く 起きて 手 洗 ひて、 何時も 讀み 奉る 

經を讀 まんと て 引き 開け たれば、 あの 谷に て 蛇の 背に 突き立てし 刀、 この 御經に 弘誓 深 如 

海の 所に 立ちたり。 見る に、 いと 淺 ましな ど はおろ かなり。 こ はこの 經の 蛇に 變 じて、 

我 を 助けお はし. ましけ りと 思 ふに、 あはれ にた ふとく かなし。 いみ じと 思 ふ 事 かぎりな 

し。 その あたりの 人々、 これ を 聞きて 見 あざみけ り。 今 さら. & すべき ことならね ど、 觀 

音 を 頼み 奉らん に、 その 驗な しとい ふこと ある まじき ことなり。 

賀 茂の 社よ b 御幣 紙 米 等た まふ 事 

今 は 昔、 比數 山に 佾 ありけ り。 いと 貧し かりけ るが、 鞍馬に 七日 參 りたり けり。 夢な どや 

見 ゆると て參り けれど、 見え ざり ければ、 今 七日と て參れ ども 猶 見えねば、 七日 をのべ の 

ベ して 百日 參り けり。 その 百日と いふ 夜の 夢に、 我 はえ しらす、 淸 水へ 參れと 仰せら るよ 

と 見ければ、 明くる日より 又淸 水へ 百日 まゐ るに、 又 我 はえ こそ 知らね、 ゆ c 茂に 參 りて 申 
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はれなん するな めり、 悲しき わざ かな、 觀音 助け 給へ とこ そ 思 ひつれ、 こ はいかに しつ 

る こと ぞと思 ひて、 念じ 入りて ある ほどに、 唯 來に來 て わが 膝の 許 をす ぐれ ど、 我を吞 

まんと 更にせ す、 唯 谷より 上 ざま へ の ほらん とする 氣色 なれば、 いか r せん、 唯 これに 取 

りつきた らば、 の ほりなん かしと 思 ふ 心つ きて、 腰の 刀 を や はら 拔 きて、 この 蛇の 背中 

に 突き立てて、 それにす がりて、 蛇の 行く ま- -に 引かれて 行けば、 谷より 峯の上 ざまに、 

こそくと 登りぬ。 その 折 この 男 離れての くに、 刀 を 取らん とすれ ど、 强く 突き立てけ 

れば、 ぇ拔 かぬ 程に ひきは づ して. 背に 刀 さしながら、 蛇 はこ そろと 渡りて 向 ひの 谷に 

わたりぬ。 この 男 嬉しと 思 ひて、 家 へ 急ぎて 行かん とすれ ど、 この 一 一三 日い さよ か 身 を も 

働か さす、 物 も 喰 はすす ごし たれば、 影の やうに 瘦せ さら ほひつ V かつぐ とやう く 

にして 家に 行きつ きぬ。 さて 家に は、 今 はいか r せんとて、 跡 弔 ふべき 經佛 のい なみ 

などし ける に、 かく 思 ひかけ すよ ろ ほひ 來 たれば、 驚き 泣き 騷ぐ事 限な し。 かう くの 

事と 語りて、 觀 音の 御た すけに て かく 生きた るぞ と、 あさまし かりつ る 事 ども 泣. 
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石の そば 1- 石の 

角 


かた そば. I かた 

はし 

- 動く 


晉經 文に 「汝 

驄； lln 行、 善應諸 

方 所、 弘誓 深 如 

海、 歷劫 不思議」 


に、 木の葉 繁く 隔てた る 下 なれば、 更に 見 ゆべき やう もな し。 目 くるめき 悲しければ. 暫 

しもえ 見す 0 すべき 方なければ、 さりと て. るべき ならねば、 皆 家に 歸 りて かう くと 

い へ ば、 妻子 ども 泣き 惑 へ ども かひな し。 あはぬ まで も 見に 行か まほし けれど、 更に 道 も 

おほえす。 又お はしたり とも、 底 ひも 知らぬ 谷に て、 さばかり のぞき 萬に 見し かど も、 見 

え 給 は ざり きとい へば、 誠に さぞ あるらん と、 人々 も 言へば いかすな りぬ。 さて 谷に は 

すべき 方なくて、 石の そばの 折 敷の 廣さ にて、 さし 出で たる かた そばに 尻 を かけて、 木の 

枝 を 捕へ て、 少しも みじろくべき かたなし。 いさ-. かも はたらかば、 谷に 落ち入り ぬべ 

たか かひ  , タ さな 

し。 いかにもく せんかた なし。 かく 鷹 飼 を 役に て 世 過ぐ せど、 幼く より 觀音經 を讀み 

奉り 保ちたり ければ、 助け 給へ と 思 ひ 入りて、 偏に 賴み 奉りて、 この 經を 夜晝 いくらと 

もな く讀み 奉る。 弘誓 深 如 海と ある わたり を讀む 程に、 谷の 底の 方より， 物の そよ く 

と來る 心地の すれば、 何に か あらんと 思 ひて や をら 見れば、 え もい はす 大 なる 蛇な りけ 

り 。長さ 二 丈ば かり も あるらん と 見 ゆるが、 さしに さして 匐 ひ 来れば、 我 はこの： に喻 


；好肋 存命 語 参照 


子 を，, さん— 

^の 子を巢 より 

とり， さん 


萬 も 知ら -ナー 萬 

事. £9 れて 


今 は 昔、 鷹 を 役に て 過ぐ る 者 ありけ り。 魔の 離れた る を 取らん とて、 飛ぶ に從 ひて 行き 

ける 程に、 遙 なる 山の 奧の 谷の 片 岸に、 高き 木の あるに、 鷹の 巢く ひたる を 見つけて、 

いみ じき 事 見お きたりと 嬉しく 思 ひて、 かへ りて 後、 今 はよ き 程に なりぬ らんと 覺 ゆる 

程に， 子 をお ろさん とて 又 行きて 見る に、 え もい はぬ 深山の、 深き 谷の 底 ひも しらぬ う 

へに、 いみ じく 高き 援 木の 枝 は、 谷に さしお ほひた るが 上に、 巢を くひて 子 をう みたり、 

鷹 巢 のめぐ りに しあり く。 見る に、 え もい はす めでたき 鷹に て あれば、 子 も 善 かるらん と 

よろ づ 

思 ひて、 萬 も 知らす の ほる に、 やう- 今巢の もとに 昇らん とする ほどに、 ふまへ たる 

枝 折れて 谷に 落ちい りぬ。 谷の 片岸 にさし 出で たる 木の 枝に 落ち か i りて、 其 木の 枝 を 

とらへ て ありければ、 生きた る 心地 もせす、 すべき かたなし 。見お ろせば 底 ひも 知らす 

深き 谷な り、 見 上 ぐれば 遙に 高き 峯 なり、 かきの ほるべき 方 もな し。 從者 ども は 谷に 落 

ち 人り ぬれば、 疑な く 死ぬ らんと S ふ。 さる にても、 いか あると 見ん と 思 ひて、 岸の 

端へ 寄りて、 わりな く 爪立てて 見お ろし けれど、 僅に 見お ろせば、 底 ひも 知らぬ 谷の 底 
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〇 今昔 十六、 陸 

奥 Sil 取 男依戳 


を、 この 勝ちた る 侍、 いと 善き ことなり、 渡さば 得ん とい ひて、 いなかくて は 受け取ら じ 

精進 三日して このよし 申して、 おのれ 渡す よしの 文書き て 渡さば こそ、 受取ら めと い 

ひければ、 善き 事な りと 契りて、 その 日より 精進して、 三日と いひけ る 日、 さはい ざ 淸 

** けさ ぶら ひ  しれもの 

水へ とい ひければ、 この 負 侍、 この 痴 者に 逢 ひたる と を かしく 思 ひて、 喜びて つれて 參 

りに けり。 いふ ま i に 文 かきて、 御前に て 師の偕 呼びて、 事の よし 申させて、 二 千度 參り 

つる 事 某に 雙 六に、^ ちいれ つと 書きて 取らせければ、 受け取り つよ 喜びて、 伏し 拜み罷 

り 出で にけ り。 その後 幾程な くして、 この 負 侍 思 ひかけ ぬ 事に て 柿 へられて 囚獄に 居に 

たより  つま  つかさ 

けり。 取りた る 侍 は、 思 ひかけ ぬ 便 ある 妻 まう けて、 いとよく 德 つきて 司な ど 成りて、 

たのもしくて ぞ ありけ る。 目に 見えぬ もの なれ ど. 誠の 心 をいた して 受け取りければ、 

佛 あはれ と 思し召したり ける なんめ りと ぞ人 はい ひける。 

觀音經 蛇に 化して 人 を 助けた まふ 事 


須陀 la 果 I 譯レ 

て SSI 果と 5 

ふ、 見 感を斷 t 


流 類に 入る を h 

ふ 


0 今昔 十六、 淸 

水 二 千度 詣男打 

入雙 六， 語 突  1 照 


御前に おはし ませば、 論じ. e. すべき かたなしと 思 ふ ほどに、 佛の御 力に て、 やがて 須陀 

をん くわ じャ、 r- 

恒架を 成 じたれば、 惡 しき 心 離れ たれば、 物 をし む 心 も 失せぬ。 かやう に帝釋 は、 人 を 

導かせ 給 ふ 事 はかりな し。 そ、 r ろに 長者が 財 を 失 はんと は、 何し に 思 召さん、 慳 貪の！ I 

によりて、 地獄に 落つべき を哀 ませ 給 ふ 御 志に よりて、 かく かまへ させ 給 ひける こそめ 

たで けれ。 

淸水 寺に 二 千度 參詣 の者雙 六に うち 入る i 事 

な ま さ ぶら ひ  A よみ づ 

今 は 昔、 人の 許に 宮 仕して ある 生 侍 ありけ り。 する 事の なき まよに、 淸 水へ 人 まねし 

まラで  し、 つ 

て、 千度 詣を 二度したり けり。 その後い くば くもなくして， 主の 許に ありけ る 同じ やう 

,  すごろく 

なる 侍と 雙六 打ちけ るが、 多く 負けて 渡すべき 物な かりけ るに、 いたく 責めければ、 思 

ひ 侘びて 我 持ちた る ものな し、 只今 酔 へたる 物と て は、 淸 水に 一 一千 度參 りたる 事の みなん. 

ある、 それ を 渡さん とい ひければ、 險 にて 聞く 人 は. はかるな りと 愚 戲に思 ひて 笑 ひける 


卷 


六 


1 七 七 


宇治 拾遺 物語 


一 七 六 


も 優りたり とい ひける を、 帝釋 きと 御覽 じて けり。 僧し と 思しけ るに や、 留志 長者が ぎこ， 

化し 給 ひて、 かの 家に おはしまして、 我 山に て 物 惜む神 を 祭りた る しるしに や、 その 神 

はなれて、 物の 惜しから ねば かくする ぞ とて、 藏 ども を 開けさせて、 妻子 を はじめて、 

從者も それならぬ よその 人々 も、 修行者 乞食に 至る まで、 寶物 ども を 取り出し てくばり 

取らせければ、 皆々 喜びて 分け取り ける 程に ぞ、 實の 長者 はかへ りたる。 藏 ども 皆 開け 

て、 力く 寶 ども 皆 人の 玲り合 ひたる、 あさましく 悲し さ 言 はんか. U なし。 如何 

にかく は 

する ぞと、 篤れ ども、 我と 唯 同じ かたちの 人出で 来て かくすれば、 不思議なる 事 限な し。 

あれ は變 化の も のぞ、 我 こそ それよ といへ ども 聞き入る よ 人な し 0 御門に うれへ 申せば、 

母に 問へ と 仰せ あれば、 母に 問 ふに、 人に 物く る i こそ 我 子に て 候 はめと 申せば、 する か 

たなし。 腰の ほどに、 は-くそと いふ 物の 跡ぞさ ぶら ひし、 それ を しるしに 御覽ぜ よと 

いふに、 開けて 見れば、 帝釋 それ を舉 ばせ 給 は ざらん や は、 二人ながら 同じ やうに 物の 

跡 あれば、 力なくて 佛の御 許に 二人ながら 參 りたれば、 その 時帝釋 もとの 姿に なりて、 


〇 今昔 一一 r 盧至 

長者 語 照 


たの 

裕 なる feb ふ 

、むの くち もしく 

1 吝畓 なる を W 

ふ 


行 器 I 食物 を 入 

れて 持ち運ぶ 

用 ふる 圓き gl 

今曠野中ー}^々1 

今昔に は 「我 今 

節慶 雪、 縱酒大 

歡樂、 過昆沙 

門、 亦 勝 天帝 釋」 


留志 長者の 事  ♦ 

今 は 昔， 天竺に 留志 長者と て. 世に たのもしき 長者 ありけ り。 大 かた 藏 もい くら ともなく 

持ち たのもし きが， 心の くち をし くて， 妻子に もまして、 從 者に も物喻 はせ 著す る 事な 

し。 おのれ 物の ほしければ、 人に も 見せす 隱 して 喰 ふ ほどに， 物の 飽かす 多く ほし かり 

ければ、 妻に いふ やう、 餓酒菓 物 どもな ど 大らかに してた ベ、 我に つきて 物 をし まする 


慳 貪の 神 祭らん といへば、 物 惜む心 失 はんとす る、 善き 事と 喜びて、 いろくに 調 じて、 

大らかに 取らせければ、 受け取りて、 人 も 見 ざらん 所に 行きて、 よく 喰 はんと 思 ひて 

行 器に 人れ、 ひさ ごに 酒 入れな どして 持て 出で ぬ。 此 木の もとに は 烏 あり、 彼 所に は 雀 

ありな どえ りて、 人 離れた る 山の 中の 木の 蔭に、 鳥獸 もな き 所に て 一 人 喰 ひ 居たり。 心 

の樂 しさ 物に も 似す して 誦する やう、 今 曠野 中， 食钣 飮酒大 安樂、 猶過 毘沙門天、 勝 天帝 

釋天、 この 心 は 今日 人な き 所に ひとり 居て、 物 を 喰 ひ 酒 を 飲む 安樂なる 事、 毘沙 8： 帝釋に 
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したう， ゥ I 機 


>じさ.0 すみ つか 


臣 になり て、 大饗行 はれけ る、 坤 の 角に 塚の ありけ る、 築地 を 築き 出して、 その 角 はした 

うづが たに ぞ ありけ る 。殿 そこに 堂 を 建てん、 この を 取り捨てて、 その上に 堂 を 建て 

んと 定められ ぬれば、 人々 も 塚の ために、 いみ じう 功德 になり ぬべき 事な りと 申し けれ 

ば、 嫁 を 掘り 崩す に、 中に 石の 唐 榧 あり。. 開けて 見れば、 上 尼の 年 二十 五六ば かりなる 色 

美しくて、 唇の 色な どつ ゅ變ら で， え もい はす 美し ゆなる、 寢 入りた る やうに て 臥したり。 

つき 5 ろ は  、 

いみ じう 美しき 衣の、 金の 1^ 麗しくて 据 ゑたり けり。 入りた る もの 何も 香し き 事た ぐ ひ 

なし。 あさまし がりて、 人々 立ち こみて 見る ほどに- 乾の 方より 風 吹きければ、 いろい 

ろなる 塵に なんなりて 失せに けり。 金の 坏 より 外の 物つ ゆと まらす。 いみ じき 昔の 人 

なりと も * 骨髮の 散るべき にあら す。 かく 風の 吹く に， 塵に なりて 吹き散らされ ぬる は， 

希有の ものな りと いひて、 そのころ 人 あさまし がりけ る。 攝 政 殿い くばく もなくて 失せ 

給 ひに ければ、 この 祟に やと 人うた が ひけり。 
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、> たへ  こミ わり  お ほやけ わたくし 

訴訟 申す 事 尤も 道理に 候 ふ、 公 私 世 をい となみ 候 ふ 間、 思 ひながら 後世 をば 弔 ひ 候よ 

で、 月日 はかなく 過ぎ 候 ふなり、 但し 今にお き 候 ひて は、 共に 召されて 苦み を 受け 候 ふと 

も、 彼が ために 苦み の 助かる べきに 候 はす、 されば この度 は 暇 を 賜 はりて、 nil- に 罷り 

かへ りて、 妻の ために 萬 を 捨てて、 佛經を 書き 供養して 吊 ひ 候 はんと 申せば、 王暫 しさ 

f;j^T,^1s ぶら へとの たま ひて、 かれが 妻 を 召し寄せて、 汝 が夫廣 貴が す やう を 問 ひ 袷へば、 寳 

^K^^n に 經佛を だに 書き 供養 せんと 申し 候 は r、  &く 免し 給へ と 申す 時に、 又 廣貴を 召し出で 

廣 か申ナ やう 

春に 問 て、 申す ま. -の事 を 仰せ 聞かせて、 さらば 此度は 罷り か へれ、 糙に 妻の ために 佛經を 書 

き 供養して 弔 ふべき なりと て 歸し遣 はす。 廣貴か i れ ども. これ は いづく i がの たま ふ 

ぞ とも 知らす、 ^^されて座を立ちて歸る道にて思ふゃぅ、 この 玉の 簾の 內に 居させ 給 ひ 

て、 かやう に 物の 沙汰して、 我 を かへ さる. -人は 誰に かお はします らんと、 いみ じく 覺 

束な く覺 えければ、 又參 りて 庭に 居 たれば、 簾のう ちょり、 あの 廣貴は 歸し遣 はした る 

にあら す や、 如何にして 又參 りたる ぞと問 はるれば、 廣 貴が 申す やう、 はから ざるに 御 
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廣貴 妻の 訴に 依りて 閻魔 王宮へ めさる ぷ事 


I  ！  えんま ちゃ...' 

J れも今 は 昔、 藤原廣 貴と いふ 者 ありけ. るに、 死にて 閻魔の 廳に 召されて、 王の 御前と 

思しき 所に 參 りたる に、 王の 給 ふやう、 汝が子 を；^ みて 產を しそこな ひたる 女 死にたり、 

地獄に 落ちて 苦み を受 くるに、 うれへ 申す 事の あるに よりて、 汝 をば 召した るな りノま 

づ さる 事 あるかと 問 はるれば、 廣貴 さる 事 さ ぶら ひきと 申す。 王の 給 はく、 妻の うれへ 

申す 心 は、 われ 男に 具して =9ハ に 罪 をつ くりて、 しかも かれが 子を產 みそこな ひて、 死して 

地獄に 落ちて、 か. -る祺 へ 難き 苦み を 受け 候へ ども、 聊も我 後世 を も 弔 ひさ ぶら はす、 さ 

れば我 一 人 苦み を 受けさぶ らふべき やうな し、 廣貴を も 諸共に 召して、 周 じ やうに 二 そ 

苦み を 受けさ ぶら はめと、 申す によりて 召した るな りとの 給 へ ば、 廣 貴が 申す やう、 この 
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執行 ー 事務 を 執 

る 役 

欧所 I 荘園の 貢 

米 等 を 沙汰す る 

役所 

きね かぶり —衣 

被な り、 1 體は 

のな すべき も 

のな れど佾 家に 

も 用. Q るな り 


無間地獄 I 八大 


山 橫川賀 能 地 藏の事 

これ も <「 は 昔、 山の 潢 川に 賀 能知院 とい ふ佾、 極めて 破戒 無慙の 者に て、 晝 夜に 佛の物 

しゅぎ や 、っ  まん タ ころ  に ふ 

を 取りつ かふ 事 をのみ しけり。 橫 川の 執行に て ありけ り。 政所へ 行く とて、 塔の もと を 

常に 過ぎ ありき ければ、 塔の もとに、 ふるき 地藏の 物の 中に 棄 て：. a きたる を、 きと 見 奉 

りて、 時々 きぬ かぶりし たる をう ちぬぎ 頭 を 傾けて、 少しく 敬ひ拜 みつぶ 行く 時 も あり 

けり。 か-. る ほどに、 かの 賀能 はかなく 失せぬ。 師の佾 都 これ を 聞きて、 かの 佾 破戒 無慙 

の 者に て、 後世 定めて 地獄に 落ちん 事 疑な しと. 心 憂が り 哀み給 ふ 事 限な し。 か. -るほ 

どに、 塔の もとの 地藏 こそ この 程 見え 給 はね、 いかなる 事に かと、 院内の 人々 言 ひ 合 ひ 

たり。 人の 修理し 奉らん とて， 取り 奉りた るに やな どい ひける 程に、 この 佾 都の 夢に 見 

かたはら 

え 給 ふやう、 この 地藏の 見え 給 はぬ は、 如何なる 事ぞと 尋ね 給 ふに、 傍に 佾 ありてい は 

む &んぢ .-7. 

く、 この 地藏 菩薩， 早う 賀能 知院が 無間地獄に 落ちし その 日、 やがて 助けん とて、 あ ひ 
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二宮 —傳敎 大師 

大物 主神 を 山上 

に 移し 祭りて 日 

吉大宮 と おひ、 

前より ありし 本 

社 を 二宮と M 

ふ、 地主 權現は 

こ の 二宮な 

はてが た 1 終り 

頃 

此經難 持 s*rl 

法 華 經見寶 塔 品 

の偈ズ 


でたり ければ、 主人 怪しう おほえて、 その 鼻より 氷 魚の 出で たる は、 いかなる 事に かと 

言 ひければ、 とりあへ す、 此 頃の 氷 魚 は 目鼻より 降り 候 ふなる ぞと言 ひたりければ、 ん 

皆 はと わら ひけり。 

仲 胤 僧都 地主 權現說 法の 事 

これ も 今 は 昔、 仲 胤佾都 を、 山の 大衆 日吉の 二宮に て、 法 華經を 供養し ける 導師に、 請 

じたり けり。 說 法え もい はすして、 はてが たに 地主 權 現の 申せと 候 ふ はと も、 iiim、 

じゃく ざん ぢ しゃ が そく，、 わんぎ しょぶ つやく ねん 

若暫持 者， 我卽歡 喜、 諸佛亦 然とい ふ 文 を、 うちあ ゆて 誦して、 諸佛 とい ふ處を 地主 權 

現の 申せと は、 我卽歡 喜、 諸 神 亦 然とい ひたりければ、 そこら 集りた る 大衆 異口同音 にあ 

めきて、 扇 を 開きつ かひたり けり。 これ を 或 人、 日吉の 社の 御正 體を顯 はし 奉りて、 おの 

おの 御前に て 千日の 講を行 ひける に、 二宮の 御料の をり， 或佾、 この 句 を 少しも!^ へす 

したりけ る 。ある 人 仲胤佾 都に、 かよる 事 こそ ありし かと 語りければ、 仲齓 僧都き やら 
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見つ きしたり け 

さ 1 見 そめたり 

と 也 

さき？ 了 

設股 あるに や 解 

し難レ 


乙の 佾 1- 活 本に 

此三 字な し 

納殿 Isi 戶の如 

き 所 

さう ぞ きて 1 娃 

束して 

かぶとして I 田 

樂師 のかぶ る 鳥 

究の類 をつ けて 


いふ まよに 價を 賜び ければ、 布 をな して ぞ集 ひける。 さて この 佾 正の 許に、 世の 寶は， 集 

ひ あつまりたり けり P それに^ 師小院 とい ふ i を 愛せられ けり。.、 鳥 羽の 田植に 見つ きし 

4» のこ 

たりけ る、 さき./^ いく ひに のりつよ、 みつき をし ける 男の * 田植 に^ 正 言 ひ 合せて、 

， J の 一. J ろす. る やうに あ ふきに たち して、 こ は i より 出で たり！^ れば • . 大ガ 見る 者 も 

驚きく しあ ひたりけ り？ この 童 あまりに 寵愛して、 よしな し 法師に なりて、 夜晝 離れ 

す附 きて あれと ありけ る を、 童い か 候 ふべ からん、 今暫 しかくて 候 は r やと 言 ひける 

を、 僧正 猶ぃ とほし さに、 た r なれと ありければ、 童し ぶ./,. \» に 法師に なりに けり。 さ 

て 過ぐ る 程に、 春厕 うち そよ ぎて 徒然な りげ るに f 佾正人 を 呼びて， あの 僭の 装束 は あ 

；- ,  を さめさの  こ 

るかと 問 はれければ、 この 佾、 納殿 にい まだ 候 ふと 申しければ、 取りて 來と いはれ けり 0- 

持て 來 たり ける を， これ を 著よ とい はれければ、 呪 師小院 見苦しう 候 ひなんと いなみけ 

る を、 唯 著よ と 責めの 給 ひければ， 片方へ 行きて さ、 フぞ きて 、かぶとして 出で たりけ り 0 

つゆ 昔に 變ら. K 佾正 うち 見て かひ を：^ られ けり 。一 . 小院 又お もが はりして 立てり け るに、. 
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一 六 二 


明隋子 1 今^ ふ 

障子の 乙と 


り。 見入 るれば 庭に は草繁 くして、 道 踏み あけた る 跡 もな し。 露 を 分けて 入りて 上りた 

ひろび さし  つ ♦* さ. あかりし やう じ  tt 

れば廣 鹿 一間 あり、 妻戸に 明觀子 立てたり。. 煤け 通りた る 事， いつの 世に 張りたり と 

すみ * め 

も 見えす。 暂 しばかり. ありて * 墨染 奢た る 僭 足音 もせで 出で 来て， 暂 しそれ にお はし ま 

せ、 行 ひの ほどに 候 ふとい へば、 い 待ち 居. U る 程に、 とば かり ありて、 內 よりそれ へ 人ら 

せ 給へ と あれば、 煤けた る 障子 を 引き 開けた るに 香の 煙く ゆり 出で たり。 萎え 通りた る 

衣に， 裝裟 など も 所々 破れたり。 物 も 富 はで 居られ たれば、 此人も 如何にと 思 ひて 向 ひ 居 

たる ほどに、 拱きて 少しう つぶした る やうに て 居られたり。 暫 しある ほどに、 行 ひの ほど 

能くな り 候 ひぬ. さらば 疾く 歸らせ 給へ と あれば， 言 ふべき 事 もい はで 出で ぬれば、 又 

門 やがて 鎖し つ。 これ は 偏に 居お こな ひの 人な り。 一乗寺の 佾正 は、 大^ は 二度 通られ 

たり。 蛇 を 見る 法 行 はる、 又 龍の 駒な ど を 見な どして、 あられぬ 有樣 をして 行 ひたる 人 

でんがく さろ がく  ずな じん- 0! ふ をの こ 

なり。 その 坊は， 一二 町ば かりより ひしめきて、 田 樂猿樂 など ひしめき、 隨身衞 府の男 

くらた ち 

どもな ど 出で 入り ひしめ く。 物寶 ども 入り 来て、 鞍 太刀 さま，：！ >« の 物を寶 る を. かれが 


の 外 は、 大 かた、 おさせお はしました る 所お はし まさす と 言 ひければ、 人 々ほよ ゑみて， 

^^^0^ 一  人 一 一人 づっ こそ 逃 ゆ 失せに けれ。 

ち に ゆれ」 と 

*p» 活本 によ 

,  御室 tr; 僧正の 事拉 一 乘 僧正の 事 

.  いちじょ 5 じの そ. r- じ やう み むろ ク J の モミ じ や、 P- 

これ も <r は 昔、 一 乘 寺 憎 正、 御室 戶佾 正と て、 三 井の 門 流に やん ごとな き 人お はしけ 

經輔！ 讓の子 り。 御室 戶の佾 正 は、 降 家 帥の 第 四の 子な り。 】 乘寺佾 正 は、 經輔 大納言の 第五の 子な 

り。 御室 戶 をば 隆 明と いふ， 一 乘寺 をば 增譽 とい ふ。 この 1 1人ぉのくた^^、くてぉぼ銜な 

り。 御室 戶 はふと りて 修行す るに およばす、 偏に 本尊の 御前 を 離れす して、 夜晝行 ふ^ 

の音絕 ゆる 時な かりけ り。 おの づ から 人の 行き 向 ひたれば， 門 をば 常に i したる， 門 を 

叩く 時、 たまく 人の 出で 來て誰 ぞと問 ふ、 云々 の 人の 參らせ 給 ひたり、 もし は 院の御 

むご I 無期の 字 使に さぶ らふな どい へぜ、 申し さ ぶら はんとて 、奥へ 入りて- むごに ある 程 鈴の 音し きり 

• 、コ  '  »  くわん のき  50 びら 

なり 。さてとば かり ありて、 門の 關木 をはづ して， 扉片. つ 方 を 人 ひとり r.^ る ほど あけた 
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無下に 候 ひし 時 

I 病 重 かりし 時 

大壺， t 便 5fl 


の 小 冠者く と 召し さ ぶら ひき、 無下に 候 ひし 時 も、 御 跡に 臥せ させお はしまして、 夜 

中曉、 大 壺參ら せな ど 候 ひし その 時 は、 侘しう 堪へ 難く 覺ぇ候 ひしが、 後れ 參ら せて i 

は、 など さ 覺ぇ候 ひけんと、 悔しう さぶ らふな りと いふ。 あるじの いふ やう、 そ も/^ 1 

日汝を 呼び 人れ たりし 折、 我 障子 を 引き あけて 出で たりし 折、 うち 見 上 ゆて ほろ くと 泣 

きし は、 いかな りし 事ぞ とい ふ。 その 時 侍が いふ やう、 それ も 別の 事に 候 はす、 田舎に 

さ ぶら ひて、 故 殿う せ 給 ひに きと 承りて、 今一度 參 りて、 御 有樣を だに も 拜み候 はんと 

思 ひて、 おそれく 參り候 ひし、 さうな く 御 出 居へ 召し出させお はしまして 候 ひし、 大 

方 辱く 候 ひしに 御 障子 を 引き 開けさせ 給 ひ 候 ひし を、 きと 見 上 ゅ參ら せて 候 ひしに、 

おん ゑ a ラし くろ 

御 烏帽子の 眞黑 にて、 まづ さし 出で させお はしまして 候 ひしが， 故 殿の かくの 如く 出さ 

せお はしましたり しも、 御 烏帽子 は 眞黑に 見えさせ おはし ましち か、 思 ひ 出 でられお は 

しまして、 覺 えす 淚 のこ ほれ 候 ひしな りと いふに、 この 集りた る 人々 も 笑 を 含みたり。 

又 この あるじ も 氣色か はりて、 さて 又 いづく か 故 殴に は 似た ると いひければ、 この it!: そ 


得意の 人 マ 10 

やすき 知人 


もと も— 至極よ 

し 

鬚 はげ— 「g? は 

Vi ズ は， はえ」 


練 色 ー 薄 黄色 

事うる はしく— 

端然と 


見えに たる か一 

故 殿に 親しく 仕 

へ たる か 


いはせ て 聞かせん とて、 後見め し 出で て、 明後日 これへ 人々 渡らん と 言 はる. -に、 さる 

やうに 引きつく ろ ひて、 もてなし すさまじ からぬ やうに せよ と 言 ひければ、 むと 申して 

さま ば>  くい 

樣々 に 沙汰し 設けたり。 この 得意の 人々、 四 五 人ば かり 來 集りに けり。. あるじ 常よりも 

い  ミ レービ ろお 

引きつく ろ ひて、 出で 合 ひて、 御酒 度々 參 りて 後 言 ふやう、 我 親の 許に、 年 比 生 ひ 立ち 

たる 者 候 ふ を や， 御覽 すべ からん といへば、 この 集りた る 人々、 心地よ ゆに 顔 先 赤め 合 

ひて、 もと も 召し出さるべく 候 ふ、 故 殿に 候 ひける も、 かつ は 哀に候 ふといへば、 人 や あ 

る、 何が しま ゐれ といへば、 ひとり 立ちて 召すな り。 見れば 鬚 は ゅ仁 る 男の 六十 餘 ばかり 

そら ご W  かりぎね  ねりい ろ きね 

なる が、 まみの ほどな ど 虚言す ベ ラも なきが、 打ちた る 白き 狩 衣に、 練 色の 衣の さる ほど 

なる 著たり、 これ は 賜 はりた る 衣と 覺 ゆる、 召し出されて、 事うる はしく， 扇 を笏に 取り 

て うづく まり 居たり。 家主の いふ、 やう やく こ i の 父の その かみより、 おのれ は 生 ひた 

ちた る も のぞかし などい へば 、むと いふ 。見えに たる かいかに とい へば 、この 侍い ふやう、 

よるひる 

その 事に 候 ふ、 故 殿に. は 十三より 參 りて 候 ふ、. 五十まで 夜晝 離れ ま ゐら. せ 候 はす、 故 殿 
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五八 


綿 ふくよかなる 

きぬ， I 綿の 一 杯 

入りた る 厚き 衣 

服 

今 はさうな し 1 

もはや 仔細な し 

後见に ー 「に」 は 

「を」 の！ Sg なる ペ 


ia!^ なる 1 「ひ 

くげなる」 の該 

力 


と 問 ひければ、 故 殿のお はし ましし に 違 はせ おはし.^ さぬ が 哀に覺 えてと いふ。 されば こ 

そ 我 も 故 殿に は 違 はぬ やうに 覺 ゆる を、 この 人々 の あらぬな 2^ 云 ふなる、 あさましき 事と 

思 ひて、 この 泣く 侍に いふ やう、 おのれ こそ 殊の外に 老いに けれ、 世の中 はいか やうに 

さな 

て 過ぐ るぞ、 我 はま だ 幼くて 母の 許に こそ ありし かば、 故 殿の あり やう 能ぐ、 も覺 えぬな 

り、 おのれ を こそ 故 殿と 頼みて あるべ かり けれ * 何事 も 申せ、 又 偏に 賴 みて あ. らんす る 

ぞ、 ま づ當時 寒け なり、 この 衣 著よ とて、 綿 ふくよかなる きぬ 一... っ脫 ぎて 賜び て、 今 は 

さうな し、 これへ 參 るべき なりと いふ。 この 侍しお ほせて 居たり 0  , 昨日 今日の な^の か 

いへ ねし ゑ 

く 言 はん， おに あり， いはん や 故 殿の 年 比の. P の. のか いへば、 家主 笑みで、 こ： の 男の 年 

比す ぢ なくて あり けん、 不便の ことなり t て、. 後見に 召し出で て、. これ は 故 殿の いと ほ 

しくし 給 ひし ものな り， まづ かく 京に 旅立ちた るに こそ 思 ひ はから ひて、 沙汰し やれと 

いら  そら ご - 

一い へば、 ひゆなる こ ゑに てむ と 答へ て 立ちぬ。 この 侍 は、 虚言せ じと いふ を ぞ佛に 申し 

切りて ける 0 さて この あるじ、 我 を 不定 ゆにい ふなる 人々 呼びて、 この 侍に ノ 事の 子細， 


3 居一客間 


さく  H\ も よ、 

泣く I さく i 

げて 泣，， 


こが ましく 思 ひけり。 その 父と 閗 ゆる 人 亡せ にけ る 後、 その 人の 許に 年 比 ありけ る 侍の、 

妻に 具して 田 舍へ往 にけ り。 その 妻う せに ければ、 すべき やう も なくなりて 京へ 上りに 

よろ づ  たより 

けり。 萬 あるべき やう もな く 便な かりけ るに、 この 子と いふ 人 こそ 一 定の よし いひて、 

親の 家に 居た なれと 聞きて、 この 侍まゐ りたり けり。 故 殿に 年 比 候 ひし • と 申す 者 こそ 

-  ^ん ざん 

參 りて 候へ、 御 見參に 入りた かり 候 ふといへば、 この 子 さる 事 ありと お ほ ゆ、 暫 しさぶ 

ら へ 御對面 あらんす るぞ とい ひ 出したり ければ、 侍しお ほせつ と 思 ひて、 ねぶり 居た る 程 

おんで & 

に、 近う 召し使 ふ 侍 出で 來て、 御 出 居へ 參らせ 給へ とい ひければ、 喜びて 參 りに けり。 

この 召しつ ぎしつ る 侍、 暫し候 はせ 給へ とい ひて、 あなたへ 行きぬ。 見 ま はせば、 御 出 

こ ミの  み さ 5 じ 

居の さま 故 殿のお はし ましよ しつら ひに つゆ か はらす、 御 障子な ど は 少し ふりた る 

ほどに やと 昆る 程に、 中の 障子 引き あくれば きと 見 あけた るに、 此 子と 名 乘る人 歩み 出 

でたり。 これ をう ち 見る まよに、 此年 比の 侍さく り もよ A- と 泣く、 袖 もし ほり あ、 ぬ ほ 

どなり。 この あるじ、 いかに かくは 泣く らんと 思 ひて， つい 居て， こ はな どかく， 立く ぞ 
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—あ 石 〇 
定 ジ に It 
I 似 詰 
た 通 狂 
し へ 言 

か る 二 

に 所 千 


展 よくな はりる や 品 乙り 日 をて 1 か て假 

轉ざ 緩が 乙た に 5 物れ と は 凶 、坎ん 書 字 
煩リ くく 1 るて が あぞ V* 萬と 坎 日日 ゅ曆 
悶す 凶え 夫 意 、るれ あ ふ 事し 日 凶 、 る 1 
す 2： 會日便 一 ばれ 日に 、は 會く 瞎か 
るり 日 1 風樣 ば 凶 凶 タト 日 ゑ な 
2.  I 長 變ぁ 1 な會 出に 日 に 


け に 

た 

そ 

や 

て 

は 

佾 

れ 

ろ て 

れ 

そ 

の 
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あ 

< 

今 

ら 

る 

る 
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宇治 拾遺 物語  I 五六 


春 日の 祭 s 


納 する 例 あ； 


者を乘 尻と h ふ 

淸仲 はかり かう 

脫 ある \ レ 


ば、 大方 これほどの 事、 とかく 仰せら る- -に 及ばす、 速に 追 ひ 出せと て、 笑 はせ おはし 

ましけ ると かや 。この 淸仲 は、 法 性 寺 殿の 御 時、 春 0 の 祭の 乘 尻に 立ちけ るに、 神馬 使 

おのく さはり ありて、 事缺 けたり ける に、 淸仲 はかり かう 勤めたり し 者 なれ ども、 事 

がけに たり 。あ ひか まへ てつと めよ、 せめて 京ば かり を まれ、 事な きさまに 計ら ひ 勤め 

ょと仰せられけ^^^に， 畏まりて 承りぬ と 申して、 やがて 社頭に 參 りたり ければ、 返す，^ 

：  ■  ■  ふ まろ  、-<■;:: 

感じ 思 召す。 いみ じう 勤めて 候 ふとて、 御馬 を 賜 ひたりければ、 伏し 轉び 喜びて、 こ 

の定ニ廣は^-、 定使を 仕り 候 は r やと 申しけ る を、 仰せつ くも の， も 候 ひ あ ふ もの ども も 

ゑつ ほに t.< りて 笑 ひ 罵りけ る を、 何事 ぞと たづね ありければ- 云々 と 申しけ るに、 いみ" 

じうました りと ぞ仰事 ありけ る。 

假字曆 あつら へたる 事 

、いれ も 今 は 昔、 ある 人の 許に なま の ありけ るが、， 人に 紙 乞 ひて、 そこなり ける. 若き. 
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一 五 四 


ん J と あり、 「ての 

きゐ」 は 「ての か 

ぎり」 の 謨 か ■ 

あたり t 返報. 


ニ條 の大宮 I. 令 

子、 白 河 帝の 直 

母 代- 1 母に なジ 

て 後 兄す る 人 を 

重 住の 功， ー 圃司 

重 住と て 任期 は 


を默 ずる 乙と な 

る が、 その 金 

をもて^£門等を 

修 覆す るが 例な 

P, これ を 功と 

^ ふ 

つか 柱 Is- と 棟 

との 間 IX は緣側 

の 下な どに. 2 つ 

る 短き 柱 


興に て ありけ ると かや 0 さきに 行 綱に 謀られた る あたりと ぞい ひける。 

陪從淸 仲の 事 

これ も 今 は 昔、 二 條の大 宮と乘 しける は、. 白 河 院の宫 鳥 羽 院御母 代に おはし ましけ る。 

二 條の大 宮とぞ 申しけ る。 ニ條 より は 北、 堀川より は 東に おはし， ましけ り。 その 御所 

やぶ  ありかた 

破れに ければ、 有 賢大藏 卿、 備 後の 國を しられけ る 重任の 功に 修理し ければ、. 宫も 外へ お 

ベい じ 5/.」 よなか 

はし ましに けり。 それに 從淸 仲と いふ もの 常に さ ぶら ひけ. るが、 宮 おはし まさね ども、 

る  たて じ WA 

猶御車 やどりの 妻戸に 居て、 古き もの はい はじ，， 新しう したる つか 柱、 立 節な ど を さへ 破 

りたき け 力。， この 事 を 有 賢、 鳥 羽 院に訴 へ 申しければ、. 淸仲を 召して、 宫 渡らせお はし 

まさぬ にな ほと ま.^ 居て. 古物 新 物、 毀ちた くなる はいか なること ぞ、 修理す る 者訴へ 

申すな り， 宫 しもお はし まさぬ に、 猶 籠り 居た る は 何事に よりて さぶ らふ ぞ、 子細 を 申 

せと 仰せられければ、 淸仲 申す やう、 別の 事に 候 はす、 薪に， つきて 候 ふなり と 申し けれ 


こ の 事 さの みぞ 

ある— 彼の 件 は 

あれ だけの 事 也 

還 立 I 祭典よ 

還リて 更に 宮中 

にて 祌樂を 催さ 

る iit をお ふ 

竹の 蔓 1 淸涼殿 

の 前なる 3* 竹の 

竹 豹. ー 飾沙は 

「i 事、 舞 人 之 

時 竹 豹 皮 K. 憚 之 

11? と ぁリ、 尻 

辩 より 思 <3 つき 

し戲 にや 

家 綱 こと Si も あ 

ンず stl 十訓 

沙に は、 「家 綱 面 

白 かりなん 手の 

か JS リ はやさ 


庭 火 を 十回ば かり 走り 廻りた るに、 上より 下 ざまに 至る まで、 大方 どよ みたり けり。 家 

綱 片隅に 隱れ て、 き やつに 悲しう 謀られぬ る こそと て 中た が ひて、 目 も 見合 はせ すして 

過ぐ る 程に、 家 綱 思 ひける は. 謀られた る はにく けれど， さての み 止むべき にあら すと 思 

ひて， 行 綱に いふ やう， この 事 さの みぞ ある、 さりと て 兄弟の.^ たが ひ はつべき にあら 

か へ たち 

すと いひければ、 行 綱 喜びて 行きむ つび けり。 賀 茂の 臨時の 祭の 還 立に 御 神樂の ある 

に、 行 綱 家 綱に いふ やう、 人 長め したてん 時， 竹の 臺の もとによ りて そ.. めかん する に、 

あれ はなん する も のぞと 嗽い 袷へ、 その 時 竹 豹 ぞくとい ひて、 豹の まね を盡 さんと い 

ひければ、 家 綱 ことに も あらす て、 のき ゐ 離さん とことう けしつ。 さて 人 長 立ち 進み 

て、 行 綱め すと いふ 時に、 行 綱 や をら 立ちて、 竹の 臺の もとによ りて、 匐ひ步 きて、 あ 

れは 何す るぞ やとい は r、 それにつ きて、 竹 豹と いはんと 待つ 程に、 家 綱、 かれはなん 

ぞ のちく へう ぞと問 ひければ、 只今い はんと 思 ふ 竹 豹 を さきにい はれければ、 言 ふべき 

t ほお yt:.,.. ぼ PWMf:. も I お. 5.0:, 、 ん St. ト； ま，， で し f  .t: ： な JkKb よ， し"^. 


卷 


五 


五三 一 


宇治 拾遺 物語 


五 二 


P, もの 舞 人に 

從 ひて 奪 J« の 役 

を 動む る を陪從 

と；" ふ 


ふぐり 1 陰囊 

庭 火 I 神 樂の時 

禁庭 にたく 菜 火 


仰せ 暴り Is 

せ を承リ ess か 


人 長 I 神 樂の舜 


へ 招き 寄せて、 か よ る 仰せ 下され たれば、 わが 按じた る 事の ある はいか *i あるべ きとい ひ 

ければ、 いか やうなる 事 をせ させ 絵 はんする ぞと いふに、 家 綱が いふ やう、 庭 火し ろく 

た  ほそ はぎ 

燒 きたる に、 袴 を 高く 引き 上け て、 細 脛 を 出して、 よりにく 夜の 更けて さりに く 寒 

&め 5/ り  めぐ 

きに、 ふりち う ふぐり を ありち う あぶらん とい ひて、 庭 火 を 三回ば かり 走り 廻らん とお 

も ふ、 いか r あるべき と 言 ふに、 行 綱が いはく、 さも 侍りなん、 但しお ほやけ の 御前に 

て、 細 脛搔き 出して ふぐり あぶらん など さ ぶら はん は、 便な くや 候 ふべ からん と 言 ひけ 

こミ ごミ 

れば， 家 綱 誠に さい はれたり、 さらば 別事 を こそせ め、 かしこう 申し 合せて けりと いひけ 

る。 殿上人な ど 仰せ を 奉り たれば， 今宵い かなる 事 を せんす らんと、 目 をす まして 待つ 

に、 人 長家 綱め すと 召せば、 家 綱 出で て、 させる 事 なきやう にて 入り ぬれば、 上よりも 

その 事と なきやう に 思 召す ほどに、 人 長 また 進みて、 行 綱 召す と 召す 時、 行 綱 誠に さむけ 

なる 氣色 をして、 膝 を 股まで 搔き上 ゆて、 細 脛 を 出して、 わな. -き 寒け なる 聲 にて、 より 

によりに 夜の 更けて、 さりに.^ 寒き に、 ふりち う ふぐり を ありち う あぶらん とい ひて、 


ml^ 山 


臨終 正 念 I 臨終 

の 際 平常の 志 念 

錯亂 せ， さる を h 

ふ 

注 傳に 入る と 

か 1 續 本朝 往生 

傳 にこの 阿閉 梨 

の傳 あり . 

〇 十 訓沙. 第 七麥 

照 

陪從. ー 賀茂春 日 

八幡な どの 祭 B 

勅使に 建れ て 舞 

人樂人 その 社に 

参リて 歌舞 あ 

P, 舞 入 は-近 

衛の 將曹府 生な 


範久 阿閤梨 西方 を 後に せざる 事 

はんき ラも じゃり 

これ も 今 は 昔， 範 久阿閎 梨と いふ 僧 ありけ り。 山の 楞嚴院 に 住みけ り。 偏に 極 樂を願 ふ。 

ぎ や 5* ち、.'！ 3 ぐ わ  つ a き  いりひ 

行住坐臥 西方 をう しろに せす、 唾 大小便 西に 向 はす， 入日 をせ なかに 負 はす、 西 坂より 山 

への ほる 時 は、 身 を そば だてて 歩む。 常にい はく、 仆 るよ 事必す 傾く 方に あり、 心 を 西 

方に かけんに、 何ぞ心 ざし を遂ゅ ざらん、 臨終 正 念 疑 はすと なん 言 ひける。 注 生 傅に 入 

ると か。 

. 陪從家 綱 兄弟 互に 謀， 9 たる 事 

これ も 今 は 昔、 陪從 はさ もこ そ はとい ひながら、 これ は 世に なき 程の 猿樂 なりけ り。 堀 

河 院の御 時、： 內侍 所の 御 神 樂の夜 仰せに て 、今宵め づら しからん 事 仕れと 仰せ あり けれ 

ば、 職 事 家 綱 を 召して， このよし 仰せけ り。 承りて 何事 を かせ ましと 按じて、 弟 行 綱 を 片隅 


卷 


五 


1 五 


職 1 や 

ァ れ 

妆ぁ、 
人 等れ 

i ち 


ひ 

候 

し 

て 

け 

し 

か 

よ 

お 

參 

T 

ひ 

を 

憚 

れ 

け 

せ 

ば 

れ 

ら 

に 

申 

ら 

は: 

れ 

給 

で 

ら 

ん 

ラ 

き、 

し 

す 

ば 

ひ 

入 

よ 

と 

ち 

候 

申 

行 

て 

れ 

す 

さ 

ひ 

す 

き 

い 

つ 

召 

る 

な 

れ 

し 

や 

て 

力、 

し 

さ 

に 

ば 

を、 

仰 

に 
力、 

の 
物 

な攀 

れ 
て 

舍 a 

物 

せ 

物 

過 

の 

ば 

て 

人り 
一 

物 

と 

忌 

ぎ 

力、 

ふ 

る 

も 

い 

と 

候 

を 

は 

人 

ぞ 

人 

仰 

ふ 

い 

ひ 

い 

力、 

誰 

所 

と 

居 

せ 

し 

ふ 

ぬ 

ふ 

た 

そ' 

い 

て 

ら 

と 

し 

る 

に、 

居 

ひ 

れ 

は 

と 

頃: 

物 

問 

T 

け 

人 

で 

候 

や 

忌 

は 

れ 

な 

止 

は 

は 

私 

人 

に 

せ 

何 

は： 

入 

み 

ぬ 

あ 

に 

所 

は、 

給 

れ 

に 

と 

る、 

物 

は 

ひ 

な 

し 

そ 

け 

'じ、 

御 

昨よ 

け 

< 

れ 

と 

知 

仕 

所 

夜べ 

れ 

m 

ら 

候 

わ 

に 

わ 

よ 

よ 

ば， 

高 

も 

ふ 

ぞ 

て 

參 

て 

り 

に 

さ 

と 

候 

る 

候 

近 

參 

盛 

物 

す 

て 

ふ 

ベ 

ひ 

か 

り 

兼 

き 

が 

な 

さ 

し 

(0 

籠 

ま 

ひ 

に 

立 

レ 

U 

V 

フ 

居 

職き 
事 C 

ち 

と 

し 

召 

る 

た 

す 

た 

向 

申 

仰 

さ 

に、 

る 

や 

わ 

に 

ひ 

し 

せ 

れ 

丄、 

力、 

た 

て 

た 

け 

候 

候 

< 

<0 

常 

わ 

れ 

ひ 

ひ 

は 

以 

け 

に 

け 

は: 

し 

き、 

m 

長 

る 

見 

れ 

力、 

ね 

を、 

左 

れ 

や 

聞 

ば、 

よ 

候 

ば、 

か 

大 

ふ 

せ 

の 

聲 

仰 

府 

力 

給 

よ 

し 

せ 

申 

聞 

お 

れ 

を 仁 

け に に 

か 

長 字が 卷 の 

n 以 

德 

講王匿 書て 

治 と 

八該 

が 長 

人 

說餚 

す ，1 

く き 、た 

な め 

\z な 

け 1 

1 
1 

也て 物て 

大 リ 

は る 

も 傍 

富 

る 仁 

戶忌 

臣 

ち fill 

め 

法 ^ 

書 

な こ 

る 

會經 

つ 札 立 

が れ 

人 

れ 

は 

さ 

の 

け 

う 俊 

か 

な 

す 

さ 

る 

*r 力 

る 

れ 

た 癘 

り 

る 

し 

ま 

ほ 

已 
お、 

に 

も 

k) ふ 

け 

て 

に 

ど 

北 

け い 

ノ 

を 

か 

に 

い 

今 

る ひ 

そ' 

佾 

い 

十 

ふ 

明 

大ト: 

以 

ド 

ば 

た 

曰 

事 

曰 

膳 t 

暂さ 

れ 

十 

か 

て 

ば 

は 

は 

長 

Iff 

は 

匹 

わ 

な 

か 

あ 

か 

大 r 

物 

リン 

学 

ま 

ぞ 

ど 

り 

た 

夫乂 

お 

の 

甲 

治 

で 

し 

あ 

リリ 

殿 

立 

ゐ 

て 

1 お 

物 

橘 (1 

f お 

の 

て 

り 

て 

に 

忌 

以こ 

事 

人 

御 

た 

け 

仁 

を 

長; i 

め 

子 

わ 

る 

王 

左 

仕 

In 
V 

に 

け 

大 

チ 7 

A レ 

る 

い 

け 

お 

る 

御 

行 

臣 

事 

ふ 

In 
V 

は 

物 

は 

殿 

候 

し 

ぬ、 

る 

に 

21 

ふ 

人 

け 

れ 

あ 

よ 

； 

レ 

の 

リ） 

り 

も 

り 

佾 

に 

驟き 

MX び 

申 

五 

rr. 
\ 

額 

と 

も， 

し 

し 

し 

位 

さ 

し 

ら 

か 

た 

あ 

すで 
'ふ 

れ 

ろ 

の 

高 

ぬ 

り 

わ 

し 

ど 

力、 

以 

陽 

か 

け 
レ 

け 

け 

君 

々 I 

り 

長 

院 

た 

A レ 

れ 

だ 

け 

聞 

の 

さ 

げ 

は: 

か 

ち 

(0 

ま 

方 

物 

き 

て 

の 

忌 

心 

し 

治 

る 

ノ、 

、 

土？ 
戶 e 

出 

A し 

は 

左 

お 

力、 

で 

な 
ひ 

い 

大 

ま 

は 

た 

ぎ 

よ 

來 

が 

/ ノ 

力、 

臣 

の 

し 

力、 

參 

わ 

に 

り 

に、 

殿 

人 

ま 

ば 

り 

童 

け 

參 

よ 

に 

し 

力、 

て 

子 

わ 

れ 

リ 

世 

ぞ 

け 

丄 

な 

に 

召 

な 

れ 

の 

戶 

ど 

御 

け 

あ 

し 

さ 

は： 

人 

よ 

も 

門 

る 

あ 

せ 

は 

り 

入 

の 

り 

者 

(0 

給 

橘 

な 

宇治 拾遺 物語  一 四 八 


a ま 給 ふ 1 麥 

見え 給 ふ 


沈 地の 机— 沈香 

の 木地 はて 作れ 

る 食卓 


5 つし の 鞍 I 唐 

鞍 を 摸して 作れ 

る 鞍 

被 懸-. 鞍 を 懸け 

匿く 臺 


何の かく. は 夢に 見えつ るかと 思 ひま ゐら すに， あやしくて、 夜明けて 奧の方 をよ 

見れば、 この 地藏 納めて 置き 奉りたり ける を， 思 ひ 出して 見出したり けり。 これが 見え 

給 ふに こそと 驚き 思 ひて、 急ぎ 開眼し 奉りけ りと なん。 

伏 見 修理 大 夫の 許へ 殿上人 ども 行きむ かふ 事 

これ も 今 は 昔、 伏 見 修理 大 夫の 許へ、， 殿上人 二十 人ば かり 押し寄せ たりけ るに、 俄に さ 

わぎけ り。 さかな もとり あへ す、 沈 地の 机に 時の 物 どもい ろく、 た r 推し量るべし。 盃 

たびく になり て、 おのく 戲れ 出で ける。 厩に 黑 馬の 額 少し 白き を、 二十 匹 立てたり 

けり P うつしの 鞍 二十 具、 鞍懸に かけたり けり。 殿上人 醉 ひ亂れ て、 おのく この 馬に 

、うづし の 鞍 置きて、 載せて 返しに けり。 つとめて、 さても 昨日い み じくした な もの かな 

,<^ぃひて、. い-さ 又 押し寄せん とい ひて、 又 二十 人 押し寄せた りければ、 この 4r ひ はさ 一る 

てい，  -  すび つ- 

體 にして、 俄な. る さま は^ 日に かばりて、 炭 榧 を かざりたり けり 。厩 を 見れば、 黑 栗毛 
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1 四 七 


宇治 拾遺 物語 


四 六 


袖， 


ベ一袖と 


て 袖 中に. て 指 を 

握り 價を定 むる 

より^ ふに や 


天帝 釋 I 帝釋 1K 

に 同 t 


宇治 拾 遣 物語 卷 第五 

參 

四の 宫 河原 地 藏の事 

これ も 今 は 昔、 山 科の 道づら に、 四の 宫 河原と いふ 所に て、 袖 くらべと いふ 商人 集る 所 

あり。 その 邊の 下種の ありけ る、 地藏 菩薩 をー體 作り 奉りたり ける を， 開眼 もせで 榧に 

うち 入れて、 奧の 部屋な どお ほしき 所に 納め 置きて、 世の いとなみに 紛れて 程經に けれ 

ば、 忘れに ける ほどに、 三 四 年ば かり 過ぎに けり。 或 夜 夢に 大路 を 過ぐ る 者の、 聲 高に 

人 呼ぶ 聲の しければ、 何事 ぞと閒 けば、 地藏 こそと 高く この 家の 前にて いふなれば、 奧 

の 方より 何事 ぞと答 ふる 聲 すなり。 明日 天帝 釋の地 藏會し 給 ふに は 參らせ 給 はぬ かとい 

へば、 この 小 家のう ちょり、 參 らんと 思へ どま だ 目の あかねば ぇ參る まじく といへば、 

かまへ て參り 給へ といへば、 目 も 見えねば いかで か參 らんと いふ 聲 すなり。 うち 驚きて 
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〇 古事 談卷 111 黎 

照 

有 相 樂行 云々 

中の 語 


〇 古事 談卷 Ills* 

照 

僧正- 1 原本 「僭 

都」 と ぁリ、 活本 

5i よりて 敢む 


佾都 このよし を 聞きて、 被 物 一重に びて ぞか へされけ る- 


了延 房に 實因 湖水の 中より 法文の 事 

れラ 九ん は， r- あ じゃり  、 5 さ， f もんら くぎ ャ、 f 

一れ も 今 は 昔、 了延房 阿闍梨 日吉の 社へ 參 りて 歸る、 唐 崎の 邊を 過ぐ るに、 有 相 安樂 行、 


J じゅ ほふく ま ふ に.. 

此依觀 思と いふ 文 誦したり ければ、 浪 中に 散 心誦法 花、 不入禪 三昧と、 末の 句 をば 誦す 

る聲 あり。 不思議の 思 をな して、 如何なる 人のお はします ぞと問 ひければ、 奧房 佾都實 

因と 名のりければ、 汀に 居て 法文 を談 じけ るに、 少々 僻事 ども 答へ ければ、 これ は 僻事 

なり、 いかにと 問 ひければ、 よく 申す とこ そ 思 ひ 候へ ども、 生 をへ だて ぬれば 力 及ばぬ 

ことなり、 我 なれば こそ、 このほど も 申せと いひけ ると か。 

慈惠 僧正 戒壇つ きたる 事 

これ も 今 は 昔、 慈惠 僧正 は 近 江の 國淺井 郡の 人な り。 叙 山の 戒壇 を、 人夫 かな は ざり け 


おそ はせ させ 1 

,iJ そ はれさせの 

設か 


前 九 年後 一二 年の 

役 


〇 古事！^ 卷 一一 i 

照 

時 非 時— 正午 以 

前 佾の食 ふ を 時 

と hl3、 しから 

ざる を 非 時と^ 

ふ 

公 請- 1 官命 又は 

勅命に よ リ講論 

は |S ぜ らる》 を 

W ふ 

なし ま 1 山城 綴 

喜 郡 梨 間 (六  1^ 島) 


ら せたり ける を， 御 枕に 立てられて 後， おそ はせ させお はし まさ r りければ， 御感 あり 

て、 この 弓 は 十二 年の 合戦の 時 や 持ちたり しと、 御 たづね ありければ、 覺 えざる よし 申 

されけ り。 上皇し きりに 御感 ありけ りと か。 

永 超 僧都 魚 食 ふ 事 

*!5 てラ そラづ  li きひ じ 

これ も 今 は 昔、 南の 京の 永 超佾都 は、 魚な きかぎ り は、 時 非 時 もす ベて. 噴 は ざり ける 人 

なり。 公 請つ とめて、 在京の 間 久しくな りて、 魚 を 喰 はでく づ をれ て 下る 間、 なし まの 

丈 六 堂の 邊 にて、. 晝破子 I 艮 ふに、 子 一人 近邊の 在家に て、 魚 を 乞 ひ. てす i めたり けり。 

ねし のち 

件の 魚の 主 後に 夢に 見る やう、 恐し ゆなる もの ども、 その 邊の 在家 を しるしけ るに、 我 

家 をし るし のぞきければ、 尋ねぬ る 所に 使の いはく、 . 永超佾 都に 魚 を 奉る 所な り、 さて 

しるしの ぞくとい ふ。 其 年 この 村の 在家、 悉く 疫病 をして 死ぬ る もの 多 かりけ り。 この 

魚の 主が 家 唯 一 宇、 その 事を兔 がる ネ により， て、 佾 都の 許へ 參り向 ひて このよし を 申す。 


卷 


四 


四 三 
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四 二 


〇 古事 談卷 一一 ー參 

照 

有職 115 綱の 下 

11 一網の 上に 位し 

巳講內 供奉 阿闍 

梨の 三 官を總 t 

て^ふ 

唯 圓敎意 S  ^1 


文に して、 天台 

^は藏 i 圓の 

四敎 あり、 就中 

圓敎 のみ 逆緣卽 

順緣 なりと 許す 

との 意 

南北 二 京— 卒、 良 

京都 

化 入 —it 佛の權 

匕 


照 


智海 法印癩 人と 法 狭の 事 +  .  . 

これ も 今 は 昔、 智海法 印 有職の 時、 淸水 寺へ 百日 參 りて、 夜更けて 下向し ける に、 橋の 

ゆ & ゑんけ うい  ぎゃく そ くせ じゅん じ よ さんけ、 フ ぎゃくじゅん ぢ 、ひこ  ST 

上に、 唯圓敎 意、 逆卽是 順、 自餘 三敎、 逆順 定 故と いふ 文 を 誦する 聲 あり。 尊き こと 

びやくら いじん 

かな、 如何なる 人の 誦するな らんと 思 ひて、 近う 寄りて 見れば 白癩 人な り。 傍に 居て 法 

文. の 事 をい ふに、 智海 ほと くい ひま はされ けり。 南北 二 京に、 これほどの 擧生 あら じ 

もの をと 思 ひて、 いづれ の 所に ある ぞと問 ひければ、 この 坂に 候 ふなり とい ひけり。 後に 

たびく 尋ね けれど、 尋ね 逢 はすして 止みに けり。 若し 化 人 にゃあり けんと 思 ひけり。 


白 河 院御寢 の 時 物に おそ はれさせ 給 ふ 事. 

これ も 今 は 昔、 白河院 御殿 ごもり て 後、 物に おそ. はれさせ 給 ひける。 しかるべき 武具 を、 

1 1  ,  ぎ か も そん  ゆみ くろね り 

御 枕の 上に 匿くべき と 沙汰 ありて、 義家 朝臣に 召さ. れ ければ、 眞 弓の 黑 塗なる を 一 張參 


〇 古事 談卷 五參 

照 


つや— 通夜 

なから き. I 半 木 

又 流 太に 作る、 

貿茂 上下の 社の 

中間 はありて 中 

賀^«と，3ふ小社 

ぁリ 

ー稱 南無 §5マ 

—法 華 方便 品の 

谒句 


けり。 それに 御 夢に、 御堂 人道 殿參 りて 申し 給 ひてい はく、 丈 六の 佛を 作れる 人、 子孫 

モれ がし 

において 更に 悪道に 落ちす、 某 多くの 丈 六 をつ くり 奉れり、 御 菩提に おいて 疑 ひ 思 召す 

ベから すと、 これによ りて、 明快 座主に 仰せ 合せられて、 丈 六の 佛を つくらる。 件の 佛、 

山の 灌佛院 に 安置し 奉らる。 

式部 大輔 實重賀 茂の 御正 體拜 見の 事 

これ も 今 は 昔、 式部 大輔實 重 は * 賀 茂へ 參る事 ならびなき 者な り。 前生の 運 おろそかに 

して、 身に 過ぎた る 利 生に ぁづ からす。 人の 夢に、 大明 神、 又 實重來 たりと て、 歎 かせ 

おはします よし 見け り。 實重， 御 本 地 を 見 奉るべき よし 祈り 申す に、 或 夜 下の 御社に つ 

ほ り 

やした る 夜、 夢に 上へ 參る 間、 なから きの 邊 にて 行幸に 逢 ひ 奉る、 百官 供奉 常の ごとし。 

かた やぶ  ほ-.' れん  こんでい 

實 重片蔽 に隱れ 居て 見れば、 鳳輦の 中に 金泥の 經ー卷 おはしましたり。 その外 題に、 一 


卷 


四 


四 


宇治 拾遺 物 l^s 


1 四 0 


ありあり ー. ゎリ 

なしの 反對 なり 


あら 所 司 ー 無 遠 

慮の 言 をな すよ 

ふ 

0 古事 談卷 五參 

照 

丈六佛 II 丈 六 

尺の 佛 


承らん と頻に 責め けれど、 暫しは 物 も 言 はで 居たり ける を 叱りて、 の 給へ、 ま づ篤昌 が 

あり やう 承らん と 痛う 責めければ、 別の 事 候 はす、 民 部大輔 五位の 鼻 赤き にこ そ、 知 

り. & したれ とい ひたりければ. をう とい ひて 逃け にけ り。 又 この 所 司が 居たり ける 前 を. 

忠恒 とい ふ隨 身、 こと やうに てね り 通りけ る を 見て、 わり ある 隨 身の 姿 かなと、 忍び や 

かにい ひける を 耳聰く 開きて、 隨身所 司が 前に 立ち返りて、 わり あると は 如何にの 給 ふ 

事ぞと 咎めければ、 我 は 人の わり ありな しもえ 知らぬ に、 只今 武正府 生の 通られつ る を、 

この 人々、 わりな き 者の 容體 かなと 言 ひ 合せつ るに、 少しも 似 給 はねば、 さて はもし わ 

りのお はする かと 思 ひて、 申したり つるな りと いひたり ければ、 忠恒 をう とい ひて 逃け 

にけ り。 この 所 司 をば、 あら 所 司と ぞっけたり ける とか。 

後朱雀 院丈 六の 佛作. - 奉-^ 給 ふ 事 

これ も 今 は 昔、 後朱雀 院 例なら ぬ 御 事、 大事に おはし ましけ る 時、 後生の 事 恐れ 思 召し 


〇 お 辜談卷 

業 遠- H„s 階敏忠 

の 子 . 

御 の 入道 1  道 

長 


法 性 寺 殿 —忠通 

藏人所 1^ 白 家 

の藏人 所な り 


背 法に I き * ひし 

こ の 世なら ず 1 

1 通りな ちず 


業 遠 朝臣 蘇生の 事  . 

なり ミ ほめ そん 

しれ も 今 は 昔、 業 遠 朝臣 死ぬ る 時、 御堂の 入道 殿お ほせられ ける は、 言 ひ 置くべき こと 


.t、 


くわん じゅ * 

あらん かし、 不便の ことなり とて、 解 脫寺觀 修佾正 を 召し， 業 遠が 家に 向 ひ 給 ひて 加持 

する 間、 死人 忽ちに 蘇生して、 要 事 を 言 ひて 後、 また 目 を閉ぢ てけ りと か。 

篤 昌忠恒 等の 事 

みん ぶ たいふめ つ まさ  よし 

これ も 今 は 昔、 民部大 輔篤昌 とい ふ 者 ありけ る を、 法 性 寺 殿の 御 時、 藏人 所の 所 司に 義 

助と かやい ふ 者 ありけ り。 件の 者、 篤昌を 役に 催しけ る を、 我 はか やうの 役 はすべき 者 

あまた 

にも あらす とて 參ら ざり ける を、 所 司に 舍人 を數 多つ けて、 苛 法に 催しければ 參り にけ 

り 0 さて まづ この 所 司に 物申さん と 呼びければ、 出で あ ひける に、 この 世なら す 腹立ち 

て、 かやう の 役に 催し 拾 ふ は 如何なる こと ぞ、 篤 ni をば 如何なる 者と 知り 給 ひたる ぞ" 


卷 


四 


三 九 
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三 八 


蛇 道 ー 邪道の 設 

力 


鬼の， 乙と く 1 

「鬼の ごとし」 の 

設 ならん 


法務 I 法 義を務 

むる llm にて 僧綱 

以外に おかれた 

る 最も 顯要 なる 

職な り、 佾正僧 

都の 之 輔 せら 

る  を 法務 佾正 

法務 愤都 とれ ふ 

宇治 殿 I 賴通 

京 大 殿一師資 

四 條宮— 寬子、 


ふ。 この 時 語りて いはく、 誠 は 京より 御堂へ 參らる i 女に 近づき 馴れて、 物 を 申さば や 

と 思 ひしょり、 この m ケ年不 食の 病に なりて、 今 は 旣に蛇 道に 落ちなん する、 心 憂き 事 

もミ 

なりと いふ。 こ.. に 弟子 一人 進 命婦の 許へ 行きて、 この 事 をい ふ 時に、 女 ほどなく 來れ. 

ほラざ かしら そ  ひゆ か *A しろがね 

り。 病 者 頭 を 剃らで 年月 を 送りた る 間、 鬚 髪 銀 の 針 を 立てた る やうに て、 鬼の ごとく、 

S しごろ 

され ども この 女 恐る- 氣色 なくして いふ やう、 年 比 頼み 奉る 心 ざし 淺 からす、 何事に さ 

ぶら ふと も、 いかで か 仰せられん 事 背き 奉らん、 御身く づ をれ させ 給 は ざり しさき に、 

など か 仰せられ ざり しとい ふ 時、 この 僭搔 きお こされて、 念珠 を 取りて、 推し 揉みて い 

ふやう、 嬉しく 来らせ 給 ひたり、 八 萬 餘部讀 み 奉りた る 法 華 經の最 第一の 文 をば 御前に 

奉る、 俗 をう ませ 給 は *i 閼白攝 政 をう ませた まへ、 女 をう ませた ま は V/ 女御 后 を 生ま 

せた まへ、 佾を うませ 給 は r、 法務の 大佾正 を 生ませた まへ と 言 ひ 終りて、 すな はち 死 

ぬ 。その後 この 女、 宇治 殿に おも はれま ゐら せて、 はたして 京 極大 殿、 四 條宫、 三 井の 

覺圓 座主 を 産み 奉れり とぞ。  ： 


え もい はすして， 庭に 疊を 敷きて 物 を 喰 はせ ければ、 この 疊に 居て 喰 はんとし ける 程に、 

簾 を 卷き上 ゆたり ける 內に， 善き 装束 著た る 女の 居た る を 見ければ、 我 去りに しふる き 

妻な りけ り。 あの 乞 兒 かくて あらん を 見ん と、 思 ひし ぞと いひて 見合せ たりけ る を、 恥 

しと も 苦しと も 思 ひたる 氣色 もなくて、 あなた ふとと いひて、 物よ くう ち喻 ひて かへ り 

にけ り。 ありがたき 心なり かし 0 道心 を かたく 起して ければ、 さる ことに 逢 ひたる も、 

苦しと も 思 は ざり けるな り 0 

^^^^sl  進 命 婦淸水 まう での 事 

11 は 見 ゆ 

しん A や 5ぶ 

淸 かりけ？， K 今 は 昔、 進 命婦若 かりけ る 時、 常に 淸 水へ 參 りけ ろ 間、 師 の佾淸 かりけ り、 八十の もの 

犯なる を" ふ  i け き？ 

なり、 法 華 經を八 萬 四千 餘部讀 み 奉りた る ものな り。 こ， の 女房 を 見て、 欲心 を 興して、 

勿-やちに 病に なりて 旣に 死なん とする 間、 弟子 井、 あやしみ を爲 して 問うて いはく、 この 病 

M れ £ せおる 事 の有樣 うち 任せた る 事に あらす、 思 召す 事の あるか、 仰せられす ばよ しなき 事な りと い 
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らんと 思 ひたる 郞 等の 物 もお ほえぬ が、 いみ じく 侍りなん、 いかで 味 ひ 勝らぬ やう は あ 

らんな ど はやし 言 ひけり。 少し 物の 心 知りた る 者 は、 あさましき 事 を もい ふな ど 思 ひけ 

り。 かくて 前にて、 生ながら 毛 をむ しらせければ、 暫し はふた くと する を、 抑へ てた *i 

むしりければ、 鳥の 目より 血の 淚を 垂れて、 目 をし ばた.. きて、 此 彼に 見合せ ける を 見 て、 

ぇ堪 へす して 立ちて 退く もの も ありけ り。 これが かく 鳴く 事と 輿 じ 笑 ひて、 いと *i 情な 

けにむ しる 者 も あり。 むしり はてて おろさせければ、 刀に 隨 ひて 血の つぶく と 出で 來 

ける を、 拭 ひくお ろしければ、 あさましく « へ 難 ゆなる 聲を 出して、 死に はてければ、 

おろし はてて、 熬燒 などして 試みよ とて、 人々 試みさせければ、 殊の外に 侍りけ り。 死に 

たるお ろして 熬燒 したる に は、 勝りたり などい ひける を、 つく <.-と 見聞きて、 淚を流 

レ たくた •  かひに して、 聲を 立てて をめ きけ るに、 旨し などい ひける 者 ども、 したくた が ひに けり。 さて 

Jwpl レたく は 

^ ひ rff やがて その 曰 國府を 出で て 京に 上りて、 法師に なりけ り。 道心の 起り ければ、 能く 心 を 

づ * し 也  ノ  け.，  こつじき 

固めん とて か i る 希有の 事 をして 見け るな り。 乞食と いふ ことしけ るに、 或 家に 食物 


昭守麥 家 河 〇 
定河語 守 今 
^入麥 大昔 
'道 照 江 十 
法 I 定九 

名 三 基」 
寂 河 出審 


せに けれ。 かよれば 高名 せんする 人 は、 その 相 ありと も、 お ほろ ゆの 相 人の 見る 事に て 

も あら ざり けり。 始め 匿 きたる 講も 今日まで 絕 えぬ は、 誠に あはれ なること なり かし。 

三 河 入道 遁世 世に 聞 ゆる 事 

\  つ かたち 

參河 入道、 いまだ 俗にて ありけ る 折、 もとの 妻 をば 去りつ よ 、若く 容貌よ き 女に 思 ひっき 

て、 それ を 妻に て 三 河へ 率て 下りけ る 程に、 その 女 久しく 煩 ひて、 善 かりけ る 容貌 も衰 

へて うせに ける を、 5 一 悲し さの あまりに とかく もせで、 夜 も晝も 語ら ひ 臥して、 口 を 吸 ひ 

たりけ るに、 あさ. しき 香の 口より 出で 来たりけ るに ぞ、 疎む 心 出で 來て 泣く く 葬り 

か V-** つり 

てけ る。 それより 世 はう き 物に こそ あり けれと 思 ひなり ける 24、 三 河の 國に風 祭と いふ 

事 をし ける に、 いけに へと いふ ことに、 猎を 生ながら おろしけ る を 見て、 この 國返 きな 

んと思 ふ 心つ きて けり。 雉子 を 生ながら 柿へ て、 人の 出で 来たりけ る を、 いざ この 雉子 

^ながらつ くりて 喚 はん、 今少し 味 ひやよ きと、 試みん とい ひければ、 いかで か 心に 入 
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守？ I 見つめ の 女 居たり。 蛇 は 板 敷の 下に 柱の もとに 蜿 りて あり。 & をつ けて 見れば、 この 女 を 守り 

あゆて この 蛇 は 居たり。 蛇つ きたる 女、 殿に ある やう はな ど 物語し 居たり。 宫仕 する 者 

見る I 「見 ゆ」 の なりと 見る。 か.. る 程に 日 唯 暮れに 暮れて 喑く なり ぬれば、 蛇の 有樣を 見るべき やう も 

翳な ちん 

なく、 此家 ぬしと 覺 ゆる 女に いふ やう、 かく 宿させ 給へ るか はりに、 手 や ある、 うみて 

€  b  ミ ち 

奉らん、 火燈し 給へ といへば、 嬉しく の 給 ひたりと て、 火燈し 取り出して あ づけ たれ 

ば、 それ をう みつ- - 見れば、 この 女 臥しぬ めり、.. 今や 寄らん すらん と 見れ ども 近く は 寄 

らす。 この 事 やがて も告 けば やと 思へ ども、 告 ゆたら ば、 我た めも惡 しく あらんと 思 ひ 

て、 物 も 言 はでし なさん やう 見ん とて、 夜中の 過ぐ るまで まもり 居 たれ ども、 終に 見 ゆ 

る 方 もな き 程に、 火 消え ぬれば この 女も寢 ぬ。 明けて 後い か *i あらんと 思 ひて、 惑 ひ 起 

きて 見れば、 この 女よ き 程に 寢 起きて、 ともかくもな ゆにて、 家 あるじと 覺 ゆる 女に い 

まくら！^  & 

ふやう、 今宵 夢 を こそ 見 つれと いへば、 いかに 昆給 へる ぞ LSI へば、 この 寢 たる 枕 上に、 

人の 居る と 思 ひて 見れば、 腰より 上 は 人に て * 下 は 蛇なる 女， 淸 ゆなる が 居て いふ やう、 


る もん 姿 
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頃 は その 妹 背が 產み續 けたり ける 人 ども、 島に あまる ばかりに なりて ぞ あんなる。 妹 背 

島と て、 土 佐の 國の陶 の 沖に あると ぞ人 かたりし G 

石橋の 下の 蛇の 事 

|ー11 林院！ 山城 この 近くの ことなるべし、 女 ありけ り。 雪 林院の 菩提 講に、 大宮 をの ほりに 參り ける 程に、 

^^s^^ 西 院の邊 近くな りて 石橋 ありけ る 水の 邊を、 二十 あまり 三十ば かりの 女房、 中 ゆ ひて 步 

中 ゆ ひて I 衣 を み 行く が、 石橋 を 踏み 返して 過ぎぬ る 跡に、 踏み 返された る！^ の 下に、 斑紋なる 蛇の き 

揭げ て腰帶 する  6 

"と t ぐ りきり として 居 たれば、 石の 下に 蛇の ありけ ると いふ 程に、 この 踏み 返した る 女の 後に 

卷く也  立ちて、 ゆらくと 此 蛇の 行けば， 後なる 女の 見る にあ やしくて， いかに 思 ひて 行く に 

か あらん、 踏み出され たる を 惡し. 0 思 ひて， それが 報 答 せんと 思 ふに や、 これが せんや 

う 見ん とて、 後に 立ちて 行く に、 此女 時々 は 見返りな ど すれ ども、 わが 供に 蛇の あると 

も 知らぬ けなり。 又 同じ やうに 行く 人 あれ ども、 蛇の 女に 具して 行く を 見つけい ふ 人 も 
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風 くれ， 一 風の 

あたらぬ 所 


なりものの 木 云 

SI 今昔 「生 

物の 木 時に 隨ひ 

て 多 か り けれ 

ば」 とぁジ 


め をと こ. I 妻 夫 


て、 舟に 乘 らんと て來て 見る に 舟な し。 暫しは 風が くれに さし 隱 したる かと 見る 程に、 

呼び 騒け ども 誰か は 答 へん。 浦 々覚め けれども 無 かりければ、 言 ふかひなくて 止みに け 

り。 かくて この 舟 は、 遙の 南の 沖に ありけ る 島に 吹きつけて けり。 童 ども 泣く く 下り 

て、 船繁 ぎて 見れば いかにも 人な し。 歸 るべき 方 もお ほえねば、 島に 下りて 言 ひける や 

う、 今 はすべき かたなし、 さりと て は 命を捨 つべき にあら す、 この 食物の あらん 限 こそ. 

少しづつ も 喰 ひて 生きたら め、 これ 寵き なば いかにして 命 は あるべき ぞ、 いざ この の 

枯れぬ さきに 植 ゑんと いひければ、 實 にもと て、 水の 流の ありけ る 所の、 田に 作りぬ ベ き 

を 求め 出して、 鋤 鍬 ありければ、 木 切りて 庵な ど 造りけ る。， なりものの 木の、 をり になり 

たる 多 かりければ， それ を 取り 喰 ひて、 明し 暮す 程に、 秋に もな りに けり。 さるべき にや 

こなた 

あり けん、 作りた る 田の よくて、 此方に 作りた るに も 殊の外 優りたり ければ、 多く 刈り 

,5- のこ ご を 人な- *j あ た 

置きな どして、 さりと て あるべき ならねば、 め をと こに なりに けり。 男子 女子 數 多産み 績 

め を ミニ 

けて、 义 それが 妻 夫に なりく しつ.^、 大 なる 島な りければ、 田 畠 も 多く 作りて、 この 


o 今昔 二十 六、 

土 佐 国 妹 兄 行 住 

1^知島5^!參照 


はなつきに一今 

昔に 「放つ 風 

^」 と あ 

湊 I 今 澳 

(ォ 午) と ある^ 

從ふぺ し 


妹 背 島の 事 

土 佐國幡 多の 郡に 住む 下種 ありけ り。 おのが 國には あらで 他 S 、に 田 を 作りけ るが. おの 

な はしろ 

が 住む 國に 苗代 をして、 植 うべき 程に なりければ、 その 苗 を 船に 入れて、 植 ゑん 人 ども 

く  なべ^*ま すきく は からすき 

に 喰 はすべき 物より 始めて、 鍋釜、 鋤娥、 唐鋤な どい ふ ものに 至る まで、 家の 具 を 舟に 

L. ,  , ケ のこ ご， んなご 

取り 積みて、 十二 一ば かりなる 男子 女子、 二人の 子 を 舟の まもりめ に 載せ 置きて、 父母 

くが あからさま 

は植 ゑんと いふ もの 麗 はんとて、 陸に 白地に 上りに けり。 舟 をば 白地に おも ひて、 少し 

わら *t ベ  ふな そ こ 

引き 据 ゑて、 繫 がすして 置きたり ける に、 この 童 ども 舟 底に. 寢 入りに けり。 潮の 満ちけ 

れば、 舟 は 浮きたり ける を、 はなつきに 少し 吹き出され たりけ. る 程に、 千 潮に 引かれて 

遙に湊 へ 出で にけ り。 沖に ていと r 風 吹き まさりければ、 帆を揚 ゆ たる やうに て 行く 0 

その 時に 童 起きて 見る に、 か- - りたる 方 もな き 沖に 出で ければ、 泣き 惑へ どもすべき 方 

もな し。 何方と も 知ら. す、 唯 吹かれて 行きに けり。 さる ほどに、 父母 は 人 ども 雇 ひ 集め 
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1 石誦經 ー 米 一 

石 を 誦經の 棘に 


うに 念佛は 他念な く 申して 死 ぬれば、 極 樂の迎 へいます らんと 待た る よに、 極 樂の迎 へ 

は 見え やして 火の車 を 寄す。 こ はなん ぞ、 かくは 思 はす、 何の 罪に よりて 地獄の 迎 へは來 

たる ぞと いひ つれば、 車に 附 きたる 鬼 共の いふ やう、 この 寺の 物 を、 一とせ 五斗 かりて 

いまだ 返さねば、 その 罪に よりて この 迎へは 得た るな りと 言 ひつれば、 我 言 ひつる は、 

さばかり の 罪に て は、 地獄に 墮 つべ き や うなし、 その物 を 返し てんとい へ ば、 火の車 を 寄 

せて 待つな り、 されば 疾くく 一  石誦經 にせよ とい ひければ， ^s: 子ども 手 惑 ひ をして、 

いふ ま i に誦經 にしつ。 その 鐘の 聲の する をり、 火の車 かへ りぬ。 さてとば かり ありて 

火の車 か へ りて、 極 樂の迎 へ 今なん おはす ると、 手 をす りて 悦びつ i 終りに けり。 其坊は 

藥師 寺の 大門の 北の 脇に ある 坊 なり。 今に その かた 失せす して あり。 さばかり 程の 物 使 

ひたる にだに、 火の車む かへ に來 る、 まして 寺 物 を 心の ま i にっか ひたる、 諸 寺の 別當 

の 地獄の 迎へ こそ 思 ひやら るれ。 
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？ビ I 小き き 


〇 今昔 十五、 藥 

師寺濟 谰 佾， 轧往 

生 語 ま 照 


liw 少しくな ほ 


渡りに けり。 一月ば かり ありて、 打ち 忘れた る ほどに、 この 男 ふとき て、 守に 目 を 見合 

せたり ければ、 守 心え て 人 傳には 取らで、 みづ から 出合 ひたりければ、 袖 うつしに、 黑ば 

みたる さいで に 包みた る 物 を 取らせた りければ、 守 重 ゆに 引き 下 ゆて、 懷に 引き入れて 歸 

り 入りに けり。 その後 その 金 取の 男 は、 何方. ともなく 失せに けり 0 萬に たづね けれども、 

行方 も 知らす 止みに けり。 いかに 思 ひて 失せたり とい ふ 事 を 知らす、 金の ある 所 を 問 ひ 

尋ね やする と、 思 ひける にやと ぞ疑 ひける。 その 金 八千兩 ばかり ありけ ると ぞ 語り 傳へ 

たる。 かよれば 佐 渡の 國に は、 金 ありけ るよ しと、 能 登の 國の もの ども 語りけ ろと ぞ。 

藥師寺 別 當の事 

今 は 昔、 藥師 寺の 別當佾 都と いふ 人 ありけ り。 別當 はしけれ ども、 殊に 寺の 物 も 使 はで、 

極樂に 生れん 事 をなん 願 ひける。 年老い 病して 死ぬ る きざみに なりて、 念佛 して 消え入 

らんと す 。無下に 限と 見 ゆる ほどに、 よろしうな りて、 弟子 を 呼びて いふ やう、 見る や 


〇 今昔 二十 六、 

能 登 國堀鐡 者 行 

佐 渡 圔掘金 語 參 

照 

すがね I 衆鐡に 

てきた はぬ 鐡 

金の 花^き-, 萬 

菜 十八 「すめ 3 

，きの 御代 栄えむ 


- 山に 金 花 


若し やと 取りて 

參ち せん —今昔 

R 「若し やと 試 

み 候 はん」 と あ 


ち あがりて 仆れ 伏しぬ。 暫 しばかり ありて， やがて 起き 上りた るに、 懷 なる もの さらに 

なし。 失せに ける こそ 不思議 なれ。 

佐渡國 にある 金の 事 

くろがね 

能 登の 國に は、 鐵と いふ 物の すがね とい ふ 程なる を 取りて、 守に 取らす る 者 六十 人ぞぁ 

くろがね ミり  こがね 

なる。 實 房と いふ 守の 任に、. 鐵 取 六十 人が 長な りけ る 者の、 3^. 渡の 國に こそ 金の 花跌き 

たる 所 はありし かと、 人に 言 ひける を、 守 傳へ閗 きて、 その 男 を 守 呼び 取りて、 物 取ら 

せな どして、 すかし 問 ひければ、 佐 渡の 國には 誠に 金の 侍るな り、 . 候 ひし 所 を 見 置きて 侍 

るな りと いへば、 さらば 往 きて 取りて 來 なん やといへば、 遣 さば 罷り 候 はんとい ふ 。さ 

らば 船 を 出し 立てん とい ふに、 人 をば 賜 はり 候 はじ、 た *i 小舟 一 つと、 食物す こしと を 賜 

はり 候 ひて 罷り 至りて、 若し やと 取りて 參 らせんと いへば、 唯 これが いふに 任せて、 人 

にも 知らせす、 小舟 一 つと 噴 ふべ き 物 少しと を 取らせた りければ、 それをもて^^渡の國 へ 
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四 


一 二三 
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ニー- 


もののけ 渡し i 


寺 7J 


しとぎ I 米粉に 

てつ くれる 餅 

そち もの づきて 

-H^ りて 物の つ 

きたる 樣 して 

たうめ I 老女 


溢 者 I 修験者 


宇治 拾遺 物語 卷第四 

狐 人に つきて しとぎ 食 ふ 事 

昔 もののけ ゎづら ひし 所に、 もののけ 渡しよ ほどに、 もののけ 物に つきて 言 ふやう、 お 

fcths もののけ 

のれ は 祟の 靈氣 にても 侍らす、 うかれて 罷り通り つる 狐な り、 録屋に 子どもな ど 侍る が 

くひ もの 

物 を ほしがり つれば、 かやう の 所に は、 食物ち ろば ふ も のぞかし とて、. まう で來 つるな 

,  ひ W を しき 

り， しとぎ はらた ベて 罷りなん といへば、 しとぎ をせ させて、 一 折 敷 取らせ たれば、 少 

し 食 ひて あなうま や./^ とい ふ。 この 女の しとぎ ほし かりければ、 そら もの づきて かく 

いふと 惡 みあへ り 。紙 賜 はりて これ 包みて 罷りて， たうめ や 子どもな どに、 喰 はせん tu 

いひければ、 紙 を！ 一 枚 引き 遠 へ て 包み たれば、 大き やかなる を 腰に つ い 挾み たれば、 胸に 

ゆん ざ 

さし あがりて あり。 かくて 追 ひ 給へ、 罷りなん と驗 者に いへば、 追へ くと いへば、 立 


$el ほ 司の 廳 

引目 1 基 目と も 

書く、 木製に て 

錢 矢の 鏃に 似た 


今 は 昔、 甲斐 國に 館の 侍な りけ る 者の， 夕暮、 館 を 出で て、 家 ざまに 行きけ る 道に、 狐の 

ひ * ベ 

逢 ひたりけ る を 追 ひかけ て、 引目して 射ければ、 狐の 腰に 射當 てて けり。 狐 射 まろば か 

されて、 鳴き わびて 腰 を 引きつ i 草に 入りに けり。 この 男 引目 を 取りて 行く 程に、 この 

狐 腰 を 引きて 先に 立ちて 行く に、 又 射ん とすれば 失せに けり。 家 今 四 五町 かと 見えて 行 

く 程に、 この 狐 二 町ば かり 先立ちて、 火 をく はへ て 走りければ、 火 をく はへ て 走る はい 

かなる 事ぞ とて、 馬 を も 走らせ けれども、 家の もとに 走り 寄りて、 人に なりて 火 を 家に 

つけて けり。 人の つくる にこ そ あり けれと て、 矢 を は ゆて はしらせ けれども、 つけ はて 

ければ、 狐に なりて、 草の 中に 走り 入りて 失せに けり。 さて 家燒 けにけ り。 か-る もの 

も 忽ちに 鱧 n を 報 ふなり。 これ を 開きて、 かやう の もの をば 構へ てが すま じきな り。 
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蕙物ー}^々ー谏香 

を 大便の やう 見 


一 條攝 政-伊 尹 

東 一一 一條 殿 I 兼 家 

き？， く 1 輕 

輕の字 昔， かる 


引き 解きて 開く るに、 香し さ譬 へん 方な し。 見れば 沈、 丁子 を 濃く 煎じて 人れ たり。 又薰 

物 をば、 多く まろが しつ. -數多 入れたり。 さる まよに、 香し さ 推し量るべし。 見る にい 

と あさまし 。ゆ-. しゅに しおきた らば、 それに 旯 飽きて、 心 もや 慰む とこ そ 思 ひつれ、 

こ は 如何なる こと ぞ、 かく 心 ある 人 や は ある、 凡人と も覺 えぬ 有樣 どもと、 いと r 死ぬ 

ばかり 思へ どか ひなし。 我 見ん とし もや は 思 ふべき にと、 かぶる 心ば せ を 見て 後 は、 い 

よいよ ほけ くしく 思 ひけれ ど， 遂に あはで 止みに けり。 我 身ながら も、 かれに 世に 恥 

ぢ がまし くねた く覺 えしと、 平 仲密に 人に 忍びて かたりけ ると ぞ。 

一 條攝政 歌の 事 

あじ  お A かたち 

今 は 昔、 一條 攝 政と は 東三條 殿の 兄に おはします。 御 容貌より はじめ、 心 用 ひな どめで た 

く、 才 ありさま 誠し くお はし まし、 また 色めかし く、 女 を も 多く 御覽じ 興ぜ させ 給 ひける 

が、 - 少しき やうく に覺 えさせ 給 ひければ、 御名 を隱 させ 給 ひて、 大藏 の丞豐 蔭と 名の 
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衣 を 留めて 云々 

1 今昔 はは 「女 

起きて 上に 著た 

1« 衣 をば 脫， き， i5 

きて 萆衣 袴ば か 

り を 著 て 行き 

&」 と あり 


後^も などれ ひ 

て —ズ 後日 御 目 

^か t 'ちんな ど 

？ミ 

大方 間近き ¥1 

近日に 逢 はる.^ 

事 

すまし， I 便器 

を 洗 ふ 下女 

皮 子 1 今昔に し 

「& a」 と あり 

香なる 薄物 I 香 

色 (淡紅色) の 

樣 


開けながら 忘れて 来に けり。 翌朝、 誰か 開けながら は 出で にけ るぞ など、 煩 はしき こと 

になり なんす、 閉 てて かへ らん、 程 も ある まじと いへば、 さる 事と 思 ひて、 かば かりう 

きね f  こなた 

ち 解けに たれば、 心安くて、 衣 を 留めて 參ら せぬ。 誠に 遣戶 たつる 音して、 此方へ くら 

んと 待つ 程に、 音 もせで 奧 ざまへ 入りぬ。 それに 心 もとな く、 あさましく うつし 心 も 失 

せ はてて， は ひも 入りぬ ベ けれと、 すべき 方 もなくて、 やりつ る 悔しさ を 思へ ど、 かひ 

なければ、 泣く く曉 近く 出で ぬ。 家に 行きて 思 ひ 明して、 すかし 置きつ る 心う さ， 誊 

き績 けて 遣り たれ ど、 何し にかす かさん、 歸 らんと せし に 召し-. かば、. 後に もな ど 言 ひ 

す »* ぢか 

て 過し つ。 大方 間近き 事 は ある まじき なめり、 今 はさ はこの 人の わろ く、 疎まし からん 

ず， 0 じん 

事 を 見て 思 ひう とまば や、 かくの み 心つ くしに 思 はで ありなん と 思 ひて、 隨身を 呼び て、 

その 人の ひす ましの 皮 子 もてい かん、 奪 ひとりて 我に 見せよ と 言 ひければ、 日 比 添 ひて 

伺 ひて、 辛うじて 逃 ゆた る を、 追 ひてば ひとりて 主に 取らせつ 。平 仲 よろこびて、 かく 

れに 持て 行きて 見れば， 香なる 薄物の 三重が さねなる に 包みたり、 香し き 事た ぐ ひな レ。 


, ^ど 3  ，（- 'しく 

l-g 出に 大層 ふ 

る 乙 となり 


かける 籠に て 中 

よ リ香を 焚きて 

衣に はほ^ をと 


乙れ にさ はらん 

1 雨の ために 瞎 

SS する は 


いらへ つ V 人 居 まじり、 苦し かる まじき 所に て は， 物い ひな ど はしながら、 めでたく 

のが 

運れ つ. -心も ゆるさぬ を 男 はさ も 知らで、 かくの み 過ぐ る 心 もとなくて、 常よりも 

しゅく 音づれ て、 參 らんと 言 ひ 遣せ たりけ るに、 例の はしたな からす 答へ たれば， 四月 

つ I* 一 もり- V ろ 

の 晦日 頃に、 雨お どろ-/^ しく 降りて- 物 恐し ゆなる に、 かよる 折に 行きたら ば こそ、 

哀 とも 思 はめと 思 ひて 出で ぬ。 道す がら 堪 へがた き 雨 を、 これにい きたらん に、 逢 はで 

かへ す 事よ もと、 たのもしく 思 ひて 局に 行き たれば、 人出で 來て、 上に なれば 案內 申さ 

ラレろ  ミも  ミのゐ もの  ふせ 

ん とて 端の 方に 入れて いぬ。 見れば、 物の 後に 火 ほのかに 燈 して、 宿直 物と 思しき 衣薰 

たきもの 

籠に かけて、 薰物 しめたる に ほひな ベて ならす。 いと、 r 心に くよ て、 身にしみ ていみ じ 

と 思 ふに、 人 かへ りて、 只今 も 下りさせ 給 ふとい ふ ot 嬉し さかぎ りなし 。卽ち 下りたり。 

かよる 雨に はいかに などい へば、 これに さはらん は、 無下に 淺き 事に こそな ど 言 ひか は 

して、 近く 寄りて 髮を 探れば、 氷 をのし かけた らん やうに ひや. - かにて、 あたりめ でた 

き 事 限な し。 何 やか やとえ もい はぬ 事 ども 言 ひ 交して、 疑 ひなく 思 ふに、 あはれ Is! 戸.^. 


宇治 拾遺 物 mi 


1 六 


はと； 5 ふに 同じ 


〇 今昔 11 一十、 平 

定文假 借 本院 待 

從 2* 照 

平 仲 1 平 好 風の 

子^て 兄弟 三人 

め 仲なる より b 

ふ 

村 上の 御 母后 I 

穩 tY- なり 


つれと. & すに、 帝 さて 何も 書きた らん もの は、 讀み てん やと 仰せられければ、 何 にても 

かた か な 

讀み候 ひなんと 申しければ、 片假 字の ね もじ を 十二 書かせ 給 ひて、 讀 めと 仰せられ けれ 

ば、 ねこの、 この、 子ね こ、 しょの、 この、 子 じしと 讀 みたり ければ、 帝 ほ i ゑ ませ 給 

ひて、 事なくて やみに けり。 

年貞文 本院 侍從 等の 事 

へいち 3  ひすめ 

今 は 昔、 兵衞佐 平貞文 をば 平 仲と いふ。 色 ごのみ にて、 宮 仕へ 人 はさら なり、 人の 女な ど 

忍びて 見ぬ はな かりけ り。 思 ひかけ て、 文 やる 程の 人の 靡かぬ はな かりけ るに、 本院 侍 

從と いふ は 村 上の 御 母后の 女房な り。 世の 色好みに て ありけ るに、 文 やる に、 にくから 

す 返事 はしながら、 逢 ふ 事 はな かりけ り。 暫し こそ あらめ、 遂に はさり ともと 思 ひて、 

物の 哀 なる 夕 暮の空 、 又 月の 明き 夜な ど、 鴕に 人の 目 留めつべき 程 を 計 ひつ. i 曰 づれけ 

れば、 女 も 見知りて、 情 はか はしな. から 心 をば 許さす、 つれなくて、 はしたな からぬ 程に 


つきて 刺せ ども、 女いた さもお ほえす、 唯 米の こ ほれ か i る ぞと思 ひて、 暫し 待ち 給へ， 

雀よ、 少しづつ 取らん とい ふ。 七つ 八つの 瓢 よりそ こらの 毒蟲共 出で て、 子 共 を も 刺しく 

ひ、 女 をば 刺し殺して けり。 雀の 腰 をう ち 折られて、 ねたし と 思 ひて、 萬の 蟲 ども を 語 

ら ひて 入れたり けるな り。 隣の 雀 はもと 腰折れて、 烏の 命と りぬ ベ かりし を 養 ひ 生けた 

れば、 うれしと 思 ひけるな り。 されば もの 羨み はす まじき ことなり。 

小 野 篁 廣才の 事 

今 は 昔、 小 野 篁と いふ 人お はしけり。 嵯峨の 帝の 御 時に、 內 裏に 札 を 立てたり ける に、 

無惡 善と 書きたり けり。 帝 篁に 讀 めと 仰せられた りければ、 讀 みは 讀 みさ ぶら ひなん、 さ 

^^^^^^^ れ どお それにて 候べば、 え 申し 候 はじと 奏しければ、 唯ホ せと 度々 仰せられければ、 さが 

善 からん にて 嵯  のろ 

峨と通 ずれば な なくて よからん と 申して 候 ふぞ、 されば 君 を 呪 ひ參ら せて 候 ふなり と 申しければ、 おの 

^^p^.^ れ 放ちて は、 誰か 書かん と 仰せられければ、 されば こそ 申して 候 はじと は、 审 して 候 ひ 


物 


四 


人に も 喰 はせ， 我 も 喰 ひな どこ そせ しか、 ， J れ はまして 三つが 種な り、 我 も 人に も噙 はせ 

ら るべき なりと いへば、 さもと 思 ひて 近き 隣の 人に も喻 はせ、 我 も 子どもに も 諸 ii ハに喰 

ほら か， 1 多勢 はせんと て、 おほら かにて 喰 ふに、 苦き 事物に も 似す、 きはだな どの やうに て 心地 惑 ふ。 

きはだ 1 黄蘖 く 

喰 ひと 喰 ひた る 人 々 も、 子ども も 我 も 物 をつ きて 惑 ふ ほどに、 隣の 人： もも 皆 心地 を 損じ 

炳— 禱 氣  て來 集りて、 こ はいかなる 物 を 喰 はせ つる ぞ、 あなお そろし、 露ば かり 烟の 口に 寄りた 

1 めん. If る もの も、 物 をつ き 惑 ひ あ ひて、 死ぬべく こそ あれと、 腹立ちて 言 ひせた めんと 思 ひて 來 

たれば、 主の 女 を はじめて、 子ども も 皆物覺 えす、 つき 散らして ふせり あ ひたり。 いふ 

たれ- (- 

かひなくて 典に かへ りぬ。 二三 日 も 過ぎ ぬれば、 誰々 も 心地な ほりに けり。 女 思 ふやう 

皆 米に ならん としけ る もの を、 急ぎて 喰 ひたれば、 かく 怪し かりけ るな めり と 思 ひて、 

殘 をば 皆つ りつけ て 置きたり。 さて 月 比へ て 今 はよ くな りぬ らんと て， 移し 入れん 料の 

ひ wh- ゑ & 

桶 ども 具して 部屋に 人る。 嬉しければ、 齒も なき 口して、 耳の もとまで 一 人 晚 して、 桶 

あぶ はち むかで  ミ かゆ くちな は  ひさみ 

を 寄せて 移しければ、 虻、 蜂、 蜈^、 蟠蜓、 蛇な ど 出で て、 目鼻と もい はす 一 身に 取り 


み ゑ 
こ み 
ほ' ま 


だ 世 

B は 
" ね 
した 
し 


甚 
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見れ、 まして 數 多なら ばいかに 頼もし からん、 あの 隣の 女に は 優りて、 子どもに 譽 めら 

れんと 思 ひて、 籠の ラ ちに 米 蒔きて 伺 ひ 居 たれば， 雀 ども 集りて 喰 ひに 来たれば， 又う 

ちう ちしければ、 三つ 打ち 折りぬ 。今 はかば かりにて ありなん と 思 ひて、 腰折れた る 雀 

三つば かり 桶に 取り入れて、 銅 こそ ゆて 喰 はせ などして、 月 比經る ほどに 皆よ くな り 

にたれば、 喜びて 外に 取り出で たれば、 ふらく と 飛びて みないぬ。 いみ じき わざしつ 

と 思 ふ。 雀 は 腰う ち 折られて、 かく 月 比 籠め 匿き たる を、 世に ねたし と 思 ひけり。 さて 十 

日ば かり ありて、 この 雀 ども 來 たれば 喜びて、 まづ 口に 物 やく はへ たると 見る に、 瓢の 

種 一 つづつ 皆 落して 去ぬ。 されば よと 嬉しくて、 取りて 三 所に 植 ゑて けり。 例よりも す 

るする と 生 ひ 立ちて、 いみ じく 大 になり たり。 これ はいと 多く もなら す、 七つ 八つ ぞ なり 

たる。 女 ゑみ まけて 見て、 子どもに いふ やう、 はか <\- しき 事し いです と 言 ひし かど、 我 

は 隣の 女に は 優りなん といへば、 實 にさ， も ありなん と 思 ひたり。 これ は 數の少 ければ、 

米 多く 取らん とて、 人に も 喰 はせ す 我 も 喰 はす。 子どもが いふ やう、 隣の 女房 は 里 隣の 


雀の など は ほの 

きけ ど s々l 雀 

の 報 5 などと は 

ほのかに 聞 J> ど 

猶 委しく 語り 聞 


1 つが 德云々 1 

~ 匹の 雀 を 養 ひ 

て さ へ 果報 あ fiN 


人 はかく こそ あれ、 はかぐ しき 事 もえし 出で 給 はぬな どい はれて、 隣の 4«r この 女房 

の 許に 来りて、 さても-,, ^こ はいかな りし こと ぞ、 雀の など は ほの 閗 けど， よく はえ 知 

ら ねば， もと あり けんま. - にの 給へ と 言へば、 瓢の種 を 一 つ 落したり し、 植 ゑたり しょ 

こ ** か 

り ある 事な りと て、 細に もい はぬ を、 猶 ありの まよに こまかに の 給へ と 切に 問へば、 心 

狹く隱 すべき 事 か はと 思 ひて、 かう く 腰折れた る 雀の ありし を、 飼 ひ 生けたり しを嬉 

しと 思 ひける にや、 瓢の種 を 一 つ 持ちて 來 たりし を植ゑ たれば、 かくな りたるな りと い 

へば、 その 種 唯一つ 賜べ といへば、 それに 入りた る 米な どは參 らせん、 種 は あるべき 事 

にも あらす、 更にえ なん 散らす まじと て 取らせねば、 我 もい かで、. 腰折れた らん 雀 見つけ 

て 飼 はんと 思 ひて、 目 を 立てて 見れ ど、 腰折れた る 雀 更に 見えす 。早朝 ごとに 伺 ひ 見れば- 

せどの 方に 米の 散りた るを喻 ふとて、 雀の 躍り ありく を、 石 を 取りても しゃと. で 打てば、 

數 多の 中に 度々 打てば、 おの づ から 打ち 當 てられて え 飛ばぬ あり。 喜びて 寄りて、 腰よ 

くう ち 折りて 後に、 取りて 物 喰 はせ、 藥喻 はせ などして 置きたり。 一 つが 德を だに こそ 
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- ばれ一. さも あ 

一ば あれ 


^と はた 1 1 パ 

ィ なり、 物の 瓢 

に？ < りたる を M 

ふ 


たのもしき 人 1 

富裕なる 人 

同 t ごと なれ ど 

—同様に 見 ゆる 

艇 なれ ど 


ない み じ、 雀の 物 得て 寶 にし 給 ふとて、 子ども 笑へば、 さばれ 植 ゑて 見ん とて 植ゑ たれ 

.  ひさ ご 

ば、 秋になる ま- -に、 いみ じく 多く 生ひ廣 ごり て、 なべての 瓢 にも 似す、 大に 多くな りた 

り 。- 女悅び 興じて、 里 隣の 人に も はせ、 取れ どもく 盡 きもせ す 多 かり。 笑 ひし 子孫 

も、 これ を 明暮喻 ひて あり。 一里 配りな どして、 はてに は 誠に 勝れて、 大 なる 七つ 八つ は 

ひさ  一 *J 

匏 にせん と 思 ひて、 內 につり つけて 置きたり 。さて 月 比へ て、 今 はよ く 成りぬ らんと て 

おろ 

見れば よくな りに けり。 取り 下して 口 あけん とする に、 少しお もし。 怪し けれども 切り 

あけて 見れば、 物 ひとはた 入りたり。 何に か あるらん とて 移して 見れば， 白米の 入りた 

るな り。 思 ひかけ す あさましと 思 ひて、 大 なる 物に 皆 を 移した るに、 同じ やうに 入りて 

た W5、 

あれば、 常事に は あら ざり けり、 雀の したる にこ そと、 あさましく 嬉しければ、 物に 入 

れて隱 し 置きて、 殘 りの 瓢 ども を 見れば、 同じ やうに 入りて あり。 これ を 移しく つか 

へば、 せんかた なく 多 かり。 さて 誠に たのもしき 人に ぞ なりに ける。 隣 里の 人 も 見 あざ 

み、 いみ じき 事に 羨みけ り。 この 隣に ありけ る 女の、 子どもの いふ やう、 同じ ごと なれ ど、 


て藥と するな 

リ、 飼藥の 二字 

活 本に 從ふ 

よく- g へば ー 活 

本 「よくった へ 

ば」 と あり、 時日 


雀 兄よ， i に氣 

をつ けよ 


老いて、 雀 飼 はる. - とて 惡み笑 ふ。 かくて 月 比よ く喻 へば， やうく 躍り ありく。 雀の 

心に も かく 養 ひいけ たる を、 いみ じく 嬉し、 フれ しと 思 ひけり。 白 地に 物へ 注く とても， 

Z き 

人に この 雀 見よ、 物 喰 はせ よな どい ひ 匿き ければ， 子孫な ど、 あはれ なんで ふ 雀 飼 はる 

ると て惡み 笑へ ども * さばれ いと ほしければ とて、 飼 ふ 程に 飛ぶ 程に なりに けり。 今 は 

ょも^！！に取られじとて、 外に 出で て 手に 据 ゑて、 飛び やする 見ん とて 捧 けたれば、 ふら 

つき、 J ろ  め はれ 

ふらと 飛びて いぬ。 女 多くの 月 比日 比、 暮 るれば を さめ、 明 くれば 物 喰 はせ て 習 ひて 哀 

や 飛びて いぬる よ、 又來 やする と 見ん など、 徒然に 思 ひて 言 ひければ、 人に 笑 はれけ り。 

さて 二十日ば かり ありて， この 女の 居た る 方に、 雀の いたく 鳴く 聲し ければ、 雀 こそ 痛 

く 鳴く なれ、 ありし 雀の 來る にゃあ らんと 思 ひて、 出で て 見れば この 雀な り。 哀に 忘れ 

す來 たる こそ あはれ なれと いふ 程に、 女の 顔う ち 見て、 口より 露ば かりの 物 を蒋し 置く 

やうに して 飛びて いぬ。 女 何に か あらん、 雀の 落して いぬる 物 はとて、 寄りて 見れば、 

ひさ i*i 

瓢の種 を 唯 一 つ 落して 置きたり。 持て 来たる やう こそ あらめ とて、 取りて 持ちたり。 あ. 一 
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蒋ち てあらん か 


.Js- となし き ス.1 

1 族 中の . ^もど 

ちた る 人 


あるべき ならねば 家へ 歸 りぬ。 もしゃと 見れば、 この 妻戶 口に， もとの やうに てうち 臥 

したり。 いと あさまし くも 恐し くも、 親しき 人集りて， いか *i すべきと 言 ひ 合せ 騷ぐ程 

に、 夜 もいた く 更け ぬれば、 いか r せんとて， 夜明けて 又 榧に 入れて、 この度 はよ く 誠に 

鼷 めて， よさり いかにも など 思 ひて ある 程に、 夕つ かた 見る ほどに、 この 榧の 蓋 細めに 

開きたり けり。 いみ じく 恐し くす ぢ なけれ ど、 親しき 人々、 近くて よく 見ん とて 寄りて 見 

れば、 榧より 出で て 又 妻戸 口に 臥したり。 いと r あさましき わざ かなと て、 又 かき 入れ 

よろ づ  . 

ん とて 萬に すれ ど、 更にく ゆるがす。 土より 生 ひたる 大木な ど を、 引き ゆるが さんや 

うなれば、 すべき 方なくて、 唯 こ. - にあらん とて かと 思 ひて、 おとなしき 人 寄りて いふ、 

唯此 所に あらんと お ほす か、 さら， はやが て此 所に も 置き 奉らん、 かくて はいと 見苦し か 

りなん とて、 妻戸 口の 板 敷 を 毀ちて、 其 所に 下さん としければ、 いと 輕ら かに 下された 

れば、 すべなくて， その 妻戶 ロー  間 を 板 敷な ど 取り返け 毀ちて、 其 所に うづみ て 高々 と 

塚に て あり。 家の人々 も、 さて ぁひゐ てあらん、 物む つかしく 覺 えて、 みな 外へ 渡りに 
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衣 にき & 出し 


より 略式に て、 

！ 51- に 指 貢の 袴き 

て： « を 被る を；； 

ふ、 き &出 す は 

表 の 摘の 下れ 


しき を 出す を；： 

ふ 

ゆ ふ， I 捕縛 給 束 


K"-l, 返報 


さらばと いひて、 衣冠に きぬ 出して、 供の もの ども 三十 人ば かり 具して， 國司 のがり 向 

ひぬ。 國司 出で 逢 ひて 對 面して、 人 共 を 呼びて、 き やつ 懺に 召し 籠め て勘當 せよ、 称 {n« 

とい はんから に、 國 中にはら まれて、 いかに 奇怪 をば 致す とて、 召し 立てて ゆ ふ 程に、 

籠め て勘當 す。 その 時 大宮司、 心 憂き 事に 候 ふ、 御 神 はお はし まさぬ か， 下菔の 無禮を 

致す だに、 立 所に 罰せ させお はします に、 大宮司 を かくせ させて 御覽 する はと、 泣く く 

くどきて まどろみ たる 夢に、 熱 田の 仰せら る- "やう、 この 事に おきて は 我 力 及ばぬな り、 

その 故は佾 ありき、 法 華經を 千部讀 みて、 我に 法樂 せんとせ しに、 百餘部 は讀み 奉りた 

りき、 國の者 どもた ふとが りて、 この 佾に歸 依し あ ひたりし を、 汝む つかしが りて、 そ 

の 佾を追 ひ はら ひて き、 それに この 佾惡心 を 起して、 われ この 國 守に なりて、 この 答 を 

せんとて 生れ 来て、 今國 司に なりてければ、 我 力 及ばす、 その 先生の 佾を俊 綱と いひし 

に、 この 國司も 俊 綱と いふなり と、 夢に 仰せ ありけ り。 人の 惡心 はよ しなき 事な りと。 . 
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一二 


〇 五 


伏 0- 修理 大夫 ー 

饺綱、 ネ治殿 は 

賴通 


T 國 

司^な りて 其の 

0. 


5 ち はやく I 荒 

ぴ 給 ふこと な P 


國に はらまれて 

I 領内に ありて 


むつ か" 

怒して 


み 

知らん 所 ども 點 

ぜょ— 所領 を 差 

押へ よ 


伏 見 修理 大夫俊 綱の 事 

これ も 今 は 昔、 伏 見 修理 大夫は 宇治 殿の 御子に てお はす。 あまり 公達 多くお はしければ、 

やう を かへ て、 橘 俊 遠と いふ 人の子に なし 申して、 藏人 になして、 十五に て 尾 張 守に 

なし 給 ひて けり。 それに 尾 張に 下りて 國行 ひける に、 その 頃 熱 田の神、 いちはやく おは 

しまして、 おの づ から 笠 を もぬ がす、 馬の 鼻 を 向け， 無禮を 致す もの をば、 やがて 立 所 

に 罰せ させお はし ましければ、 大宮司の 威勢 國司 にも 勝りて， 國の もの どもお ぢ 恐れた 

りけ り。 それに この 國司 下りて、 國の 沙汰 ども あるに、 大宮司 我 はと 思 ひて 居た る を、 

國司 咎めて、 いかに 大宮司な らんから に * 國に はらまれて は， 見參 にも 參ら ぬぞ とい ふ 

に， 先々 さる 事な しとて 居たり ければ、 國 司む つかりて、 國 司も國 司に こそ よれ、 我等 

に 逢 ひて かう はいふ ぞ とて、 いやみ 思 ひて、 知らん 所 ども 點ぜ よな どい ふ 時に、 人 あり 

て 大宮司に いふ、 誡 にも 國 司と. &す にかよる 人お はす、 見參に 參らせ 給へ とい ひければ， 


字 治 拾遺 物 si 


一 〇 二 


il 怫 像の 頭 

胸 等 はかくる 珠 

の 飾 


たてまつりて、 彩色 瓔珞 を. ばえ せ や。 その後 この 專當 法師、 病 づきて 命 終りぬ。 妻子 悲 

み 泣きて、 棺に 人れ な. から、 桧て すし. てお きて、 猶 これ を 見る に、 死して 六日と いふ 日 

の 未の 時ば かりに 、俄に この 棺 はたらく。 見る 人お ぢ 恐れて 逃け 去りぬ 。妻 泣き 悲 みて， 

あけて 見れば、 法師よ みがへ りて 水 を 口に 入れ、 やうく ほど 經て 冥途の 物が たりす。 

大 なる 鬼 二人き たりて、 我を搏 へて、 追 ひ 立てて 廣き野 を 行く に、 白き 衣 著た る 僧 出で 

来て、 鬼 ども、 この 法師 疾く ゆるせ， 我 は地藏 菩薩な り、 因幡の 國の黑 龍 寺に て 我 を 造 

りし 佾 なり， 佛師等 食物なくて 日比經 しに、 この 法師 信心 をいた して、 食物 を 求めて、 

佛師等 を 供養して 我 像 を 造らし めたり、. この 恩 忘れが たし、 必す 許すべき ものな りとの 

ねん； M ろ 

給 ふ ほどに、 鬼 ども 許し 終りぬ。 懇切に 道 をし へて かへ しっと 見て、 いきかへ りたるな 

りと いふ。 その後 この 地 藏菩願 を、 妻子 ども 彩色し 供奉し 奉りて、 長く 歸侬し 奉りけ る。 

ベ  1 この 寺に おはします。  -  •: 


〇 今昔 十七、 養 

造 地藏怫 師得活 

人語 審照 

さかの 里 I 今昔 


ちかな か I 今昔 

に 「千 包」 ともり 


專當 法師 ー 一 寺 

の 事務 を ォべ掌 

g 佾 


問 ひ 奉りて いはく、 これ は 誰の 人の かくは 仰せら る V ぞと。 佾 答へ 袷 はく、 我 は 汝鹿を 

追うて、 寺の 前 を 過ぎし に、 寺の 中に あ. 9 て、 汝に 見えし 地藏 菩薩な り、 汝 罪業 深 重な 

りと い へ ども、 聊か 我に 歸侬の 心 を 起しし 功に よりて、 我 今汝を 助けん とするな りとの 給 

ふとお も ひて、 よみが へりて 後 は、 殺生 を 長く たちて、 地藏 菩薩に 仕う 奉りけ り。 

因幡 國別當 地藏作 b さした る 事 

これ も 今 は 昔、 因幡の 國高 草の 郡、 さかの 里に 做 藍 あり、 黑龍 寺と 名づ く。 此國の 前の 

國司 ちかな か 造れるな り。. 其 所に 年老いた る 者 語り 傳 へて 曰く、 この 寺に 別當 ありき。 

こミを ミこ 

家に 佛師を 呼びて、 地藏を 作らす る 程に、 別當 が妻異 男に 語ら はれて、 跡を喑 うして 失 

せぬ。 別 當心を 惑 はして、 佛の事 を も 佛師を も 知らで， 里 村に 手 を 別ちて 尋ね 求む る 間 

^A--^  い たづら  ゐ 

七 八日 を經 ぬ。 彿師 ども 檀那 を 失 ひて， 空 を 仰ぎて 手 を 徒にして 居たり。 その 寺の 專當 

法師 これ を 見て、 善心 を 興して が 物 を 求めて 佛師に はせ て、 僅に 地 藏の木 作ば かり をし 
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とこ そよ みたり けれ 0 

0 今！. 七、 聊 . 多 田 新 發意郞 等の 事 

敬 地蔵 菩薩 得话 

人 これ も 今 は 昔、 多田满 仲の 許に， 猛く惡 しき 郞等 ありけ り 。物の 命 を 殺す を もて 業と す。 

野に 出で 山に 入りて、 鹿 を 狩り 鳥 を 捕りて、 少 かの 善根す る 事な し。 或 時 出で て 狩す る 

間、 馬を馳 せて 鹿追 ふ。 矢 を は ゆ 弓 を ひきて、 鹿に 隨 ひて 走らせて 行く 道に 寺 ありけ り。 

その 前 を 過ぐ る 程に、 きと 見遣り たれば、 内に 地藏 立ち 給へ り。 左の 手 を 持ちて 弓 を 取 

り、 右の 手して 笠 をぬ ぎて、 聊か 歸侬の 心 を 出して 馳せ 過ぎに けり。 其 後 いくばくの 年 

ひ l*J ろ  めい ぞ  ん *♦ 

をへ すして、 病つ きて、 日 比よ く 苦み 煩 ひて 命絕 えぬ。 冥途に 行き 向 ひて、 閻魔の 廳に 

せた め Hii- 召されぬ。 見れば 多くの 罪人、 罪の 輕 重に 隨 ひて 打ちせ ため、 罪せら る. -事 いといみ じ。 

め 

我 一生の 罪業 を 思ひ續 くるに、 淚墮 ちて せんかた なし。 か. -る 程に 一人の 偕 出で 来りて 

ふろ さミ  さん： & 

の 袷 はく、 汝を 助けん と 思 ふなり、 早く 古 鄉に歸 りて， 罪 を 懺悔す べしとの 給 ふ。 佾に 


名 Ml 名刺 


藤 六— 藤原輔 

相、 弘經の 第 六 

子なる より 藤 六 

と h ふ 

鍋に ある —活本 

「鍋に はける」 と 

ぁジ 

も か ya にて r エタ 

I 誓と K~( カヒ) 

救 ふと 沙 ふと は 


朽ちに ける 長柄の 橋の はしばしら 法の ために も 渡しつ るかな 

長柄の 橋の きれな りけ り。 又の日 まだつ とめて、 若 狹阿闍 梨覺緣 とい ふ 人、 歌よ みなる 

が來 たり。 あはれ この こと を 聞 きたる よと 憎 正お ほす に、 御懷 より 名簿 を 引き出で て 奉 

る。 この 橋の きれ 給 はらんと 申す。 佾正 かば かりの 希有の もの は、 いかで かとて、 何レ 

にか 取らせ 袷 はん、 口惜しと て かへ りに けり。 すき ^しく あはれ なる 事 どもな り。 


藤 六の 事 

今 は 昔、 藤 六と いふ 歌よ みあり けり。 下種の 家に 入りて. 人 もなかり ける 折 を 見つけて 

なべ  ぉほぢ かた 

入りに けり。 鍋に ある 物 をす くひけ る 程に、 家 あるじの 女 水 を 汲みて、 大路の 方より 來 

て 見れば， かくすく ひ喻 へば、 いかに かく 人 もな き 所に 入りて かくはす る、 物 をば まゐ 

るぞ。 あなうた て や、 藤 六に こそい まし けれ、 さらば 歌詠み 給へ とい ひければ， 

あみだ ぼ け 

昔より 阿 彌陀佛 のち かひに て煑 ゆる もの をば すく ふと ぞ 知る 
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常 降 守の ありけ 

る 1 常 陸 守の 申 

されけ S 


永緣 僧正 I 式部 

示： 永 相の 子 


上る よし 言 ひに 遣り. U りければ、 うけた ま はりぬ、 參り候 はんとて、 明後日 上らん とて 

の日參 りたり けり。 え もい はぬ 馬、 一 っを寶 にす る ほどの 馬 十匹づ つ、 二人して、 又 皮 子 

お ほせた る 馬 ども 百匹づ つ、 二人して 奉りたり。 何とも 思 ひたらす、 かば かりの 事した 

りと も 思 はす、 うち 奉りて 歸 りに けり。 常 陸 守の ありけ る 常 陸 四 年が 間の もの は、 何 

ならす、 その 皮 子の もの どもして こそ、 萬の 功德も 何もし 給 ひけれ。 ゆ-. t しかりけ る も 

のど もの、 心の 大きさ 廣 さかなと 語られけ ると ぞ。 この 伊勢の 大輔の 子孫 は、 めでたき 

幸福 人 多く 出で 來給 ひたる に、 大姬 君の、 かく 田舍 人に なられたり ける、 あはれ に心薆 

くこ そ 0 

同人 佛 事の 事 

ほミ けく や...'  レ 7  $t»r\  なか  す や、 f 

今 は 昔、 伯の 母佛 供養し けり。 永 緣佾正 を 請 じて、 樣々 の 物 ども を 奉る 中に、 紫の 薄樣 

に 包みた る もの あり。 あけて 見れば、 


後 拾 に は f,® 

につけし は」 と 

姊 I. 前に 大姬御 

前と ありし 入な 

こちの かへ し 1 

西風 


うへ I 奥方 

四 年が 間 s々l 

常 陸 守 住 期 四 年 

の 間 二人の 女國 

司の * を 伯母に 

もつ 事 を 名 に 

も 思 はず 


姬 君を盜 ませよ と 貴め いひければ、 さるべき 契 にゃあり けん， 盜 ませて けり。 やがて 乳 

母う ち 具して、 常 陸へ 急ぎ 下りに けり。 跡に 泣き 悲め どか ひもな し。 程經て 乳母 音づれ 

たり。 あさましく 心 憂し と 思へ ども、 いふか ひなき 事 なれば、 時々 うち 音 づれて 過ぎけ 

り。 伯の 母、 常 陸へ かくい ひやり 給 ふ。 

に ほひき やみや この 花 は東路 のこち のかへ し^ 風の 告 けし は 

かへ し、 姊- 

吹き返す こちの かへ し は 身にしみき 都の 花の しるべと 思 ふに 

年月へ だたり て、 伯の 母 常 陸 守の 妻に て 下りけ るに、 姊は うせに けり。 女 二人 ありけ る 

が、 かくと 聞きて 參 りたり けり。 田舍の 人と も 見えす、 いみ じくし め やかに 恥し けによ 

かりけ り。 常 陸 守 のうへ を、 昔の 人に 似させ 給 ひたりけ ると て、 いみ じく 泣き 合 ひたり 

けり。 四 年が 間 名聞に も 思 ひたらす、 用事な どもい は ざり けり。 任 はてて 上ろ をり に、 

常 陸 守、 無 下な りけ る 者 ども かな、 かくなん 上る と 言 ひに 遣れと、. 男に いはれ て、 伯の 母 I. 


宇治 拾遺 物語 


九 六： 


0, あしき、 よき 

は 木を舍 めたり 


たけの 大夫， I. 平 

維 幹 常 陸 多氣邑 

に 居た るより. S 

ふ 

うれへ- 1 訴訟す 

る 乙と 

越 前 守 I 越 前 守 

は筑前 守の 謀^ 

て 高 階 成 帳 もさ 

チ、 其 女が 即ち 

伯の 母な リ 

伯の 母 I 神 紙 伯 

康貢 王の 母 なれ 

ば h ふなり 

世に め • て たき 人 

丄 本 「人」 の 字 

$. り..？ み —さま 

ざまに、 む を碎き 

て 思 ふこと 


て 斧 か へ し 取らせて ければ， 嬉しと 思 ひけり とぞ。 人 はた r 耿を かま へ て 詠む ベ しと 見 

えたり。 

伯の 母の 事  ， 

今 は 昔、 たけの 大 夫と いふ 者の、 常 陸より 上りて うれへ する ころ、 むかひに、 越前守 とい 

ふ 人の 許に 經 誦しけ り。 この 越 前 { 寸は 伯の 母と て、 世に めでたき 人、 欲よ みのお や な り。 

妻 は 伊勢の 大輔、 君達 數多 あるべ し。 たけの 大夫 徒然に 覺 ゆれば、 聽 閒に參 りたり ける 

に、 御簾 を 風の 吹き あ！^ たるに、 なべて ならす 美しき 人の 紅の 一重 かさね 著た る を 見る 

より、 この 人 を 妻に せば やと、 いり もみ 思 ひければ * その 家の 上 童 を 語ら ひて 問 ひ 間け 

ば、 大姬 御前の 紅 は 奉りた ると 語りければ、 それに 語ら ひっきて、 我に 盜 ませよ とい ふ 

に、 思 ひかけ すえせ じと 言 ひければ、 さらば その 乳母 を 知らせよ とい ひければ、 それ は 

さも 申し てんとて 知らせて けり。 さていみ じく 語ら ひて， 金 百兩^ らせ などして、 この， 


f ^1 なよ 


-斷 崖の 形容 


力強く 早から 

はは 1 今昔に は 

「力の 強く 足の 

早 からん に は」 


よ きを 取られて 

1 善き と 斧と を 

かゆて； 3 へり、 

わり は 斧の 緣 


け ざまに なりて ふためく 願の 下 を 躍り 懸 りて、 食 ひて 二度三度 ばかりう ち 振りて， なえ 

なえと なして、 肩に うち 懸けて、 手 を 立てた る やうなる 岩の 五六 丈 ある を、 三つの 足 を 

しわざ 

持ちて， くだり 坂 を 走る が 如く 登りて 行けば、 船の 內 なる 者 ども、 これが 所業 を 見る に、 

なから は 死に 入りぬ。 船に 飛び か. - りたら まし かば、 いみ じき 劎刀 を拔 きて 合 ふと も、 

なにわ 3  S もこ t ろ 

かば かり 力 强く早 からん に は、 何事 をすべき と 思 ふに、 肝心 失せて 船 漕ぐ そら もなくて 

なん、 筑 紫に はかへ りけ ると かや。 

樵 夫 歌の 事 

今 は 昔、 樵 夫の 山守に 斧 を 取られて、 わびし 心う しと 思 ひて、 頰杖 つきて 居りけ る。 山- 

{寸 見て、 さるべき こと を 申せ、 取らせん とい ひければ、 

惡 しき だに なき はわり なき 世の 巾に よき を 取られて 我い かに せん 

と 詠みたり ければ、 山守 返し せんと 思 ひて、 こ とうめ き けれど、 えせ ざり けり。 さ. 
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宇治 拾遺 物語 


九 


れ たる もの も あ 


せう と く I 所得 

なジ. tJ の 炎の 

ため は 筆法 を 悟 

り 得 たれば 所得 

と は h ふなり 


わたうた も I 和 

黨達 はて、 汝等 

の 意 

よ， ちり 不動 I 火 

災 のよ れ も， ち 

れて！ It に 迫りた 

るより： K 名 あ 

し 也 


〇 今昔 二十 九、 

鎮西人 渡 新羅 値 


に 立てり 見れば、 旣に 我家に 移りて、 烟 炎く ゆりけ るまで、 大方 向 ひの つらに 立ちて 

ながめければ、 あさましき 事と て、 人 ども 来訪 ひけれ ど 騒がす。 いかにと 人 首 ひ ければ、 

向 ひに 立ちて 家の 燒 くる を 見て、 うちうな づきて 時々 笑 ひけり。 あはれ しつる せう とく 

かな、 年 比 はわろ く 書きけ る もの かなと いふ 時に、 訪問に 來 たる 者 ども、 こ はいかに か 

くて は 立ち 給へ るぞ、 あさましき ことかな、 物の つき 給へ るかと いひければ、 なんで ふ 

ビろ  くわえん 

物の つくべき ぞ、 年 比 不動 尊の 火 缩を惡 しく 書きけ るな り、 今 見れば、 かう こそ 燃えけ 

れと 心得つ るな り、， これ こそせ うとくよ、 この 道 を 立てて 世に あらんに は、 佛だ によく 

書き 奉らば、 百 千の 家 も 出で きなん、 わたうた ち こそさせる 能 もお はせ ねば、 物 をも惜 

あざわら 

み 給へ とい ひて， 嗤笑 ひて こそ 立てり けれ。 その後に や、 良秀 がよ ぢり 不動と て、 今に 

人々 めで あへ り。 

虎の 鱒と.. >  たる 事 


不意に 

めかり 1^ の 形 

に 似た るより^ 

ふか、 又は 突起 

レたる さま を 怒 

りと/; へ る はや 


人の 書かす る怫 

も， * はしけり— 

佛を 書き 

れ よと 賴ま 


この 藁 を 牛の あちこち 歩き 困 じたる に 喰 はせ よと て， 牛 飼 童に 取らせつ。 佾正は 例の 

事 なれば、 衣ぬ ぐ 程 もな く 例の 浴室へ 入りて、 えさい かさいと り ふすまと いひて、 湯槽 

へ 躍り 入りて、 仰け ざまに ゆく り もな く 臥した るに、 碁盤の 足の いかり さし あがりた る 

に、 尻 骨 を 荒う つきて， 年た かうな りたる 人の 死に 入りて、 さし そりて 臥したり ける が、 

のちお W 

その後 音な かりければ、 近う 仕 ふ 僧 寄りて 見れば、 目 を かみに 見つけて 死に 入りて ねた 

り。 こ はいかに といへ ど 答 もせす。 寄りて 顔に 水 吹き なぞして、 とば かり ありて ぞ 息の 

下にお ろくい はれけ る。 このた はぶれ いと はしたな かりけ るに や。 


給佛 師良秀 家の 燒 くる を 見て よろこぶ 事 . 

これ も 今 は 昔、 艙佛 師良秀 とい ふ ありけ り。 家の 隣より 火 出 て、 風お し掩 ひて 責め 

ければ、 逃 ゆ 出で て 大路へ 出で にけ り。 人の 書かす る佛 もお はしけり。 また 衣 絹 妻子な 

ども、 さながら 内に ありけ り。 それ も 知らす、 唯 逃 ゆ 出で たる を ことにして、 向 ひの つら 


宇治 拾遺 物語 


九 〇 


うち さしの き I- 

叔父 甥の 中 なれ 

ばよ そ，./ \> しき 

人なら ずと 也 


一 はた 11 パイ 

とれ ふに 同 t 

えさ. 5 かさ ，3 と 

り ふすま I 僧正 

が 湯槽に 入る 時 

誦する 咒 文と U- 

えた 


違 ひて ー. 行きち 

が ひに 

はやら か I 早く 


時には 過ぎ 候 ひぬ らんと いへば， わ 雜色は 不覺の やっかな、 御 車 を かくめ しの さぶ らふ 

はと、 我に いひて こも 貸し. ffi- さめ、 不覺 なりと い へば、 うち さしの きたる 人に もお はし ま 

さす、 やがて 御 尻 切 奉りて、 きとくよ く 申した る ぞと仰 事 候へば、 力 及び 候 は ざり つ 

ると. いひければ， 陸 奥の 前 司歸り 上りて、 いかに せんと 思ひ廼 すに、 儈 正は定 りたる 事 

ゆ ぶね わら  5 へ むしろ  あり la 

にて、 湯 糟に藁 を こま と 切りて、 一はた 人れ て、 それが 上に 筵 を 敷きて， 步き 廻り 

ゆ Oj の  はだか 

て はさうな く 浴室 へ 行きて、 裸體 になり て、 えさい かさいと り ふすまと いひて、 湯槽に さ 

くと のけざまに 臥す、 J と を ぞし給 ひける。 陸奧前 司より て、 筵 を 引き 上 ゆて 見れば、 誠に 

ゆ さの たれね の 

藁 を こま と 切り入れたり。 それ を 浴室の 垂布を 解きお ろして、 この 藁 を 皆 取り入れ 

て、 能く 包みて、 その 湯槽に 湯械を 下に 取り入れて、 それが 上に 碁盤 を 裏返して 置きて， 

筵 を 引き 掩 ひて、 さりけ なくて、 截 布に 包みた る 藁 をば、 大門の 脇に 隱し匮 きて 待ち 居 

たる 程に、 二 時 あまり ありて、 佾正小 門より 歸る 音し ければ， 違 ひて 大門へ 出で て、 歸 

りたる 車 呼び寄せて 車の 尻に この 包みた る 藁 を 入れて、 家へ はやら かに 遣りて おりて， 
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ちあゆて 讀 みたり けり 。ニ聲 ばかりまで は、 小 式部 内侍、 きと 耳 を 立つ る やうに しけれ 

ば、 この 入りて 臥し 給へ る 人 * 怪しと 思しけ る ほどに、 少し 聲 遠うな る やうに て、 四聲 

，/'しろ 

五聲 ばかり、 行き もやら で讀 みたり ける 時、 うとい ひて 後 ざまに こそ ふし かへ りたり け 

れ。 この 入り 臥し 給へ る 人の さばかり 堪へ 難う、 恥し かりし ことこ そな かりし かと、 後 

にの 給 ひける とか や。 

山伏 船 祈. 9 かへ す 事 

i ね ^,^1 これ も 今 は 昔、 越 前の 國 かふら ぎの わたりと いふ 所に， 渡せん とてもの ども 集りた るに， 

くまの & たけ  しら や ** は、 Is たいせん 

山伏 あり、 けいた う 房と いふ 僧な りけ り。 熊 野 御嶽 はいふに 及ばす、 白山、 伯耆の 大山、 

出 雪の 鰐 淵、 大方 修行し 殘 したる 所な かりけ り。 それに この かふら ぎの 渡に 行きて 渡ら 

物 —渡 買 ん とする に、 渡り せんとす ろ 者 雪 霞の 如し。 各 物 を 取りて 渡す。 このけ いたう 房 渡せと 

無下に は ある ぞ 

la いふに.、 渡守閒 きも 入れで 漕ぎ出 づ。 其 時に この 山伏、 いかに かくは 無下に は あろ ぞ とい 


学 治 拾遺 物 mi 


八 さ 


扇 を かきて I 扇 

を 女の 身^ かけ 

て 

くるめき， 11W て 

ならしてけ り— 


あやまち I 放屁 

の 事 を さす 


〇 古事 談卷 ニ參 

照 

定賴， I 公住の 子 

時の 關白 ー 教通 

公な り 


うちか づきて、 長 押の 上に 》^ りて、 扇 を かきて 引き寄せられ ける 程に、 髮を 振り かけて、 

あな あさましと 言 ひて くるめき ける 程に、 いと 高くなら してけ り。 女房 は 言 ふに も堪へ 

す、 くだく として 寄り^しに けり。 この 大納言、 心 憂き 事に も 逢 ひぬ るかな、 世に あ 

なに  みすす そ  ねき あし 

りても 何に か はせん、 出家 せんとて、 御簾の 裾 を 少し 搔き 上け て拔足 をして、 疑な く 出 

家 せんと 思 ひて、 二 間ば かり は 行く ほどに、 そ も./^ その 女房 あやまち せんから に， 出 

家すべき やう や あると 思 ふ 心 またつ きて、 た r^.- と 走り出 でられに けり。 女房 はいか 

がな りけん 知らす とか。 

小 式部 內侍 定賴卿 の經に めでたる 事  . 

今 は 昔、 小 式部の 內 侍に、 定賴 中納言 物言 ひわたり けり。 それに また 時の 闢白通 ひ 給 ひ 

けり。 局に 入りて 臥し 給 ひたりけ る を 知ら ざり ける にや、 中納 言. 寄り 來て 叩きけ る を、 

の 人 かくと や 言 ひたりけ. ん、 沓を はきて 行きけ るが * 少し 步み 退きて * 經を はたと、 フ 


立ち 走りた もけ 

さもの は 云々 1 

立 *^ 走リ ける も 

のか、 うつぶし 

に 倒れに ける の 

as なるべし 


忠家， I 道 長の 孫 

はして 長家の 子 

び i しき I 美 tr 


なる を盃 にして、 土器 取りて 大太郞 にさして、 家 あるじ 飲みて 土器 渡しつ。 大太郞 取り 

ひミか はらけ  た 

て、 酒 を 一 土器 受けて 持ちながら、 この 北に は 誰が 居 給へ るぞ といへば、 驚きた る氣 色に 

て、 まだ 知らぬ か， 大矢 のす けたけ のぶの、 この頃 上りて 居られた るな りと いふに、 さ 

は 入りたら まし かば、 皆 數を盡 して 射殺されな ましと 思 ひける に、 物 もお ほえす 臆して、 

その 受けた る 酒 を、 家 あるじに 頭より うちかけて、 立ち 走りた ちけ る もの は、 うつぶし 

に 倒れに けり。 家 あるじ あさましと 思 ひて、 こ はいかに くに 言 ひけれ ど、 かへ りみ だ 

にもせ すして 逃 ゆて 去に けり。 大太郞 が とられて、 武者の 城の 恐し きょし を 語りけ る 

なり。 

藤 大納言 忠家 物言 ふ 女放展 の 事 

いろごのみ 

今 は 昔、 藤大 納首忠 家と いひけ る 人、 いまだ 殿上人に おはしけ る 時， びよ しき 好色な り 

あか  ，5 す 

ける 女房と 物言 ひて、 夜更 くる ほどに、 月は晝 よりも 明かりけ るに、 ^へ 兼ねて 御簾 を 


身 をな きにな レ 

て 1 身 をな さも 

の は 思 ひなして 

かたへ 1 自餘の 

者 


矢 をつ 

と I 爪に て 矢 を 

稳る昔 

背 を そらした る 


りと て、 又 その 夜よ く II めて 行き 向 ひて 立てる に、 日 比より なほ 物お そろし かりければ、 

こ はいかなる 事ぞ とい ひて、 かへ りてい ふやう は、 事 を 起した らん 人 こそ はま づ 入らめ、 

まづ大 太郞が 人るべき とい ひければ、 さもい はれたり とて， 身 をな きになして 入りぬ。 そ 

れに 取りつ きて、 かたへ も 人り ぬ。 入り たれ ども、 猶 物の 恐し ければ、 や はら 步み 寄り 

や  ミも  もや  き は  おろ 

て 見れば、 あばらなる 屋の內 に火燈 したり。 母 星の 際に 懸けた る 簾 をば 下して、 簾の^ 

に 火 をば 燈 したり、 誠に 皮 子お ほかり。 かの 簾の 中の 恐し く覺 ゆるに 合せて， 簾の， 2： に 

矢 をつ まよる おとの する が、 その 矢の 來て、 身に 立つ 心地して、 いふば かりなく 恐し く 

覺 えて、 歸り出 づるも 背 を そらした る やうに 覺 えて、 構へ て 出で えで、 汗 を 拭-ひて、 こ 

はいか なること ぞ、 あさましく 恐し かりつ る 爪よりの 音 かなと， 言 ひ 合せて かへ りぬ。 

そのつ とめて、 その 家の 傍に、 大太郞 が 知りたり ける 人の ありけ る 家に 行き たれば、 見 

つけて いみ じく 饗應 して， いつの ほり 給へ るぞ、 覺束 なく 侍りつ るな どい へば、 ロハ 今參 

うで 來 つるま. -に參 うで 來る なりと いへば、 土器 參 らせんと て 酒 沸して、 黑き 土器の 大， 
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八 二 


たぎり SII 沸 g 

したる 湯 


見 ふせて 1 见伏 

せて にて、 見す 

ます 意 か 

けしきけ なる も 

の. I 怪しき 氣な 


ひて、 走り かへ りて、 八 丈 一疋、 人に 借りて 持て 來て寶 ろと て、 近く 寄りて 見れば、 內 

にも 外に も 男と いふ 者 は 一 人 もな し。 唯 女 どもの 限して、 見れば 皮 子 も 多 かり。 物 は 見 

えね ど、 うづ だかく 蓋掩 はれ、 絹な ども 殊の外； i あり。 布う ち 散らしな どして、 いみ じく 

物 多く あり ゆなる 所 かなと 見 ゆ。 たかくい ひて、 八 丈 をば 寶らで 持ちて かへ りて 主に 取 

ら せて、 同類 どもに、 か. -る所 こそ あれと 言 ひ 廻して- その 夜來て 門に 入らん とする に、 

おもて 

たぎり 湯 を 面に かくる やうに 覺 えて、 ふっとえ 入らす。 こ はいかなる 事ぞ とて * 集りて 

入らん とすれ ど、 せめて 物の 恐し かりければ、 ある やう あらん， 今宵 は 入ら じと て歸り 

つ タ』 めて 

にけ り。 翌朝、 さても いかな りつる 事ぞ とて、 同類な ど 具して、 寶物 なぞ 持たせて 来て 見 

るに、 いかにも 煩し き 事な し。 物 多く ある を， 女 どもの かぎりして 取 出で 取 納め すれば、 

事に も あらす と 返す く 思 ひ 見 ふせて、 又く るれば、 よくく 鼷 めて 入らん とする に、 

猶 恐し く覺 えてえ 入らす、 わぬ しま づ 入れく と 言 ひたちて、 今宵 もな ほ 入らすな りぬ。 

っミ めて  ゎ^？-ぉくびゃラ 

又 翌朝 も 同じ やうに 見 ゆるに、 猶 けしきけ なる ものと 見えす， 唯我億^！：にて覺ゅるなめ 


あばれ— 荒れ 

あたけなる 1 類 

敗せ る 

八 丈 —縮 布の 

名、 尾 張 八 丈 美 

濃 八 丈 等の 名 あ 
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大太郞 盗人の 事 

昔 大太郞 とて、 いみ じき 盜 人の 大將軍 ありけ り。 それが 京へ 上りて、 物取りぬべき 所 あ 

らば、 入りて 物 取らん と 思 ひて、 窺ひ步 きけ る ほどに、 周圍も あばれ、 門な ども かたへ 

は 倒れた る、 橫 ざまに 寄せ 懸けた る 所の あたけな るに、 男と いふ 者 は 一人 も 見えす して 

は. 9 もの  あまた 

女の かぎりに て、 張 物 多く 取り 散して あるに 合せて、 八 丈寶る ものな ど數多 呼び入れて、 

耦 多く 取り出で て. 選り 換 へさせつ よ 物 ども を 買へば、 物 多 かりけ る 所 かなと 思 ひて、 

立ちと まりて 見入 るれば， 折し も 風の、 南の 簾 を 吹き あゆたる に、 簾の 内に 何の 入りた 

ふため 

りと は 見えね ども、 皮 子の いと 高く うち 積まれた る 前に、 蓋 開きて， 絹な めり と昆 ゆる 

物取り 散して あり。 これ を 見て， うれしき わざ かな、 天道の 我に 物 を 賜 ふなり けりと 甲 J 
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七 八 4 


^加へ ながら- 

杳 はきた る *? 


人 杖 I 人間 を 杖 

の やうに ふりま 

はすこと 


かたの 助 I 今昔 


にて 左方 右方の 

取締なる べし 


を、 やがてつ めて 走り か. - りければ、 捕 へられぬ と 思 ひて、 式部省の 築 土 越えけ る を、 

こさ S ころ 

引き留めん とて 手 を さし やりたり ける に、 早く 越えければ、 他所 をば ぇ铺 へす、 片足 少 

し 下りたり ける 踵 を， 沓加 へながら 铺 へたり ければ、 沓の 踵に 足の 皮 を 取り 加へ て、 沓 

の 踵 を、 刀に て 斬りた る やうに、 引き 切りて 取りけ り。 業 村、 築 土の 內に 立ちて 足 を 見 

ければ、 血走りて 留まる ベ くもなし。 沓の踵 切れて 失せに けり。 我 を 追 ひける 大舉の 衆、 

あさましく 力 ある ものに てぞ ありけ るな めり。 尻 蹴つ る 相撲 を も、 人 杖に つか ひて 擲 

ゅ碎 くめり。 世の中 廣 ければ、 か-. る 者の ある こそ 恐し きこと なれ。 投 けられた る 相 僕 

は、 死に 入りたり ければ、 物に かき 入れて、 荷 ひて 持て 行きけ り。 この 業 村、 かたの 助 

に 云々 の 事なん 候 ひつる、 かの 大擧の 衆 は、 いみ じ 相撲に さぶ らふめ り。 業 村と 申す と 

も、 あ ふべき 心地 仕らす と 語りければ、 かたの 助 は宣旨 申し 下して、 式部 丞 なりと も、 

その 道に 堪 へたらん はと 言 ふ 事 あれば、 まして 大擧の 衆 はなんで ふこと か あらんと て， 

いみ じう 尋ね 求められ けれども、 その 人と も閒 えす して 止みに けり C 


目 をく はせ I 目 

ばせ する こ と 


かたへの I！ 方 

の 


振り & きて I. 振 

り 飛ばされて 


&も *5 かず. I 今 

昔 も，^ か 

ず」 と あり 


と 言 ひ 立てり ける に、 この 相撲 4i ハぅち 群れて 歩み か i りたり。 昨日 優れて 制せし 大擧の 

衆、 例の 事 なれば、 優れて 大路の 中に 立ちて、 過 さじと 思ふ氣 色したり。 業 村 尻 蹴よ と 

いひつ る 相 僕に、 目 をく はせ ければ、 この 相撲 人より 長 高く、 大きに わかく 勇みた る 男に 

て， くより 高 やかに 搔き上 ゆて、 さし 進み 歩みよ る。 それに 續 きて、 他 相撲 も 唯と ほりに 

通らん とする を、 かの 衆 共 も 通さ じと する 程に、 尻 蹴ん とする 相撲、 かくい ふ 衆に 走り か 

かりて、 蹴倒さん と 足 をいた くもた けたる を， この 衆 は 目 を かけて、 背 を撓 めて 違 ひけれ 

ば， 蹴 外して 足の 高く あがりて、 のけざまになる やうに したる 足 を、 大擧の 衆 取りて けり。 

その 相撲 を、 細き 杖な ど を 人の 持ちた る やうに 引下 ゆて、 かたへの 相 僕に 走り か i りけ 

れば、 それ を 見て かたへの 相撲 逃け ける を 追 ひかけ て、 其 手に 下け たる 相撲 をば 擲 ゆけ 

れば、 振りぬ きて、 二三 段ば かり 擲 ゆられて 仆れ 伏しに けり。 身碎 けて， 起き 上るべく 

も なくなりぬ。 それ をば 知らす、 業 村が ある 方 ざまへ 走り かよりければ、 業 村 も 目 を か 

けて 逃 ゆけ り。 心 もお かす 追 ひければ、 朱 雀 門の 方 ざまに 走りて、 脇の 門より 走り 入る 
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聲 高し 靜 にせよ 

と b はんが. S し 


尻 森 —尻べ た 


脇 を かきて 1 腕 

の 脇 を かくはて 

自負 得意の さま 

教議 にて こも S 

一 Kl 今昔 Si 「辛 

くて こ そ 生か 

め」 とぁジ 


ば、 さすがに や ごつな き 所の 衆 共の する 事 なれば， 破りて はえ 通らぬ に、 長矮ら かなる 

ラ への タぬ こミび W  す 

衆の、 冠袍 衣、 他人より は 少しよ ろしき が、 巾に 優れて 出で立ちて、 痛く 制する. か あり 

ける を、 業 村 は 見つめて けり。 いざく 歸 りなん とて 本の 朱 雀 門に 歸 りぬ。 そこにて い 

ふ、 この 大擧 の衆惡 しき 奴 ども かな、 何の 心に 我等 をば 通さ じと はする ぞ、 唯 通らん と 

あ す  たけ ひき 

思 ひつれ ども、 さも あれ、 今日は 通らで 明日 通らん と 思 ふなり， 長矮 やかに て， 中に 優 

れて なりせ いせんと いひて， 通さ じと 立ち塞がる 男、 にくき やつな り、 明日 通らん にも、 

なにね し  け た * 

必す 今日の やうに せんすらん、 何 主、 その 男が 尻 鼻、 血 あゆば かり 必す蹴 給へ といへば、 

さい はる-. 相 僕 脇 を かきて、 おのれが 躪 てんに は、 いかにも 生か じ もの を、 敖孿 にて こそ 

生かめ とい ひけり。 この 尻 蹴よ と 言 はる-' 相撲 は、 おほえ ある 力 他人より は 優れ、 走り 

とくな ど ありけ る を 見て、 業 村 もい ふなり けり。 さて その 日 は、 各 家に かへ りぬ。 又の 

日に なりて、 昨日 參ら ざり し 相撲な ど數多 召し集めて， 人が ちに なりて 通らん と 構 ふる 

を、 大擧の 衆 もさ や 心得に けん， 昨日より は 人 多くな りて. かしが ましうな りせい せん 


つ 》» 閤 |ま つ - 

ちゃみ 


神 等に hx- 


〇 今昔 二十 三、 

大舉衆 試 相撲 入 

成 村 語 照 

相撲 節-. 古 は 七 

月に 相撲 人を禁 

苑に 召して 角力 

せしめら るく, J 

と ぁジ、 を 相 

機節會 とお ふ 

大學の 衆 IK 畢 

の 畢生 

な り せ W せ ん I 


怪む ほどに、 空 もつ-" 闇に なりて、 あさましく 恐し ゆにて、 この 山 震ぎ 立ちに けり。 こ 

はいかに くと 罵り 合 ひたる 程に、 唯 崩れに 崩れ もて ゆけば、 女は實 しける もの をな ど 

言 ひて、 逃 ゆ 得た る 者 も あれ ども、 親の行^^も知らす、 子 を も 失 ひ、 家の 物の 具 も 知ら 

すな どして、 をめ き 叫び あ ひたり。 この 女 一人 ぞ 子孫 も 引き 具して、 家の 物の 具 一つ も 

失 はすして、 かねて 逸け 返き て靜に 居たり ける。 かくて この 山 皆 崩れて、 深き 海と なり 

にければ、 二れ を 嘲り笑 ひし 者 ども は 皆 死にけ り。 あさましき 事な りかし。 

業村强 力の 學士に 逢 ふ 事 

なり むら 

昔、 業 村と いふ 相撲 ありけ り。 時に 國々 の 相撲 どもの ほり 集りて、 相撲 節 待ちけ る ほど、 

朱 雀 門に 集りて 涼みけ るが、 その 邊 遊び 行く に、 大擧の 東門 を 過ぎて、 南 ざまに 行かん 

あまた 

としけ る を、 大擧の 衆 共 も數多 東の 門に 出で て、 涼みて 立てり ける に、 この 相撲 どもの 

過ぐ る を 通さ じと て、 なりせ いせん、 なりたか しとい ひて、 立ち塞がりて 通さ r り けれ 
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ひける を も、 我 を あざけり ていふと も 心得す して、 さらなり、 いかで か は 我 一 人 逃 ゆん 

と 思 ひて、 &ゅ 申さ r るべき とい ひて、 歸り 降りに けり。 この 男 ども * この 女 は 今日はよ 

血 It て I も來 じ， 明が又來て1HI^^に、 威して 走らせて 笑 はんと 言 ひ 合せて、 血 を あやして 卒都婆 

血を涵 らし モ： 《  , 

"  に 能く 塗り 附 けて、 この 男 ども 歸 りおり て、 里の 者 どもに、 この 麓なる 女の 日毎に 峯に 

登りて、 卒都婆 見る を 怪し さに 問へば、 云々 なんいへば、 明日お どして 走らせん とて、 

卒都婆に 血 を 塗りつ るな り、 さぞ 崩る らん もの やな ど 言 ひ 笑 ふ を、 里の 者 ども 閒き傳 へ 

て、 を こなる ことのた めしに 引き 笑 ひけり of. かくて 又の日 女 登りて 見る に、 卒都婆に 血 

たが  さけ 

おほら か— 多く のお ほら かにつ きたりければ、 女う ち 見る まよに 色 を 違へ て仆れ まろび 走り 歸 りて 叫 

び 言 ふやう、 この 里の 人々、； 疾く逃 ゆ 返き て 命 生きよ、 この 山 は 只今 崩れて， 深き 海に 

具足— 道具 なりなん とすと、 普く 告ゅ廼 して、 家に 行きて、 子孫 共に 家の 具足 どもお ほせ 持たせて， 

おのれ も 持ちて、 手 惑して 里う つりしぬ。 これ を 見て 血附 けし 男 ども、 手打ちて 笑 ひな ど 

いかづち 

する 程に、 その 事 ともなく さ *i めき 罵り あ ひたり。 風の 吹き 來 るか. 雷の 鳴る かと 甲ん ひ 


りけ り。 男 ども 女に いふ やう、 わ 女 は 何の 心に よりて、 我等が 涼みに 來る だに， 暑く 苦 

しく 大事なる 道 を、 涼まん と 思 ふに よりて 登り 來る だに こそ あれ. 涼む こ ともなし、 別 

にす る 事 もなくて、 卒都婆 を 見廻る を 事に て， 日々 に 登りお る M こそ 怪しき 女の わざな 

れ、 この 故知ら せ 給へ と 言 ひければ， この 女、 若き 主た ちは實 にあ やしと 思 ひ 給 ふらん、 

かく 詣で來 てこの 卒都婆 見る こと は、 この頃の 事に しも 侍らす、 物の 心 知り始め てより 

後 この 七十 餘年、 日每 にかく 登りて 卒都婆 を 見 奉るな りと いへば、 その 事の 怪しく 侍る 

親 I 今昔に 父と なり、 その 故 をの 給へ と 問へば、 おのれが 親 は、 百 二十に てなん. u せ 侍りに し、 祖父 は 

ぁリ  ち.. お ほぢ 

それに 又 父祖 父 百 三十ば かりにて ぞ 失せ 給へ りし， それに 又 父祖 父な ど は、 二百 餘 年まで ぞ 生きて 侍り 

など は I 今昔に 

.^p^^ ける、 其 人々 の 言 ひ 匿 かれたり ける とて、 此 卒都婆に 血の 附 かん 折に なん、 此山は 崩れ 

て 深き 海と なるべき となん 父の 申し 置かれし かば， 麓に 侍る 身 なれば、 山崩れな で打掩 

はれて 死に もぞ すると 思へば、 若し 血附 かば 逃け て 返かん とて、 かく 日毎に 見 侍るな り 

は 晨 といへば、 この 聞く 男 ども を こがり 嘲りて、 恐し きこと かな， 崩れん 時 は告ゅ 給へ など 笑 
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〇 今昔 十、 矗每 

日 見卒！ 一? 够付血 

語 S5i  i 


しみ 乙 ほり I？ 

ゆる 意 


唐 卒都婆に 血つ くる 事 

も ろ こし  いた r き  そ ミ ほ 

昔、 唐土に 大 なる 山 ありけ り。 その 山の 巔に、 大 なる 卒都婆 一 つ 立てり けり。 その 山の 

麓の 里に、 年 八十ば かりなる の 住みけ るが、 日に 一度、 その 山の 峯 にある 卒都婆 を必 

す 見け り。 高く 大 なる 山 なれば、 麓より 峯へ 登る ほど. 險 しく 蛆 しく 道 遠 かりけ る を、 

いかづちな 

雨降り 雪降り、 風 吹き 雷鳴り、 しみこ ほりた るに も、 又 暑く 苦しき 夏 も 一日 も缺 かす、 必 

わら はべ 

す 登りて この 卒都婆 を 見け り。 かくする を 人え 知ら ざり ける に、 若き 男 ども も 童 も、 夏 

暑 かりけ る ころ 峯 にの ほりて、 卒都婆の もとに 居つ i 涼みけ るに、 この 女 汗 を 拭 ひて、 

腰 二重なる ものの 杖に すがりて、 卒都婆の もとに 來て、 卒都婆 を廼 りければ、 拜み 奉る 

あまた たび . 

かと 見れば、 卒都婆 をう ち 廻りて は、 卽ち 返りく する 事 一度に も あらす、 數多度 この 

涼む 男 どもに 見えに けり。 この 女 は、 何の 心 ありて、 かくは 苦し きにする かと 怪しが り 

て、 今日 見えば、 この 事 問 はんと 言 ひ 合せけ る 程に、 常の 事 なれば、 この 女 匐 ふ/、 登 


金 

l 此七字 今昔に 

よりて 稍 ふ 


宿に こそ II 本 


誰 ぞと問 ふ聲を 開きて、 我 妻の 下なる 所に 臥して 思 ひける やう， 晝我 男の 氣 色の 怪し か 

& そか  ひ！ =た がへ  た 

りつる、 それが 密に來 て 人 違な どす るに やと 覺ぇ ける 程に、 驚き さわぎて、 あれ は 誰ぞ， 

こ W ひ！ it 

盜人 かなと 罵る 聲の我 妻に て ありければ、 他人々 の 臥した るに こそと 思 ひて、 走り出で 

て、 妻が 許に いきて 髻を とりて 引き 伏せて、 如何なる 事 ぞと問 ひければ、 妻され ばよ と 

あやまち  かしこ  じ や、？. 》 ふ こ よ ひ 

思 ひて、 かしこう いみ じき 過す らん、 彼 所に は 上 藤の 今宵ば かりとて 借らせ 給 ひつれ 

ば、 貸し 奉りて、 我 は 宿に こそ 臥し たれ、 希有の わざす る 男 かなと 罵る 時に ぞ、 明衡も 

驚きて， いかなる 事 ぞと問 ひければ、， その 時に 男 出で 來 ていふ やう、 おのれ は 甲斐 殿の 雜 

色 某と 申す 者に て 候 ふ、 一家の 君お はしける を 知り 奉らで、 ほと く 過 をなん 仕るべく 

候 ひつる に、 希有に 御 指貫の くより を 見つけて、 しかぐ 思 ひ 給へ てなん、 腕 を ひきし r 

めて 候 ひつる とい ひて、 いみ じう 詫びけ る。 甲斐 殿と いふ 人 は、 この 明銜の 妹の 男な りけ 

り。 思 ひかけ ぬ 指貫の く i りの 德に、 希有の 命 を こそ 生きたり けれ。 か. -れば 人 は 忍ぶ 

とい ひながら、 あやしの 听には 立ち寄る まじき なり。  き 
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〇 今昔 二十 六、 

藤 原 明 衡@臣 若 

時 行 女 許 語 照 


いひ かけて、 又 同じ やうに 笛吹きて 行く。 この 人の 氣色、 今 は 逃ぐ ともよ も 逃さ じと 覺ぇ 

ければ、 鬼に 神 取られた る やうに て、 共に 行く ほどに 家に 行きつ きぬ。 何 所ぞと 思へば、 

攝津前 司保昌 とい ふ 人な りけ り。 家の 内に 呼び入れて、 綿 厚き 衣 一つ を 賜 はりて、 衣の 

用 あらん 時は參 りて 申せ、 心 も 知ら ざらん 人に 取り か- - りて、 汝 あやまち すなと ありし 

こそ、 あさまし くむく つけく 恐し かりし か。 いみ じかり し 人の 有樣 なりと， 铺 へられて 

後 かたりけ る。 

明衡 狭に 逢 はんと 欲する 事 

昔 博士に て、 大學 頭明衡 とい ふ 人 ありき。 若 かりけ る 時、 さるべき 所に 宮仕 しけろ 女房 

ふ  びん  かたはら  ゆ す 

を かたら ひて、 その 所に 入り 臥さん 事 便な かりければ、 その 傍に ありけ る 下種の 家 を 借 

りて、 女房 かたら ひ 出して 臥さん とい ひければ、 男 あるじはなくて 妻ば かり ありけ るが、 

いと 易き 事と て、 お のれが 臥す 所より 外に 臥す ベ き 所な かりければ、 我 臥し 所 を 去り て， 


そば はさみて 1 

股 まもと りて は 

さむな り 


足 を 高く して I 

今昔に 「足音 を 

高 くして」 と あ 


月の 朧な るに、 衣數多 著たり ける ぬしの、 指貫の そば はさみて、 きぬの 狩 衣め きたる！" 

ひミり  きね 

て、 唯一 人 笛吹きて、 行き もやら すねり 行けば、. あはれ これ こそ、 我に 衣 得させん とて 

出で たる 人な めれ とお も ひて、 走り か i りて 衣を剝 がんと 思 ふに、 怪しく 物の 恐し く覺 

えければ、 添 ひて 二三 町ば かり 往け ども、 我に 人 こそ 附 きたれと 思 ひたる 氣色 もな し。 

いよ/ > 、笛 を 吹きて 注けば、 試みん と 思 ひて、 足 を 高く して 走り 寄りた るに、 笛吹きな 

がら 見 かへ りたる 氣色、 取り か-. るべ くも 覺ぇ ざり ければ 走り 退きぬ。 かやう に 數多度 

とさ まか ラ さまに する に、 露ば かり も騷 ぎた る氣 色な し。 希有の 人 かなと 思 ひて. 十餘 

町ば かり 具して 行く。 さりと てあらん や はと 思 ひて、 刀を拔 きて 走り かより た る 時に 

そのたび 笛 を 吹き 止みて、 立ち かへ りて、 こ は 何者 ぞと問 ふに、 心 も 失せて、 我に も あ 

らで つい ゐられ ぬ。 又い かなる 者ぞと 問へば、 今 は 逃ぐ ともよ も 逃さ じと 覺 えければ、 

ひ はぎ 


引 にさぶ らふと いへば、 何者 ぞと 問へば、 字袴垂 となんい はれさぶ らふと 答 ふれ 

ば、 さいふ 者 ありと 間く ぞ、 危 ふゆに 希有の やっかな とい ひて、 共に まう で ことば かり 
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うる せ き やつ. 

巧 ii なる 者 

引剝 I 追剝 


けしう は あら t 

I 其方に 赴く も 

K. 都合な し 


かたへ.！ 少數の 

者 


なりぬ らんと 思 ふ 程に， この 童い かにして か 入り けん， 入り 來る 音す る を、 侍、 誰ぞそ 

いら  おん タきゃ 5 

の 童 はと、. けし きどりて 問へば， 悪しく 答へ なんす と 思 ひ 居た る 程に、 御 讀經の 僧の 童 

子に 侍りと 名のる。 さ 名のられて 疾く 過ぎよ とい ふ。 賢く 答へ つる 者 かな、 寄り 來て、 

例 呼ぶ 女の 童の 名 や 呼ばん すらん と、 又 それ を 思 ひ 居た る 程に、 寄り も來で 過ぎて いぬ。 

この 童 も 心得て けり、 うるせ き やつ ぞ かし、 さ 心得て は、 さりと もた ばかる 事 あらんす 

らんと、 i の 心 を 知り たれば、 たのもしく 思 ひたる 程に、 大路に 女の 聲 して， 引剝 あり 

て 人 殺す やと をめ く。 それ を 聞きて、 この 立てる 侍 ども、 あれ 搦 めよ や、 けしう は あら 

じと 言 ひて、 皆 走り か-りて， 門 を もえ あけ あへ す、 崩より 走り出で て、 何方へ 去ぬ る 

こなた かなた 

ぞ， 此方 彼方と 尋ね 騷ぐ 程に， 此 童の 謀る ことよと 思 ひければ、 走り出で て 見る に、 門 

をば 閉 したれば 門 をば 疑 はす、 崩の もとに， かたへ は留 りて とかくい ふ 程に、 門の もと 

に 走りより て、 鎌 を 揄ぢて 引き 拔 きて、 上ぐ る ま-に 馳せ 退きて、 築 土 走り 過ぐ る 程に 

ぞ、 この 童 は 馳せぁ ひたる。 具して 三 町 計 走り 延びて、 例の やうに のどかに 步 みて、 い 
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主の 男 I 女房の 

仕 ふる 男 主人 


もしゃ 聞きつ { 

ると I 今昔 si は 

「若 ゃ來 ると J と 


主の 女 も 聞き 驚き、 二人 臥したり ける が， 起きて 季通も 装束して 居たり。 女房 上に 昇り 

て尋 ぬれば、 侍 共の 心 合せて すると は 言 ひながら、 主の 男 も、 空しら すして おはす る 事 

と閒き 得て、 すべき やうなくて 局に 歸 りて 泣き 居たり 。季 通いみ じき わざ かな， 恥 を 見 

てんずと 思へ どもすべき やうな し。 女の 童 を 出して、 出で て往 ぬべき 少しの 隙 や あると 

見せ けれども、 さやう の 隙 ある 所に は、 四 人 五人づ つくより を あゆ そば を夾 みて、 太刀 

を 佩き 杖 を脇夾 みつ. -皆 立てり ければ、 出づ べき やう もな しと 言 ひけり。 この 駿河前 司 

は， いみ じう カぞ强 かりけ る。 いか *i せん 明けぬ とも、 この 局に 籠り 居て こそ は、 引出 

に 人り 來ん ものと 取り合 ひて 死なめ、 さりと も 夜明けて 後、 我 ぞ人ぞ と 知りなん 後に は、 

兎も角もえ せじ、 從者 ども 呼びに 遣りて こそ、 出 でても 行かめ と 思 ひ 居たり けり。 曉に 

この 童の 來て、 心 も 得す 門 叩きな どして、 我 小舍人 童と 心得られて、 捕へ 縛られ やせん 

すらん と、 それ ぞ 不便に 覺ぇ ければ、 女の 童 を 出して、 もしゃ 聞きつ くると 伺 ひける を 

も、 侍 ども はしたなく いひければ、 泣きつ ょ歸 りて 屈まり 居たり。 か- -る ほどに、 曉 方に 


 宇治 拾遺 物語  六  一 一  

泣く く 喜びて、 多くの 事 どもして 飽かす ぞ 喜びけ る。 誰と は覺 えす、 大納言まで なり 

給 ひける とぞ。 

0<?1 一十一 一一、  季通 狭に 逢 はんと 欲する 事 

駿河前 司 橘季通  フー 、、ゴ 5  »<  /  ,f  -  I 

！ E ぬ 語お 一照 

昔、 駿河前 司橘季 通と いふ 者 ありき。 それが 若 かりけ る 時、 さるべき 所な りけ る 女房 を、 

忍びて 行き 通 ひける ほどに、 其 所に ありけ る 侍 ども， なま 六 位の 家人に てあらぬ. か、 宵 

^^^1 苦め 懲 曉 にこの 殿へ 出で 入る 事 わびし、 これ 閉て 籠め て 勘 ぜんとい ふ 事 を、 集りて 言 ひ 合せけ 

り 。かよる 事 を も 知らで、 例の 事 なれば、 小 舍人童 一 人 具して 局に 入りぬ 。童 をば、 あ 

こ  A のこ 

かっき 迎 へに 來ょ とて 返し やりつ。 この 打たん とする 男 ども 伺 ひ 護り ければ、 例の ぬし 

来て、 局に 入りぬ る はと 告ゅま はして、 彼方此方の 門 ども を閉し 廻して、 鎗 取り 置きて、 

ひ きづ ゑ  つ いぢ V づれ  ふた 

£ ？? 杖して ー 杖 を 侍 ども 曳 杖して、 築 土の 崩な どの ある 所に 立ち塞がりて 護り ける を、 その 局の 女の 童け し 

後に 隠して 良き 

あるくな り きどりて、 主の 女房に かよる 事の さぶ らふ は、 いかなる 事に か険 ふらんと^ ゆければ、 


つぶ？ （-と 夜 1 

夜 おもねず- 1 ぐ 

どく どと つ ぶ や 

きて 一 夜寢 入り 


しき を ふせたり 

ける- 1 しき 神 を 

使 ひて 調伏す る 


まもり 強 かりけ 

る 入— 种怫の 守 


將 


つる 程に 日 も 暮れぬ。 晴明、 少將 をつ と 抱きて 身が ため をし、 又 何事に か、 つぶく と 

夜 一 夜い もね す、 聲絕 もせ す 讀み 聞かせ 加持し けり。 秋の 夜の 長き によく くしたり け 

れば、 曉 方に 戶をは たくと 叩け るに、 あれ 人出して 聞かせ 給へ とて、 閗 かせければ、 

この 少將の ぁひ聱 にて、 藏 人の 五位の ありけ る も、 同じ 家に あなた こなたに 据 ゑたり け 

るが、 この 少將 をば 善き 顰 とて かし づき、 今】 人 をば 殊の外に 思 ひ 落したり ければ、 ね 

たがりて、 陰陽師 を 語ら ひて、 しき を ふせたり けるな り C さて その 少將は 死なん としけ 

る を、 晴 明が 見つけて 夜 一夜 祈りたり ければ、 その ふせけ る 陰陽師の 許より 人の 来て、 高 

やかに 心の 惑 ひける ま i に， 由な くま もり 强 かりけ る 人の 御爲 に、 仰せ を 背か じと てし 

きふせ て、 旣 にしき 神 かへ りて、 おのれ 只今し きに うてて 死に 侍りぬ、 すま じかり ける 

事 をして と 言 ひける を、 晴明 これ 聞かせ 給へ、 昨夜 見つけ 參らせ ざら まし かば、 かやう 

にこ そ 候 はま じと いひて、 その 使に 人 を 添へ て 遣りて 閒 きければ、 陰陽師 はやが て 死に 

けりと ぞい ひける。 しき を ふせさせ ける |jr をお、 its:. かて. M ひ 絵て ける とぞ。 ^に ほ. 
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晴明藏 人 少將を 封す S 事 

昔、 晴明 陴に參 りたり ける に、 前驅 花やかに おはせ て， 殿上人の 參り ける を 見れば、 蔵 

人の 少將 とて、 まだ 若く 花やかなる 人の、 容體 まことに 淸 ゆにて、 車より 下りて に 

、，へ  ま J 

參 りたり ける 程に、 この 少將の 上に 烏の 飛びて 通りけ るが、 糞 をし かけけ るを晴 明きと 

見て、 あはれ 世に も 逢 ひ、 年な ども 若くて 溶體 もよ き 人に こそ あんめれ、 しきに うてけ 

るに か、 この 烏 はしき 神に こそ あり けれと おも ふに、 しかるべ くて、 この 少將の 生く ベ 

き 報 や あり けん、 いと ほしう 晴 明が おほえて， 少將の 側へ 歩みより て、 御前へ 參らせ 給 

ふか、 さかし く. &す やう なれ ど、 何 か 參らせ 給 ふ、 殿 は 今夜え すぐ させ 給 はじと 見 奉る 

ぞ、 しかるべ くて、 おのれに は 見えさせ 給へ るな り、 いざさせ 給へ、 物 試みん とて この 

ひとつの 車に 乘 りければ、 少將 わな 卞 きて、 あさましき ことかな、 さらば 助け 給へ とて、 

1 つ 車に 乘 りて 少將の 里へ 出で ぬ。 申の 時ば かりの 事に て ありければ、 かく 出で などし 


はな もて あゆ 

に 召し 上 ゆて ありけ るに、 この 童 鼻 持 上の 木 を 取りて、 うる はしく 對ひ 居て、 よき ほど 

に 高から す 低から す もた けて、 粥 をす よら すれば、 . この內 供、 いみ じき 上手に て ありけ 

u:^""! さ り、 例の 法師に は 優りたり とて、 粥 をす よる ほどに、 この 童 鼻 を ひんと て， 側樣に 向き 

て 鼻 を ひる 程に、 手 震 ひて、 鼻 持 上の 木 ゆるぎて、 鼻 外れて 粥の 中へ ふたりと うち 入れ 

ひと もの ー 「む つ。 內 供が 顔に も、 童の 顔に も、 粥とば しりて ひと もの か. - りぬ。 內供大 に 腹立ちて， 

ちん  頭 顔に かよりた る 粥 を 紙に て 拭 ひつ. -、 おのれ はまが くし かりけ る 心持ちた る 者 かな、 

や ごつな き I や 心なし の乞兒 と はお のれが やうなる 者 をい ふぞ かし、 我なら ぬ や ごつな き 人の 御 鼻に も 

んど となき  しれもの 

こそ ま ゐれ、 それに はかく や はせんす る、 うたて なりけ る 心なし の癡者 かな， おのれ 立 

て 立てと て 追 ひて ければ、 立つ まよに、 世の 人の か. -る鼻 持ちた るが おはし まさば こそ、 

はな もた ：&  ^ こ  5 しろ に  の 

鼻 持 上に も參ら め、 愚戲の 事の 給へ る 御 房 かなと 言 ひければ、 弟子 ども 物の 後に 逃 ゆ 返 

きて ぞ笑 ひける 0  .  , 


卷  二  五 九 
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かり 穴 あけた る 


さらめ かし I さ 

ち さら と Ipfe て 

て わかすな リ 


中大 i 子 ー 今昔 

に は 中 童子と あ 


下に 物 を あてて 人に 踏ま すれば、 粒立ちた る 穴 ごとに 煙の やうなる 物 出づ。 それ を 痛く 

踏めば、 白き 蟲の 穴每 にさし 出づる を、 毛拔 にて 拔 けば、 四 分 計なる 白き 蟲を穴 毎に 取 

りいだ す、 その 跡 は 穴 だに あきて 見 ゆ。 それ を 又 同じ 湯に 人れ て、 さらめ かし 沸す に、 

ゆ づれば 鼻 小く 凋み あがりて、 唯 人の 鼻の やうに なりぬ。 又 二三 日に なれば、 ぎの 如 

くに 膨れて 大きにな りぬ。 かくの 如くし つ V 膨れた る 日數は 多く ありければ、 物喻ひ 

ける 時 は 弟子の 法師に、 平なる 板の 一尺 計なる が、 廣さ 一寸 計なる を 鼻の 下に さし 入れ 

むか  かみ  こ ミ び 5i 

て、 對ひゐ て、 上 ざまへ もて あゆ させて 、物陰 ひ はつる まで はありけ り。 他人して もて あ 

ゆ さする 折 は、 荒く もて 上 ゆければ、 腹 を 立てて 物 も 喰 はす 0 されば この 法師 一 人 を 定め 

て、 物 喰 ふたび ごとに 持て 上 ゆ さす。 それに 心地 惡 しくて、 この 法師 出で ざり ける 折に、 

朝粥喻 はんとす るに、 鼻 を 持て 上ぐ る 人な かりければ、 いかに せんなん どい ふ 程に、 使 

ひける 童よ く 持て 上 ゆ 參らせ てん、 更に その 御 房に はよ も 劣ら じと いふ を、 弟子の 法師 

聞きて、 この 童の かくは 申す といへば、 中 大童 子に て、 みめ も稳 ゆなく ありければ、 上， 
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宇治 拾遺 物語  五六 


そ 出さめ とい へ ども、 僻事な した まひ そ、 唯 厚行が 門より 出し 奉らん と 言 ひて か へ りぬ o; 

我 子どもに いふ やう. 隣の 主の 死にた るいと ほしければ、 弔問に 行きたり つるに、 あの 子： 

どもの いふ やう、 忌の 方 なれ ども、 門 は 1 つなれば、 これより こそ 出さめ とい ひつれば、 一 

いと ほしく 思 ひて、 中の 垣 を 破りて、 我 門より 出し 給へ とい ひつる とい ふに， 妻子 ども 一 

0M^^ 聞きて、 不思議の 事し 給 ふ 親 かな， いみ じき 絕穀 の聖 なりと も、 かよる 事す る 人 や は あ 一 

チ? な とな るべ き、 身 思 はぬ とい ひながら、 我家の 門より 隣の 死人 出す 人 や ある、 か へ すぐ も ある 一 

まじき 事な りと 皆い ひ あへ り。 厚行 僻事な 言 ひ 合 ひそ、 た *t 厚行が せんやう に 任せて 見ー 

一 

へ、 物 忌し、 奇 しく 忌む やつ はに 命 も 短く はかぐ しき ことなし、 た r 物 忌まぬ は" 

命 も 長く 子孫 も榮 ゆ、 いたく 物い み奇 しき は 人と いはす、 恩 を 思 ひ 知り、 身 を 忘る-を： 

こそ 人と はいへ、 天道 もこれ を ぞ惠み 給 ふらん、 よしなき 事な 侘び あ ひそと て、 下人 ど： 

11^ 01 も 呼びて、 中の 險垣を 唯 こ ほち に 毀ちて、 それより ぞ 出させけ る。 さて その 事 世に 聞え 一 

はて 編みた る坦  一 

て、 殿ぱ らも あざみ 譽め給 ひけり。 さて その後 * 九十ば かりまで 保ちて ぞ 死にけ る。 そ 一 


宇治 拾遺 物語  五 四 


0 今昔 二十、 下  厚行 死人 を 家よ b 出す 事 

毛 § 行 從我門 

一  昔、 右近 將監 下野 厚行と いふ 者 ありけ り、 競馬に よく 乘り けり。 帝王より 始め 奉りて 

a おほえ 殊に 勝れたり けり。 朱 雀 院の御 時より， 村 上の 帝の 御 時なん ど は、 盛に いみ じき 

舍人 にて、 人 も 許し 思 ひけり 。年 高くな りて、 西の 京に 住みけ り。 隣な りけ る 人 俄に 死にけ 

るに、 この 厚行 弔問に 行きて、 その子に 逢 ひて、 別の 間の 事 ども 弔 ひける に、 この 死にた 

る 親 を 出さん に、 門惡 しき 方に 向へ り、 されば とて さて あるべき にあら す、 門より こそ 

出すべき 事に て あれと いふ を 間き て、 厚行が いふ やう、 惡 しき 方より 出さん 事 殊に 然る 

ベから す、 かつ は數 多の 御子 たちのた め、 殊にい ま はしかるべし、 厚行が 隔の垣 を 破り 

て， それより 出し 奉らん、 かつ は 生き 給 ひたりし 時、 事に 觸れて 情の みあり し 人な り 

か. -る折 だに も その 恩 を 報じ 申さす ば、 何 を もって か 報い 申さん といへば、 子どもの い 

ill ふやう、 無爲 なる 人の 家より 出さん 事 あるべき にあら す、 忌の 方な りと も、 我 門より こ 


わか &レ！ 贊殿 

掛の 一せ 者 


切り 參 CM 料理 

して 食 ひ 


給 はせ つる やうに 取りて 奉りつ ると いひ つれば、 さに こそ は あんなれ と閒 きて なん 侍る、 

事の やう を 知らす といへば、 さらば かひな くと も、 言 ひ 預けつ らん 主 を 呼びて 問 ひ 給へ 

といへば、 男 を 呼びて 問 はんとす るに、 出で ていに けり。 膳部なる 男が いふ やう、 おの 

れが 部屋に 入り 居て 間き つれば、 この わかぬ したち の、 ま 木に 捧 ゆられた る複苴 こそ あ 

れ、 こ は 誰が 置きた るぞ、 何の 料 ぞと問 ひつれば、 誰に か ありつらん、 左 京の さくわん 

の 主な りと いひ つれば、 さて は 事に も あらす、 すべき やう ありと て、 取りお ろして、 鯛 

をば 皆 切り 參 りて、 か はりに 古 尻 切、 平 足駄な どをこ そ 入れて、 ま 木に 置かる と 閗き侍 

りつれ と 語れば、 用經閒 きて、 叱り 罵る 事 かぎりなし。 この 聲を閗 きて、 人々 いと ほし 

とはい はで 笑 ひの. - しる。 用經 しわび て、 かく 笑 ひ 罵られん 程 はあり かじと 思 ひて、 長 

岡の 家に 籠り 居たり。 その後 左 京の 大 夫の 家に もえ 往 かすな りに ける とか や。 


 宇治 拾遺 物語   五 二   

夫 も 客人 も、 あきれて 目 も 口 も あきて 居たり。 前なる 侍 共 も あさましくて、 目 を 見 か は 

して 居な みたる 顏 ども、 いと 怪し ゆなり。 物 喰 ひ 酒飲みつ る 遊 も、 皆 すさまじく なりて、 

い  をの こ  し^ 

一人 立ち 二人 立ち 皆 立ちて 去ぬ。 左 京の 大 夫の いはく、 この 男 をば、 かくえ もい はぬ 癡 

物 狂と は 知りたり つれ ども、 司の かみと て 來睦び つれば、 よしと は 思 はね ど， 追 ふべき 事 

M^^^AIT も あらねば さと 見て あるに、 か i る わざ をして 謀らん をば いか V. すべ， fiZ 物惡 しき 人 は、 

わら ひぐ さ 

はかなき 事に つきても か. i るな り、 いかに 世の 人聞き 傳 へて、 世の 笑 種に せんとす らん 

ちら 

と、 空 を 仰ぎて 歎き 給 ふ 事 限な し。 用經は 馬に 乘 りて、. 馳せ 散して 殿に 參 りて、 贄 殿の 預 

れ r か. i だ 義 澄に 逢 ひて、 この 苞直 をば 惜しと 思 さば、 おいら かに 取り 給 ひて は あらで、 か.. -る事 

をし 出で 給へ ると、 泣きぬ ばかりに 怨み 詈る事 限な し。 義澄 がいはく、 こ はいかに の 給 ふ 

あからさま  4- のこ 

.^^1 つ "ちょ 事ぞ、 苞苴は 奉りて 後、 白地に 宿に 罷りつ とて， おのが 男に いふ やう、 左 京の 大 夫の 主 

の 許から、 苞苴 とりに 遣せ たらば， 取りて それに 取らせよ と 言 ひ 置きて、 まかで て 只今 還 

り參 りて 見る に、 苞 101 なければ、 何 力い ぬる ぞと問 ふに、 しかん、 の 御 使 ありつれば、 の 


時 か はさ-す I 時 

を 移さず 即刻 


a: 魚 箸 1 料理 の 

時 魚 を取极 ふに 

用 ふる 大 なる 箸 


く- * り 引き ゆ ひ 

I 狩 衣の 袖 括り 

の纽 をし むる こ 


尻 切— 草履 


この頃 鳥の 味 ひいと わろ し. 鯉 はま だ 出で 來す、 善き 鯛 は 奇異の ものな りな どい ひ あへ 

り。 用經、 馬控 へたる 童 を 呼び 取りて、 馬 をば 御門の 脇に 驚ぎ て、 只今 走りて 大 殿の 贄 

殿に ゆきて、 贊 殿の 預のギ ： に、 その 置きつ る 苞苴、 只今 遣せ 給へ とさ-めきて、 時 か は 

さす もて こ、 外によ るな、 疾く 走れと て やりつ。 さて 俎 洗 ひて 持て 參れ と聲 高く いひて、 

やがて 用經、 今日の 應丁は 仕らん とい ひて， 3 具 魚 箸け づり、 鞘なる 刀拔 いて 設けつ V 

あな 久し、 いづら 來ぬ やな ど 心 もとな がり 居たり。 遲 しくと 言 ひ 居た る 程に、 遣りつ 

る 童、 木の 枝に j®^ 二つ 結 ひつけて 持て 來 たり。 いと かしこく， あはれ 飛ぶ がごと 走り 

て參 うで 來 たる 童 かなと 譽 めて、 取りて 組の 上に 打ち 置きて、 事々 しく 大鯉 つくらん や 

うに、 左右の 袖つ くろ ひ、 く. -り 引き ゆ ひ、 片膝 立てい ま 片膝 伏せて、 いみ じくつ きづ 

きしく 居な して、 苞苴 の繩を ふつく と 押し切りて、 刀して 藁 を 押し 開く に、 ほろ 


と 物 ども こ ほれて 落つ る もの は、 feh 足駄、 古 尻， 饥、 .fslhal 、古沓 、かやう の 物の かぎり あ 

るに、 用經 あきれて、 刀 も眞魚 箸もう ち 捨てて、 沓も はき あへ す 逃 ゆて 去ぬ。 左 京の 大 


卷 


二 


五 1 
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ぁづ かり  ふたお き 

お ほく 奉りたり ける を、 賛 殿に 持て 參 りたり。 贅 殿の 預義 澄に、 二 卷用經 乞 ひ 取り 

間 木 ー 横木 て、 i がに さ.. ゆて 置く とて、 義澄 にい ふやう、 これ 人して 取りに 奉らん 折に、 遣せ 

給へ とい ひお く。 さて 殿 を 出で て 心の中に 思 ひける やう、 これ 我 司の かみに 奉りて、 を 

かんの 君 i 夫 こづり 奉らん と 思 ひて、 これ を 間 木に 捧 ゆて、 左 京の 大 夫の 許に いきて 見れば、 かんの 

の 君 

出 居 I 客間 點、 5! 居に 客人 二三 人ば かり 來て、 饗應 せんとて、 地 火爐に 火お こしな どして、 我が も 

とに て、 物喻 まんと する に、 はか <> しき 魚 もな し。 鯉 鳥な ど 用 ありけ なり。 それに 用 

ぁら| 

經が 申す やう、 用經が 許に こそ、 津の國 なる 下人の 鯛の 苞苴、 三つけ さ 持て まう で 来た 

りつる を、 一 卷 たべ 試み 侍りつ るが、 え もい はす めでたく 候 ひつれば、 今 一 ー卷 はけが さで 

置きて さぶ らふ， 急ぎて まう でつ るに、 下人の 候 はで 持て 參り候 は ざり つるな り、 只今 

くちわき  の ご 

取りに つか はさん はいかに と、 聲 高く したりが ほに 袖 をつ くろ ひて、 口脇 かい 拭 ひな ど 

して、 ゐ あがり のぞきて 申せば、 大夫 さるべき 物の なきに、 いと 善き ことかな、 疾く取 

りに 遣れとの 給 ふ。 客人 ども も 喰 ふべき 物の 候 は ざり つるに、 九月ば かりの 頃 なれば、 
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四 八 


纏 


めに して 


IS 屋召 すと. S ひ 

ければ 1:^ 下に 

股 文 ある ぺ し 


げんに あり— 現 

に 在り 

看督長 I 檢 非違 

使 廳 に感 す、 檢 

非 i せ 使と は螯察 

を 掌 S 役所な り 

大理 I 檢非這 使 


降りな どして、 少しも 得 取ら ざん なる に、 これ はさる こ ともなし。 この 後 もこの 金 を 取 

りて、 世の中 を 過ぐべし と、 嬉しくて 秤に かけて 見れば， 十八 兩ぞ ありけ る。 これ を箔 

に 打つ に、 七 八 千 枚に 打ちつ。 これ を まろけ て、 『皆 買 はん 人 もがな と 思 ひて 暫く 持ちた 

る ほどに、 檢 非違 使なる 人の 東 寺の 佛 造らん とて、 箔を 多く 買 はんとい ふと 告 ぐる 者 あ 

りけ る。 喜びて、 懷 にさし 入れて 行きぬ。 箔屋 召す とい ひければ、 いくらば かり 持ちた 

る ぞと問 ひければ、 七 八 千 枚ば かり 候 ふとい ひければ、 持ちて 參 りたる かとい へば、 候 

ふとて 懷 より 紙に 包みた る を 取り出したり。 見れば、 破れす 廣く 色い みじかり ければ、 

廣 ゆて 數 へ ん とて 見れば、 ち ひさき 文字に て、 金 御嶽 云々 と、 J とぐ く 書かれたり。 心 も 

えで， この 書付 は 何の 料の 書付 ぞと 問へ ぱ、 箔打 書付 も 候 はす， 何の 料の 書付 か は 候 は 

ん といへば、 けんに あり、 これ を 見よ とて 見す るに、 滔打 見れば まことに あり。 あさま 

しき ことかな と 思 ひて， 口 もえ あかす。 檢 非違 使、 これ はた 5.* ごとに あらす、 樣 あるべ 

か 5j の を 3 

きとて， 友 を 呼び 具して、 金 をば 看督 長に 持たせて， 箔打 具して 大理の もとへ 參 りぬ マ 


箔打 I 金銀 范 

を 打つ 職人 


難所 


あれに のみ 荒れ まさりけ り。 この 千手院 にも、 人 多く 死にければ 住み 煩 ひけり 0 この 厳 

を 見る に 誠に 龍の 大口 を あきたる に 似たり。 人の いふ こと は、 實 にも さあり けりと 佾正 

思 ひ 給 ひて、 この 巌の 方に 向 ひて、 七日 七夜 加持し 給 ひければ、 七日と いふ 夜半ば かり 

に、 空藝り 震動す る 事 夥し，。 大嶽 に黑雲 かよりて 見えす， 暫間 ありて 空 晴れぬ。 夜明け 

て 大嶽を 見れば、 泰 龍巖碎 けて 散り 失せに けり。 それより 後、 彼の 西 塔に 人 住み けれど 

も 祟な かりけ り。 西 塔の 僭 ども は、 件の 座主 を 今に 至る まで 尊み 拜 みける とぞ 語り 傳へ 

たる、 不思議の ことなり。 

金 峯山笛 打の 事 

► . .  はく、 つち  み fc け で  かなく づれ  まこ ミ 

今 は 昔 七 條に箔 打 あり， 御嶽 詣 しけり。 參 りて 金 崩 を 行いて 見れば、 實の 金の やうに 

て ありけ り。 嬉しく 思 ひて、 件の 金 を 取りて 袖に 包みて 家に かへ りぬ。 おろして 見 けれ 

ば、 き；. 0 くと して 實の 金な りければ、 不思議の 事な り。 この 金 取れば， 雷鳴. 地震、 雨 
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弓？ f 殿 I 校 書 殿 

御前 ー 前駆 

おな く  I 一面お 


そ ひ はて 

傍の 義 

大嶽 ー 大比歙 と 

も I 


の 煙 空へ あがりて、 扇ば かりの 黑 雪になる。 上達部 は 南 殿に 列び 居、 殿上人 は 弓 場 殿に 

立ちて 見る に、 上達部の 御前 は 美 福 門よりの ぞく。 かく 見る ほどに、 その 雪 群な く 大空 

に 引 塞ぎて， 龍神 震動し 電光 大千界 に 満ち、 車軸の 如くなる 雨降りて， 天下 忽 にうる ほ 

ひ， 五穀 豐饒 にして 萬木果 をむ すぶ 。見聞の 人歸 依せ すと いふ ことなし。 さて 帝 大臣 公 

ザる き  しる 

卿等隨 喜して 僧都に なし 給へ り。 不思議の 事 なれば、 末の世の 物語に かく 記せるな り。 

同 僧正 大嶽の 岩い のる 事 

今 は 昔、 靜觀佾 正 は、 西 塔の 千手院 とい ふ 所に 住み 給へ り。 その 所 は 南に 向うて、 大嶽 

を 守る 所に て ありけ り。 大嶽の 乾の 方の そ ひに 大 なる 厳 あり、 その 岩の 有樣 龍の 口 を あ 

きたる に 似たり けり。 その 岩の 筋に 向 ひて 住みけ る 僭 ども、 命 もろく して 多く 死にけ り。 

しばらく はいかに して 死ぬ る やらん と、 心 も 得 ざり ける ほどに， この 岩の ある ゆ ゑぞと 

言 ひ 立ちに けり。 この 岩を議 龍の 厳と ぞ名 づけたり ける。 これによ りて 西 塔の 有樣、 唯 


, ひける。 

靜觀 僧正 雨 を 祈る 法 驗の事 

今 は 昔、 延鏖の 御 時 旱魃したり けり。 六十 人の 責佾を 召して、 大 般若 經讀. しめ 給 ひけ 

くろけむり  しろし あら は 

illM^ るに、 儈 ども 黑煙を 立てて、 驗 現さん と 祈り けれども、 いたくの み 暗れ まさりて 日强く 

どの 煙なる べし 

照りければ、 帝 を 始めて， 大臣 公卿、 百姓 人民、 この 一 事より 外の 嘆な かりけ り。 藏 人頭 を 

召し寄せて、 靜 觀 佾 正に 仰せ 下さる. - やう、 殊更 思し 召さる. - やう あり、 かくの 如く 方 

，の もと— 垣の "が の 御 祈 ども、 させる 驗 なし、 座 を 立ちて 別に 壁の もとに 立ちて 祈れ、 思し 召す やう あれ 

ば、 取り分け 仰せつ くるな りと 仰せ 下されければ、 靜觀佾 正、 其 時 は 律師に て、 ト： に 佾都、 

南 殿 ISI 殿 憎 正、 上菔 どもお はしけれ ども、 面目 限なくて、 小  1 殿の 御 階より 降りて、 屛の もとに 北 

北^ 1 龍神 は 北  か. 7 ろ  S せい 

方 を5を 以て 向に 立ちて、 香爐 取りく びりて、 額に 香 爐を當 てて 祈請し 給 ふ 事、 見る 人 さへ 苦しく 思 

也 

ひけり。 熱き 日の 暫し もえさし 出で ぬに、 淚を 流し 黑煙を 立てて 祈請し 給 ひければ、 香爐 


ねく？^ と. I、 む 

の 行く ほど 食 は 

せ 給 ふなり 


ゑ ど I3i 土に て 

糞の こと 


せ 給 ひければ、 いみ じゅなる 聖步み 參る。 その 尻に、 餓鬼， 畜生、 虎狼、 犬 烏， 萬の 鳥 

こ to びミ 

獸 など、 千 萬と 歩み 衝 きて 來 ける を、 他人の 目に 大 かたえ 見す、 唯聖 一 人との み 見け る 

お-、 f 

に、 この 大殿 見つけ 給 ひて、 されば こそい み じき 聖に こそ あり けれ、 めでたしと おほえ 

お もの  むしろ こも しき 4* け ひつ 

て、 白米 十 石 を 御 膳に して、 新しき 筵 菰に折 敷桶櫃 などに 入れて、 いくく と 置きて 喰 

はせ させ 給 ひければ、 後に 立ちた る もの どもに 喰 はすれば、 集りて 手 を さよ ゅ皆喻 ひつ。 

聖 はつゆ 喰 はで 悦びて 出で ぬ。 されば こそ 凡人に は あら ざり けれ、 佛 などの 變 じて あり 

こ W び S 

き 給 ふに やとお ほしけ り。 他人の 目に は唯聖 一 人して 喰 ふとの み 見えければ、 いと r あ 

さましき 事に 思 ひけり。 さて 出で て 行く 程に、 四條の 北なる 小路に ゑ ど を まる ノ この 後 

に 具した る ものし ちらし たれば、 唯 墨の やうに 黑 きゑ ど を、 隙 もな く遙々 としち らした 

れば、 下種な ども 穢 がりて、 その 小路 を 糞 小路と つけたり ける を、 帝 聞かせ 給 ひて、 そ 

あや こ う ぢ 

の 四 條の南 をば 何とい ふと 言 はせ 給 ひければ、 綾の 小路と なんと 申す と 申しければ、 こ 

れを 錦の 小路と いへ かし、 あまり 穢き名 かなと 仰せられ ける よりして ぞ、 錦の 小路と い. 


卷 


二 


四 三 
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四 二 


めさ まほし かち 

ん程 |<& ひたし 

と 思 ふ 程 


坊 城の 右の 大殿 

I 師輔 


てて、 例の やうに して、 京へ 出づる 道に、 西の 京に 水 葱い と 多く 生 ひたる 所 あり。 この 聖 

困 じて、 物い とほし かりければ、 道す がら 折りて 食 ふ ほどに、 主の 男 出で 来て 見れば、 

いと 尊 ゆなる 聖の、 かくす r ろに 折り 喰へば、 あさましと 思 ひて、 いかに かくはめ すぞ 

とい ふ。 聖、 困 じて 苦しき ま- -に喰 ふなり とい ふ 時に. さらば 參 りぬべく は、 今少し も 

めさ まほし からん 程め せとい へば、 三十 筋ば かりむ すくと 折り 喻ふ。 この 水 葱 は 三 町 

ばかり ぞ植 ゑたり ける に、 かく 喰へば いと あさましく * 喻 はんやう も 見 まほし くて、 め 

しつべく はいくら もめせ といへば、 あなた ふとと て、 うち ゐ ざり/^ をり つよ、 三 町 を 

さながら 瞳 ひつ。 主の 男、 あさましう 物 喰 ひつべき 聖 かなと 思 ひて、 暫し 居させ 給へ、 

物して めさせん とて、 白米 一石 取り出で て、 飯に して 噴 はせ たれば、 年 化物 も喻 はで 困 

じたる にと て、 皆喻 ひて 出で ていぬ。 この 男い と あさましと 思 ひて， これ を 人に 語りけ 

るを閗 きつ V 坊 城の 右の 大殿！ j; 人の 語り 參ら せければ、 いかで かさ は あらん、 心得 

ぬ ことかな， 呼びて 物 #t はせ て 見ん と 思して、 結緣 のために 物參ら せて 見ん とて、 呼ば 


千 手 陀羅尼 I 千 

手觀音 の咒 
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. 淸德 a きどくの 事 

せい ミく ひじり  ひつぎ  あた 

今 は 昔、 淸德聖 とい ふ聖の ありけ るが、 母の 死にたり ければ、 棺に打 入れて、 唯一 人 愛 

す&  せん 

宕の 山に 持ちて 行きて、 大 なる 石 を 四つの 隅に 置きて： 其 上に この 棺を 打ち 置きて、 千 

じゅ だ らに  やす  Q  こわだん 

手 陀羅尼 を、 片時 息む 時 もな くう ち 寢る事 もせす、 物 も 食 はす 湯水 も飮 まで， 聲絕 もせ 

す 誦し 奉りて、 この 棺を 廻る こと 三年に なりぬ。 その 年の 春、 夢 ともなく 現 ともなく、 

ほのか  よるひる 

仄に 母の 聲 にて、 この 陀羅尼 を かく 夜晝 よみ 給へば、 我 は 早く 男子と なりて 天に 生れに 

しか ども、 同じく は佛 になり て告ゅ 申さん とて、 今まで は告け 申さ. 5i りつる ぞ、 今は佛 

になり て告ゅ 申すな り、 とい ふと 閗 ゆる 時、 さ 思 ひつる ことなり、 今 は 早う 成り 給 ひぬ 

らんと て、 取りいで て 其 所に て燒 きて， 骨 取り集めて うづみ て、 上に 石の 卒都婆な ど 立 
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さが 屋と同 t 高 

さに なれ リ 


五 石な はの 釜 I 

五 石ば か P 入る 

べき 釜 を h ふ、 

「な は」 は 納の音 

しほ， きぬ —今昔 

は 「白き 布」 と あ 

ジ 

執1綿 入の 衣 

みせん I 妹 煎と 

書く、 甘 葛の 煎 

汁なる ペレ 


か へ ちかして- 

今昔^ 「煑 返， 

て」 と あ ジ 


且ー -lb ざ 1 つ 

と謓 むべ きか 

御 擦に！ 御藤で 


に 物言 ひ 聞かす とて、 人 呼の 岡と て ある 塚の 上に ていふな りけ り。 唯 その 聲の 及ぶ かぎ 

りの、 めぐりの 下人の 限 持て 來る にだに さばかり 多 かり、 まして 立ち退き たる 從者 ども 

の 多 さ を 思 ひやるべし。 あさましと 見た る ほどに、 五 石な はの 釜 を 五六 舁 持て 來て、 庭 

くひ  あ，？ 4  .  . 

に 杭 ども 打ちて 据ゑ 渡したり。 何の 料ぞと 見る 程に、 しほき ぬの 襖と いふ 物 著て 帶し て、 

若 やかに きたな ゆなき 女 どもの、 白く 新しき 桶に 水 を 入れて、 この 釜 どもに さく. と 

いる。 何 ぞの湯 わかす かと 昆れ ば、 この 水と 見 ゆる はみ せんなり けり。 若き 男 どもの- 

たも W  かたな 

袂 より 手出した る、 薄ら かなる 刀の 長 やかなる もた るが、 十餘 人ば かり 出で 來て、 この 

芋 をむ きつ i 透 切に 切れば、 早く 芋 粥 煮るな りけ りと 見る に、 喰 ふべき 心地 もせす、 か 

へりて うとましく なりに けり。 さら-/^ とか へら かして、 芋 粥 出で まう できに たりと い 

ふ。 まゐら せよ とて、 まづ大 なる 土器 具して、 金の 提の 一 斗ば かり 入りぬ べきに、 三 四 

ひ！ i-fe-c- 

に 入れて、 且 一 とてもて きたる に、 飽きて 一 盛 を だに え 食 はす、 飽きに たりと い へ ば、 

いみ じう In ひ， て C りて 居て、 Ji7<fe の § に、 lih 粥 喰 ひつと い P あへ り。 かやう にす る 


卷 


三 九れ 
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三 八 


出 ，て來 るき めな 

れば I 今 昔 に 

「出来に たれば」 


汗水に て 臥した 

るに I 直 垂の綿 

あっきた め は 汗 

水 はなり て 臥し 

た 


お ほのか I お ほ 

どかに 同 t、 大 

樣の意 


屋と 均しく 匿き 

なしつ 1 芋 を擇 

m に 持ち こした 


にか、 かゆき 所 も 出で 来る きぬ なれば、 脫ぎ 置きて、 練 色の 衣 三つが 上に、 この 直垂ひ 

き 著て 臥した る 心、 いまだなら はぬ に氣も あゆつべし。 汗水に て 臥した るに、 又 傍に 人 

の 働けば、 誰ぞと 問へば、 御 あした まへ と 候へば、 參 りつるな りと いふ。 け は ひにく か 

ら ねば、 かき ふせて 風の 透く 所に 臥せたり。 か. -る 程に 物 高く 言 ふ 聲す。 何事 ぞと閒 け 

.V のこ  へん 

ば、 男の さけびて いふ やう、 この 邊の 下人う けた ま はれ、 明日の 卯の 時に、 切 口 三寸 長 

さ 五 尺の、 竽各 一筋 づっ 持て 參れ とい ふなり けり。 あさましう， お ほのかに もい ふ もの 

仁 は ひしろ  なにわ ざ 

かなと 閗 きて 寢 入りぬ。 曉 方に 聞けば、 庭に 筵 敷く 音の する を、 何事す るに か あらんと 

こ や f^A  しミふ  ながむ しろ 

閗 くに、 小屋 當番 より 初めて、 起き 立ちて 居た る 程に、 節 あけた るに 見れば、 長 莛をぞ 

h す ミこ 

四 五 枚 ® きたる。 何の 料に か あらんと 見る 程に、 下種 男の 木の やうなる 物 を 肩に うち 掛 

けて きたりて、 一筋 置きて 去ぬ。 その後う ち績き 持て 來っ i 置く を 見れば、 誠に 口 三寸 

ばかりの 芋の 五六 尺ば かりなる を、 一 筋づっ 持て 來て 置く とすれ ど、 巳の 時まで 置きけ 

れば、 居た る屋と 均しく 置きな しつ。 昨^！！さけびしは、 早う その 邊 にある 下人の かぎり 


ながす びつ  た る 

たるべ ければ、 いみ じう 寒け に 思 ひたる に、 長 炭 榧に 火 を 多う おこしたり。 疊 厚ら かに 

くだものく ひも 0  ねりい ろ きね 

練 色 ISS 色 敷きて、 菓物 食物し 設けて 樂 しく 覺 ゆるに、 道の 程 寒く おはしつ らんと て， 練 色の 衣の 

ねた 

綿 厚ら かなる、 三つ 引き 重ねて 持て 来て、 うちお ほひた るに 樂 しと は 愚な り。 物 喰 ひな ど 

しラ？ i 

して 事 しづ まりた るに、 舅の 有 仁 出で 來 ていふ やう、 こ はいかで かくは 渡らせ 袷へ る， ぞ、 

乙れ は あはせ て これに あはせ て、 御 使の さま 物ぐ る はしうて、 うへ 俄に やませ 奉り 給 ふ、 希有の 事な り 

I これと 共に 

うへ I 奥方 といへば、 利 仁 ラち笑 ひて、 物の 心 みん と 思 ひて したりつ る こと を、 誠に まう できて、 

告 ゆて 侍る にこ そ あんなれ といへば、 舅 も 笑 ひて、 希有の 事な りと いふ。 具し 奉らせ 給 

いもが ゆ 

ひつらん 人 は、 このお はします 殿の 御 事 かとい へば、 さに 侍り、 芋 粥に いまだ 飽かす と 

仰せら るれば、 飽かせ 奉らん とて 率て 奉りに たると いへば、 やすき 物に もえ 飽かせ 給 は 

ざり ける かなと て戲 るれば、 五位 東 山に 湯 わかしたり とて、 人 を はかりいで かくの 給 ふ 

なりな ど 言 ひ戲れ て、 夜 少し 更け ぬれば 舅 も 入りぬ。 寢 所と おほしき 所に、 五位 入りて 

な はの ある はか ね  ひ fc たし 

どの 居る 寢ん とする に、 綿 四五寸 ばかり ある 直垂 あり。 我 もとの 簿綿 はむ つかしう- なにの ある 
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正しく は蔓盤 所 

と 書く 

胸 をき りに 切り 

て I 胸の 苦しく 

4-っ.るズて i; 


例 * さまに I 本の 

通に 快くなら せ 

られ しとな り 


ぐれに て 薄 慕の 


身の 3 ちしす き 

る— 空腹 


盤 所の 胸 をき りに 切りて やませ 給 ひし かば、 いかなる 事に かとて， 俄に 佾 召さん など 騷 

がせ 給 ひし ほどに、 手づ から 仰せ 候 ふやう、 何 か ru- わがせ 給 ふ、 おのれ は 狐な り、 ベち の 

ことなし， この 五日 三 津の濱 にて 殿の 下らせ 給 ひつる に、 逢 ひ 奉りたり つるに、 逃 ゆつ 

きゃくじん 

れど、 得 逃 ゆで 柿 へられ 奉りたり つるに、 今日の 中に 我家に いきつきて、 客人 具し 奉り 

てなん くだる、 明日 巳の 時に、 馬 二つに 鞍 置きて、 具して、 男 ども 高 島の 津に參 り 逢へ と 

いへ、 もし 今日の 中に いきつきて 言 はすば、 辛き め 見せん する ぞと S: せられつ るな り、 


ども 疾. 


出で立ちて 參れ、 遲 くま ゐ らば、 我 は勘當 かう ぶりなん と II ぢ騷 がせ 給 


ひつれば、 男 どもに 召し 仰せ 候 ひつれば、 例 ざまに ならせ 給 ひに きひ その後、 鳥と 共 

に 參り候 ひつるな りと いへば、 利 仁う ちゑみ て、 五位に 見合 すれば、 五位 あさましと 思 

ひたり。 物な ど喻ひ はてて、 急ぎ 立ちて くら ぐらに 行き 著き ぬ。 これ 見よ、 誠な りけ り 

と あざみ あ ひたり。 五位 は 馬より おりて、 家の さま を 見る に、 賑は i しくめで たき 事物 

きね  ！= の. 0 ぎね 

にも 似す、 もと 著た る 衣 二つが うへ に、 利 仁が 宿直 衣 を 著せ たれ ども、 身のう ちしす き 


宇治 拾遺 物語 


三 四 j 


わ 狐 I 狐 を 呼， ひ 

かくる 詞 なリ、 

のれ 狐と h ふ 

がごと し 

もし. S は& もの 

ならば |此 下 si 


語を舍 めて、 む 得 

べし 

世に II 本 「よ 


あはせ て i 同時 

に 

乙 リて來 る I か 

たまりて 來る 


大盤 所. I 利 仁の 

化の 方 を さす、 


たれば、 狐 を 引き 上け ていふ やう は、.， わ 狐、 今宵の 中に 利 仁が 家の 敦賀に 罷りて いはん 

やう は、 俄に 客人 を 具し 奉りて 下るな り、 明日の 巳の 時に、 高 島 邊に男 ども 迎 へに 馬に 

1 を 置きて、 ニ疋 具して まう で來 といへ， もしい はぬ ものなら ば、 わ 狐 只 心み よ、 狐 は 

、し >  くわ-， りャ 5 

ある もの なれば， 今日の 中に 行きつ きて 言へ とて 放てば、 荒涼の 使 かなと いふ。 よ 

し 御覽ぜ よ、 罷ら では 世に あら じと いふに、 早く 狐 見返りく して P に 走り 行く。 能く 

罷 るめ りと いふに、 あはせ て 走り 先立ちて 失せぬ。 かくて 其 夜 は 道に と r まりて、 翌朝 

&く 出で 行く ほどに、 誠に 巳の 時ば かりに、 三十 騎 ばかり こりて 来る あり。 なにに か あ 

らんと 見る に、 照 _ij もまう で 来たりと いへば、 不定の 事 かなと いふ 程に、 た *i ちかに 近 

お  ほ. i! 

くな りてば らくと 下る よ 程に、 これ 見よ 誠にお はした る はとい へば、 ^仁う ち 微笑み 

て 何事 ぞと問 ふ。 1<  人 しき 郎等 進み 来て、 希有の 事の 候 ひつるな りと いふ。 ま づ馬は あ 

り やといへば、 ニ疋 さぶ らふと いふ。 食物な どして きたりければ、 その 程に おり 居て 喧 

ふ銜 に、 大人しき 郎等の いふ やう， 咋夜 希， の 事の さ ぶら ひしな り、 戌の 時ば かりに 大 


k  わら は  て、 T-OJ がけ ミ ねり Vi ふし > 

II は I 武具 を は あやしの 童 だに なし。 利 仁-か 供に は， 調度 掛、 舍人， 難色、 ひとり ぞ ありけ る。 河 

原う ち 過ぎて、 粟田口に か- - るに、 いづく へぞと 問へば、 唯 こよ ぞ とて 山 科 も 過ぎぬ 0 

翻 山 J 逸 坂 山 こ はいかに、 こ i ぞ，， /^とて 山科も 過し つる はとい へば. あしこ/^ とて 閼山も 過ぎぬ 0 

こ.. ぞくとて、 三 井寺に、 知りた る佾の もとにい きたれば、 此 所に 湯 わかす かと 思 ふ 

だに も、 物ぐ る ほしう 遠 かりけ りと 思 ふに、 こよに も 湯 ありけ もな し。 いづら 湯 はとい 

ま こ ！= つるが  & 

■ へば、 實は 敦賀へ 率て 奉るな りと いへば、 物ぐ る ほしうお はしける、 京に て さとの 給 は 

まし かば、 下人な ども 具す ベ かりけ る をと いへば、 利 仁 あざわら ひて、 利 仁 一 人 侍らば 

.  お ぼ  そこ  9i ぐ ひ 

千 人と 甲ん せとい ふ 0 かくて 物な ど 喰 ひて 急ぎ 出で ぬ。 其 所に て 利 仁、 笳 取りて 負 ひける。 

^1ほ£—下坂 かくて 行く ほどに、 三 津の濱 に、 狐の 一 つ 走り出で たる を 見て、 よき 使 出で 来たりと て 

^^^^ 

^^^^0 利 仁 狐 押し かくれば、 狐 身を投 けて 逃 ぐれ ども、 追 ひ 責められ てえ 逃け す、 落ち か より 

^ff^s^H^^i  しりあし 

-X おと て、 狐の 後足 を 取りて 引 上 ゆつ 。乘 りたる 馬、 いと かしこし とも 見え ざり つれ ども、 い 

み じき 逸物に て ありければ、 若干 も延 さすして 铺 へたる 所に、 この 五位 走らせて 息つ き 
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11 三 


とて 年：^ に 1^ 應 

する を b ふ 

とりば み 1 變應 

の あまり を 庭に 

投げ出す を 乞食 


$ ふ 


靑 純一はな だ 色 


肩 少し 港ち たる 

IBI の 折目く 

れ たる を^ ふ 


して， 大饗 のおろ し 米と て、 給仕した る 格 勤の 者 どもの 喰 ひけるな り。 その 所に 年 比に 

なりて、 給仕した る 者の 中には、 所得た る 五位 ありけ りミ そのお ろし 米の 座に て 竿 粥す 

すりて、 舌 打 をして、 あはれ いかで 芋 粥に 飽かん とい ひければ、 利 仁 これ を閒 きて、 大 


夫 殿い まだ 芋 粥に 飽かせ 給 はす やと 問 ふ。 五位い まだ 飽き 侍らす といへば、 飽かせ 奉り 

ざ-' し ず& 

てんかし といへば、 かしこく 侍らん とて 止みぬ。 さて 四 五日ば かり ありて、 曹司 住に て 

ゆ あ ふ 

ありけ る 所へ、 利仁來 ていふ やう、 いざさせ たまへ、 湯 浴に 大夫 殿と いへば， いと かし 

のりもの 

こき ことかな、 今宵 身の かゆく 侍りつ るに、 乘物 こそ は 侍らね といへば， こ- -に あやし 

すわた きね  あ. * でに び さし 

の 馬具して 侍りと いへば、 あな うれしく とい ひて、 簿 綿の 衣 二つば かりに、 靑 鈍の 指 

ねき  や  かりぎね  はなたか 

貫の 裾 破れた るに、 おなじ 色の 狩 衣の 肩 少し 落ちた るに、 したの 袴 も 著す、 鼻高なる も 

さき  のな 

のの 先 は 赤み て、 穴の あたり ぬればみ たる は、 す. -ば なを 拭 はぬな め. りと 見 ゆ。 狩 衣の 

うしろ は、 帶に ひき ゆがめられ たるま- 1 に、 ひき もつ くろ はねば、 いみ じう 見苦し。 を 

かし けれども、 先に 立てて、 我 も 人 も 馬に 乘 りて、 河原 ざまに うち 出で ぬ。 五位の 供に 


大白一 五 時 六 〇 
饗 をの 位從 '今 

据っ 
う v» 

1       A  b9 ヌ ネリ 甘 

大ふ 1 黎敦仁 物 

ゆ 

m 

臣 攝照 賀將藷 

司 

大政 將軍ニ 

*     m ィ了ネ 1 

ク 
き 

躍 

月 今 

か 

お 

し、 

ま 

寸 

んも 

れ 

ば 

u 

に は 

リ 

1- 

V 

り 

は 
御 A 
館き 

ナ, た 告 
^い 1=1 

レ 

IB 

I 一 

ん 

レ 

教ャ 

^      々リ し 

ら U ェ， 

V 

け 

リ 

CD 
レノ 

て 

か 
ノソ 

た 

V 

し 、 

へ 

m 

れ 

リ 

參 

な 
'か 

れ の 禾 

レ 

拘 

し 
レ 

さ 

C 

ャ 

る 

Mil 
1、 川 

け 將 仁 

C 

み 

丁 

し 

沐 

IX. 

な 

ノ、 

m 

る 卓 

1,    (J)  r^T- 

そ t 粥 

丁 
し 

1 

ノ、 

さ 

り 

i 
ひ 

て 

1« 

1" 
c 

け 
リ 

と 

し 、 

か 

JJ 

1、 

1* 
c 

i、 

A し 

い 

7 

レ 

2r 

ハ 
ノ 

I 一 
<— 

げ 

へ 

杀け 

リノ"  ^7. 

淺 
磁 

し 、 

(J) 

リ J 

は： 

右 5 
ャ J 

し、 

力、 け ^ 

す 

來 

か 
JJ 

し 

リノ 

み A 

ひ  Q 

す 一 

T 

わ 
A し 

修 

ば 

け B ま 

V 

行 

一た 、 
ノ、 

し 

m 

/ ノ  1  - 

/ は 
し 

あ 

、ノ 

者 

か 

あ 

ひ） 

徵  ^ 

力、 

ノソ 

■5 

c* 

月、 

よ 

た 
ひ 

は m 
KcK リノ 

レ 

4- 

ろ 

T      B ま 
し  V\T 

*L 

< 一 

レ 

つ J 

し 

Bp 
力し 

し 

t  ノ 

T  (J) 
し レ. ノ 

し 

さ 

ピ 
ヽ 

び 

前 

尔 

npi 

塞 
申 

ベ 

T 

リノ 

わ 

A  ノ 

c リノ 

レ 

前 

莉 
オフ [ 

ズ 

^ 凡 

V  ノ、 

(J) 
リノ 

し 

て 

道 

k 一 

か 

/ ソ 

け' の 

\<>s  リ, 

丁 

し 

C 

あ 
の 

す 二 

ち 

す (、 

* か 

み M 

か 

(J) 
リノ 

ズ 

や 

わ 

L* 

C. 

知 

(0 

c     n  1 

寸 ♦ 

i 一 

レ 

まや 

L 

(n 
V 

、 

餘 

か 

へ 

候 

i、 

ふ 1w 

け 

リノ 

し 

け 

は 

て 

i、 苔 力 

け' 
は 

To 

ぬ 

わ 
A し 

(J)  I 
レン レ 

に 
レ 

しあ 

V  ノ 

け' 

に、 

ば 

事 

于 

み 丁 

て 

レ 

の 

て 

ぃノ 

m 
Tm 

さ 

< 
、 

や 

m  rv 

J9p リ 

龍 

に 

リノ 

rv け 

U       V  ノ 

チー 

(13. 

总 

ね 

ば 

郡 

□EC 

て る 

わ 

し 

寺 

て 

道 

な 

し 

入 に 

し 

か 

京 

ま 

り 

れ 、 

か 

せ 

い 

へ 

で 

い 

す 正 

ふ 

の 

も 

へ 

宇治 拾遺 物語 


三 〇 


尊の 陀羅尼 慈 救 

咒を M ふ 


の S 几 を唱へ 居た るに、 夜半ば かりにな りぬ らんと 思 ふ 程に、 人々 の聲數 多して 來る 音す 

なり。 見れば 手 ごとに 火を燈 して、 百 人ば かりこの 堂の 内に 來集 ひたり。 近くて 見れば、 

目 1 つっきた るな ど さまぐな り。 人に も あらす、 あさまし きもの どもな りけ り。 或は 

つのお 

角 生 ひたり、 頭 もえ もい はすお そろし けなる もの どもな り。 おそろしと 思へ ども、 すべ 

き やう もなくて 居 たれば、 おのく 皆 居ぬ。 一人 ぞ又所 もなくて、 え 居す して 火 をう ち 

振りて、 我 をつ らくと 見て いふ やう、 わが 居るべき 座に 新しき 不動 尊 こそ 居 給 ひたれ、 

今宵ば かり は 外にお はせ とて、 片手して われ を ひきさ ゆて、 堂の 椽の 下にす ゑつ。 さる 

ほどに 曉 になり ぬと て、 この 人々 の- - しりて 歸 りぬ。 誠に あさましく 恐し かりけ る 所 か 

な、 疾く 夜の 明けよ かし 往なん と 思 ふに、 辛うじて 夜明けたり。 うち 見廼 したれば、 あ 

はる t 

りし 寺 もな し。 遙々 と ある 野の 來 しかた も昆 えす、 人の 踏み分け たる 道 も 見えす、 行く 

べき 方 もなければ、 あさましと 思 ひて 居た る 程に. If 々馬に 乘 りたる 人 どもの、 人數多 

具して 出で 来たり。 いとうれ しくて、 ^^處は何處とか申し険ふと問へば、 など かくは 問 


楚 Isa 直に 伸び 

たる 枝、 鞠、 


かくて 立ち 給へ 

れ ば一菩薩が 1^ 


々がて 極樂へ 

SI 用が 極樂往 

iH を逯 げたり と 


不動の S 几 l.>f 動 


は 地 藏見參 らせんと て 居 たれば、 親 ども は 心得す、 など この 童 を 見ん と 思 ふらんと 思 ふ 

ほどに、 十ば かりなる 童の 来たる を、 くはぢ ざう といへば、 尼 見る ま-に， 是非 を も 知 

らす 伏し 轉 びて 拜み 入りて 土に うつぶしたり。 童楚を 持ちて 遊びけ る ま. -に來 りけ るが、 

その 楚 して、 手す さびの やうに 額 を かけば、 額より 顔の 上まで さけぬ。 さけた る 中より 

え もい はす めでたき 地蔵の 御顔 見え 給 ふ。 尼拜み 入りて うち 見 上け たれば、 かくて 立ち 

給 へれば、 淚を 流して 拜み 入り 參ら せて、 やがて 極 樂へ參 りけ り。 されば 心に だに も 深 

く 念じ つれば， 怫も 見え 給.^ なりけ りと 信すべし。 

修行者 百 鬼 行に 逢 ふ 事 

今 は 昔、 修行者の ありけ るが、 津の國 までい きたりけ るに、 日暮れて 龍 泉 寺と て大 なる 

寺の ふりた るが、 人 もな き ありけ り。 これ は 人 宿らぬ 所と いへ ども、 その あたりに 又 宿 

おひ  ふ f 

るべき 所な かりければ、 いか *i せんと 思 ひて、 笈ぅ ちお ろして 內に 入りて ゆり。 不動 
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地藏 菩薩 は  一 K々 

—延命 地 藏經に 

「菩薩 毎日 i 

入 於 諸定、 遊 化 

六道、 拔苦 與樂、 

1 世界 I あたり 

界隈 

博打 ー 博徒 


尼 地藏見 たてまつる 事 

今 は 昔、 丹 波國に 老いた る 尼 ありけ り。 地藏 菩薩 は、 曉 ごとに ありき 給 ふ 事 を ほ 間き て， 

ひミせ かい  くち、 r ち 

曉 ごとに 地藏見 奉らん とて、 一 世界 惑 ひ ありく に、 博打のう ちほうけ て 居た るが 見て、 

に こラ  なに- * 一ミ 

尼 公 は 寒き に 何事し 給ふぞ といへば、 地藏 菩薩の 曉 にあり き 給 ふなる に、 逢 ひま ゐら 

せんとて かく ありくな りと いへば， 地藏の ありかせ 給 ふ 道 は 我 こそ 知り たれ、 いざた ま 

へ、 逢 はせ 參ら せんとい へば、 あはれ 嬉しき ことかな、 地蔵 ありかせ 給 はん 所へ、 我 を 

率て おはせ よと いへば、 我に 物 を 得させ 給へ、 やがて 率て 奉らん とい ひければ、 この 著 

たる 衣 奉らん とい ひければ、 いざ 給へ とて、 隣なる 所へ 率て 行く。 尼悅 びて 急ぎ 行く に、 

そ こ  わら は 

其 所の 子に ぢざラ とい ふ 童 ありけ る を、 それが 親 を 知りたり ける によりて、 ぢざ うはと 

問 ひければ、 親、 あそびに いぬ、 今來 なんとい へば、 く はこ i なり、 地蔵のお はします 所 

つ-ひぎ きね  ほくち ラち 

はとい へば、 尼 うれしくて、 紬の 衣を脫 ぎて 取ら すれば、 博打 は 急ぎて 取りて いぬ。 尼 


字 治 拾遺 物 mi 


二 六. 


うは 先生 な P, 

4- 君と， S ふが ご 


かう ちゃう. I 綱 

丁^て 荷 宰領の 


さま あし I 外聞 

わるし 


鮭の I  二 尺..，. 鮭 

を 裂 はかけ たる 

戲ず なり、 尺 は 

a の假 借に て 匹 

に 同 t 

そこ ち —あまた 


れば、 大置子 さる ことなし、 何 を證據 にて かう はの 給 ふぞ、 わぬ しが 取りて この わら は 

に 負 ふす るな りと いふ 0 かくひし めく 程に、 上り 下る もの 市 をな して 行き もやら で 見合 

ひたり。 さる ほどに， この 鮭の かう ちゃう、 まさしく わ せんじゃう 取りて 懷に 引き入れ 

つと いふ。 大童 子 はまた わぬ しこ そ盜 みつれ とい ふ。 時に この 鮭に 附 きたる 男、 せんす 

る 所 我 も 人 も懷を 見ん とい ふ。 大童 子、 さまで や は あるべき などい ふ 程に， この 男 袴 を 

脫 ぎて、 懷を廣 けて、 く は 見 給へ とい ひて ひしく とす。 さて この 男 大童 子に 抓みつ き 

て、 わ せんじゃう、 はや 物脫ぎ 給へ といへば、 童、 さま あしと よ、 さまで あるべき ことか 

と 言 ふ を， この 男た r ぬがせに ぬがせて， 前 を ひきあけ たるに、 腰に 鮭 を 二つ 腹に 添へ 

てさしたり。 男く はくと いひて 引き出し たる 時に、 この 大童 子 はう ち 見て、 あれ 勿體 

»t だか  にょごき さき 

なき 主 かな、 かう やうに 裸體 になして あさらん に は、 いかなる 女御 后な りと も、 腰に 鮭 

の  一 二 尺 なきやう はあり なんと 言 ひたりければ、 そこら 立ちと まりて 見け る 者 ども、 一 

度に はっと 笑 ひける とか。 


前の 物 1 1 本 


のけされ か へ る 

Iw 樣に 倒る- i 


-目 の- 


らむ 乙 一 


大耷 子， I 寺院に 

召使 ひたる 童子 

に 年齢に より 大 

中小の 名 あり 


まみし ぐれて I 


ちし ぐれて 見に 

くき をね ふ 


わせん じ やう I 

わ はわ & しの わ 

なり、 せんじゃ 


と 思 ひて、 衣 をば 顔に 被きながら、 前の 物 を かき 出して、 腹 を そらして けし. と 起し 

ければ、 小 藤 太 おびえて のけされ かへ りけ る ほどに、 肴もう ちちら し， 酒 もさな がらう 

ち こ ほして、 大鬚を さ ゆて のけざまに 臥して 倒れたり。 頭 を 荒う 打ちて、 まくれ 入り 

て 臥せりけ りと か。 

大童 子 鮭ぬ すみた る 事 

これ も 今 は 昔、 越後の 國 より 鮭 を 馬に 負せ て、 二十 駄ぱ かり 粟田口より 京へ 追 ひ 入れけ 

か ぢ  いた ビきは  だい さ • つじ 

り。 それに 粟田口の 鍛冶が 居た る ほどに、 頂 宪 ゆる 大童 子の まみし ぐれて、 物む つかし 

う うらよ かに も 見えぬ が、 この 鮭の 馬の 中に 走り 入りに けり。 道 は 狭くて、 馬な にかと 

ひしめき ける 間、 この 大童 子 走り そ ひて、 二つ 引き 拔 きて、 懷へ ひき 入れ てんけ 

り。 さて さり ゆなくて 走り 先立ちけ る を、 この 鮭に 具した る 男 見て けり。 走り 先立ちて、 

童の 腕 頸 を 取りて、 ひき 留めて いふ やう、 わ せんじゃう はいかで この 鮭 を 盜むぞ とい ひけ 


卷 


二 五 
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二 四 


,E のとり さばき 

なまり やうけ し 

1 生 良家 子の 意 

か、 一本 「なま 

り や 5」 (生受 

領) 


小 藤太聱 にお どされ たる 事  ： 

こ J5' だ  ひすめ 

これ も 今 は 昔、 源 大納言 定房 とい ひける 人の 許に、 小 藤 太と いふ 侍 ありけ り。 やがて 女 

にあ ひ 具して ぞ ありけ る。 女 も 女房に て 使 はれけ り。 この 小 藤 太 は 殿の 沙汰 をし ければ、 

三と ほり 四と ほりに 居廣 ゆて ぞ ありけ る。 この 女の 女房に. なまり やうけ しの 通 ひけ 

る ありけ り。 宵に 忍びて 局へ 入りに けり。 曉 より 雨降りて、 え 歸らで 局に 忍びて 臥した 

3 へ  むこ  び やうぶ  ま は 

りけ り。 この 女の 女房 は、 上への ほりに けり。 この 鸯の 君、 屛風を 立て 廻して 寢 たりけ 

♦* る さめ  しラ S 

る 。春雨 いっとな く 降りて、 歸 るべき やう もなくて^ したりけ るに、 この 舅の 小 藤 太、 

つれ， .4.^  さかなな しき  ひさ： & 

この 聲の君 徒然に てお はすらん とて、 肴 折 敷に 据 ゑて 持ちて、 今 片手に 提に酒 を 入れて， 

椽 より 入らん は 人 見つべし と 思 ひて、 奥の 方より さり ゆなくて 持て 行く に、 この 聲 の 君 

は 衣 を 引き 被き て、 のけざまに 臥したり けり。 この 女房の 疾く おりよ かしと、 徒然に 思 

やり ぞ 

ひて 臥した る ほどに、 奧の 方より 遣戶を 開け たれば、 疑な くこの 女房の 上より おる. -ぞ 
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か はつる み —雞 

姦 とも 手淫と も 

^ 《 り 

おくつ ばか 》>1 

1 本 つば か 

り」 と ぁ ジ 


心よ せ^ 1. 耳よ 

りな 事に 思 ひて 


ひしめき あ ひた 

OM 愁， き 合 ふ 

驚かさん I 呼び 


り ありければ， 大納言い かにと 思 はれけ る 程に、 や i 久しく 物 もい はで ありければ、 人 

ども 覺束 なく 思 ひける ほどに、 この 佾 わな.. きたる 聲 にて、 か はつる みはい か V- 候 ふべ 

きとい ひたる に、 諸人 頤を 放ちて 笑 ひたる に、 一人の 侍 ありて、 か はつる みはい くつば か 

りに て 候 ひし ぞと問 ひたる に、 この 佾頸を 捻りて、 きと 昨夜 もして 候 ひきと 言 ふに、 大 

かたどよ みあへ り。 その まぎれに 早う 逃 ゆにけ りと ぞ。 

兒 のかい もちす る に签寢 した る 事 

. ►  ひえ  ちな  よ ひつれ， 

これ も 今 は 昔、 比 叙の 山に 兒 ありけ り。 佾 たち 宵の 徒然に、 いざかい もち ひせんと いひ 

ける を、 この 兒心 よせに 間き けり。 さりと てし 出さん を 待ちて 寢 ざらん も、 わろ かりな 

かたかた  いだ 

んと甲 I ひて、 片方に よりて， 寢 たるよ しにて 出来る を 待ちけ るに、 旣 にし 出した る さま 

にて ひしめき あ ひたり。 この 兒 定めて、 驚かさん すらん と 待ち 居た るに、 憎の 物申し さ 

ぶら はん、 驚かせ 給へ とい ふ を、 嬉しと は 思へ ども、 唯 一 度に 答 へん も、 待ちけ るかと 
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二 〇 


舂來て ぞ人も 問 ひける 山里 は 花 こそ やどの あるじな り けれ 

ひ！ i ぐち 

と 詠み 給へ る はめで たき 歌と て、 世の 人口に のりて 申す める は、 その 歌に 人 もと ひける 

あるじ 

と あり、 又 宿の 主人な り けれと あめる は， 花 こそと いひた る は、 それに は 同じさ まなる 

に、 いか なれば 四條 大納言の はめで たく， 兼久の はわろ かるべき ぞ、 か.^ る 人の 撰 集う 

さ ぶら ひ  43  W 

け 給 はりて 撰び 給 ふ、 あさ. ましき 事な りと 言 ひて 出で にけ り。 侍 通 俊の 許へ 行きて、 兼 

久こ そかう ノ，， - 申して 出で ぬれと 語りければ、 治 部 卿う ちうな づきて、 さりけ り > 

物ない ひそと ぞい はれけ る。 


雅饺— 右大臣 顯 

房 公の 男、 母 は 

ま.^ 守 良 住の 女 


源 大納言 雅俊 一 生 不犯の 金うた せた る 事 

これ も 今 は 昔， 京 極の 源 大納首 雅 俊と いふ 人お はしけり。 佛事 をせられ ける に、 佛 前に 

て 佾に鐘 を 打た せて、 一 生 不犯なる を 撰びて 講を行 はれけ るに、 ある 憎の 禮 盤に 登り て、 

少し 顏氣色 違 ひたる やうに なりて、 鏠木を 取りて ふりま はして、 うち もやら で 暫時ば か 
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む眷 僧正 丄 11 井 

寺の 長 吏、 籐原 

電，輔 の 男 

目 a 入れ I 物の 

怪が 見入れし 也 

謖法. I 法の ため 

に 使役せ ちる- i 

鬼神 

ねみ t かり ぬる 

事-. 殊勝なる 舉 


程に、 使 ふ 物なくて 惑 ひなんと 思 ひて、 しか 言 ひ敎へ 死にけ る 後に も、 この 家 を も 失 は 

すして、 今日 を 待ちつ けて、 この 人 を かく 責めければ、 これ も 易の 占す る ものに て、 心 

を 得て 占 ひ 出して、 敎へ 出で て 注に けるな りけ り。. 易の うらかた は、 行末 を 掌の やうに 

さして、 知る ことにて ありけ るな り 0 

宇治 殿 倒れさせ 給 ひて 實相房 僧正 驗 者に 召さる ぶ 事 


.9  ^ さのお  <： のり， ひま 

これ も 今 は 昔 高陽院 造らる よ 間、 宇治 殿御 騎馬に て 渡らせ 給 ふ 間、 倒れさせ 給 ひて、 

心地 違 はせ 給 ふ。 心譽佾 正に 祈られん とて、 召しに つか はす 程に、 いまだ 參ら ざる さき 

つぼね  ベち 

に 女房の 局なる 小 女に 物つ きて 申して いはく 、別の 事に あらす、 きと 目 見入れ 奉る によ 

りて かくお はします なり。 佾正 參られ ざる さきに、 護法 先立ちて 參 りて、 追 ひ はら ひさ 

ぶら へば、 逃け 終りぬ とこ そ 申し けれ。 卽 ちょく ならせ 給 ひに けり。 心譽佾 正い みじか 

りぬ る 事。 


ると いひて、 さても 何事に て 千 兩金負 ひたる， その 辨 明せ よと はいふ ぞと 問へば、 おの 

れが 親のう せ 侍りし 折に、 世の中に あるべき 程の 者な ど、 得させ 置きて 申し i やう、 今 

なん 十 年 ありて その 月に、 こ. -に 旅人 來て 宿らん とす、 其 人 は 我 金 を 千兩貴 ひたる 人な 

り、 それに その 金 を 乞 ひて、 堪へ難 からん 折 は、 寶 りて 過ぎよ と 申し.^ かば、 今まで は 親 

の 得させて 侍りし もの を、 少しづつ も 寶り使 ひて、 今年と なりて は賫 るべき 物 も 侍らぬ 

ま.. 1 に、 いつしか 我 親の 言 ひし 月日の 疾く來 かしと 待ち 侍りつ るに. 今日に 當 りて おは 

して 宿り 給 へれば、 金 負 ひ 給へ る 人な りと 思 ひて 申すな りと いへば、 金の 事 はまこと な 

かたすみ  はしら 

り、 さる こと あるらん とて、 女 を 片隅に 引きて 行きて、 人に も 知らせで 柱 を 叩か すれば、 

く は I 感詞 空虚なる 聲の する 所 を、 く はこれ が 中に の 給 ふ 金 は ある ぞ、 開けて 少しづつ 取り出で て 

、フら な ひ 

使 ひ 給へ と、 敎 へて 出で いに けり。 この 女の 親の 易の 占の 上手に て、 この 女の 有 樣を考 

、- 'らな ひ 

へけ るに、 今 十 年 ありて 貧しくな らんと す。 その 月日 易の 占す る 男， 來て 宿らん すると 

まだし きに. 1-5 

1 時 到ら さる 考 へて、 か.. る 金 あると 告 ゆて は、 まだし きに 取り出で て、 使 ひ 失 ひて は 貧しくな らん 
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〇此 話 晉書藝 術 

傳は A えたる 隗 

IS の 故事に 某く 

あばれた る —荒 


わ I へ I 辨償 

あちし々 さんな 

めり 1 あら は 驚 

歎の 詞、 しゃ は 

罵詞、 「さんな め 


さるなる ー f 本 

「さりな む」 とち 


ると なん。 

易の うらな ひして 金 取..^ 出した る 事 

旅人の 宿 覚めけ るに、 大きゃかな^5家のぁばれたるがぁりけるにょりて、 こ- f に 宿し 給 

ひてん やといへば、 女聲 にて、 善き こと 宿り 給へ といへば、 皆お り 居に けり。 屋 大きな 

れ ども 人の ありけ もな し、 た r 女 一人 ぞ あるけ は ひしけ る 。かくて 夜明けに ければ、 物 

喰 ひ 認めて 出で て 行く を、 この 家に ある 女 出で 來て、 え 出で おはせ じ、 留り 給へ とい ふ。 

こ はいかに と 問へば、 おのれが 金 千 兩負ひ 給へ り、 その わき まへ して こそ 出で 給 はめと 

すん VI- さも 

いへ は この 旅人の 從者共 笑 ひて、 あらし やさんな めり といへば、 この 旅人 暫 しとい ひ 

,  か は； "一  まく  し はし 

て 又お り 居て 皮 子 をた 乙 ひ 寄せて、 幕 ひきめぐ らして、 暫時ば かり ありて、 この 女 を 

呼びければ 出で 來 にけ り。 旅人 問 ふやう は、 この 親 は、 若し 易の 占と いふ こと やせられ 

しと 問へば、 いさ さや 侍り けん、 そ， のし 給 ふやうな る 事 はし 4§ ひきとい へば、 さるな 
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〇 此話 古事 談 n 一 

は出づ 

龍 門. I 吉野郡 Si 


押し ま はし 1 松 

火 を ふりま はす 


さてと いふ を， あやにく ぞ さすり 伏せけ る 程に * 毛の 中より 松茸の 大き やかなる ものの、 

ふらく と 出で 來て、 腹に す はくと 打ちつ けたり。 中 納言を 始めて、 そこら 集 ひたる 

もの ども 諸 聲に笑 ふ。 聖も手 を 打ちて、 臥し まろび 笑 ひけり。 早う まめ やか もの を. 下 

の 袋へ ひねり 入れて、 そく ひに て 毛 を 取りつ けて、 さり ゆなく して 人 を 謀りて、 物 を 乞 

はんとしたり けるな り。 妊 惑の 法師に て ありけ る。 

龍 門の 聖鹿 にか はらんと する 事 

ま W のく  二  りよ-つも A  ひじり  りよ 5 もん ひじり 

大和 a に、 龍 門と いふ 所に 聖 ありけ り。 住みけ る 所 を 名に て、 龍 門の 聖と ぞい ひける。 そ 

あけくれ しか  ミ もし  ， . 

の聖の 親しく 知りたり ける 男の、 明 暮鹿を 殺しけ るに、 照射と いふ こと をし け る ころ 

いみ じう 嗜 かりけ る 夜、 照射に 出で にけ り。 鹿 を 覚め ありく ほどに、 目 を 合せたり けれ 

ャ 、一ろ 

ば、 鹿 ありけ りと て、 押し ま はし/ \- する に、 たしかに 目 を 合せたり。 矢 比に ま はしょ 

りて、 火 串に 引き 懸けて、 矢おば ゆて 射ん とて 弓 ふりたて 見る に， この 鹿の 目の あ ひの、 


ん する 所 煩惱に ひか へられて、 今に かくてう き 世 を 出で やらぬ にこ そ、 これ を 無ぎ なり 

ばんな 3 

と 思 ひとりて， 煩惱を 切り捨てて、 偏に このたび 生死の さか ひ を 出で なんと、 思 ひ 取り 

「同 こ，？」 と たる 聖人に 候 ふとい ふ 。中納 言、 さて 煩惱を 切り 捨っ とはい かにと. 問 ひ 給へば、 く はこ 

れを 御覽ぜ よと いひて、 衣の 前 を搔き 上け て 見 すれば、 誠に まめ やかの は 無くて ひゆば 

^ はさ 1^ りたる かり あり。 こ は 不思議の ことかな と 見 給 ふ ほどに、 下に さがりた る 袋の 殊の外に 覺ぇ て、 

な  人 や あると 呼び 給へば、 侍 二三 人出で 来たり。 中納 言、 その 法師 ひきはれ との 給へば 

ひ ^^り  S 

聖ま のし をして、 阿 彌陀佛 申して、 疾 くく 如何にもし たまへ とい ひて、 哀 ゆなる 顔氣 

.5.- ねぶり— 微 色 をして、 足 をう ち廣 けて おろね ぶりた る を、 中納 言、 足 を 引き 廣ゅ よとの 給へば、 二 

三人 寄りて 引き 廣ゅ つ。 さて 小 侍の 十二 三 計なる が ある を 召し出で て、 あの 法師の 股の 

あ  おろ 

上 を 手を廣 ゆて 上 ゆ 下し さすれ との 給へば、 その ま. -に ふくら かなる 手して 上 ゆ 下し 

とば かり I 暫時 さす. る。 とば かり ある 程に、 この 聖ま のし をして、 今 はさて おはせ とい ひける を、 中納 

言、 善 ゆにな りに たり、 た r さすれ、 それ と ありければ、 聖、 さまぁしく候ふ、 ，^r^ 
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1 二 


ほひん がし 1 

正東 

h も tl 躊物師 

にて 典 鑄 司の 官 

人 を b ふ 

さひづ ゑ I 和名 

沙に 「唐 耕具 餺 

(佐 比 都 恵) 鋤 馬 

.i^」 とぁジ 

まの し I とぼけ 

たる やう 1^ て顏 

を 伸す 息なる ぺ 


者の 頸よ りかく 

る もの、 郎ち輪 

装裟 


せんず る 所 1 所 

0 


くわん じ や  A モか C  こ |« 

冠者が 家の、 お ほひん がしに あるい もじが 妻 を、 密々 に 入り 臥しく せし ほどに、 去年 

の 夏 入り ふしたり ける に、 男の いも じ 歸りぁ ひたりければ、 取る もの も 取り あへ す、 逃 

ゆて 西 へ 走る。 冠者が 家の 前 ほどに て， 追 ひ つめられて、 さひづ ゑして 額 を 打ち割られた 

りし ぞ かし。 冠者 も 見し はとい ふ を、 あさましと 人 ども 聞きて、 山伏が 顏を 見れば、 少 

しも 事と 思 ひたる 氣色 もせす、 少し まの したる やうに て、 その ダ にこめた るぞ と， つれ 

なう 言 ひたる 時に、 集れる 人 ども、 一度に はと 笑 ひたる まぎれに、 逃け て 去に けり。 

中 納言師 時 法師の 玉塞檢 知の 事 

すみみ め 

これ も 今 は 昔、 中 納言師 時と いふ 人お はしけり。 その 御 許に、 殊の外に i き 畺染の 衣 

ふ タうゅ さ  もくれん じ  れんじゅ  く 

の 短き に、 不動 装裟 とい ふ裝裟 かけて、 木 練 子の 念珠の 大 なる、 繰り さけた る聖 法師 入 

り 来て 立てり。 中納 首、 あれ は 何す る 佾ぞと ts- ねらる よに、 殊の外に f あはれ けにな し 

て、 假の 世に はかなく 候 ふ を 忍びが たくて、 無 i よりこの かた、 生死に 流轉 する は、 せ 


御嶽 ー 金 峰 山 

齋料 I 山に 籠り 

て 齋戒ォ る 間の 


隨求 陀羅尼 額に 籠む る 法師の 事 

,  * での  ほらが ひ  しゃく， らャ 5 

これ も 今 は 昔、 人の もとに、 ゆ i しく ことぐ しく 斧 負 ひ、 法螺貝 腰に つけ、 錫杖つ き 

やまぶし  さ ぶら ひ たて じミみ 

などした る 山伏の、 ことぐ しけなる 人り 來て、 侍の 立 節の 內の小 庭に 立ちけ る を、 侍、 - 

あれ はいかなる 御 房 ぞと問 ひければ、 これ は 日 比 白山に 侍り つ るが 御嶽 へ 參 りて、 今一 一 千 

» きれ. r- 

日 候 はんと 仕り 候 ひつる が、 齋料盡 きて 侍り、 まかり 預 らんと 申し 上け 給へ とい ひて 立 

てり。 見れば、 額 眉の 間の ほどに、 際により てニ寸 ばかり 疵 あり、 いまだ 生 癒に て 赤 

みたり。 侍 問うて いふ やう、. その 額の 疵は 如何なる 事 ぞと問 ふ。 山伏い とた ふとくし 

ザ る ケ だらに 

く聲 をな してい ふやう、 これ は隨 求陀羅 を こめた る ぞと答 ふ。 侍の もの ども、 ゆ-. しき 

事に こそ 侍れ、 足 手の指な ど 斬りた る は 數多見 ゆれ ども， 額 破れて 陀羅尼 こめた る こぞ 

見る とも 覺ぇ ねとい ひ あ ひたる 程に、 十七 八ば かりなる 小 侍の、 ふと 走り出で うち 見て、 

あな かたはらいたの 法師 や， なんで ふ隨求 陀羅尼 を こめんす るぞ、 あれ は七條 町に、 江 
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天 骨 も 左く. I 無 


返した ぶぞ 1 返 

し 給ふぞ 


る 瘤 ありけ るが、 この 翁 瘤の 失せた る を 見て、 こ はいかに して 瘤 は 失せ 給 ひたる ぞ、 何 

處 なる 醫師の 取り 申した るぞ、 我に 偉へ 給へ、 この 瘤 取らん とい ひければ、 これ は醫師 

の 取りた るに も あらす、 云々 の 事 ありて 鬼の 取りた るな りと いひければ、 我 その 定 にし 

て 取らん とて、 事の 次第 を 細に 問 ひければ 敎 へつ。 この 翁い ふま.. にして、 その 木の 空 

虛に 入りて 待ちければ、 誠に 聞く やうに して 鬼 ども 出で 来たり。 居 ま はりて、 酒 吞み遊 

びて、 いづら 翁は參 りたる かとい ひければ、 この 翁、 恐し と 思 ひながら ゆるぎ 出で たれば、 

こ t  ささ ■ 

鬼 ども 此 所に 翁 參 りて 候 ふと 申せば、 橫 座の 鬼、 こち 參れ疾 く 舞へ といへば、 前の 翁よ 

り は、 天 骨 もな く、 おろく かなでた りければ、 撗 座の 鬼、 この度 はわろ く 舞 ひたり、 

か へ すぐ わろ し、 その 取りたり し 質の 瘤 返した ベ とい ひければ、 末つ方より 鬼 出で 來て、 

質の 瘤 返した ぶぞ とて、 今 片方の 顔に 擲ゅ つけたりければ、 うらう へに 瘤附 きたる 翁に 

こそな りたり けれ、 物 羨 はせ まじき 事な りと か。 


卷 


九 


字 治 拾遺 物^ 


八 


候 はん-す らんと 

1 原本との 字な 


瘤 は 福の 物 1 諺 


す y なき 事— せ 

ん かたなき 事 


さめの 手 も 忘れ 候 ひに たり、 かやう に御覽 にかな ひ 候 は r、 靜に 仕う まつり 候 はんとい 

ふ。 橫 座の 鬼、 いみ じう 申したり 必す參 るべき なりと いふ。 奧の 座の 三番に 居た る 鬼、 

此翁 はかく は 申し 候へ ども、 參らぬ 事 も 候 はんす らんと おほえ 候 ふ、 質 もや 取らる ベ 

く 候 ふらんと いふ。 橫 座の 鬼、 しかるべ しくと いひて、 何 を か 取るべき と、 おのく 

つら 

言 ひ 沙汰す るに、 潢 座の 鬼の いふ やう、 かの 翁が 面に ある 瘤 を やとるべき、 瘤 は 福の 物な 

れば、 それ を や 惜み思 ふらんと いふに、 翁が いふ やう、 唯 目鼻 をば めすと も、 この 瘤 は ゆる 

し 給 ひ 候 はん， 年 比 持ちて 候 ふ 物 を、 故な くめされ、 すぢ なき 事に 候 ひなんと いへば、 潢 

座の 鬼、 かう 惜み 申す ものな り、 唯 それ を 取るべし といへば、 鬼より て、 さは 取る ぞと て、 

^ぢて 引く に 大方 痛き ことなし。 さて 必す この度の 御遊に 參 るべ しとて、 嘵に 鳥な ど 鳴 

きぬれば、 鬼 ども かへ りぬ。 翁顏を さぐる に、 年 比 ありし 瘤 跡形な く、 摄ぃ拭 ひたる や 

うにつ やくな かりければ、 樵らん 事 も 忘れて 家に 歸 りぬ。 妻のう ば、 こ はいかな りつ 

る 事ぞと 問へば、 云々 とかたる。 あさましき 事 かなと いふ。 隣に ある 翁、 左の 顏に大 な 


宇治 拾遺 物 mi 


A 


惡 しく 舞 ふ も あ 

り— 原本 「舞 ふ 

も カジ の 五 学 


かな ズ I 舞 か 

な. つる 乙 とな 

リ、 珍しき 踊 を 

せよ と 所望す る 


身 をね. ちまぐ る 

乙 と 

あ， さみ I 感歎す 


を さめの 手 II 

蔵の 奥の手 


さま、 唯 この 世の 人の 如し。 舞 ひて 入りぬ。 次第に 下より 舞 ふ。 惡 しく 舞 ふ も あり、 善く 

舞 ふ も あり。 あさましと 見る 程に、 この 橫 座に 居た る 鬼 G- いふ やう、 今宵の 御遊 こそい 

つに も 勝れ たれ、 た r しさ もめ づら しからん かなで を 見ば やな どい ふに、 この 翁 物の つ 

きたりけ るに や、 又 神 怫の思 はせ 給 ひける にや、 あはれ 走り出で て 舞 は r やと 思 ふ を. 

一度 は 思 ひ 返しつ。 それに 何となく、 鬼 どもが 打ち 揚ゅ たる 拍子の よけに 聞え ければ、 

さも あれ、 た *i 走り出で て 舞 ひてん、 死なば さて ありなん と 思 ひ 取りて、 木の 空肅. より、 

烏帽子 は 鼻に 垂れ かけた る 翁の 腰に、 よきと いふ 木 切る ものさして， 橫 座の 鬼の 居た る 

前に 躍り 出で たり。 この 鬼 ども 躍り 上りて、 こ は 何 ぞと騷 ぎ あへ り。 翁 伸び あがり 屈ま 

ま は 

りて、 舞 ふべき かぎり、 すぢ りもぢ り、 えいご ゑ を 出して 一 庭 を 走り 廻り 舞 ふ。 撗 座の 

きょ- フ  S し ろ 

鬼より 始めて、 集り 居た る 鬼 ども あざみ 興す。 潢 座の 鬼の いはく、 多くの 年 比 この 遊 を 

しつれ ども、 いまだ かよる ものに こそ 逢 は ざり つれ、 今より この 翁、 かやう の 御遊に 必 

すま ゐれ とい ふ。 翁 申す やう、 沙汰に 及び 候 はす ま ゐり候 ふべ し、 このたび 俄にて、 を 


ヌ刖 本に 「大か 

う t  (柑 子) 程な 

り 人に まじる に 

及ばねば 薪 をと 

りて 世 を 過ぐ る 

程に」 と あり 

と-? めき一どや 


おふさぎ |愤 森 


- 夭の 

目 又は^の 目な 

lot 

うらう へ一左右 


きく ど き の 誤 

か、 或は ロ說き 

具せ * さるに て 言 

ふ 事の わから & 

意に々 

せ- * る 1 1 本 

「せ， さる」 と あり 

るみこ だれ I 笑 

み 傾く  ： 


て歸 るに 及ばで、 山の 中に 心に も あらす とまりぬ、 又 樵 夫 もなかり けり。 おそろし さす 

べき かたなし。 木の 空疏の ありけ るに 匐 ひ 入りて、 ほ も 合 はや 屈まり て 居た る 程に、 遙 

より 人の 聲 多くして、 tr めき 來 るお とす。 いかにも 山の 中に 唯 ひとり 居た るに、 人の 

け は ひのしければ、 少しい き 出づる 心地して 見出しければ、 大方 やうく さまぐな る 

もの ども、 赤き 色に は 靑き物 を 著、 黑き 色に は 赤き 物 を 著、 た ふさぎに かき、 大 かた 目 

ひとつ ある もの あり、 口な きものな ど、 大方 いかにも 言 ふべき にあらぬ もの ども、 百 人 

ばかり ひしめき 集りて、 火 を てんの 目の 如くに 燈 して、 我 居た る 空虚 木の 前に ゐま はり 

むね  よこ ざ  ふたなら び .0 

ぬ。 大方い と、 r 物お ほえす、 主と あると 見 ゆる 鬼橫 座に 居たり。 うらう へに、 二列に 居 

拉 みたる 羝數を 知らす、 その すがたお のく いひ 盡し 難し。 酒 ま ゐらせ 遊ぶ ありさま、 

か はらけ 

この 世の 人の する 定 なり。 度々 土器 はじまりて、 むねとの 鬼 殊の外に 醉 ひたる さまな り。 

末より 若き 鬼 一 人立ちて、 折 敷 を かざして、 何とい ふに かくどき くせ. -る こと をい ひ て、 

、横 座 § 鬼め， plfeL カ^で R くぶ：^ め 力。 Jsie. 際 11 ゆ Mesfcjsflic ゑみ feKiL^i 


卷 
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四 


* ャ疏 1 クサ 

請むべし 


不 說法 I 肉食 

女氾の 身に て 人 


大 かう 1 1 本 

「大 よそ」 と あり、 


くして 候 ひつる が、 この 里の 緣盡 きて， 今 は 他所へ 罷り 候 ひなんす る ことの、 且は哀 に 

も 候 ふ、 又 事の 由 を 申さで はと 思 ひて、 このよし を 申すな りと いふと 見て、 うち 驚きて、 

こ は 何事 ぞと妻 や 子 やな どに 語る 程に、 又 その， 里の 人の 夢にも、 この 定に 見えたり と て、 

數 多同樣 にかたれば、 心 も 得で 年 も 暮れぬ。 さて 次の 年の 九十 月に もな りぬ るに、 さき 

ざき 出で 來る程 なれば、 山に 入りて 茸を覓 むる に、 すべて 蔬 大方 見えす、 いかなる こと 

rii  くに  ；！： ちう いん そ ラづ  せつ ほふ 

にかと、 里國の 者お も ひて 過ぐ る ほどに、 故仲亂 僧都と て、 說法 ならびなき 人い ましけ 

り。 この 事 を 聞きて、 こ はいかに 不淨說 法す る 法師、 平 茸に うまる とい ふことの ある も 

の をと、 のた まひて けり。 されば いかにも. 平 茸 は喧は ざらん に事缺 くま じき もの 

とぞ。 

鬼に 瘤 取らる i 事 

これ も 今 は 昔、 右の 顔に 大 なる 瘤 ある 翁 ありけ り。 大 かう 山へ 行きぬ。 雨風 はしたなく 


五條 c 齋 は 

ゆる 道 腿 神 (サ 

■ へ \ 力 ミ) なり 


さは II 本な し 

四 威儀 I 行 住 坐 

臥 を b ふ 

恵、. 51 慈恵 僧正 

の 弟子 照 信 


平^^-—^„^の 一 種 


あっかみ， ー 髮の 

五六 分の * ひたる 

をね ふに や、 K 

語義 經 記に. -兒 


宵し もい はるよ ぞと いひければ， 五條の 齋 いはく、 淸 くて 讀 みま ゐらせ 給 ふ. 時 は、 梵天 

帝釋を 始め 奉りて 聽閒せ させ 給へば、 翁な ど は 近づき まゐ りて 承る に 及び 候 はす， 今宵 

おんぎ ャ、. '51.- & 

は 御行 水 も 候 はで 讀み 奉らせ 給へば、 梵天 帝釋. も 御 聽間候 はぬ ひまに て、 翁まゐ りより 

て、 承りて 候 ひぬ る ことの 忘れ 難く 候 ふなり との 給 ひけり。 されば はかなく さは 讀み奉 

ると も、 淸 くて 讀み 奉るべき ことなれ。 念佛、 讀經、 四 威儀 を 破る ことな かれと、 惠，. 仏 

の 御 房 も 誠め 給 ふに こそ。 


丹 波 國篠村 半 茸 生の 事 

これ も 今 は 昔， 丹 波國篠 村と いふ 所に、 年 比 平 茸 やる かた もな く 多 かりけ り。 里 村の 者 

これ を 取りて、 人に もこ. - ろざし、 また われ も喻 ひな どして 年 比 過ぐ る ほどに、 その 里に 

とりて 主と ある 者の 夢に、 頭お つかみなる 法師 どもの 二三 十 人ば かり 出で 來て、 申す ベ 


〇 此； 古事 談卷 

三 及， ひ 東 齋隨筆 

好色 都に 出 

SIZ 殿— 東宮の 

萌原道 網 
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卷 第 一 

道 命 阿 闍梨和 泉 式部の 許に 於て 讀經 五條 道祖神 聽簡の 事 

今 は 昔、 道 命阿闍 梨と て、 傅 殿の 子に 色に ふけりた る 僧 ありけ り。 和 泉 式部に 通 ひけり 0 

經を めでたく 讀 みけり。 それが 和 泉 式部が り 行きて 臥したり ける に、 目覺 めて、 經を心 

をす まして 讀 みける ほどに、 八卷讀 みはてて， 曉に まどろまん とする ほどに、 人の け は 

たれ  にしの ミ， フゐ， C まミり  おきな 

ひのしければ、 あれ は 誰 ぞと問 ひければ、 おのれ は 五條 西 洞 院の邊 に 候 ふ 翁に 候 ふと 答 

へければ、 こ は 何事 ぞと道 命い ひければ、 この 御經を 今宵う けた ま はりぬ る ことの， 生 

:i ^一世々 忘れ 難く 候 ふとい ひければ， 道 命、 法 華 經を讀 み 奉る 事 は 常の ことなり、 など 今 


ml 宇治 拾遺 物語   二   . 

ものがたり  のち  *7 

の 物語に もれた る を ひろ ひ あつめ、 また その後の 事な どかき あつめた るなる べし、 名 を 宇 

治 拾遺の 物語と いふ。 宇治に のこれる を ひろ ふとつ けたる にや、 又 侍從を 拾遺と いへば 宇 

治 拾遺 物語と いへ るに や， 差別し りが たし、 お ほつ かなし。 


世に 宇治 大納言 物語と いふ 物 あり、 此 大納言 は #匦 とい ふ 人な り、 g の S 麒 I 明 の i-^^l< い 

な ュん  なん  W し  さっき. * ゥ S 

納 言の 第二の 男な り、 年た かうな りて は、 あっさ を わびて いとま を 申して、 五月より ル月 

び や、 foJT-toA いっさいき ャラ ざ、 T  なんせ， C もラ  5 ぢ 'T  .^ 

まで は 平等 院ー 切 經藏の 南の 山ぎ はに 南 泉 房と いふ 所に こもり ゐられ けり、 さて 宇治 大納 

言と はき こえけ り。 もと *i り を ゆ ひわけ て を かしけ なる 姿に て、 むしろ を 板に しきて す r 

みゐ はべりて、 大 なる うち は を もて あ ふが せな どして、 注來の 者た かきい やしき をい はす 

よびあつめ、 むかし 物語 をせ させて、 我 はう ちに そ ひふして、 かたるに したが ひて お ほき 

なる 双紙に か- -れ けり。 天竺の こと も あり、 大唐 のこと も あり、 日本の こと も あり、 それ 

がう ちに た ふとき こと も あり、 あはれ なる 事 も あり、 きたなき 事 も あり、 少々 は そら 物語 

も あり、 利口なる こと も あり、 さまぐ 樣々 なり。 世の 人 これ をけ うじ 見る、 十五 帖 なり。 

その 正本 はった はりて、 侍 從俊貞 とい ひし 人の もとに ぞ ありけ る。 いかにな りに ける にか、 

後に さかし き 人々 かきいれ たる あ ひだ、 物語お ほく なれり、 大納言より のちの 事 かき 入れ 

たる 本 も あるに こそ、 さる ほどに 今の 世に 又 物が たり かきいれ たるいで きたれり、 大納言 
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大井 光遠の 妹强 力の 事  一 i 

或廇人 女の 羊に 生れた る. „^ 知らす 

して 殺す 事  S 

出 雪 寺^ 當の 鯰に なりたる. ^知り 
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遣唐使の 下 虎に 食 はる-^ 事  WIS 
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敏行 朝臣の 事  二 元 

東大寺 華 嚴會の 事  1W 

獵 師佛. ^射る 事  ン. 1  一一 K 

千手院 僧正 仙人に 逢 ふ 事  一一 II 

卷第九 

瀧 口 道 則 術.^ 習 ふ 事  il 

寳 志和尙 影の 事  0 

越 前 教賀の 女觀音 助け 給 ふ 事  一一 HA 

くう すけが 佛 供養の 事  二 五八 
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歌詠みて 罪.^ 免る. -事  きハ 

大安 寺 別當の 女に 嫁す る 男 夢見る 

事  ニーズ 

博打^ 入， の 事  二 七 0 
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伴大納言應天門^^燒く事  SI 

放鷹 樂明暹 LL 是季 がなら ふ 事  S 

堀 河 院明暹 Li 笛 ふかさせ 給 ふ 事  二 七 七 
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吾孀 人生 赞 .3* 止む る 事  二八 二 

豐前 王の 事  天 九 

藏人 頓死の 事  11 九 0 

小槻當 平の 事  一一 さ 一 

海賊^ 心 出家の 事  1§ 
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青 常の 事  §0 

保輔盜 人た る 事.  一一 一 OS 

晴 明.^ 心み る 僧の 事付晴 明娃. ^殺 
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或 僧 人の 許 Li て 氷 魚ぬ すみく ひれ 

る 事  S 

仲 胤 僧都 地主 權現說 法の 事  5 ハ 

大ニ條 殿に 小 式部 內侍歌 ふみかけ 

舉る事  £ 

山 橫川賀 能 地蔵の 事  一山 ハ A 

卷第六 

廣貴 妻の 訴 U 依りて 閻魔 王宫 へ め 

さる. -事  一き 

世 尊 寺 に 死人.^ 掘リ い だす. 事  i 

留志 長者の 事  一七せ 

清水寺 に 二 千度 参詣の 者雙六 LL う 

ち 入る， -事  ーセゼ 

觀音經 蛇に 化して 人.^ 助け 給ん 事  一七 < 
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櫃子叟 孔子と 問答の 事  K 七 

僧伽 多羅 剎の國 に 行く 率  一八 八 

卷第七 
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播 磨守爲 家の 侍 佐 多の 事  一一 00 

三條 巾納言 水 飯の 事  二  OS 

檢 非違 使忠 明の 事  110 力 

長 谷寺參 籠の 男 利 生に ゎづ かる 事  垂ハ 

小 野 宮大饗 の 事 付 西 営 殿 富 小路 大 

臣等大 饗の事  一 5 

式 成 滿则嚴 等 ョ 人 瀧 口の 弓藝に 

召さる く 事  ニー；^ 
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大膳大 夫以長 前 班 問 ふ 事  ニニ  0 

下野 武 正大 風雨の B 法 性 寺 殿に ま 
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篤昌 忠恒 等の 事  111 一九 
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式部 大輔 實重贊 茂の 御正 體拜見 の 

事  SI 
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白 河 院御寢 の 時 物に おそ はれさせ 

給 ふ 事  0 
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實子 にわら ざろ 人資 子の ぶしした 

る 事  ーまハ 
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晴明藏 人 少將. ^封す る 事  さ 

季通 挟に 逢 はんとす る 事  さ 一 
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明衡挟 LL 逢 はんとす る 事  六 八 
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業村强 力の 學士  LL 逢 ふ 事  やれ 
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大太郎 盗人の 事  八 一 

藤 大納言 忠家 物言 ふ 女 放屁の 事  八 五 

小 式 都内 侍定賴 卿の 經に めでたる 
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. 山伏 船祈リ かへ す 事  八 七 

烏 羽 僧正 國 後と 戲 るな 事  八 九 

繪佛師 ー艮秀 家の 燒 くる 見て， んろ 
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虎の 鱒と リたる 事  九 二 
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罔 人佛 事の 事  •： 九 八 

藤 六の 事  九九 

多 新 さ；^. 郎等の 事  一 00 
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小 野 篁 廣才の ポ？'  二  m 

ゃ貞夂 本院 俘從 等の 事  ： 一一 六 
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道 命 阿 闍梨和 泉 式部の 許に 於て 讀經 

五條 道 組祌聽 聞の 事  一 

丹 波 國籐村 平 茸 生の 事 •  r, 一 

鬼に 瘤 取らる，. 事.：：  

伴 大納言の 事  一 0 

. 隨求 陀羅尼 額に 籠む る 法師の 事  二 

中納言 師時 法師の 玉薬檢 知の 事  1 一一 

龍 門の 聖鹿 にか はらんと する 寧  S 

易の うらな ひ？ J て 金 取り出し たる 事  一六 

宇治 殿 倒れさせ 給 ひて 寶相房 僧正 驗 

若に 刀 口 さる，^ 事  一八 

秦兼久 通 俊 卿の 許に. 向って 惡 口の 事 —— 一九 


源 大納言 雅俊ー 生 不犯の 金うた ^ん 

る 事  

兒 のか いもちす るに 空寢？ -たる 事 

E 舍の兒 櫻の 散る，^ 見て 泣く 事 . 

小 藤太鹫 にお どされ たる 事 —— 

大童 子鮮 ぬすみた る 事  

尼地藏 見た てまつ る 事  

修行者 百鬼夜行に 逢 ふ 事  

利仁薯 粥の 事  •  

卷 第二 

淸德聖 きどくの 事  - 

靜觀 僧正 雨.^ 祈る 法 驗の事  

同 僧 正大 嶽の岩 祈 リ失ふ 事  

金 峯山箔 打の 事 ： ：  

用經 わら まきの 事  - 

厚行 死人.^ 家ぶ リ 出す 事  


子な り、 信實官 右京 權大 夫に 至り、 繪畫 和歌 共に 名手たり、 龜山 天皇の 文 永 二 年 十二月 十六. 

日^す、 年 八十 九。 

東 齋隨筆 は 一條 禪閤兼 良の 作に して、 音樂、 人事， 詩歌 等の 部類 を 分ち て、 十 訓抄、 著 聞 集 

等の 古書より 抄錄収 葉して、 一 切 自己の 見聞 を 交へ す。 本朝に て 隨肇の 名を稱 する は 此書を 

初と す。 兼 良 は 關白藤 原 經嗣の 第二 子、 文 安三 年 太 政 大臣に 拜 せられ、 年 關白氏 長者と な 

り、 文明 十三 年 四月 八十 歳に て薨 す。 馎 學多閒 にして 編著 頗る 多し。 嘗て 自ら 謂 ふ、 われ 菅 

丞相に 勝れる もの 三 あり、 曰く 攝 家たり、 曰く 太 政 大臣たり、 曰く 延喜 以後の 事 を喑ん すと。 

本 集 所收の 宇治 拾遺 物語 は 禹治刊 本 を 底本と し、 十" 活字本 SiiS 古寫本 I 賴默 を 以て 對校 

し、 そのよろ しきに 隨ひ、 傍 今昔 物語、 國史 大系 本、 馎文館 本 等を參 照せ り。 今 物語 は 天明 

六 年の 單行 本に 據り、 群 書類 從本、 文化 十 年 版の 木 活字本 を對 校し、 東 齋隨筆 は 群 書類 從本 

に據れ り。 

. 大正四年ニ月  校訂 者 藤 井 こ 男 
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